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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　巻ノ一　織お田だ信のぶ奈なと明あけ智ち光みつ秀ひでの窮きゆう地ちのこと







「山やま名な豊とよ国くに。貴き殿でんの伯お父じにして但たじ馬まの国主、山名祐すけ豊とよはすでに臣従していた織田家の手前、毛もう利りへの降こう伏ふくを拒こばんでいたが、ついに和わ睦ぼくの使者をよこした。これで因幡いなば・但馬両国の平定は成った。この吉きつ川かわ元もと春はる、一気に丹たん波ばへ進軍して上じよう洛らくへの道を開く。丹波の波は多た野の秀ひで治はるをはじめとする国こく人じん衆しゆうのほとんども、毛利方へとついた。明智光秀軍は今や、丹波で孤こ立りつ──光秀を倒たおせば、悲願の上洛は成る」

　中国の覇は者しや・毛利家の山さん陰いん方面軍を率いる猛もう将しよう・吉川元春は、怒ど濤とうの進しん撃げきを続けていた。吉川軍は因幡（鳥とつ取とり県けん東部）と但馬（兵ひよう庫ご県けん北部）の国境をすでに越こえ、一路、丹波を目指していた。

「しかし……豊国と祐豊の両山名は、毛利に降くだるなら降る、織田につくならつく、そこがはっきりせん。そのような武士をこの元春は好かん。性しよう根ねが揺ゆれておる」

「……心はうつろい、定まるところを知らない。これが凡ぼん人じんというものです」

　吉川元春の隣となりを馬で進む因幡国主の山名豊国は、青ざめた表情で答えていた。その言葉はかつて、鳥取城を追われていた彼を助け、鳥取城を奪うばい返し、因幡国主の座に戻もどしてくれた盟友・山やま中なか鹿しか之の助すけに対して伝えた言葉と同じものだった。

　名門山名家の御おん曹ぞう司し・山名豊国はいちど下げ克こく上じようの波に飲まれて没ぼつ落らくした。その豊国を、尼あま子こ家再興のために義軍として戦っていた山中鹿之助が助けてくれたのだ。それなのに豊国は、二度までも鹿之助を裏切って毛利方に寝ね返がえった。

　心はうつろい、定まるところを知らない。これが凡人というものです。

　山名豊国は鹿之助にそう伝えて、詫わびた。

　二度と鹿之助と会うことはあるまい、鹿之助は毛利に討うち取られて死ぬ、そう思った豊国はせめて書状ででも鹿之助に詫びたかった。いや、山名家存続のために毛利に服従しなければならなかった自分の苦しい立場を弁明したかった。

　しかし時は流れ、鹿之助は奇き跡せき的に生き延びた。中国地方へ侵しん攻こうしてきた織田家に仕官し、相良さがら良よし晴はる軍団の副将格となり、播はり磨まに兵を展開している。

　決して主君をたがえず、尼子以外の主あるじを持たずと言っていた鹿之助の心のうちでなにかが変わったのだろうか。変えたのだとすれば、わたしが鹿之助を二度までも裏切ったことが、そのきっかけだったのだろうか。その上、わたしは吉川元春の上洛の道を開くため、但馬の伯父上までをも毛利方に寝返らせてしまった。丹波の明智光秀のみならず、播磨の鹿之助をも窮地に追い詰つめてしまったのだ。わたしは戦場で鹿之助に合わせる顔があるのだろうか……悩なやんでいる山名豊国に向けて、吉川元春が言った。

「鹿之助は、相良良晴の器うつわに惚ほれたんじゃ。濁にごった水に鮎あゆが住めぬように、凡人には鹿之助の美しすぎる心は摑つかめん。使いこなすことはできん。斬きってやることだけがあの者の救いじゃと自分は信じとった。じゃが、相良良晴は違ちがう。あれは、よい男じゃ。わが兄者に似ておる。戦国の世ではああいうよい男から先に死んでいく、姫ひめ武将を守るために」

　吉川元春が目を細めながら、青空を見上げた。

「……それ故ゆえに、わたしはおめおめと生き延びております」

「山名豊国。自分は、この元春は妹とは違う。お前は二度も鹿之助を裏切った。毛利を裏切るそぶりを見せれば、容よう赦しやなく斬る」

　山名豊国は内心、震ふるえ上がっていた。彼は、今は小こ早ばや川かわ隆たか景かげに従っている備び前ぜん美作みまさかの宇う喜き多た直なお家いえから、「織田と毛利を両りよう天てん秤びんにかけるのが得策だぜ」と心を揺さぶる怪あやしげな書状を受け取っていたのだ──。

「妹の小早川隆景は心根の優やさしいおなごじゃ。宇喜多直家のような妖よう怪かいじみた悪漢であろうとも、殺さずに毛利家のために使いこなそうとする。しかし自分は違う。とりわけ、わが生しよう涯がいの宿敵・鹿之助を一度ならず二度までも毛利に売ったお前は、好かん。次に心がうつろった時こそ、わが愛刀『姫ひめ切きり』がお前の首を落とす時じゃ」

　吉川元春の山陰攻略作戦の主眼は、山中鹿之助が守っている山陽道の播磨を妹の小早川隆景が足止めしている隙すきに、神速で因幡から但馬へと抜ぬけ、丹波の反織田家勢力と合流して明智光秀を討ち、裏側の山陰道から京の都へ入るというものだった。

　但馬の国主・山名祐豊は、毛利に従う因幡国主・山名豊国の伯父だった。豊国は、「そなたは毛利方へ奔はしったが、わしはすでに織田方についておる。今さら寝返りなど……この上は、山名家同士で堂々と戦おうではないか。勝ち残ったほうが、山名家の家名を存続すればよい」と渋しぶる祐豊を、必死で説得した。「織田と毛利の代理戦争を、ともに山名家を支えてきた伯父上とわたしとで戦うなど。それでは山名は織田と毛利の決戦の中で摺すり潰つぶされてしまいます。伯父上が知らぬうちに、家臣が独断で吉川元春と和睦したことになされませ。万が一の時にはそれで織田家への申し開きもできます」と。

　すでに高こう齢れいで身体からだが弱っていた祐豊は、甥おいの説得に折れた。

　吉川元春はもともと謀ぼう略りやく・調略を好まない猛将だ。が、合戦で血を流す前に敵将を調略して勝つ、これが初代元もと就なり以来の毛利家の伝統作法である。小早川隆景も「この山陰攻ぜめは、いわば奇き襲しゆう作戦。時間をかければ失敗する。智ち将しよう・明智光秀に一刻の猶ゆう予よも与あたえてはいけない。行軍は早ければ早いほどよい」と山名祐豊の調略を勧すすめてきたのだった。

「いよいよ明智光秀との対決じゃ。噂うわさには主君の織田信奈に匹ひつ敵てきする姫武将にして信奈と相良良晴を奪い合っておると聞く。木き津づ川がわ口ぐちでは良晴を妹から奪っていった女、妹の憎にくい恋こい敵がたきじゃ。どれほどの将器の持ち主か、実際に戦場で弓矢を交えて推おし量ってやるけえ。そして、必ずやこの吉川元春が討ち取る！」




　その明智光秀は、丹波篠ささ山やまの戦場にいた。

　織田信奈の当初の構想では、相良良晴が山陽を、明智光秀が山陰を攻略する予定だった。しかし山陽の播磨戦線が予想以上に激化し、同時に松まつ永なが久ひさ秀ひでが大和やまとで反乱を起こしたために、光秀はいったん丹波攻略を放ほう棄きして播磨戦線に参戦していた。

　さらにその後、光秀は天てん王のう寺じの合戦や木津川口の海戦にも参加している。

　いずれも、窮地に陥おちいっていた信奈や相良良晴を救きゆう援えんするためだった。

　このため、光秀の丹波攻略は遅ち々ちとして進まず、そのうちに東から武たけ田だが、北から上うえ杉すぎが同時に上洛軍を興おこしたため、光秀は援軍が望めない状じよう況きようとなり、これを勝機と見た吉川元春の奇襲作戦を招いていた。

　光秀に抵てい抗こうする丹波豪ごう族ぞくのうち、最強を誇ほこるは西丹波・黒くろ井い城主の赤あか井い直なお正まさ。勇猛で鳴らす老齢の男武将だった。

　この赤井直正と連れん携けいしているもうひとつの勢力が、難攻不落の巨きよ大だいな山城・八や上かみ城を本ほん拠きよとする篠山の波多野秀治。波多野秀治自身はさほど強くないが、八上城は正攻法では容易に落とせない。波多野秀治はいったん光秀に恭きよう順じゆんしてともに黒井城を攻めていたにもかかわらず、光秀が丹波戦線から撤てつ兵ぺいして播磨戦線へと転戦すると知るや否いなや「丹波を織田家のくびきから解放する時ぞ」とばかりに裏切ったのだ。当時、毛利方に寝返り相良軍団の退路を断たった播磨の三木城主・別べつ所しよ長なが治はると親族関係にあったことも、波多野家寝返りの理由のひとつだった。

　今、因幡・但馬の両山名が毛利に与くみしていることもすでに波多野秀治は知っている。光秀と決して戦わず、このまま八上城に籠ろう城じようしていれば、いずれ両山名が吉川元春軍を丹波へと引き入れる。吉川軍と八上城とで挟きよう撃げきすれば、たとえ光秀といえど支えきれるはずがない。

　丹波最強の猛勇を誇る黒井城の赤井直正が病やまいに臥ふせていて八上城へ後詰めに来られないことだけが、光秀にとって救いだった。だが、同じ「猛将」でも吉川元春のほうが、はるかに手て強ごわい。丹波の一国人と、中国地方の覇者・大毛利家の山陰軍団を統とう括かつし因幡・但馬まで飲み込んだ軍団長とでは、動員兵力が段違いなのだ。

「……吉川元春の進軍が速すぎるです。まさかこの土ど壇たん場ばで、但馬の山名祐豊が信奈さまを裏切るとは……人ひと質じちを、取っておくべきでした」

　明智軍の本ほん陣じん。

　光秀は、吉川元春が丹波入りするまでの日数を計算していた。どれほど計算し直しても、あと数日しかない。八上城攻略に手を焼いた光秀は、竹たけ中なか半はん兵べ衛えと黒くろ田だ官かん兵べ衛えが考案して三み木き城攻めで用いた「大包囲戦術」を採用してはみたものの、城を包囲すれば落城までに時間がかかる。城内の兵ひよう糧ろうが尽つきねば効果がないのだ。そして城内にはまだ兵糧がある。吉川軍が丹波入りする前に八上城を降伏開城させることは不可能だった。

「ここに吉川軍が到来すれば、わが軍勢はまたしても一敗地に塗まみれて丹波から敗走することになるです。しかしこのたびの敗走は、ただの負け戦いくさでは済まないです。足あし利かが将軍を擁ようする毛利家が上洛を果たすということになってしまうです」

　光秀は地図を睨にらんでけんめいに考えた。

「織田軍の主力は越えち前ぜんで上杉謙けん信しんと対陣中。織田軍はすでに手て取どり川で大敗し、加か賀がを失しつ陥かんしているです。一方、鹿之助どのが率いる播磨の相良軍団は小早川隆景と。東海道では松まつ平だいら元もと康やすどのが武田信しん玄げんと。すなわち、四方から敵が同時進撃中。信奈さまご自身は、予想に反して上杉よりも武田のほうが先に攻めてくると見切られて、越前から三み河かわの設楽したらが原はらへと強行軍……摂せつ津つは、国主だった荒あら木き村むら重しげどのが謀む反ほんの疑いをかけられて失しつ踪そうしたために、今なお指揮系統が混乱しているです。これでは、援軍は望めないです……」

　光秀は、援軍を乞こう書状を信奈に送ってしまったが、最強の軍神・上杉謙信と、「風林火山」の軍旗を掲かかげて再度の上洛戦を開始した武田信玄の両りよう雄ゆうを東と北に抱かかえて最前線で苦戦している信奈が、どのように知ち恵えを絞しぼっても東国から丹波に兵を割さけないことは理解していた。

「起死回生を図はかるとすれば、豊ぶん後ごの大おお友とも宗そう麟りんを動かして毛利を背後から突つくしかありません。そのための大友への使者として、人たらしの相良先せん輩ぱいと、宗麟と知ち己きの仲である黒田官兵衛どのが九州に向かわれたはずです……となると、相良軍団からの増援も不可能です。鹿之助どのは、播磨を守るので精せい一いつ杯ぱいです」

　織田家は兵士も足りないが、武将の数が足りない、と光秀は嘆なげいた。

　良晴も信奈も才さい気き溢あふれる義ぎ妹まいを次々と抱えて急いで人材を育成しているが、戦国の世の流れが急すぎて、時間が足りないのだ。

「道どう三さんさまか、せめて弾だん正じようどのがご存命ならば……」

　浅あざ井い長なが政まさことお市いちが三人の子を出産して、これほど人材が払ふつ拭しよくした今も戦場に戻れないことも、こうなってみると痛手だった。

　信奈が良晴との契ちぎりをいまだに結べないのも、今もしも妊にん娠しんしてしまったら天てん下か布ふ武ぶの戦いが遅ち延えんし織田家が壊かい滅めつしてしまう危険性を察知してのことのようだ。お市の出産と戦線からの完全離り脱だつが、信奈にその可能性を悟さとらせたらしい。

　考えてみれば、姫武将は長らく独身を通すことが多い。合戦と出産・子育ての両立は、どう考えても無理がある。毘び沙しや門もん天てんとして生涯不犯を誓ちかっている上杉謙信はともかく、武田信玄や北ほう条じよう氏うじ康やすでさえ独身を通しているのは、日々の合戦が忙いそがしくて自らの途中離脱など到とう底てい考えられないためだろうか。

（どうにかして自力で八上城を落とさなければ。吉川元春が丹波衆と合流すれば、織田政権は崩ほう壊かいです。しかし、策が見つからないです）

　光秀と同じ美み濃の出身。副将の姫武将・斎さい藤とう利とし三ぞうが、

「土と佐さの長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかに援軍を要よう請せいしております。長宗我部家とわが斎藤家とは縁えん戚せきにあります。四国統一戦で忙しい姫大名ですが、勘かんの鋭するどい元親はいずれ織田家が本州の覇は者しやになると踏ふみ、以前から『先物買い』をしておりました。それ故、まだ織田家が尾お張わり・美濃二ヶ国を切り取ったばかりの頃ころに、わが斎藤家から義妹を取ったのです。ここで織田家に恩を売れば必ず『四国切り取り放題』のお墨すみ付つきを信奈さまから取れると元親は考えますから、必ず堺さかいへと土佐の船団を率いて来てくれるはずです。今や大おお坂さか湾わんの制海権は、織田家が握にぎっておりますから」

　と光秀を励はげます。

「そうでしたね、利三……でも、土佐は四国といっても、瀬戸内の海に面した阿あ波わ・讃さぬ岐きとは違います。ほとんど日ひノ本もとの外の異国と言ってもいい国です。近いようで、遠いです。ひたすら四国内で戦ってきた長宗我部家は、大坂湾には不案内ですし。来てくれたとしても間に合いませんです」

「……それは……そうかもしれません」

　斎藤利三は、より畿き内ないに近い讃岐に根を張る三み好よし家を味方にしておくべきだったかもしれない、と悔くいた。だが、三好と長宗我部は四国の覇者を巡めぐって相争っている。三好家は織田家との畿内での抗争に敗れて四国へ引きこもった形になっており、さらには一族の内部分ぶん裂れつによって看板武将の「三好三さん人にん衆しゆう」が次々失しつ脚きやくするなどして、完全に衰すい退たいしていた。三好家に残っているめぼしい勇将は、まだ若い十河そごう存まさ保やすただ一人という状態である。

　地理的には圧倒的に不利でありながら最後には長宗我部が三好に勝つと利三は先読みし、いつかは「惟これ任とう日向ひゆうがの守かみ」として九州へ兵を進めねばならない光秀の役に立つ水軍を率いてきてくれると信じて、光秀の副官となって以後はますます長宗我部家に肩かた入いれしてきたのだった。長宗我部元親も、裏で毛利方にも同時に通じるという蝙こう蝠もりのようなところはあったが、最終的にはやはり織田が勝つと信じている。四国の外を知らないとはいえ、土佐はじまって以来の「出来人」と呼ばれる智将・長宗我部元親にとっても、今こそ自分をもっとも高く織田家に売れる好機なのだ。これまで付かず離はなれずだった毛利とはすっぱり手切れし、織田に援軍を出すはずだった。利三の外交策自体は、成功しつつあった。

　だが、土佐はやはり、遠すぎる──。

　逡しゆん巡じゆんしている光秀と利三の前に、尼に僧そう姿のきゃしゃな老ろう婆ばが現れた。

　光秀の母、お牧まきの方かただった。

　お牧の方は実年齢よりもはるかに年とし老おいて見えた。かつて美濃の斎藤道三が息子むすこ・義よし龍たつに国を追われた際、道三に与していた明智家も滅ほろびた。以来、明智家再興のために流る浪ろうする光秀の育成にすべてを注ぎ込んできたお牧の方は、流浪の途と中ちゆうで心労のあまり病を得て、臥せがちになっていたのだ。

　光秀が織田家に仕えて上じよう洛らく軍に加わった際、十じゆう兵べ衛えは立派な武将となりました、これでわたしの役目は終わりました、とお牧の方は落らく涙るいし、以後は娘むすめの仕事の場に決して口を挟はさむまい、と自ら隠いん遁とんしていたのだった。

　その母が、戦場で働いている光秀のもとにはじめて現れた。

「母上？　お身体に障さわりますです！　どうして戦場に？」

「許してください十兵衛。ですが、母としてわが娘と、そして娘が夢を託たくした織田家の危機を黙もく視ししてはおられません。このまま座していれば織田家は滅び、明智家再興の夢もまた潰ついえます」

「母上にはまさか、策があるのですか？」

「この母ごときが考えつく策。そなたもすでに思いついているはずです、十兵衛」

「……ですが……人として、それだけは……」

「わたしを波多野秀治のもとへ人質として差し出して、和わ睦ぼくなさい。八上城包囲戦はそれで終わります。八上城の包囲に用いている全軍を野戦に回すことができれば、そなたは吉川元春を丹波の入り口で堂々と迎むかえ撃うって戦い、あるいは勝つこともできましょう。今から防衛陣を構築すれば、まだ間に合います」

「できません！　波多野はいちど十兵衛を裏切りました！　母上にもしものことがあれば」

「いちど裏切ったからこそ、この母を人質に取るくらいのことがなければ、波多野はそなたと和睦できないのです」

　十兵衛。そなたはお人ひと好よしすぎます。相良どのはすでに播磨一国の主あるじとなっています。柴しば田たどのも越前の国主に。ですが、そなたはいまだに丹波を平定できておりません。これは、そなたがみなに援軍を出し続けて自分を犠ぎ牲せいにしてきた結果。本来ならば、今こそ誰だれかがそなたに力を貸すべき時です、とお牧の方は厳しい口調で言い放った。

「……とはいえ、一大包囲網もうを敷しかれた今、織田家の誰にも十兵衛に援軍を出せる余よ裕ゆうはありません。たとえ守りの一カ所にでも綻ほころびが出れば、織田家は滅びます。援軍をよこせ、とは言えますまい。そなたは、独力で勝たねばならぬのです。ですから、病を得てもはや長くないこの母の命を、懸かけなさい」

「そんな。絶対に、できません！　そのような真ま似ねをしてもしも母上が波多野に殺されれば……母上の身が絶対に安全だという保証も、波多野が和睦に応じるという確証もありません！」

「十兵衛。人はみな死にます。わたしはそなたという優すぐれた子に明智家の血と誇りと夢を託せたのです。たとえ死んでも、そなたが生き延びてくれるのならば悔いはありません」

「いいえ。たとえ母上のご命令といえども、それだけはお断りします！」

「お聞きなさい、惟任日向守。あなたはほんとうに立派な姫ひめ武将に成長しました。天下人・織田信奈さまの片かた腕うでにして、万が一の時にはその後こう継けい者しやに任じられるまでに。流浪の身から、実力ひとつでよくぞここまで。悔いが残るとすれば、十兵衛似のかわいい孫の顔をまだ見ていないことくらいですよ」

「……そんなこと、今この場で言わないでください……！」

「十兵衛。あなたはこれまで自分を犠牲にして織田家に尽くし抜ぬきました。あなたに尽くす者がいてもいいはずですよ」

　そなたが決意するまで、母はこの本陣におります、とお牧の方は言った。

　柔にゆう和わだが、言いだせば決して聞かない人だった。

　光秀は、この母を戦場から追い出すことをあきらめていた。

　夜風は身体に障ります、と頼たのみ込んで、本陣からほど近い山中の茶室へと入ってもらうこととした。




「……母上……」

　幼い頃に父を亡なくし、長じては家を失い、各地を流浪しながら母に育てられて奇き跡せきの立身を果たした光秀。その母親孝行癖へきは、天下に知られている。光秀がその母を差し出せば、波多野秀治は光秀を信しん頼らいし、織田信奈に裏切られて斬ざん首しゆされることはあるまいと安心して降こう伏ふくするかもしれなかった。

　それで光秀は、吉川元春軍と八上城とに挟きよう撃げきされるという最大の危機をかろうじて脱することができる。

　ここで光秀が吉川の進しん撃げきを阻はばむことができれば、信奈は東方の戦せん況きように反撃の好機を見いだせるかもしれない。

　けれども、きっと相良先輩が大友宗麟を動かしてくれると信じて、ぎりぎりまで待とう。波多野秀治はいちど自分を裏切った。もういちど裏切らないとも限らない。先輩が間に合ってくれると信じて今少しだけ待つです、と光秀は母のために願った。

　光秀は震ふるえていた。母を天下布武の戦いの道具に用いてもしも失えば、自分は正気を失ってしまうかもしれない。自分がどれほど苦境に立たされても窮きゆう乏ぼうに陥おちいっても天てん真しん爛らん漫まんな姫武将として生きてこられたのは、常にあの母に愛されその才能を認められて後押しを受けてきたからだった。

　こんな時、相良先輩だったら、どう言ってくれるだろう。

　どっちの実も捨てるんじゃねえ、と𠮟しかりつけてくれて、そして奇跡を起こしてくれるのだろうか。

（未来から来た先輩は、この十兵衛の未来に悲ひ劇げきが待ち構えていることを知っているかのようです。今の十兵衛にはそれがどのようなものか予想もできませんが、母上を謀ぼう略りやくの犠牲にすれば十兵衛は確実にその悲劇の未来に突き進む。そんな、予感がするです）

　光秀はこれまで、未来から一人きりで流れてきた良晴に、母親のごとき無む償しようの愛情を注ぎ続けてきた。

　良晴はただ一人きりでこの世界に流れてきたにもかかわらず、家族や友人たちと生き別れになったことを嘆く暇いとまもなく、ただ一いち途ずに信奈へ愛情を注がなければならなかった。

　そうしなければ、母親に拒きよ絶ぜつされたまま天下盗とりの戦いを続ける信奈の心が、魔ま王おうになってしまいそうだったから。

　そんな良晴の孤こ独どくを、自らの故郷である未来世界と決別した悲しみを、誰かが癒いやし埋うめなければならなかった。金かねヶが崎さきの戦いくさの際、良晴が生母との別離を内心とても悲しんでいることを偶ぐう然ぜんにも知った光秀は、自らその役を買って出て、ここまで来た。

　だが、光秀が自らの立身出世をなげうってまで良晴に注ぎ続けてきた愛情にも、源泉がある。その源泉が、光秀の母・お牧の方なのだ。

（もしも母上を失えば、十兵衛は……この報むくわれない恋こいに、主君の恋人に抱いだいてしまった自分の想おもいに、耐たえられなくなるかもしれません。自分の先せん輩ぱいへの感情に気づいてしまった瞬しゆん間かんから、十兵衛は、ほんとうは大声で泣きたくてたまらなくなっているというのに）

　光秀は、救いを与あたえるためでなく、はじめて救いを求めて、その人の名を呟つぶやいていた。

「……相良、先輩……」

　そんな光秀のもとに、斎藤利三が、沈ちん鬱うつな表情で再び現れていた。

「申し訳ございません。ご母堂が」

　聞きたくない、と光秀は絶望した。

　だが、聞かなくても、わかった。

　お牧の方は温おん厚こうな教養人なれど、果断な女性なのだ。

　そして、愛情の深い女性なのだ。

　自分の命すら、愛する娘に、平然と与えてしまえるのだ。

「……母上が……もしや」

「はい。移動の隙すきをつかれて、単身、八上城へ……『土と岐き桔き梗きようの旗を都に』と、言い残されて」

　母上。もしも波多野秀治が和睦に応じず、ただ母上を人ひと質じちに取られただけに終われば、この十兵衛はいかがすればいいのでしょうか、と光秀は母に尋たずねたかった。しかしその母はもう光秀のもとにはいない。

「すべては姫のお気持ち次し第だい。波多野秀治がそのような卑ひ劣れつ漢かんであったならば、ご母堂をお救いするためにひとたび毛利へ降くだるもやむなしです。策を用いてご母堂を奪だつ回かいした後に織田家に帰参すれば、天下の誰も、姫を裏切り者とは罵ののしれますまい」

「……利三。信奈さまを裏切れと、二度と口にするな、です。お前が忠義を尽つくすべきまことの主君は、十兵衛にあらず。信奈さまです。われらが目指すは『明智家の安あん泰たい』でも『土岐源げん氏じ再興』でもなく、『天てん下か布ふ武ぶ』。次に口にしたら、斬きります」

「ですが」

「この十兵衛と信奈さまは、二人で一人、です。いずれかが欠ければ、天下布武の夢は、そこで終わるです」

　自分自身とそして母の運命が、取り返しのつかない深みにはまっていく予感に震えながら……信奈さまに、丹波戦線を維い持じする秘策を閃ひらめいた、と早馬を送るです、と光秀はかろうじて斎藤利三に伝えていた。これより、波多野秀治との交こう渉しように入らねばならない。波多野秀治が光秀を信じてくれるという未来に、賭かけるしかなかった。

「ただし。母上を波多野の人質に差し出したことは、信奈さまへの書状内では伏ふせるです。知られれば、お優やさしい信奈さまを苦しめ、その知謀を鈍にぶらせてしまいます。今は武田と上杉を相手に、わずかな判断の過あやまちも許されない時です」

「……御ぎよ意い」

　家臣に対して、斬る、というただならぬ言葉があの温厚で家臣団思いの光秀の唇くちびるから漏もれてくるとは。

　限界寸前にまで追い詰められた光秀の懊おう悩のうを察した利三は、織田信奈へ向けてわが名でもう一通の書状を準備しなければならない、と思った。

　斎藤利三にとっての主君は、明智光秀ただ一人だった。彼女は、高潔かつ無私な英えい雄ゆう・光秀を、ほとんど救世主の如ごとく崇すう拝はいしていた。ただ、同等の能力を持ちながら、信奈とは違ちがい、光秀には天下布武のために手を血で汚けがすということが、どうしてもできなかった。人が善よすぎるのである。信奈も「情」の強い姫武将で、ひとたび心を開いた家臣や仲間には甘いが、光秀の場合は最初から「志のために敢あえて手を汚す」という発想そのものが欠落していた。そこに二人の決定的な差があり、それ故ゆえに光秀はいずれ破は滅めつする、と利三は予感していた。光秀のための汚れ役を自分が果たさねばならないと覚かく悟ごして、利三は西美濃三人衆の一人・稲いな葉ば一いつ鉄てつに仕えていながら、一鉄のもとを出しゆつ奔ぽんして明智家へと押しかけたのである。

　いずれにせよ、これで主導権は波多野秀治に握られてしまった。お牧の方を奪回する方策はないものか、討とう議ぎに入った光秀と利三のもとに。

　波多野秀治からの使者が、舞まい込んできた──。




　八上城の南側の山さん麓ろくに、春日かすが神社がある。

　波多野秀治と明智光秀の交渉は、この春日神社にて極ごく秘ひに行われた。

　両軍ともに春日神社境けい内だいへの参入を許された者は少人数のみだったが、言うまでもなく殺気立っている。とりわけ波多野側は、山さん岳がく地帯での活動に長たけた丹波忍しのびを複数忍ばせていた。いざ交渉決けつ裂れつとなった時、場合によっては光秀を暗殺するためである。

　光秀側の要求は、波多野家と織田家の和睦・停戦。対毛利戦については、波多野家の参戦は要求しない。中立を守ってくれればそれで十分である。人質として、光秀の実母・お牧の方を八上城に留とどめる。波多野家からの人質は取らない。いちど裏切った相手に対する要求としては寛かん大だいなものだった。光秀自身の性格の善さもあるが、すでにお牧の方が自ら八上城へ入ってしまった以上、強くは出られない。

　波多野家は、丹波最大の国人。当主の秀治はまだ若いが、煮にても焼いても食えないしぶとい男だった。かつて畿内の覇は者しやとなった三好長なが慶よしは、松永久秀の義ぎ弟ていに丹波攻こう略りやくを任せたが、波多野秀治は「丹波の赤あか鬼おに」と恐おそれられている黒井城主の赤井直正と連れん携けいして松永軍を挟撃し、最終的には赤井直正が久秀の義弟を討うち取っている。

　三好政権に屈くつしなかった波多野・赤井の両雄の基本戦術は、織田政権が派は遣けんしてきた明智光秀に対しても有効だった。波多野秀治は当初、光秀に恭きよう順じゆんして明智軍を丹波の奥地まで誘さそい込み、赤井直正と戦わせ、機を摑つかんで背後からいきなり寝ね返がえった。ただし光秀は、松永久秀の義弟とは違った。波多野・赤井の挟撃を見事に突とつ破ぱして丹波から撤てつ兵ぺいし、「播磨騒そう乱らん」の終結に功績をあげている。

「こんどこそ毛利が勝つと思っているのでしたら、心得違いです。相良先輩が必ず、九州から大友軍を率いて毛利領に上陸するですよ。吉川元春は丹波攻ぜめの途と中ちゆうで、兵を返すことになるです──母上にもしものことがあれば容よう赦しやはしないですよ、波多野秀治どの」

　しかし海千山千の戦歴を誇ほこる波多野秀治は、「織田信奈どのも日向どのも甘い」と光秀を鼻で笑った。

「わが波多野の盟友、黒井城の赤井直正どのは、病やまいに臥ふせているとはいえなおご存命。赤井直正どのの強さの理由のひとつは、関白・近この衛え前さき久ひさの妹を娶めとっていることにある。皆みな様さま方は赤井直正どのを丹波の山やま侍ざむらいと侮あなどっているが、それは心得違い」

「つまり三好との戦いの折も、この光秀との戦いの折も、畿内に強大な武家政権を誕生させたくなかった近衛さまが、丹波戦線の裏で糸を引いていたというですね？」

「左様。関白さまは三好政権が畿内を制圧していた当時、松永弾正などに天下を奪うばわれてはやまと御ご所しよは潰つぶされてしまうと、けんめいに奔走しておられた。弾正の力を削そぐべく、京に隣りん接せつする山国・丹波を用いた。畿内を安定支配するためには、丹波はどうしても押さえておきたい要地。しかし、複雑な山岳地帯と盆ぼん地ちが入り組む丹波独特の地形は、平地に慣れている都の武士にとっては鬼き門もん。そしてこんども」

「ですが波多野秀治どの。その近衛さまはすでに、信奈さまの盟友になっているですよ。天下騒乱を日ノ本人の力で収めるには、信奈さまを天下人として推おす他はなし、と考えを改められたのです。今は御自ら、薩さつ摩まの島しま津づ家に下向なされて織田家を助けよと島津義よし久ひさを説いているところです。もはや、関白さまは丹波を後押ししたりはしませんですよ。赤井直正どのはすでに、関白さまという後ろ盾だてを失ったのです」

　いいや。今はそのつもりでも、貴族というものは妖よう怪かいだ。織田家が形勢不利と見ればすぐにまた旗色を変える。錦にしきの御み旗はたを持っている者は強い、と波多野秀治は近衛前久の織田家への肩入れを本気にしない。

「毛利軍が京に入れば、関白さまはただちに毛利家に錦の御旗を与あたえる。やまと御所の存続のためならば、裏切りなどなにほどでもない。それが貴族というものだ、惟任日向どの。そうやって千年の間、貴族は生き延びてきたのだ。織田信奈がやまと御所を叩たたき潰つぶすというのであれば、日ノ本は変わるだろう。松永弾正ならば、おそらく、やった。だが、日向どのと織田信奈はまことに甘い。宿敵の関白さまを許したことでもわかるように、千年以上の歴史と権けん威いを誇る御所にだけは手を出せぬ。そのような大それた悪行は、とてもとても。故ゆえに、関白さまが最後にはお勝ちになる」

　当方が織田家に恭順できぬ理由はもうひとつ、と波多野秀治はなおもたたみかけてきた。

「織田信奈は御所を潰せぬが、あの姫ひめ武将は、兵力を持つ武家や坊主どもに対しては苛か烈れつだ。容赦がない。織田信奈の上じよう洛らくに手を貸した松永弾正は、三好家が四国へ追い落とされると用済みとなり、大和へと押し込められて平ひら蜘ぐ蛛もとともに爆ばく死し。出世頭がしらの荒木村重は摂津を切り取った時点で領地を召めし上げられそうになり、慌あわてて出奔。そして、宿敵だった浅井長政親子と朝あさ倉くら義よし景かげは、知っての通り、黄金の髑どく髏ろにされる始末。浅井朝倉に味方した叡えい山ざんを放火して僧そう兵へいたちから武器を取り上げ、大坂本ほん猫びよう寺じと空前の鉄てつ砲ぽう戦をやらかして死し屍し累るい々るいの戦場を現出し、本猫寺の尼に僧そうどもを大坂から退去させた──いったん織田信奈を裏切った波多野家は、織田家が天下を盗れば、必ずや滅ほろぼされる」

　黄金の髑髏の件けんは、浅井長政が「死んだ」と世間に思わせるために信奈が敢えて演じた芝しば居いである。が、種を明かすわけにはいかなかった。光秀は（信奈さまは誤ご解かいされすぎています）と悔くやしかったが、真相を波多野秀治に教えることはできない。

「対する毛利家は、先々代の元就の時代はいざ知らず、今では律りち儀ぎで知られる家いえ柄がら。あの『奸かん悪あく無限』で知られる鬼き畜ちくの宇喜多直家ですら、恭順を許された。あの男のような鬼畜な所行などしたことのないわが波多野家と赤井直正が今、毛利に丹波一国を差し出し山陰道から吉川軍を上洛させれば、波多野家も赤井家も未み来らい永えい劫ごう、安あん泰たいだ。波多野一族はすでに、律儀な毛利にお味方すると決めた。日向どのの提案に乗るわけにはいかない」

　あの生き真ま面じ目めな小早川隆景が、吉川元春にどれほど詰つめ寄られても極ごく悪あく人にんの宇喜多直家を粛しゆく清せいしなかった理由のひとつを、光秀はようやく理解した。「天下三大悪人の一人・宇喜多直家ですら許されるのだから、毛利の律儀はほんものだ」と世間に、そして諸国の大名や国人衆に知らしめるという大目的があったのだ。

　だからこそ山陰道に割かつ拠きよし織田と毛利の間で揺ゆれていた二人の大名──山名豊国と山名祐豊も、容易に毛利に靡なびいたのだ。そして波多野秀治が毛利につくと決めた理由も、両山名と同様である。

　対する織田陣じん営えいは、「黄金の髑髏」という大事件を引き起こしたため、裏切り者は絶対に容赦しないという印象が強い。松永久秀の破滅は二度も信奈に叛そむいたのである意味自じ業ごう自じ得とくと囁ささやかれているが、「平蜘蛛を抱だいて爆死」という無む駄だに派手な散り方をしている。これもまた、内情を知らない世間にとっては、「織田信奈は短気で荒っぽい」という印象を強める結果となっていた。

「……そうですか。もはや波多野どののお心は、毛利方に。相棒の赤井直正どのは病で倒たおれておられますが、それでも」

「左様。赤井直正がこのまま病びよう没ぼつしても、吉川軍がまもなく丹波に到とう着ちやくする。吉川元春が赤井直正に代わって黒井城に入れば、惟任日向どの。あなたはもはや袋ふくろの鼠ねずみ。織田家は四方を敵に囲まれており、日向どのへの援えん軍ぐんはどこからも来ぬ」

「いいえ。九州から、必ず、相良先せん輩ぱいが」

「ふん。相良良晴など、姫武将を口説くのがうまいだけの、どこの馬の骨とも知れぬ男。織田信奈の庇ひ護ごがあってこそ活かつ躍やくできていた若造にすぎない。毛利が海戦で敗れたのも、あんな無能を軍師に雇やとったため。孤こ立りつ無援の九州では、なにもできぬ」

「……そうですか……織田家と和わ睦ぼくをしないのであれば、わが母上を返還していただきたいですね、波多野どの」

「われらは日向どのに私し怨えんはなく、本来ならばご母堂を返へん還かんしてひとまず恩を売っておいたほうが波多野家にとってもよい話。日向どのの表裏なき善良なお人柄は、よく存じている。だが、返還はできぬ。当家は、すでに日向どのを裏切った。われらは織田信奈の怒いかりを恐れている。後日、万が一にも織田信奈が波多野家に復ふく讐しゆうできぬよう、織田家が都落ちするまでは返せぬ。つまり、毛利軍の上洛が達成されるまでは──」

　光秀の隣となりに侍っていた斎藤利三が、ぴくり、と細い眉まゆを動かしていた。

　波多野秀治は、はじめから明智光秀を調略するつもりだったのだ。

「それは、どういうことですか」

「日向どの。今はご母堂をお救いするため、毛利に内通せよ、ということです。むろん、表向きは織田家に忠節を貫つらぬいているふりをすればよろしい。八上城を包囲中に、わが波多野軍の夜や襲しゆうに蹴け散ちらされて、いったん八上城の包囲を解き京へと退たい却きやくする──まもなく京に、山陰勢の大軍を率いた吉川元春が。多勢に無勢で京を支えきれず、日向どのは居城・近江おうみ坂さか本もとまで退く」

「この光秀に、信奈さまを見捨てて、八や百お長ちようをやれと!?　できるはずがないです！　母上を波多野家に差し出しておいて退却などすれば、十兵衛に二心ありと信奈さまに疑われるです！」

「いや。日向どのは、ご母堂を差し出してはいない。日向どのの窮きゆう地ちを救うべく、ご母堂が自ら八上城へ参られたのだから。織田信奈がそのような美談を信じぬというのであれば……実母と激しく憎にくみ合っている織田信奈は当然信じぬだろうが……丹波忍しのびが日向どののご母堂を攫さらったということにすればよい。石いし川かわ一かず宗むね！」

　はっ、と声を発したと同時に、小柄な女忍びが音もなく光秀と斎藤利三の前に姿を現していた。ずっと闇やみの中に潜ひそんでいたらしい。

　目鼻立ちを忍にん者じや頭ず巾きんで隠している。ぎらぎらと輝かがやく赤い瞳ひとみの持ち主だった。凄すさまじい殺気を放っている。思わず刀に手を伸ばした斎藤利三を、「抜ぬく前に殺す」と無言で威い圧あつしている。この忍び、どこかで会ったような……そうです。五ご右衛え門もんどのにどこか似ているですと光秀は戸と惑まどったが、石川一宗のほうは光秀とは初対面らしい。

「この者、年は若いが丹波忍びの大頭。隠おん形ぎようの術を得意とし、いかなる場所にも忍び込める『盗ぬすみの達人』。信濃しなのしかり。箱はこ根ねしかり。伊い賀が甲こう賀がしかり。大軍を動かしづらい山国では、自然と、この石川一宗のような優ゆう秀しゆうな忍びが育ち、そして重宝されるもの。この者が、日向どののご母堂を攫った。織田信奈が日向どのを疑った際には、そう申し開きするがよかろう」

　悠ゆう長ちような。それがしが織田信奈を暗殺して参りまちょう、それですべて片付きまちゅ、と石川一宗が嚙かみながら波多野秀治に言いつのったが、秀治は「いかに優すぐれた忍びといえど、天下人の首は容易には盗とれない。天下人暗殺は、当家が窮した折に苦し紛まぎれに用いる、最後の最後の奥の手だ」と承知しなかった。

「日向どの。そなたは織田信奈に怪あやしまれぬよう、丹波から京へ、京から近江坂本へと、吉川元春の動きに合わせて順々に後退していけばよい。八百長ならば、会戦しつつも兵の損害を出さずに撤退できる。関白近衛さまは毛利方の足利義よし昭あきさまを正式な征せい夷い大たい将しよう軍ぐんと認めるだろう。偽にせ将軍の今川義元はその折に始末してもよいが、日向どのの性格では、無能といえどもあれを見捨てることは辛つらかろう。坂本へ連れて行かれるがよい──歴代の足利将軍も、細川や三好と対立した折にはよく近江へと逃にげていた」

　この見事な調略策は、波多野秀治が考えたのではないはずです。おそらくは智ち者しやの小早川隆景が……この十兵衛の性格まで織おり込んで準備していたのでしょう……しかし、十兵衛の母上が人ひと質じちとして自ら八上城へ入られることまでは、隆景は予想できなかったはずですから、実際に十兵衛の調略に着手する時期について隆景は決めていなかったはず。母上が八上城に飛び込んできたと同時に、波多野秀治が「毛利に風が吹ふいている」と決断して舵かじを切ったです、と光秀は嘆たん息そくした。

　斎藤利三はもう完全に青ざめていた。

「姫。不本意でしょうが今は誘さそいに乗り、裏で毛利と手を組むしかありません。断れば……ご母堂のお命が……律儀で毛利家の信用を築いている小早川・吉川は決してご母堂を殺そうとはしないでしょうが、生き残りを賭かけている波多野秀治ならば、先走ってそこまでやります。かつて播磨騒そう乱らんの折に、毛利家の信しん頼らいを得ようと功を焦あせった宇喜多直家が黒田官兵衛どのを処しよ刑けいしようとしたように！　しかもこの石川なる忍びは、只ただ者ものにあらず。彼女たち丹波忍びがいる限り、ご母堂の救出も困難です。あの松永久秀をもってしても丹波を御ぎよせなかった理由が、わかりました」

　義ぎ弟ていを殺されて怒り狂くるっていた弾正の操あやつる傀かい儡らいとの暗あん闘とうは苦戦でござったが、しょせん傀儡は傀儡。しかも丹波はそれがしの庭。それがしが勝ち残りまちた、ふふふ、と石川一宗が目を細めて笑った。
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　三河──設楽原。

　武田信玄軍と織田信奈・徳川家いえ康やす連合軍の膠こう着ちやく状態は、徳川家康が織田信奈に無断で宿老の酒さか井い忠ただ次つぐに決死隊を率いさせて武田方の後方……鳶とびの巣山砦とりでへの奇き襲しゆう攻こう撃げきを命じたことで、崩くずれつつあった。

　今まで温おん厚こうだった松平元康が、この土ど壇たん場ばで突とつ如じよ「徳川家康」と改名して「松平家の郎党といえども家康の命令には絶対服従である」と家中の独裁を宣言したこと、織田方に無断で武田への奇襲を行ったこと、失敗すれば全ぜん滅めつする仕事を宿老にして松平一族の筆頭格である酒井忠次に命じたこと、奇襲に成功すれば退路を失った武田軍は織田・松平方が守る設楽原に殺さつ到とうするだろうこと──すべては、徳川家康と、帰り新参の軍師・本ほん多だ正まさ信のぶの二人が決行した「織田家への裏切り」とも呼べる策だった。

　だが、まだ織田陣中にはこれらの異常事態の全ぜん貌ぼうは、伝わっていない。

　総大将の信奈自身が血相を変えて家康の陣に詰めて家康・正信と協議している間、滝たき川がわ一かず益ますをはじめとする織田軍の諸将は騒然となっていた。柴田勝かつ家いえ、丹に羽わ長なが秀ひで、前まえ田だ犬いぬ千ち代よといった歴戦のそうそうたる姫ひめ武将たちはみな北陸で謙信と睨にらみ合っているために、設楽原で信奈不在の軍をまとめられる武将は一益ただ一人である。

　一益は、動どう揺ようする諸将を落ち着かせるために、「今こそ風流心を取り戻もどすのじゃ」と陣中で茶会を開いていた。

「ぐぬぬ。松平元康が寝ね返がえったという噂うわさがまことなら、のぶなちゃんは窮地なのじゃ」

「こたびの対武田戦は負けですかのう、のほほほ。退却するならば、殿しんがりは是ぜ非ひともこの、佐さ久く間ま信のぶ盛もりに。逃げ足だけは相良どのに引けを取りませんぞ、逃げ足だけは」

　殿部隊や守備隊を率いさせると粘ねばるが、攻撃力はいまいちと評判の男武将・佐久間信盛が一益から茶をいただきながら、「それがしは『退のき佐久間』ですからのう」と苦く笑しようしていた。佐久間信盛は、先代信のぶ秀ひで以来の織田家の旧臣であり、本来ならば家臣団の年功序列・家格で言えば柴田勝家よりも上位に位置するはずの宿老格でありながら、いまいちうだつの上がらない男だった。織田家の名だたる男武者たちは苦戦また苦戦の信奈を守るためにことごとく戦死してしまったが、この佐久間信盛だけはしぶとく生き延びてきた。信奈が家臣団に推すい奨しようした茶道楽に嵌はまってからは、武功を立てることもなくなっている。

「のぶなちゃんに無断で撤てつ退たい準備をはじめるわけにはいかぬ。そのほう、本猫寺攻ぜめでもさしたる武功がなく、茶会ばかり開いておったの。気が短くてケチ臭くさいのぶなちゃんの勘かん気きに触ふれれば、高こう野や山さんに追放されるぞえ」

「これは手厳しい。しかしながら、家臣団全員が良晴どののような働き蟻ありでは、長くは保もちませぬ。働き者でなければ織田家ではやっていけぬとなると、人並みにぐぅたらな八割方の武将は脱だつ落らくしてしまう。一見穀ごく潰つぶしに見えるそれがしのようなぐぅたらな武将を飼っておくことも必要なのですぞ。それが家臣団を長く保たせる秘ひ訣けつ。なにしろ諸将が荒木村重みたいにがむしゃらに働き過ぎて早々に壊こわれてしまっては一大事。のほほほほ」

「理り屈くつは合っているような、しかしサボりの口実にすぎないような……ぐぬぬ。おっさんたちと茶会を開いていても、茶の味が渋しぶいのじゃ。姫武将だけのお茶会のほうが華はなやかでいいの」

「松平元康の寝返りの噂、まことでしょうかのう？　一益どの」

「わからぬ。じゃが、のぶなちゃんに無断で兵を動かしたことは、信じがたいが事実じゃ。もしもまことならば、設楽原戦線の維い持じは不可能。撤退する他はなくなるの」

「丹波では明智どのが窮地に追い詰つめられております。相良どのはいまだ九州より戻らず。正念場ですのう──松平元康以外にも、寝返る将が出なければよいのですがのう」

「まさか。織田家内には、おらぬじゃろ。みな、のぶなちゃんと苦楽をともにしてきた仲間じゃ」

「尾張以来の譜ふ代だいである柴田どのや丹羽どのは心配ないでしょうがのう。明智どのは、外と様ざま。寝返らぬとも限りませぬぞ。明智どのが窮してお母上を波多野へ人質に差し出したらしいとの噂、すでに陣じん中ちゆうに広まっておりまする。このまま毛利方に押し切られれば、あるいはと」

「まさか。京の都も安あ土づち城も、みっちーの勢力圏けん。西国戦線を支えているみっちーが今ここで謀む反ほんすれば、織田家は文字通り終わりじゃ。よっしーが九州から戻ってくるまで、とうてい保たぬ。そんなことが、あるはずが……」

「未来人の相良良晴どのは特別といたしまして、われらが姫が『文武両道の将にして家族同様の仲間』と真に信頼して軍団長として重用している者は、お二人。近きん畿き管かん領れいとも言うべき大権を与あたえ、畿内の統とう括かつを委ゆだねられている明智どのと、おそらくはこの設楽原で武田軍を押し返せればそのまま関東管領の役目を与えて東国平定の仕事を一任するおつもりであったろう一益どのですな。姫の姉上代わりとなっておられる文の丹羽どのと武の柴田どのへ寄せる信頼も等しく篤あついですが、あのお二人は方面軍司令官としては二人揃そろって一人分ですからのう。もしも明智どのと一益どの、どちらかが欠ければ──」

「……多方面に戦線を抱かかえている織田軍は完全に崩ほう壊かい。のぶなちゃんの心も折れてしまうの。じゃが、三河のたぬき娘むすめも、のぶなちゃんにとっては妹同然。すっとろいが粘り強く義理堅がたい姫武将じゃ。まさか武田の大軍を前に仲なか違たがいして同盟破は棄きなどということは」

　一益が信盛に「ともあれそちは、それ以上喋しやべるでない。陣中に無用の波乱を生む」と言いつけ、茶会に充満している不ふ穏おんな空気を察した信盛が「承知。しばらく気配を消して退いておりますよ。のほほほほ」と茶を飲んでいると──。

　家康の陣から舞まい戻ってきた信奈が、即そく席せき作りの茶室へと飛び込んできた。その表情は、青ざめていた。

「松平家、いえ、徳川家との同盟を、破棄したわ！　左近！　今すぐに撤退準備を！　構築中だった陣をすべて破壊して、尾張まで逃げるわよ！」

「な、なんじゃとっ!?　たぬき娘との同盟を、破棄？　なぜじゃ!?」

「話は後よ！　武田信玄に気け取どられる前に戦線から逃げなければ、わたしたちはこの設楽原で全滅だわ！」

　一益は、思わず手にしていた茶器を落としていた。




　　　　※




　丹波篠山の春日神社では──。

「吉川元春が丹波に入ってしまっては手て遅おくれに。今、内通するしかありません。二ふた股またを掛かける程度のことは、最前線の武将はみなやっていることです！　しかもご母堂の命がかかっているのです、恥はじではありません！」

　斎藤利三がなおもけんめいに光秀をかき口説いていたが、光秀は承知しなかった。

「いいえ……京を守るは、明智光秀……たとえ母上を磔はりつけにされようとも、京を捨て信奈さまを裏切るような真ま似ねは、できません」

　光秀は、自分の選せん択たくが、自分の言葉が母を殺す結果になりつつあると知りながら、どうしても「内通する」とは言えなかった。その表情は痛ましいまでに青ざめていた。光秀は、知っている。柴田勝家。丹羽長秀。前田犬千代。尾張以来信奈に仕えてきた織田家譜代の家臣たちは、このような局面に陥おちいっても絶対に信奈を裏切るような真似はしない。迷うことすらしない。そして自分もまた、織田家譜代ではないが、斎藤道三から天てん下か布ふ武ぶの夢を託たくされた、ひとかどの武将である。道三の夢を自ら継ついだ信奈にとって、同じ道三という師を持つ光秀は、譜代以上の存在だった。片かた腕うでであり半身である。裏切ることはできない。たとえ最終的に奇き跡せきが起きて織田が毛利に勝ち、ここで二股を掛けたことが発覚せずに終わったとしても、光秀自身が生しよう涯がい自分を許せなくなる。

　母上も絶対に認めませんです、誇ほこり高き土岐源氏の末まつ裔えい・明智光秀たる者が、そのような情に流されて志を捨てるような真似を、決して認めません……。

「あくまでも織田家への忠義を貫つらぬきますか。たとえ土岐源氏再興の夢が散っても」

　波多野秀治が沈ちん鬱うつな表情で、再び押してきた。

「たとえ丹波を奪うばえずとも……最後まで京を守る。それが、この光秀の任務です」

「日向どの。よくお考えあれ。今日この時しか、決断する機会はありません。織田信奈は、武田・上杉の軍勢を支えきれない。織田軍は、兵力の集中による各個撃げき破は策を用いて、これまで強敵に勝ち続けてきた。兵力が分散すれば、織田軍にはさほどの強さはない。兵力を分散しながら勝ちを収めることができたのは、あの斎藤道三が存命であった時だけだ。その道三亡なき今……東海道に展開する武田と北陸道を進む上杉を同時に破ることは、織田信奈には絶対にできない。今は綱つな渡わたりのように北陸と東海道を往おう還かんしているが、いずれ、織田信奈は近江まで押し切られて撤退することに。その時、日向どのが軍勢を温存して坂本城に戻っていれば……金ヶ崎の時と同様、前線に兵士を置き捨ててわずかな旗本勢だけを連れて安土城に舞い戻ってくるであろう織田信奈をそなたが討うち果たすことも、可能だ」

　この言葉を聞かされた時。

　光秀は、ついに、決断した。

　迷いを、吹ふっ切きっていた。

「その言葉は余計でしたね、波多野秀治。いよいよ、裏で毛利と手を握るという選択は、なくなりました。結局、母上を救いたい一心でひとたび信奈さまを裏切れば、十兵衛はそのままずるずると謀反人の道を辿たどる羽目になるです。目が、覚めましたです。人間の心の動きを熟知した小早川隆景ならば、そのような愚おろかな提案は、しなかったはずですよ」

　斎藤利三も、「これで会談は終わりです、波多野どの」とうなずいていた。忠実な副将として、二股を掛けて光秀の母の命を守るところまでは考えた。しかし主君を、天下人を討ち果たす謀反人になど、できようはずもない。仮にも明智光秀の名を「天下人を裏切って殺した謀反人」として未み来らい永えい劫ごう日ノ本に語り継がせるわけには、いかなかった。お牧の方が、誰だれよりも悲しむだろう。

「わかった。日向どの、そなたはまことの英えい雄ゆうだ……よくぞ、わが誘さそいをはねのけた。だが日向どの。三好長慶や松永弾正を敵に回し、狡こう猾かつに乱世を生き延びてきた武将として、これだけは言っておきたい。相良良晴を手に入れられる姫武将は、ただ一人だ──天下がただひとつの天下であると同様に、相良良晴もまた、ただ一人しかいない。分身だの片腕だのは、女子供の世よ迷まい言ごとだ。まことに……日向どのも織田信奈も、甘い。甘すぎる。ご母堂を失ったあと、結局日向どのの手て許もとには天下も相良良晴も残らぬ。すべては織田信奈が手に入れるのだ。後こう悔かいすることに、なるぞ」

　春日神社での会談は、打ち切りとなった。

　お牧の方は、光秀の陣には、戻ってこなかった──。

　吉川軍が丹波に入ったその時に、日向どののご母堂を殺す、しかし当家としても可能であれば殺したくはない、それまでは待つ、と波多野秀治から通告があったのみである。

　援えん軍ぐんは、来ない。

　九州へ向かった相良良晴や近衛前久がどうなったのか、まるでわからない。

　石川一宗率いる丹波忍しのびが、八上城を包囲する光秀陣営に向かってその種の情報を持って駆かけている間かん者じやたちを、討ってしまうのかもしれなかった。

　ただ……設楽原で織田・松平の連合軍が武田信玄に追い詰められていることだけは、たしかだった。

　松平家が武田家と織田家との間で二股を掛けようとしているという噂も、あった。

　松平家の家臣団自体が、親織田派と親武田派とに割れているのだ、とも。

　なにしろ三み方かたヶが原はらで松平軍は武田信玄に完かん璧ぺきに粉ふん砕さいされている。上杉・毛利・武田の三家を相手に戦い抜ぬくのは到底無理だと絶望する者が続出しても、無理はない。

　一方、吉川元春軍はすでに但馬に入り、丹波の西の玄関口にあたる黒川城を目指して大軍を率いて迫せまっている。病やまいを得た黒井城主・赤井直正の命は尽つきかけているが、問題なく赤井家と吉川軍との合流は、成りそうだった。

　その種の悪あしき噂だけは、次々と入ってくるのだ。

　丹波忍びが、織田家に不利な情報を握にぎった間者だけは、通過させているのだろう。

　斎藤利三が賭かけていた土佐の長宗我部からの援軍も、来る気配がなかった。やはり、土佐から丹波までは、遠い。山国・丹波にまったく土地勘かんのない長宗我部は、たとえ堺に上陸できても、そこから丹波までの陸路で手間取り、間に合わないだろう。

　丹波戦線に置き捨てられた光秀は、あらゆる意味で、孤こ立りつすることになった──。




　　　　※




　明智光秀に、刻一刻と破は滅めつの時が迫る中。

　山陽に展開する相良良晴軍団は、播磨の臍へそにあたる姫ひめ路じ城を最終防衛ラインと定め、小早川隆景率いる山陽毛利軍と対たい峙じしていたが、総大将の相良良晴が軍師・黒田官兵衛とともに九州へと派は遣けんされたため、副将格の山中鹿之助が留守を預かっていた。

　先の木津川口の合戦で水軍の半ばを失った小早川隆景は、今回は陸路より播磨を抜く計画を立て、じわじわと西播磨を侵しん食しよくしている。勇猛な鹿之助が尼あま子こ十じゆう勇ゆう士しを動員して突とつ進しんしてくると、さっと引き上げ、その隙すきに別の城を盗ってしまうという状じよう況きようが、ずっと繰くり返されていた。鹿之助と隆景が同数の兵力を率いて直接激突すれば必ず鹿之助が勝つが、七難八苦の将・鹿之助にはそのような幸運は決して訪おとずれない。

　今や、西播磨の大部分は毛利方が奪い、鹿之助は隆景を追い回すのに疲つかれ果てて姫路城で息を潜ひそめるばかりとなっていた。

　隆景方では、先せん鋒ぽうを務めるはずだった備前美作の大名宇喜多直家が「腰こしの上に象が乗ったようだ」と再び腰の痛みを訴うつたえて一時離り脱だつしているが、これは播磨騒そう乱らんの際に落馬した古傷が原因らしく、直家が寝返りを考えているわけではなさそうだった。もはや織田家の運命は尽きつつある。

　播磨の裏側にあたる山陰の因幡・但馬では、吉川元春が両山名家を従属させて、一直線に丹波へと急行している。だが、東の戦線で上杉と武田を同時に相手にしている信奈は援軍を出せない。すでに、光秀が危機に陥っていることは鹿之助たちにも知れ渡わたっていた。

「殿とのも軍師どのもお戻もどりにならず、使者も来ない。おそらく九州から姫路へ放たれる使者は、陸路・海路を問わず、ことごとく小早川隆景と村むら上かみ水軍の手の者に捕とらえられてしまっている。ああ、七難八苦……！」

　鹿之助は、姫路城のお菊井戸前の屋敷に尼子十勇士を招集して、緊きん急きゆう軍議を開いていた。

「殿がお戻りになるまで、この姫路城を守り抜くのがわれらの使命。姫路城を奪われれば、三木城も落ち、三木が落ちれば摂津から京の都へと小早川軍は一気に上じよう洛らくしてしまう。しかしこのまま座していても、丹波を落とされ光秀どのは討たれ、吉川元春が京の都へ。座していても滅ほろび、討って出ても滅び。まさしく、今のわれらは尼子家滅亡の時以来の七難八苦！　私の存念はおおむね決まっているが……今まで私についてきてくれた十勇士たちの意見を聞きたい」

　旧尼子家臣団を主体とした十勇士のうち、大物武将の多くはすでに戦せん没ぼつするか、毛利方に降こう伏ふくしている。今、残っている者たちは、鹿之助の魅み力りよくに惹ひかれて集まってきた若い姫武将が多かった。みな血気盛んである。

「尤もつとも道どう理り之の介すけ。今はそなたが十勇士の副将格だったな。私は、ここは突撃しかないと思うが」

「もっともでござる、もっともでござる。尼子十勇士は突撃あるのみ。ただし……」

「ただし？」

「残念ながら当方、吉川と小早川に同時に突撃する兵力も武将もござらぬ。同じ玉ぎよく砕さい戦術であっても、せめて一点集中突撃でなければ万が一の奇跡もありえませぬ」

　どんな無茶ぶりをしても「もっともでござる」としか言わなかった尤道理之介が、はじめて両目を見開いて鹿之助に意見してきた。

「この寺てら本もと生せい死し之の介すけも同意見よ。勝負すべきは、われらの庭である山陰。そして因いん縁ねんの宿敵吉川元春！　姫路からまっすぐ山道を北上して生いく野の峠とうげを越こえ、但馬へ突撃しましょう！」

「生死之介らしい意見だ。藪やぶ中なか荊いばら之の介すけは？」

「真相は藪の中、人生は茨いばらの道。われらが主君・相良良晴どのは、すべての実を拾う主義。ならばわれらも、山陰と山陽の両戦線をともに拾いにかかるべき」

「一理ある。だが、道理之介が言うように、姫路城の守備兵を均等に割ることはできない。いくら七難八苦を求める私でも、それでは毛利両川に各個撃破されてともども全滅することは目に見えている。殿からお預かりした大事な兵と城を、投げ捨てるわけには……しかし光秀どのを見捨てれば、殿にどれほど蔑さげすまれるか。ああ、七難八苦……！」

「ならば、将と兵を不均等に割ればよい！」

　藪中荊之介の意見は、こうだった。

　主家滅亡以来、浪ろう人にん暮らしが長かった鹿之助と尼子十勇士は、山がちな地形が広がる山陰地方でのいわゆるゲリラ戦を得意としてきた。今回も、ゲリラ戦術で行くしかない。

　鹿之助が主立った十勇士と少数の兵のみを率いて山を越えて但馬に侵入し、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの山さん賊ぞく働きを行って吉川軍の行軍を邪じや魔まする。むろん多勢に無勢、いずれは踏ふみ潰つぶされ全滅するが、短気な吉川元春は必ず宿敵の鹿之助を追いかけてくる。わずかながら、丹波入りを遅らせることができる。

　鹿之助と十勇士のほとんどは、むろん、但馬の山中で死ぬ。

　上洛を急ぐ吉川元春は、二度と鹿之助を助命すまい。いや、鹿之助が決して毛利に降伏しないとわかっている以上、したくても助命できない。鹿之助はかつて元春に囚とらわれた折、厠かわやを潜くぐってまで脱走したのである。

　だから鹿之助と決死隊は死ぬが、光秀の命を救えるわずかな可能性を、生みだすことはできる。

　一方、決死隊を除くすべての兵士はこのまま姫路城に留とどめ、鹿之助の影かげ武者をたてて、小早川隆景に「鹿之助は姫路城での籠ろう城じよう戦術を選んだ」と思わせる。すぐに智ち者しやの隆景に見破られるだろうが、その「数日」を稼かせぐことこそが勝負──隆景は余計な流血と兵の消しよう耗もうを好まないから、鹿之助が偽にせ者ものと気づくまでは姫路城への総そう攻ぜめをはじめないはず。

　おお。突撃玉砕を繰り返してきた尼子十勇士も知略面で成長したものだ、やはり負け戦いくさの連続とはいえ実戦を重ねてきたことに意味はあったのだと鹿之助は感激した。

　ついに、わが命を捨てるべき時が来た。「生きろ」と殿は私にお命じになられたが、もしも光秀どのをお救いできれば、わが死は犬死にではなくなる。殿もきっと、鹿之助の討ち死にを許してくださるはず……。

　これで、相良良晴と再会するという夢はかなわなくなった。が、もともと上こう月づき城で尼子家再興の夢とともに尽きるはずだった命である。相良良晴に与あたえられた、今しばらくの命である。良晴はきっと男泣きに泣くだろうが、織田家にとって明智光秀と山中鹿之助の命を天てん秤びんに掛ければ、明智光秀のほうがはるかに重いことは言うまでもない。

「だが小早川隆景に、私が主立った十勇士を連れて但馬へ突撃したことを悟さとられたその時、姫路城の命運もまた尽きる。殿のたいせつな兵を無事に撤てつ退たいさせることができる者はいるだろうか？　十勇士はみな、前へ突つき進むことしか知らぬ猪いのしし姫ひめ武将ばかりだ。ほとんど私のせいだが。毛利両川と尼子十勇士、どこで差がついたのか……指揮官、国力の違ちがい……」

　いっせいに「われこそが影武者に！」と名乗りをあげてきた姫武将たち──破は骨こつ障しよう子じ之の介すけ、阿あ波わ鳴なる戸と之の介すけ、穴あな内うち狐こ狸り之の介すけ、小お倉ぐら鼠ねずみ之の介すけ、大おお谷たに古ふる猪い之の介すけ。

　その顔ぶれを見て「ダメだダメだ。みんな玉砕するつもりだろう？」と鹿之助は眉まゆを下げて頭を抱かかえた。とりわけ、大谷古猪之介はもう、今すぐにでも小早川軍に突進したくてたまらないといった表情である。

「姫路城の兵は、われら尼子の兵ではない。殿に長らく付き従ってきた川かわ並なみ衆しゆうや尾張衆、長なが浜はま城からやってきた近江衆、さらには黒田家の面々なんだ。彼らを、われら尼子十勇士とともに滅ぼしていいはずがない。殿が生還なされた時に肝かん心じんの兵が全滅していたら、われらは玉砕くらいでは済まされない！　しかし、われらは常に滅びの美学を追究してきた。撤退は苦手だ……」

「もっともでござる。黒田官兵衛どののお父上・黒田職もと隆たかどのに実際の指揮を任せては？　娘むすめさんを宇喜多の人ひと質じちに取られても動じなかった冷静な御ご仁じんですし、三木城を守る蜂はち須す賀か衆・前まえ野の某なにがしどのともうまく連れん携けいしてくれそうでござる」

「それだ、尤道理之介。お前に私の影武者役を頼たのもう。お前ならば、ものの道理を決して外さない。わが鹿角の兜かぶとを被かぶり、鹿之助になりすますのだ。黒田職隆どのと歩調を合わせ、小早川軍が総攻めに出たらうまく兵を三木城まで撤退させてほしい」

「三木城まで小早川が攻め寄せてきましたら？」

「その時は、摂津の尼あまが崎さきまでさらに後退だ。小早川は慎しん重ちような姫武将だから、囲い碁ごのように着実に城を盗とりながらゆっくりと進んでくるはず。少しでも時間を稼かせげ。この山陽戦線、決して突撃玉砕はするな。殿の兵と家臣団を守り抜ぬけ。尼子十勇士にとっては不ふ名めい誉よな仕事を押しつけてすまないが、頼む。これが今こん生じようの別れになる……」

「この道理之介、敗走は手慣れたもの。お役目の割り振ふり、もっともでござる」

　鹿之助は、十勇士のうち数名だけを姫路城に残し、残りのほぼ全員を、連れて行くことにした。生野峠を越こえて但馬に死にに行く玉砕部隊は、少数精せい鋭えいでなければならない。多ければかえって行軍速度が落ち、容易に吉川方に発見されることになる。

「寺本生死之介、藪中荊之介、井い筒づつ女おんな之の介すけたちは、私とともに但馬へ。決死隊を、三十名、寄りすぐる。われらが生き延びられるのは、数日だろう。上月城で織田軍に見捨てられて死ぬというわれらの運命を変えてくれた相良良晴どのに……殿に報むくいる時が来た」

「御大将、喜んでお供いたしましょう！　ですがこの亀かめ井い世せ界かい之の介すけは、最後に憧あこがれの琉りゆう球きゆうを一目見たかったですな！　相良良晴どのに一筆いただいておくべきだったーっ！　天下布武が成った暁あかつきには、世界之介を琉球守かみに任ずる、と！」

「あ。待て、世界之介。お前には別の仕事を与あたえる。申し訳ないが、山中家の当主として、やっておかねばならないことだ」

　鹿之助は、戦を避さけて伊い丹たみの鴻こうの池いけ村で酒を造りながら暮らしている妹の新しん六ろくに「戦国の世は必ずや終わりを迎える。武家としての山中家もまた、私の代で終わりだ。武家はやめよ。お前は商人になれ。商人となって、世界を股またに掛かけて活かつ躍やくせよ」と遺ゆい言ごんになる手紙を書き記し、亀井世界之介に手渡していた。

「御大将っ!?　この世界之介に、情けをかけるおつもりかーっ!?　まさか、世界之介が命を惜おしんでいるとでもっ？　御大将と仲間を見捨てよと？」

「いや。だがお前は昔から、大船に乗って琉球に行きたい行きたいと繰り返していた。殿と織田信奈さまもまた、大船で海うな原ばらへ繰り出すという夢を持っている。お前をここで死なせるのは心苦しい……私に代わって、殿とともに琉球へ行ってくれ。殿のもとに、わずかでも尼子十勇士を残しておきたいのだ。私たちが、短かったとはいえ、相良家のもとでたしかに生きた証あかしとして、お前に生き延びてほしいのだ」

「……御大将、あなたという人は……うううう……承知つかまつった！　妹君のもとへ、南なん蛮ばん渡と来らいのワインと琉球渡来の焼しよう酎ちゆうを持っていきましょう！」

「南蛮のワインか。あれはまるで人の血のように見えるが、美味だ。日ノ本伝統の酒に南蛮や琉球の技術を加えれば、新たな酒を造ることもできる。新六に本格的に酒屋を営ませるのも、よいな。お前が、大船に乗って新六の酒を世界に売りさばけ」

　気ぜわしい亀井世界之介が、手紙を胸に抱いて「これにて御ご免めん！」と泣きながら屋や敷しきを飛びだしていった。

　これでざっと済んだ、と鹿之助は窓の向こうに輝かがやく銀色の月を見つめながら、うなずいていた。

「殿がこの戦国の世の未来に待っているなにに対して、あれほど苦しんでおられたのかを知ることができなかった。それだけが心残りだが……明智光秀どのの破は滅めつを回かい避ひできれば、きっと、殿が懸け念ねんしておられる未来も、変えることができる。殿は仰おつしやった。未来は──運命は、確定していないのだと。一人の力では無理でも、大勢の人間の行動によってならば、未来を変えることはできると」

　これより三十名の決死隊を組織して姫路城を夜や陰いんに紛まぎれて脱だつ出しゆつする。山道を北上し、生野峠を越えて但馬へ入る、黒田どのには道理之介から後で伝えてほしい、知られれば必ず止められる、と鹿之助は十勇士たちに告げていた。そして、相良良晴から譲ゆずり受けた山中家家宝の「黄金の千せん成なりひょうたん」を取り出して、末まつ期ごの酒を交かわし合った。このひょうたんは、良晴が稲いな葉ば山やま城攻めの際に信奈から譲られた、たいせつな思い出の品である。良晴は、そのひょうたんを「貴重なものだから預ける。玉砕するなよ」と鹿之助に譲っていた。以来、鹿之助が肌身離はなさず抱えるようになった千成ひょうたんの中には、出雲いずも名産の「地伝酒」が満たされているのである。

　食通の外うい郎ろう五ご文もん之の介すけが、陽気に語った。

「出雲の神話にいわく、高たか天まが原はらを追放されて出雲に入った素す戔さの嗚おの尊みことが、悪あしき地主神であった八や岐またの大蛇おろちを退治する際、八岐大蛇に酒を飲ませて泥でい酔すいさせ、寝ねているところを襲おそってそのたくさんの首を刎はねたのだと言いまする。その酒こそが、日ノ本最古の酒とも言われる八や塩し折おり之の酒さけ。尼子家再興を目指す御大将の戦いは苦く闘とうに次ぐ苦闘、不運に次ぐ不運の連続でしたが……妹君が世界之介どのとともに酒屋商売をはじめれば、案外うまくいくやもしれません。山中家の人間は、決して裏切らない誠実さと七難八苦への打たれ強さが売りです。あるいは、武家よりも商人向きの性格かもしれません」

　われらが殿も、武将よりも商人に向いているお人だ、と鹿之助も釣つられて笑っていた。

「唐国の武将・関かん羽うさまが商売の神となったのも、決して主君を裏切らない忠節ゆえ。御大将も存外と、商売の神に祀まつられるかもしれませんね」

「私は歴史になど残らずともよい。私はただ、殿のお心の片かた隅すみに、山中鹿之助という仲間がかつていた、という形で留まることができれば、それ以上の幸福はない」

　もっともでござる、と道理之介が相づちを打ち、そして、鹿之助たちはいっせいに立ち上がっていた。

「十勇士よ。これがわれらの、最後の戦いとなる。生野峠を不ふ眠みん不ふ休きゆうで越えて、但馬に潜せん入にゆうする。吉川軍は但馬の道には不案内ゆえに、吉川元春軍の先せん鋒ぽうは、因幡国主の山名豊国が務めているはず。但馬で伯お父じの山名祐豊と合流し、全軍で丹波へと押し進む予定だろう。われら決死隊は、この山名豊国率いる先鋒隊の進路を妨ぼう害がいする！　少しでも吉川本隊の進軍を遅ち延えんさせるのだ！」

　ただし、と鹿之助は血気盛んな十勇士たちに念を押した。

「山名豊国の旗印を見ても、激高して突とつ撃げきしてはいけないぞ！　最終的には玉ぎよく砕さいすることになるが、あくまでも時間を稼ぐのが目的なんだ！　瞬しゆん殺さつされてしまっては、元も子もなくなる！　だいいち、私は豊国どのを恨うらんではいない！　お家の存続のためには、強きよう者しやに飲み込まれ滅ほろぼされる前に味方を裏切らねばならないこともある。乱世の武家に生まれてしまった者の定さだめだ。毛利に与くみしたからといって、恨みを抱いてはいけない……そのような恨みでせっかくの戦術を崩ほう壊かいさせてはならないんだ。わかってくれ」

　一時は豊国に裏切られて人間不信になっていた御大将も、相良良晴どのに巡めぐり合ってすっかり立ち直られた、いや、武将として立派に成長された、と破顔しながら姫路城へ留まる任務を受けた道理之介が、鹿之助たち玉砕部隊に一礼した。

「ご武運を。月が御大将へ与え続けた七難八苦が、ただ御大将を苦しめ傷つけるためのものではなく、御大将に七転び八起きの精神を育はぐくんでくれるための試練だったのだと、信じております。それでこそ、ものの道理が通るというもの」

　お前たちが最後までついてきてくれた。そして、相良良晴という人に巡り合えた。もう私は報われている、それで十分だ、と鹿之助は応こたえていた。







　　　巻ノ二　八やつ代しろ渡と海かい戦







　一方、九州戦線は最終局面へと向かっていた。

「高たか城の合戦」で大おお友とも・島しま津づ両家和わ睦ぼくの策を成功させ、九州全土に「天下一軍師」の名を轟とどろかせた黒くろ田だ官かん兵べ衛え率いる大友軍が日向ひゆうが街かい道どうを北へと「大おお返がえし」し、毛利領・周防すおうを目指して駆かけに駆けていくのと同時に、島津軍は日向から本国・薩さつ摩まへと取って返し、休む間もなく相良さがら徳とく千ち代よが守る南肥ひ後ごの八代へと後ご詰づめに向かった。

　八代は今、龍りゆう造ぞう寺じ隆たか信のぶに与くみした北肥後の国こく人じん衆しゆうによって攻せめられている。その敵軍の中には、甲か斐い宗そう運うんの姿もあった──いや、主君の阿あ蘇そ惟これ将まさに命じられた甲斐宗運が、実質的に北肥後衆の総大将を務め、軍を指揮していたのである。一刻の猶ゆう予よもなかった。

　島津軍は、高城での大友軍との決戦に際しては四万もの大兵力を動員したが、この折には大友の圧あつ倒とう的な大軍に対抗するために、領内に住む武器を持てる者……つまり農民たちを徴ちよう収しゆうしていた。彼らは連戦には耐たえられない。田畑を耕たがやす者がいなければ、飢き饉きんが起こり、薩摩全土が飢うえることになる。故ゆえに、高城の合戦が終わると同時に、全軍の半数以上を帰農させねばならなかった。かつ、大友と分ぶん割かつした日向南部にも、鎮ちん撫ぶのために兵を駐ちゆう屯とんさせねばならない。日向各地の旧伊い東とう家系の国人たちはいまだ蠢しゆん動どうしている。島津が完全に撤てつ兵ぺいすれば一いつ揆きが起き、黒田官兵衛の「大返し」に支障が出てしまう。

　日向から球く磨まへと強行軍を重ねて不眠不休の連戦に参戦できた島津兵は、その数、一万五千にまで減っていた。この一万五千が、島津軍が遠征に動員可能な兵力のほぼ上限に近い。数は少ないが、精せい鋭えい揃ぞろいである。

　八代救きゆう援えん軍の総大将は、島津義よし弘ひろ。

　その麾き下かに、末まつ妹まいの島津家いえ久ひさ。織お田だ家から派遣された相良良よし晴はるとその姉・相良義よし陽ひ。そして大友家第二十一代当主・大友宗そう麟りんが、龍造寺軍三万が攻め寄せてきた有あり馬ま領島しま原ばらへ渡海するために同行している。




　義陽から相良家当主を継ついだばかりの徳千代は「阿蘇家の当主・阿蘇惟将が、キリシタン王国の建国を宣言した大友家を見限り龍造寺家と同盟し、八代へ進しん撃げき」という報を聞くと同時に人ひと吉よし城から打って出て、八代の港を死守すべく球磨川添ぞいの山城・古ふる麓ふもと城に籠ろう城じようし、甲斐宗運率いる北肥後軍を待ち受けた。古麓城は八代の港の玄げん関かん口ぐちにあたる要所で、この山城が落ちれば南肥後最大の港である八代もまた甲斐宗運の手に落ちる。落ちれば、島津軍の島原半島への渡海作戦は暗あん礁しように乗り上げることになる。

　黒田官兵衛が投げ込んだ「高城の合戦」という大石が、爆ばく発はつ寸前だった九州に波は紋もんを生み、玉突つき衝しよう突とつを起こしたかの如ごとく、動いていた。

　甲斐宗運は阿蘇家が動員可能な全兵力を率いている。さらには、隈くま部べ親ちか永ながら北肥後の諸豪ごう族ぞくも加わっており、響ひびき野の原はらの合戦の時以上の大軍となっていた。

　今、甲斐宗運は球磨川東岸に聳そびえる古麓城を包囲していた。




　甲斐宗運の主君・阿蘇惟将は、大友宗麟が南なん蛮ばん宣教師と組んで神社仏閣の破は壊かいをはじめたという知らせを聞いて「阿蘇神社も潰つぶされてしまう、神聖なる社をキリシタンバテレンの教会に改造されてしまう」と宗麟の暴走に怯おびえ、「大友との同盟を安易に破るべからず」という甲斐宗運の忠告を破って龍造寺側に寝ね返がえったのだった。

　甲斐宗運は、阿蘇家に絶対の忠誠を誓ちかっている。

　響野原から生せい還かんしてすぐに、主君から再び相良家攻めを命じられた宗運は、承知する他はなかった。

　だが、甲斐宗運が出兵に至る経けい緯いには、少々複雑な甲斐家内の家族問題が絡からんでいた。

　阿蘇家の第二十代当主・阿蘇惟将は、北肥後の阿蘇一帯を支配する武家であると同時に、阿蘇神社の大だい宮ぐう司じでもある。島津、大友、龍造寺の三国鼎てい立りつが続く修羅の国・九州の中で、甲斐宗運の武力と知略を頼たよりにどうにか阿蘇家を存続させてきた。が、その甲斐宗運に宗運自身の息子むすこ三人を「伊東家に内通した」という罪で粛しゆく清せいさせたことが、阿蘇惟将を疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいらせていたらしい。

　しかも、甲斐宗運が南肥後に割かつ拠きよしていた相良義陽を実の娘むすめのように庇ひ護ごしてきたことは、阿蘇惟将もよく知っている。島津と阿蘇の間に割拠する相良家が島津に飲み込まれれば阿蘇家もまた島津に滅ぼされる、というのが甲斐宗運の持論だった。

　その相良義陽がいよいよ島津に降くだったために、阿蘇惟将は慌あわてて第一次相良攻めを甲斐宗運に命じ「響野原の合戦」が勃ぼつ発ぱつしたのであるが、甲斐宗運があるいは「子殺し」などという大罪を犯おかさせた阿蘇家への忠節を捨てて、相良義陽を選ぶのではないか……と恐おそろしくなったのだろう。阿蘇惟将とて、甲斐宗運が死ねば阿蘇家の存続が危あやうくなることは承知している。だからはじめから甲斐宗運の抹まつ殺さつを狙ねらっていたわけではないが、もしも戦場で甲斐宗運が相良義陽と内通する動きを見せれば、背後から撃うち殺せ、甲斐宗運が島津方に寝返れば阿蘇家はそこで滅めつ亡ぼうする、と鉄てつ砲ぽう隊にあらかじめ命じていたのだった。

「宗運よ。響野原では、ちょっとした手て違ちがいがあったようだ。そなたの忠義を疑ったわけではない。そなたの陣じんを誤射した者どもはみな、切腹させた……どうか許してくれ」

　全身に鉄砲傷を受けながらも生還した甲斐宗運を前に、阿蘇惟将は平身低頭して詫わびるしかなかった。

　宗運は無言でうなずいた。が、「大友と手切れし、龍造寺の世話になることとした。今すぐ、相良家をもういちど攻めてはくれぬか」という主君の命令には、呆あきれるのを通り越こして怒いかりを感じずにはいられなかった。

　大友家との手切れに惑まどう甲斐宗運に、阿蘇惟将は涙なみだ目めで説いた。

「当家は乱世ゆえに戦国武将として割拠しているが、そもそもは阿蘇神社の大宮司である。牟む志し賀かのキリシタン王国建国を許すわけにはいかない。認めれば、阿蘇家そのものの存立理由を失ってしまうのだ……本州ではあのキリシタンかぶれの織田信のぶ奈なが『宗教勢力の武装は許さず』と叡えい山ざんを焼き討うちし、興こう福ふく寺じの僧そう兵へいたちから武器を取り上げ、大坂本ほん猫びよう寺じを開城させて甲こう子し園えんなる辺へん鄙ぴな土地へ本山を移転させたという。大友宗麟も同じだ。あの姫ひめ大名も織田信奈同様に宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうを焼き討ちにした。いや、日ひノ本もとに新たなるキリシタンの王国を立てようなどとは、織田信奈よりももっとたちが悪い。大友宗麟がキリシタン道楽に耽ふける限りは、阿蘇家はもはや大友のもとではやっていけぬのだ」

　よもや全九州を巻き込んだ黒田官兵衛の大がかりな策が奇き跡せき的に成功して島津家と大友家が電撃的に和睦し、日向での神社仏閣の破壊活動が停止されるとは、この時、阿蘇惟将も、そしてさしもの甲斐宗運も予想すらできなかった。

　甲斐宗運は（なんという風かざ見み鶏どりな。同盟破りは大国に挟はさまれた国人の常。ここで大友を見限ることは悪ではない。だが、龍造寺に賭かけるなら賭けるという決意が、ない。これがわが殿とのだ。響野原でも、俺を殺すなら殺す、信じるなら信じる、とはっきり決断できなかったのだ。常に、二つの選せん択たく肢しを両りよう天てん秤びんにかけて揺ゆれ動く……これでは龍造寺家に寝返っても、信しん頼らいは得られぬ。龍造寺隆信は、たとえ恩人であろうが役に立たぬと判断すれば平然と殺す男だ。このままでは当家は滅亡する）と苦く渋じゆうに満ちた表情を浮うかべた。だが南蛮渡来の黒眼鏡をかけているために、その視線は誰だれにも読み取れない。

　しかし……甲斐宗運の忠誠を裏切り、大友をも裏切って自ら追い詰められた阿蘇惟将は、今や手負いの虎とらとなった甲斐宗運を従わせるための切り札を準備していた。

　宗運自身による粛清劇を生き延び、ただ一人生き延びていた宗運の嫡ちやく子し・甲斐親ちか英ひでを、広間へと招き入れた。

　甲斐親英は、甲斐宗運の四人の息子が伊東家に内通した際、主命によって粛清される運命だった。しかし、宗運はなぜか首しゆ謀ぼう者しやであったはずの嫡子だけは生かした。むろん、甲斐親英は父親である宗運を憎にくんでいる。なぜ自分だけを生かしたのか、忠誠を貫つらぬくというのならば四人とも殺すべきであったし、そもそも三人の弟は自分が巻き込んだのだ、と訴うつたえて宗運を恨んでいた。

「……父上。相良軍と死し闘とうを繰くり広げた直後に、すぐまたその相良軍と戦えとは無体な命令であると憤ふん慨がいなされているでしょう。主命に叛そむかれるのはご自由ですが、その時には父上の忠節は偽いつわりであったと殿はご判断なされます。さすれば、この親英が切腹することとなりましょう」

「さ、左様。そ、宗運よ。八代を落としこんどこそ相良家を滅ほろぼすか、そ、そなたの嫡子親英の首が落ちるか、ふ、二つにひとつだ」

「この親英はいちど主家に叛いた謀む反ほん人にん。ところが不思議なことに、このように生き恥はじをさらしております。いつ切腹を命じられても覚かく悟ごはできておりますが、四人の息子がことごとく死に甲斐家が断絶すれば、亡なき母上もさぞ嘆なげかれましょうな」

　親英は思い詰めたような凄せい惨さんな表情で、眼光を光らせ、傷ついた父親を睨にらみつけている。

　親英を人ひと質じちに取っているはずの阿蘇惟将のほうが、この父子対決の緊きん張ちよう感に押されて、おどおどしていた。

「それにわが妻も、悲ひ嘆たんに暮れることでありましょう。父上」

「……」

「わが妻の父もまた、伊東家への内通の罪により、父上に殺されましたからな。父親を殺され夫も切腹させられれば、わが妻の哀かなしみはいかばかりか。いっそのこと、この不ふ肖しようの息子とその妻を、ともどもに成敗なされてはいかがですか、父上──それほどに阿蘇家への忠節が大事なのであれば」

　阿蘇惟将が嫡子を人質に取ることを思いついたのではない、わが嫡子・親英が自ら人質になることを望んで、この俺がどこまで阿蘇家への忠誠心を貫き通せるかを見定めようとしているのだ、と甲斐宗運は気づいた。

「親英よ。俺を殺したいのであれば、いつでも相手になる。今の俺は手負いだ。剣けんを抜ぬけ」

「正せい攻こう法では、父上を殺せませぬ。あなたは、背後から種たね子が島しまの銃じゆう撃げきを浴びながら平然と生還してくる化け物だ。眉まゆひとつ動かさず、自分の息子たちを殺すこともできる……ただ一人残されたこの親英を殺せば、あなたの阿蘇家への忠義とやらは完成する」

「親英。それほど相良家が憎いのか」

「憎いですな。父上は自分の血を分けた息子たちは殺せるのに、相良家の姫ひめ武将は殺せなかった……！　なんとしても、相良徳千代の首を、みしるしを、奪うばっていただこう！　相良徳千代の首か。この親英の首か。父上には、そのどちらかを選んでいただく！」

「……なぜ俺をその手で殺そうとせぬ。親英よ。お前が九州の修しゆ羅らとして完成し、甲斐家の当主となるには、力で俺を乗り越こえるしかないのだ」

「残念ですが父上は、強くなりすぎたのです。何度も、あなたを討とうと考えた。ですが、到底無理です。毒でも盛もらぬ限り、この不肖の息子に、あなたは殺せません」

　これが修羅の中の修羅としてこの手を家族の血で汚けがしながら生きてきた俺の運命だ、と甲斐宗運は悟さとった。人生の最後にこの嫡子に殺されるために、響野原から生きて戻もどった。だが、親英はそれを許さなかった。親英はそれほどに、相良家が憎いのだ。父親の愛情を、相良姉妹しまいに根こそぎ奪われたと、そう信じているのだ。ただ甲斐宗運を毒殺するだけでは、もはや飽あき足らないのだ。

　宗運は、思った。俺が幼い相良義陽を守ると決めたのは、御み船ふね城の城門に駆かけ込んできた義陽の「自分がなんのために生まれてきたのかわからないままに死にたくない」という叫さけびを耳にして、心の中でなにかが奮ふるい起こされたからだった。「どうかお助けください」と無様に命いのち乞ごいをするような者であれば、あのまま見殺しにするつもりだった。相良義陽のあの言葉が、俺の病やんだ魂たましいを動かした。親英を生かし、他の三人の息子を殺したのも、同様だ。親英は弟たちを庇かばい、三人の弟は無様に命乞いをした。だから親英だけは助けた。九州に修羅として生きる資格を持つ息子はこの親英だけだ、と信じたからだ。しかし、父親と相良家への憎しみに凝こり固まってしまった今の親英には、説いても伝わらないだろう。

「ひ弱い女子供には慈じ悲ひをかけ、息子たちは谷底へ突つき落として殺す。それが父上のやり方です。ほんものの修羅であれば──女も男も子供も、関係がない！　みな、修羅の国九州では、人として平等なはずだ！　弱い者に、九州で生きる資格はない！　父上！　この親英に、まことの修羅の道をお示しください！　それで、親英は、父上を……尊敬できまする」

　阿蘇惟将のほうが、激高する親英の腕うでを取って、「それまでじゃ」と制止していた。この場で父子の斬きり合いがはじまってしまえば、巻き込まれてしまうかもしれない。阿蘇家は粛清に次ぐ粛清で、人材が枯こ渇かつしている。甲斐家の当主と嫡子がともに死ねば、もはや阿蘇家は成り立たないのである。

　甲斐宗運は、「八代へと進軍し、相良徳千代を討つ」と返答していた。

「ただし、ご主君。そして親英。龍造寺隆信などに乗せられては当家は滅亡。八代を奪ったのちは領土を堅かたく守り本州から天下人が軍を率いて来るまで耐たえ凌しのぐ。ひたすら城を守ることに徹てつし、島津とも大友ともこちらから兵を送って戦うことは避さける。それ以外に、阿蘇家を守り抜ぬく道はない」

　家臣たちに命じて再び出陣準備をはじめながら、相良徳千代が九州に生きる資格の持ち主であるかどうかは、まだ見み極きわめてはいない……と宗運は己おのれに言い聞かしていた。親英への情に流されて八代を攻めるのだとは、認めたくなかった。




「殿！　古麓城はもはや袋ふくろの鼠ねずみ。相良徳千代の首まではあと少しですぞ」

　副将に声をかけられて、甲斐宗運の意識はふと現実に戻った。

　相良義陽を球磨から送り出してまだ、ほとんど日も経たっていない。それなのに、自分はこうしてこんどは相良徳千代を討とうとしている。島津が大友と和わ睦ぼくし八代へ向かっていると知れた今、こうして八代を奪い龍造寺隆信の北九州制せい覇はの野心を助けることに、どれほどの意味があるのか。

　いや。島津方には必ず、「鬼島津」こと島津義弘がいる。

　あの、男女の生まれながらの体力差を異常な精神力と並外れた鍛たん錬れんとで文字通り乗り越えた究極の姫武将との決着を、つけねばならない。

（ほんものの修羅であれば──女も男も子供も、関係がない！　みな、修羅の国九州では、人として平等なはずだ！　弱い者に、九州で生きる資格はない！）

　嫡子・親英の叫びが、蘇よみがえってきた。

　高城の戦いであの立たち花ばな一家を相手に無む双そうしたと伝わる島津義弘と戦えば──その結果が、生であれ、死であれ。

　ただ相良義陽が「女子供」だったから慈悲をかけたのではない、九州には男も女もない、ただ強い者のみが生き残るのだ、という修羅の国の現実を、父の信念を、親英に悟らせることができるかもしれない。

　むろん、手加減はせぬ。仮に相打ちとなろうとも、島津義弘は倒たおす。義弘の初見殺しの秘剣「薩さつ摩ま示じ現げん流」は、忽こつ然ぜんと高城に現れた天才姫武将・立花宗むね茂しげが、使わせている。本来ならば、俺を殺すために開発した秘剣のはずだった。「雷らい神じん」立花道どう雪せつにも、高たか橋はし紹じよう運うんにも、用いなかったという。それを、高城の合戦が初うい陣じんだった若武者・立花宗茂に、用いた。そこまでしなければ、義弘は生き延びられなかったのだろう。立花宗茂もまた、男装してはいるが、姫武将である。義陽よりも幼いという。とてつもない、戦いくさの天才なのだ。修羅の完成型だと、人々は騒さわいでいる。今、九州は変わろうとしている。老将が去りゆく時が、来たのかもしれない。

「……島津義弘は、まだか……なにを、ぐずぐずしている……！」




「あわわ。とんでもない力攻ぜめがはじまっちゃった！　どうしよう～」

　八代の山城・古麓城に守備兵を展開して甲斐宗運の猛もう攻こうを防いでいた徳千代は、今まで軍を指揮した経験がない。それでも、八代の山中は徳千代にとっては庭のようなものである。徳千代は山中のあちこちに兵を伏ふせさせ、甲斐宗運との正面衝しよう突とつを避さけ、ゲリラ戦を展開していた。こうして粘ねばって時間を稼かせげば、必ず後ご詰づめが──相良義陽と相良良晴が来てくれると徳千代は信じていた。さらに、義陽が残してくれた相良家家臣団もまた、一丸となって甲斐宗運率いる北肥後軍の猛攻を防いでくれている。

　だが、もはやこれ以上は保もたない、というところまで来てしまった。甲斐宗運の絶ぜつ妙みような用兵術によって次々と支城や砦とりでを落とされ、残るは本城ばかりとなっていた。

　その上、今日になっていきなり、これまでの手堅い戦い方が噓うそのような力押しを開始してきたのだ。

　甲斐宗運は響野原で深手を負ったはずだった。その傷はまだ完治していない。だが宗運は、なにごともなかったかのように馬に乗り、無表情のまま突進を続けてくる。痛みを感じないのか、それともあらゆる感覚や感情を殺してただ目の前の戦で敵を殺すというその目的のためだけに動くことのできる真の怪かい物ぶつなのか。

　ただ、八代が誇ほこる壮そう麗れいな城下町と美しい港を焼かず、ただひたすらに古麓城の攻こう略りやくのみに専念しているところに、徳千代は、甲斐宗運の本心をかいま見ることができた。宗運は、相良義陽が手塩にかけて繁はん栄えいさせてきたこの八代の町を、焼き払はらいたくないのだ。町を焼こうとすれば、徳千代は山からおりて宗運と決戦するしかなくなる。だが、宗運はそれをしなかった。あたかも宗運自身も、相良良晴と相良義陽の、そして宿敵・島津義弘の到とう着ちやくを待ち受けているかのようであった──。

　甲斐宗運率いる北肥後軍の、この日二度目になる古麓城への総攻めを受けながら、徳千代は八代の青空を、そして球磨川を、その先へ広がる海を見つめていた。心を奪われるほどに、八代は、世界は美しい。なぜこの美しい世界で、人と人とが殺し合っているのか、野生の熊くまたちを友として山で育ってきた徳千代にはわからなかった。そして、これまで相良家当主として義陽が担になってきた重責と業ごうを思い、目に涙なみだを浮うかべた。なぜ義陽が、どれほど懇こん願がんされても決して自分を相良家へ戻そうとしなかったのかが、やっと理解できた。

「犬いん童どうは無事かなあ。姉上は……良晴くんは」

　今日の城攻めは容よう赦しやがない。これが最終決戦だとばかりに、巨馬に跨またがった甲斐宗運自らが、容赦なく相良兵を討うち取りながら、崖がけを登ってくる。

「……うう。もうダメかも……総大将としての初陣の相手が甲斐宗運おじさんだなんて、いくらなんでも無理すぎるよ～……息子むすこさんを人質に取られてるのかも。息子さんの首か、徳千代の首か、どちらかを選べって言われているのかも……きっとそうだよ。うう。酷ひどいよね……かわいそうだよね、宗運おじさん……さんざん姉上を守ってくれた恩人さんだし、降こう伏ふくして切腹しちゃおうか？」

「は、早はや合が点てんしてあきらめてはなりませぬ、姫！」

「義陽さまが、島津兵とともに必ずや救きゆう援えんに来てくれます！」

「敵も島津軍の後詰めがまもなく来ると知っているのです。それ故ゆえに急いでいるのです！」

「あーでも守りきっちゃったら、それはそれで、宗運おじさんの立場が」

「そのことは後！　今はご自分のお命を守ってくだされい！」

「もはや溢あふれ出る妹愛を隠かくさなくなった義陽さまが、絶望して後追い切腹しますぞ！」

「そそそそれはダメだよおおお！　やっぱり、生き延びなきゃ！　せめて姉上と再会するまでは！」

　家臣団とともに山頂の砦とりでで弓を構えながら、徳千代は、南側の街かい道どうから鳴り響く鬨ときの声を聞いた。日向から人吉を経由して最短距きよ離りで取って返してきた、島津軍の後詰め部隊だった。

　相良家の旗印も、黄金のひょうたんの馬印も見える。

「あーっ！　来たっ！　来てくれた～っ！　ああっでもみんな、甲斐宗運おじさんとの一いつ騎き打うちに応じちゃダメだからね～っ！　殺されちゃうよっ、危ないよっ！」




　島津軍の到着を知った甲斐宗運は、「後詰めが来た。まもなく日が沈しずみはじめる。力押しに押したが、間に合わなかった」と古麓城の包囲を解き、八代の北部へと数キロ撤退した。包囲を解いたとはいえ、古麓城とはなお、目と鼻の先である。八代を奪だつ取しゆするまでは撤退しないという甲斐宗運の戦意は不動だった──いや、島津義弘の到着を知って、いよいよ戦意を燃やしているようでもあった。容易に島原へは渡わたらせぬ、という構えである。

　ともあれぎりぎりで妹の後詰めに間に合った相良義陽は、総大将の島津義弘や家久、さらには相良良晴、そして大友宗麟らとともに、球磨川を渡って古麓城へと入った。懸け念ねんされた渡と河か中の奇き襲しゆうは、なかった。

　どうやら宗運は、義陽と徳千代の姉妹に、一夜限りの猶ゆう予よを、与あたえたらしかった。




「徳千代、よく無事だったな。おじさまは、知っての通り苦境に立たされている。八代を取ってお前の首を奪わねば切腹せよと、主君から厳しい条件を突つきつけられているのかもしれぬ。だが、私たちはすでにおじさまのもとを巣立って自立した……おじさまのこれまでの好意を無む駄だにしてはならない。姉妹で、立ち向かうしかない」

「姉上！　意外とすぐに再会できたねっ！　数年は、良晴くんと一いつ緒しよに織田家にお仕えして九州から本州へと行軍を続けるとばかり思っていたよー！」

「……深刻な話をしているところなのに、お前は能天気だな。はぁ。その野生児っぷりは、熊くまと変わらぬ」

「姉上、きっとなんとかなるよだいじょうぶ！　犬童も無事だったんだねー、よかった！　良晴くんもおいでー！　相良一家三人と犬童とで抱だき合おうー！」

「ばうっ！」

　徳千代と義陽。古麓城の広間で、相良家の姉妹が抱き合って再会を祝していた。

　良晴もまた、徳千代との再会を喜び合いたいところだったが、

「い、犬童に抱きつかれたら俺、死ぬから。遠えん慮りよする」

　と冷や汗あせを流しながら、姉妹から距離を取っていた。

「ばうっ！」

「だいじょうぶだよ良晴くん！　犬童は、渡海の準備を手伝ってくれるんだってー！　武器弾だん薬やくの運うん搬ぱんをしてくれるそうだよ！　犬童って、気が利きく家臣だよねー！」

「ばうばう！」

「……熊が軍に混じって弾薬の運搬か。第二次大戦中にも、そういう熊がいたような……今まで信じていなかったが、あれ、実話だったのか」

「さあ良晴くん、徳千代お姉ちゃんにいっぱい甘えたまえ！」

「……そうか。徳千代って幼くて妹っぽいけど、よ、義陽姉さんと同じ日に生まれたわけだから、俺にとっては年上になるのか？」

「むふっ！　そーだよ。こう見えてもあたしだってお姉ちゃんだよ！　今け朝さまでは木の実で飢うえを凌しのいで籠ろう城じようしていたけれど、今宵は熊肉だ、熊肉を振ふる舞まおう！」

「……ば……ばうううううっ!?」

「わーっ、犬童の前で熊肉の話はよせ！」

「こほん。徳千代。お前のせいで、島津家の面々や大友宗麟に、やはり肥後の女は熊襲の子孫だと思われる。熊肉、熊肉と騒さわぐのはやめろ」

「姉上も肉を食べないと胸が膨ふくらまないよ？」

「……べ、別に構わん」

　島津義弘と島津家久の島津武ぶ闘とう派は姉妹コンビが、「相良三きょうだい久々の勢ぞろいで、盛り上がっているところ恐きよう縮しゆくだが」「んにゃ。戦せん況きようは一刻を争う。このまま急いで軍議ぞ」と並んであくまきを頰ほお張ばりながら切りだしてきた。

　この二人、体格こそ違ちがうけれど、こうして横に並ぶと鋭するどい目つきもあくまきのかじりっぷりもよく似ているなあ、さすがに姉妹だと良晴は感動した。

「古麓城の支城はすでに、ことごとく甲斐宗運に奪うばわれている。残るはこの本城のみだ。八代海の向こうの島原半島では、龍造寺軍が有馬家を併へい吞どんせんと進軍を急いでいる。大友方についていたはずの阿蘇家をあっという間に取り込んだことといい、龍造寺隆信がこれほど周到だったとは……」

「龍造寺隆信自身は、筑ちく後ごの柳やな川がわ城を奪うことに専念しちょった。阿蘇家の調略に手を回したのはたぶん軍師の鍋なべ島しま直なお茂しげじゃな、義弘ねえ。あむあむ」

「いずれにせよ、まずい状況だぞ家久。一万五千の島津軍を、八代と島原の二手に割らねばならない。しかも、もう後がない八代の防衛に、想定以上に多くの兵力を割さかねば」

「今から夜よ討うちをかけるか、義弘ねえ？」

「相手は甲斐宗運だ、無理だろう。宗運はわれらの到着を知るや否いなや、無理押しをやめてさっと兵を退いた。われらが一刻も早く八代海を渡わたろうと焦あせっていることは向こうも承知だから、当然、夜討ちを想定している……家久、この山頂から敵陣の張り方を見ればわかる。古麓城から退いたと見せて、その実、鶴かく翼よくの陣形を作っている。夜討ちをかければ、闇やみの中で包囲される」

「んにゃ。一人で知ち謀ぼうも武勇も統とう率そつ力も全部もっちょるとは、おそろしか修しゆ羅らぞ。島津姉妹しまいは四人で分担しちょる分、損じゃ～」

「損とも限らん。現に、八代と島原とに部隊を二分できる。甲斐宗運は一人きりだ、島原で龍造寺と島津の本隊決戦が行われる間、私が古麓城に籠城して宗運を釘くぎ付づけにしておけば、宗運は八代から動けぬ」

「宗運に島原へ乗り込まれたら絶望的じゃったが、義弘ねえが足止めしてくれるなら、おいにも勝ち目はあるど」

　あくまきを食べながら、茶飲み話のように軍議を進める。この二人はほんとうに戦いくさバカだなと義陽が呆あきれ、徳千代が「婚こん期きを逃のがさなければいいんだけど」と微笑ほほえんだ。

「んにゃ。相良姉妹のちっちゃいほう！　おいの婿むこは相良良晴ともう決まっちょる。問題なか！　あ、いや、そうなると相良姉妹のちっちゃいほうが、おいの義理の姉上ということに？」

「……お前もちっちゃいではないか家久。それに、相良良晴どのの嫁とつぎ先はまだ家久と決まったわけではない。ああ、その、私ということも、げふんげふん」

「義弘ねえ！」

　嫁ぎ先って……島津家って女性上位なんだなあ～と良晴は震ふるえた。というより、九州の修羅には男も女もほとんど区別がないらしい。

「いずれに嫁いでも、島津家がわが相良家のものになることは動かぬな。戦で勝てずとも、モテる弟を婿として送り込み主家を乗っ取ればいいのだ。できる弟を持った姉は幸せだな。損して得取れとはこのことだ。ふは、ふはははは！」

「義陽姉さん。何度も言っているけど、俺は信奈と恋こい人びと関係だから。九州で浮うわ気きしたりしたら、俺の首が飛ぶ」

「……ん～。宗麟は軍議が苦手なの。眠ねむくなる前に、軍議を進めようよ。大友家の家臣をほとんど連れてこなかったのは失敗だったかも。道雪も紹運もいないし……退たい屈くつな上に、不安になってきちゃった」

　行軍中からずいぶんと影かげが薄うすかった大友宗麟が、あくびをしながら良晴の肩かたにもたれかかってきた。

「というわけで相良良晴。相良姉妹と島津姉妹はもう話し相手がいるみたいだからぁ、あなたが宗麟の相手をしてよね。そうじゃないと、豊ぶん後ごに帰っちゃうかも」

「え、えええ……？」

　良晴は、家久たちの鋭い視線を浴びながらも、宗麟を突つき放すことはできなかった。

　宗麟には血の繫つながった兄弟武将がいない。みな、死んでしまったのだ。「弟の敵かたき討うち」こそが、この龍造寺隆信との決戦に宗麟が参戦した理由のひとつだった。宗麟は高城の合戦で剣けんを抜ぬき、島津軍と大友軍が戦う戦場の最前線へと馬で駆かけ、ついに「弟殺し」と予言された自らの運命と立ち向かう勇気を得た。だが、まだ、「壁かべ」を乗り越こえてはいない。塩しお乙おと丸まるを討った毛もう利り元もと就なりはすでにいない。しかし、「今いま山やまの合戦」で大友親ちか貞さだの首を刎はねて宗麟のもとへ送りつけた龍造寺隆信はなおも存命であり、かつ大友家に再び牙きばをむいて九州平定の戦を起こしているのだ。

　宗麟が完全に「弟殺し」の運命を自らの力で乗り越えるためには、まだひとつだけ試練が残されている。

　それが、龍造寺隆信との対決なのだ。

　この「肥ひ前ぜんの熊」とも「九州の覇は王おう」とも呼ばれる凶きよう暴ぼうな男と戦場で対たい峙じできた時、宗麟はようやく過去の呪じゆ縛ばくから……宇佐八幡神の予言から自由になれる。

　今この戦場では、相良姉妹も、島津姉妹も、お互たがいの背中を支え合うきょうだいがいる。しかし、宗麟にはいない。新たな義ぎ弟ていとなった立花宗茂を黒田官兵衛の指揮下に入れ、織田信奈と明あけ智ち光みつ秀ひでの危機を救うために本州へ向かわせているのは、本来ならば宗茂とともに龍造寺戦へ向かいたかったであろう宗麟の、相良良晴と黒田官兵衛への感謝の証しるしなのだ。道雪と紹運が島津との戦いで負傷した今、官兵衛率いる大友軍に宗茂がいるのといないのとでは、部隊の強さがまるで違ってくる。それに……たとえ弟がいなくとも、宗麟は自分一人の脚あしで戦場に立ち、龍造寺隆信と戦うことができる、と証明したかったのだろう。

　が、八代に到とう着ちやくして以来、相良姉妹に島津姉妹と、仲なか睦むつまじいきょうだいが左右に並んでいるさまを見ているうちに、宗麟はひしひしと孤こ独どくを感じて、自分はほんとうに龍造寺と戦えるのかと不安になってきたらしい。

　良晴は、もしも信奈とすでに恋人同士になっていなければ、これまで常人ならば耐たえがたい苦しみを味わい続けてきた宗麟のもとで、ずっと彼女を支えてあげたかった。もちろん、それは不可能なことだった。だからせめて、龍造寺戦までは、宗麟の支えを務めようと決めたのだ。本来は、すぐに信奈と光秀のもとへと向かいたかったのだが──。

「しょうがないなあ、わかったよ。八代から島原まで渡る間、俺が弟代わりに宗麟の相手をするよ」

　えへ、相良良晴くんは甘いなあ甘ちゃんだなあ～。このままなし崩くずし的に宗麟の恋人にできちゃいそうだね、と宗麟が舌を出す。

「んにゃ。大友宗麟。相良さぁの腕うでに胸を押しつけるのは反則じゃ！　だいいちその、かぼちゃみたいな胸はいったいどうやって……」

「ふむ。さすがはわが弟だ、サルに見えてもやはり相良家の血筋だな。ともに過ごせば過ごすほどに、姫ひめ武将の心を奪ってしまうらしい。最初は『天あまの岩いわ戸と開き』に憧あこがれて恋に恋していただけの宗麟も、今ではすっかり本気で良晴に恋する乙女おとめの顔になった……島津家を乗っ取るのもいいが、大友家をぶんどるのもいいな。どうする徳千代？」

「あたしは、姉上と良晴くんの子供が見たいなーっ！　特に、男の子！　きっと、姉上の高貴な美び貌ぼうと良晴くんの元気さがいい感じに混まざって、すっごくかわいい赤ちゃんが生まれるよ！」

「むう、徳千代……その道があったか！　お前は、なかなかいいことを言うではないか。なんというお姉ちゃん想おもいの妹なのだ！　そうだ。良晴はお前の直系の子孫になったのだから、私と結ばれてもまったく問題はないな！」

「そうでしょ？　そうだよね！　しかも間に数百年を挟はさんでるから、近親結婚にはならないよね？」

「ああ、姉と弟とで祝しゆう言げんをあげても、血筋上は姉弟きようだい婚にはならない。まったく問題ない。では家久と義弘と宗麟。貴様らは、良晴の愛人枠わくということでいいな？」

「んにゃんにゃ！　相良義陽！　相良さぁの姉という立場に浮うかれてのこれ以上の雑言、許しがたし！　義弘ねえ、こやつはもうここで斬きったほうが」

「待て待て家久。島津家の命運がかかっているこんな大事な時に仲間割れしてどうする。はあ……やはり、恋は姫武将を弱くするものなのかもしれぬな……島津家の修羅修しゆ行ぎようには、恋への耐たい性せいをつけるという視点が、すっかり欠けていた……」

「義弘ねえ。話し合ってもらちがあかん。『肝きも練ねり』で決めるど。島津家に伝わる肝試だめしぞ！　火ひ縄なわに火をつけた種子島を天てん井じようから釣つり下げてぐるぐると回し、発射された弾たまが見事に当たった者が良晴の嫁よめになれる！」

　ロシアンルーレットじゃねーか、やめーや、と良晴が思わず突っ込んだが、義弘が「それはいいな」と大まじめにうなずいた。

「……だが、待てよ。たしかに肝練りの試練にも動じぬ勇者こそ良晴どのの嫁にふさわしいが、家久……急所に当たったら、死んでしまうではないか」

「んにゃ。それでは、肝練りをひたすら続けて、生き残った最後の一人が相良さぁの嫁じゃ！」

「おお、それだ！　最後に生き残った者が勝ち、とは私の発想にはなかった！　さすがは家久、軍法の天才だな！」

「えへへ～。おいは身体からだがちっこい分、有利ど」

「こら、そこの薩摩の蛮族ども。決戦を前にわれらを軍議の席で全ぜん滅めつさせて、どうしようというのだ。愚おろか者め」

「そうだよね～。即そく死ししない限り誰だれも降りないんだから、一晩のうちに全員出血多量で死んじゃうという落ちが見えてるよね、姉上～」

「まったくだ。腕や肩かたへの一いち撃げきならしばらくは生き延びられるが、もしも脚や腹に食らえば致ち命めい傷しようでなくてもまずいことになる」

　ロシアンルーレットで結婚の権利を奪い合おうとする薩摩の姫武将も無茶苦茶だが、肥後の姫武将もたいがいだな、と良晴は怯おびえた。

「み、みんな～。夜が更ふけちまう。軍議に戻もどろうぜ、軍議に！　しっかり頼たのむぜ、義弘！」

「……う、うむ。申し訳ない相良どの。ともかく、部隊を割って島原へと渡と海かいさせねばならない。船に無理矢理に兵へ児こを詰つめ込んでも、島原へ渡わたれる者は総勢千五百というところだ。今、三万の龍造寺軍に攻せめられている有馬勢は、不意を打たれて迎げい撃げき態勢が整っておらず、兵力は千五百。両軍を合わせても三千だな。兵力差は十倍。それ以前に、目の前の甲斐宗運率いる阿蘇軍を全力で防ぎ止めなければ、その千五百も海を渡れぬ」

　修羅の顔に戻った義陽と義弘が、うなずき合う。

「義弘。島津家久と大友宗麟が渡海する間、甲斐宗運おじさまと互ご角かくに渡り合い八代の戦線を維い持じできる豪の者は、お前しかいない」

「むろん、承知している。家久！」

「おう！」

「夜が明ける前に、渡海作戦を実行する。私が甲斐宗運を防ぎ止める間に、お前は千五百の兵児を率いて、島原へ急げ。有馬家は唐とう突とつな島津の後詰めをいぶかしがるだろうが、大友宗麟が同行し、有馬・島津の連合軍を成立させる。あと、お前と龍造寺との決戦に必要な武将は……長年お前の守もり役を務めてきた新納にいろ武蔵むさしと、高城でともに籠ろう城じようした山やま田だ有あり信のぶは当然つけるとして……あとは……」

　私と良晴だ、と義陽が笑った。

「龍造寺軍の兵力は十倍。後先を顧かえりみない龍造寺隆信は力押しで数に劣おとる島津の援えん軍ぐんを一気に攻め潰つぶそうとするだろうが、向こうには、食わせ物の軍師・鍋島直茂という『妹』がついている。われらには時間がないこと、織田信奈を救うために龍造寺軍との合戦を一日で決着させねばならないことを、鍋島は知り抜いている。必ずや、島原での合戦を膠こう着ちやくさせようとするに違ちがいない」

「その膠着を破るために、お前たち相良姉し弟ていが役に立つ、と言うのか？」

「良晴ならば、必ず。私は姉として弟を補佐する。高城でのように、自らの首を打たせるような下策は断じて採らせぬ」

「……わかった。だが、徳千代を八代へ置いていって、いいのか？」

「八代の主はあくまでも徳千代だ、やむを得まい。おじさまの苛か烈れつな攻こう撃げきから徳千代を守りきることができる武将は、武神・島津義弘しかいない。私は、良晴とともにお前の妹の命を守る。わが妹の命は義弘、お前に託たくした。頼むぞ」

　義弘は「ここまで来ればもう家族も家臣も同じだ。お互いにお互いを信じ合うしかないな」と微び笑しようした。

「響野原で義陽、お前を救出しようと駆かけた時、甲斐宗運に先を越こされた借りは必ず返す。私は立花一家との戦いで、一回り成長できた。甲斐宗運と対峙した時に、たとえ肉体が恐きよう怖ふに支配されても、その肉体を精神力によって凌りよう駕がし制圧してみせる。家久とお前たちが帰き還かんできるよう、徳千代を守りつつ、八代の港を死守する」

「二人で一人、とも言うべき義弘と家久の姉妹しまいが離はなれ離れになって戦うことが、俺には気がかりだが……龍造寺四天王はいずれも凄すさまじい武を誇ほこる猛もう将しようだという。島原での合戦が乱戦状態になった時、果たして家久を守りきれるかどうか」

　良晴が、義弘に尋たずねた。

「たしかに、幼い家久を一人きりで戦場に向かわせるのは心配だ。しかし相良良晴、家久には新納武蔵たち家臣団がいるし、それに今の家久にはあなたがついている。木き崎ざき原ばるの時とは違う。心配は、していない。それに……家久ももう、殿との方がたに恋をし、己おのれの足で九州に立ち、自分自身の人生を生きることのできる姫に成長した。家久はもう、大人だ」

「そうだな。わかった、義弘。この合戦もまた、俺が知っている『史実』通りにはいかないと思うが、俺と義陽とで家久を補佐し、勝ち抜く。家久を必ず、八代に生かして戻すよ」

「……ま、またあなたはそうやって私を惑まどわせるのだな。自分では意識していないあたり、始末が悪い人だ……いいか。聞け、家久！」

「んにゃ。顔が赤くなっとるど、義弘ねえ？」

　良晴から目を逸そらしながら、義弘が家久に「この言葉を島原の戦場で決して忘れるな」と告げた。

「『戦場では恋に心を奪われるな』。修しゆ羅らとして敵の命を奪い己の命を守る死し闘とうを繰くり広げている時に、不意に姫に……乙女に戻ってはならない。それは、致ち命めい的な隙すきになる。そしてその瞬しゆん間かんは、必ず訪おとずれる。己の命を捨てがまり、敵味方の兵児の命を散らせ奪い取るその時に、必ずお前の心は修羅と姫、侍さむらいと乙女の狭はざ間まで、痛み、惑う。私が、そうだった。私は、相良良晴どのを斬ざん首しゆすると近この衛えさまが宣言した瞬間に、自分が修羅として命のやりとりをしていることを一瞬、忘れた。本来ならばあの時、私は道雪どのに斬きられていたはずなのだ。私が今こうして生きているのは稲荷いなり神の加護以外のなにものでもない。が、その運は、私が使い切ってしまった……お前が、心配だ。負けるなよ、家久」

「おう！　難しくてよくわからんが、わかったど！　人間をやめて鬼おにになれというのじゃな！　たぶん無理じゃが、義弘ねえがそう言うのならば、頑がん張ばってみるど！」

「ち、違うっ！　そうではない！　人間をやめるな、鬼になるなっ！」

　うう。歳久がいてくれれば……口下手な私にはうまく伝えられぬ。ほんとうにだいじょうぶなのだろうか、と義弘が珍めずらしく泣きそうな心配顔になり、義陽が「武神だの鬼島津だのと恐おそれられるお前も、妹のことになると完全に姉馬ば鹿かだな」と苦笑していた。徳千代が、釣られて噴ふきだす。

　島津姉妹と相良姉妹が和わ気き藹あい々あいと騒さわぐ中、ひとり手持ちぶさたになったのだろうか、それとも戦場の重圧に耐えきれなくなったのか。

　青ざめた宗麟が、ふらり、と立ち上がっていた。

「ふう……決戦を前によく笑っていられるよね、みんな凄すごいね～。宗麟は、張り詰めて疲つかれちゃった～。ちょっと、厠かわやへ行ってくるね。すぐ戻るから」

「だいじょうぶか、宗麟？　ついていこうか？」

「軍議を続けていて。男の子が乙女おとめの厠へついていってどうするの、相良良晴くん。宗麟はいいけどさ～」

「……わかった。まだ軍議はしばらくかかる。無理するなよ」

「えへ。ありがと」

　軍議を止めている時間はなかった。一同は、細々とした作戦の詳しよう細さいを詰めていった。




　しばらくして──ようやく長い軍議が終わった。

　異変に気づいた良晴が、「……妙みようだな」と声をあげていた。

「けっこう時間が経たっているはずなのに、宗麟がまだ戻ってこないぜ？」

　渡海作戦の立案に夢中になっていた義弘が、ふと、家久と顔を見合わせる。

「合戦場に近づくと緊きん張ちようして具合が悪くなる御ご仁じんだとは聴きいていたが、たしかに遅おそいな。高城の合戦で疲れているだろうし、まさか廊ろう下かか厠で倒たおれているのではないのか？」

「んにゃ。そうじゃな。おいたちが姉妹で仲良くしすぎていたことも、心の負担になったのかもしれん……宗麟は、繊せん細さいじゃ」

　義陽が「そうだったな」と唇くちびるを嚙かんでいた。

「言われてみれば私も、徳千代と再会できて浮うかれすぎていたらしい」

「あわわ。だいじょうぶかなあ、姉上!?」

　天井裏から、五ご右衛え門もんの舌足らずな声が響ひびいてきた。

「んにゅう。大友氏うじは軍議の席を離れてもなお胸の鼓こ動どうがおさまらず、少し城の外で息をととのえてくるといいのこちて、ちろからでられたもよう」

「たった一人でか？　まずい！　敵方の間かん者じやに捕とらわれるかもしれんぞ！」

「義陽。渡海開始まであまり時間がない、すぐに探し出さねば！」

　遠くまでは行っていないはずだ。俺が探してくる！　五右衛門！　行くぞ！　と良晴が立ち上がっていた。

「良晴くん！　気をつけてね！　すでに八代のあちこちに敵方の間者が紛まぎれ込んでいるよ！」

「だいじょうぶだ徳千代。俺は逃げ足だけは速いからな。しかし、宗麟を立ち直らせるために敢あえてあと一戦だけと九州に留とどまったのに、俺としたことが」




　良晴は、廊下に飛びだしていた。あの姫大名は身体は大人なくせに、いちいち面めん倒どうでござる。一発気合いを叩たたき込むために『肝練り』をやらせるべきでちゅな、と五右衛門がそんな良晴の背後でぶつぶつと文句を言っている。

「相良氏があやつのおっぱいをがっちり摑つかんでいれば、動けなかったでござるのに」

「そんなことをしたら、俺の胸の鼓こ動どうのほうがおかしくなるだろっ！」

「んにゅう。左様でござったか。まだ、悟りを開いたのではなかったのですな」

「そんなもの開いていたら、宗麟をがっちり抱だきとめておけたさ。牟志賀で夜を過ごした時だって、もっと宗麟に優やさしくできたものを……俺は男としては未熟だな……」

「相良氏は子作り経験がないのですから、男としてあと一歩未熟なのはとーぜんではありまちぇぬかな？」

「う、うるせえ。恋こい人びとならば、いる！　身分の壁かべに阻はばまれて結ばれてないだけだ！　とにかく敵方に宗麟が攫さらわれる前に即そつ行こうで見つけるぜ、五右衛門！　ああ、そういえば」

「そーいえば？」

「責めてるわけじゃないが、五右衛門も今夜の軍議をサボっていたよな？　怪け我がが重いのか？　だいじょうぶか？」

「怪我は問題ないでござる。拙せつ者しやも大友氏同様、部屋のあちこちで姉妹が和気藹々としているさまは、にがてでごじゃるゆえ」

「そうなのか？　そういえば五右衛門って家族とか親しん戚せきはいないのか？」

「……昔のことは、忘れ申した。一流の忍しのびは過去を語らぬものでござるよ、相良氏……おとにゃなちぇりふでごじゃろう？」

「五右衛門も子作り経験がないんだから、大人としてはいま一歩だな。特に、嚙むあたり」

「う、うるさいでござるよ！」




　良晴は古麓城の本丸を出て、球磨川沿いを西に駆けた。

　すでに日は暮れ、空には青々とした月が浮かんでいる。

　八代は妙みよう見けん信しん仰こうが盛んな門もん前ぜん町まちであると同時に、琉りゆう球きゆうや明みんとの貿易で栄える九州有数の港町でもあった。水軍が脆ぜい弱じやくな島津軍が海を経由して島原へ渡わたる際には、どうしても大船団を抱かかえたこの八代を発着拠きよ点てんに用いる必要があったのである。

　土地勘かんがない闇やみの中で、道に迷ってしまったのだろうか。姿が見えない大友宗麟を探しながら、良晴は走り続けた。

（九州にはじめて来た時には、この八代の港から上陸したんだったな。小こ早ばや川かわさんは、なぜ俺を遭そう難なんさせるために貴重な宝具を用いたのだろうか。対織田戦の切り札的な武具に用いることだってできたはずなのに。もしかしたら、小早川さんは俺の家系が肥後の相良氏に連なっている可能性を知っていたのかも。それで、ガスパールの謀ぼう略りやくに乗ったそぶりをして、俺を八代へ……家族から切り離されてこの世界に一人で来てしまった俺への好意であり、同時に俺への試練だったのかもな……もしも俺が直接宗麟のもとに到とう着ちやくしていたら、義陽姉さんとも徳千代とも出会うことはなかったかもしれない。あるいは、すべてが手て遅おくれになってから、相良家とかかわっていたかもしれない）

　良晴は、球磨川の河口に面した小さな神社を、見つけた。

　人の気配がした。

（宗麟かな？）

　が、妙だ。複数の人間の気配を感じた。良晴が（播はり磨まじゃ気配を断たつ修しゆ行ぎようを重ねたっけ。あの時のように、こっそり、こっそり……）と足音を立てずにそっと鳥居を潜くぐり境けい内だいに入ると、二人の男女が球磨川の港に浮かぶ船船を眺ながめながら橙だいだい色いろの「みかん」を食べていた。

「八代まで来たからには、名物のみかんを食っていかねば、心残りになる。こいつは、うまい。姫ひめもどうです」

「……こんな敵地にまで乗り込んで、いったいどこへ行くつもり。早く当家へ戻ってきなさい。あなたがいなければ、戦術が成り立たないのよ。だからこそ、私じきじきにこんな危険を冒おかしてまで、連れ戻しに」

「俺はもう、今回の件で仕官暮らしには飽あき飽きした。いくら修羅の国・九州だからって、ものごとには限度ってものがある。天下の素す浪ろう人にんとして、八代から海を渡って琉球へ行っちまおうと思ってるんでね」

「……いいえ。今まであなたには好き放題にかぶかせてきたけれども、今ここで抜ぬけるのは許さないわよ」

「ならば拙者を討うち取ればどうです。裏切り者には、死を。でしょう？　俺は、姫に『死ね』と命じられれば、笑って死ぬさ」

「百人の勇者に匹敵する武を誇るあなたを討っても、敵を利するばかりだわ」

「ならば、葉は隠がくれ忍にん群ぐんを動かして半殺しにすればよろしい。生かしたまま連れ戻せる」

「……それができれば、苦労はないわ。生なま半はん可かに虎とらの生いけ捕どりを狙ねらえば、忍びどもが全ぜん滅めつしてしまう」

「ともあれ姫。敵地の八代で動いては姫が危ない。帰ってくれねば、俺も旅立てぬ」

　男のほうは身長２メートルはあろうかという巨きよ体たいだが、豹ひようのようにしなやかな身体からだの線の持ち主だった。長煙管キセルを片手に持ち、南なん蛮ばん人じんとも明人ともつかない奇き妙みようにかぶいた格好をして戯おどけているが、その瞳ひとみはまるで獣けもののようにらんらんと輝かがやいていた。明らかに、武士である。それも、激戦地の九州で戦ってきた歴戦の修羅だ。にもかかわらず、血の臭においがしない。薄うす暗ぐらいところのない、好漢だった。

　一方、黒い着物に身を包んだ女の子のほうは、小柄で、瘦やせていた。目が驚おどろくほどに大きく、肌はだは青白い。戦国九州の激闘に次ぐ激闘によって心に淀よどんだ薄暗い情念のようなものを、良晴はむしろ、この少女のほうから感じ取っていた。黒衣の少女は、肩かたに、黒くろ猫ねこをのせていた。その黒猫が、良晴に気づいて「みゃあ」と一声鳴いた。

「しまった！　猫に気け取どられるとは！　やっぱり人間より猫のほうが勘が鋭するどいのかっ!?」

　良晴は咄とつ嗟さに境内から逃にげようとしたが、あきらめた。背後に、無数の殺気を感じたからだ。五人か、十人か……。忍びだ、と気づいた。

「……いつの間に。あなた、誰だれなの!?　島津方の忍びなの？」

　黒衣の少女を「まあまあ」と制しながら、長煙管を手にした大男が、にっこり、と破顔した。

「姫。こいつは忍びじゃない。忍びならば、もっと暗い顔つきをしているさ。はて、どこかで見たことがある顔だ……しかも葉隠忍群に包囲されても、顔色ひとつ変えず、動どう揺ようもしていない。若いが、ひとかどの勇者だな」
















「葉隠忍群？　それじゃあ、あんたたちは龍造寺家の人間なのか？」

「惜おしいな。半分は外れだ」

「待ちなさい、ここはすでに島津領。名乗りをあげてはいけないわよ」

「いやあ姫。俺は今、天下の素浪人なのでね。名乗っても姫には迷めい惑わくはかけない。俺の命を懸かけてでも、姫は必ず逃がしきるさ」

「……それほど忠義を貫つらぬいてくれるならば、なぜ出しゆつ奔ぽんしたの？」

　その少女の問いには、大男はただ笑え顔がおを向けるだけで、答えなかった。

「小こ僧ぞう。いや、もうひとかどの男だな、あんたは。俺は百ひやく武たけ賢とも兼かね。かつて龍造寺四天王の一角を務めていた修羅さ。今は、琉球行きを目もく論ろんで八代の港まで流れてきた浪人だ」

「百武賢兼!?　あんたが!?　龍造寺四天王は、もっと鬼みてえな修羅かと思っていたが」

「殿とのの悪評は九州に轟とどろいているからな。仕方がない。戦場で無数に敵を斬きってきたこの俺が愛あい想そを尽つかして龍造寺家から抜けてきたくらいだからな、ははっ」

「それじゃあ、俺とあんたは敵味方同士じゃないんだな、よかった。俺は、相良義陽の義ぎ弟てい。織田家家臣の、相良良晴だ」

　ああ。「天岩戸開き」のあの少年か！　あいつは痛快な下げ克こく上じよう劇だったぜ！　と叫さけびながら、百武賢兼がばんと自分の膝ひざを叩いていた。

　あの掌てのひらを顔面に食らったら一いち撃げきで絶命しそうだ、と良晴は呆あきれた。百武賢兼は、まるで獣である。が、野生の虎の如ごとき、純じゆん粋すいな獣だった。危険極きわまりない武力を持ちながら、その笑顔には企たくらみも悪意もない。

「相良良晴。俺ぁ、あの『天岩戸開き』を見た時には感動したぜ。日ノ本中の民たみ草くさが見ている前で未来人の小僧が堂々と天下人の唇を奪うばい取るとは、前ぜん代だい未み聞もんの痛快時だ。あんたには、将に将たる英えい雄ゆうの相がある。みかん、食うか？　一個やるぜ」

「あ、ああ。ありがとう」

　あの光景をいったい何人の人間に目もく撃げきされてしまったんだろう……良晴は恥はずかしくなったが、百武が放ほうり投げてきたみかんをキャッチして、皮をむいた。日本のみかん発はつ祥しようの地が八代だということを、良晴はこの夜はじめて知った。

「……相良良晴ですって？　それでは、彼は龍造寺家の敵じゃないの。八代に後ご詰づめに来た島津軍に混じっていたのね？　百武。お前はもう龍造寺家を抜けたと言い張っているけれど、私はそうではないわ。龍造寺家の軍師よ。この男は、お兄さまの敵よ」

　少女が、肩にのった黒猫の背を撫なでながら、「相良良晴。お兄さまの九州制せい覇はの邪じや魔まをする者は、みな私にとっては不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵なの。大勢の葉隠忍群を相手に、ここで戦う？　それとも大人しく人ひと質じちになる？」と目を細めて呟つぶやいた。だが、その声は酷ひどく、哀かなしげだった。

「お兄さまとは、龍造寺隆信のことか？」

「ええ。百武が自分の名を明かしてしまった以上、隠かくしても無む駄だでしょうから、特別に教えてあげる。私は、鍋島直茂。あなたが今、敵に回している龍造寺隆信の義ぎ妹まいよ──百武は戦場で修羅を斬るのが仕事だけれど、私は見ての通り、腕わん力りよくなどないわ。私の仕事は、お兄さまに仇あだなす者を、葉隠忍群を用いて陰かげで排はい除じよすること。謀ぼう殺さつと、暗殺と、調略よ。幼く見えるけれども、それはうわべだけ。この手を、無数の人間の血で汚けがしてきたわ。卑ひ劣れつな手段を用いて」

「きみが？　どうして？　とても、そんな悪あく辣らつなことができる女の子には、見えない」

「だって私は、あの龍造寺隆信の妹だから。私は、お兄さまがただ一人この世で心から信しん頼らいを寄せられる者なの。だからお兄さまのためならば、なんだってできるわ。柳川城の蒲かま池ち一族だって、容赦なく謀殺できる」

「蒲池一族謀殺は、きみがやったというのか？　なぜ龍造寺隆信を止めなかったんだ？　あの事件で、龍造寺家の信用は地に落ちたんだぞ」

「だって、兄妹きようだいだもの」

「兄妹だからって、そこまで言いなりになる必要はないはずだ！　むしろ、きみはただ一人、龍造寺隆信を制止できる立場……」

「青あお臭くさいわね。やっぱり未来から来た人間は、甘いのね。私は自分のために人を殺すことはない。でもお兄さまのためならば、なんだってできるの。人を殺す時だってなにも感じないし、ぜんぜん平気だわ……」

「違ちがう。それは噓うそだ。ぜんぜん平気そうな表情じゃない」

「……へ、平気よ。お兄さまのためだもの」

　よせ、姫。相良良晴の背後にも、腕うで利ききの忍びが控ひかえている。ここで戦えば敵味方ともに甚大な被害が出る、と百武が鍋島直茂を制していた。

「……あの、佐さ嘉が城に入り込んでいた忍びね。甲斐宗運と鉢はち合あわせするように追い込んだはずだったのに、生きていたのね……さすがに、しぶといわね。相良良晴の不死伝説は、ほとんどあの忍びが築いたようなものでしょうから」

　二手に分かれて宗麟を探していたはずなのに、どうやら五右衛門がこの神社へと駆かけつけてきてくれているらしい、と良晴は知った。これまで何度、五右衛門に生かされたか、もう良晴自身にも数え切れない。

「相良良晴。たしかに龍造寺の殿は、もはや人の心を捨て去り、今では修しゅ羅らよりもさらに荒れている。俺が抜けたのも、蒲池一族謀殺の暴挙を止められなかったからだ。俺が家臣団から抜ければ、殿も思い直してくれるかと、少々甘いことを考えていた。だが、殿は九州の覇王になるためならばいかなる悪行にも手を染め、世間になんと思われようとも構わぬ、と思い詰めている。俺が思っていた以上に。だがまあ、人に歴史あり、修羅にも歴史あり、さ。家を抜けてきた俺が言うのもあれだが、殿にも、三分の理はある。姫が、殿のために冷血の軍師を演じているのにも、わけがある」

　その話は龍造寺家中でも絶対に語ってはならない禁きん忌きよ、と鍋島直茂が青ざめて百武の袖そでを引いたが、百武は「俺は素浪人なんでね。禁忌はない。やはり、未来人に殿を生まれながらの殺さつ人じん鬼きかなにかのように誤解されたままでは、どうにも収まりが悪い」と苦く笑しようし、長煙管を口にくわえた。

「生まれながらの殺人鬼とまでは思っていないよ。戦国の九州に生まれた武家は、甘さを見せればすぐさま命を落とす、そんな過か酷こくな環境で戦っているんだ。だが龍造寺隆信は、残ざん虐ぎやくすぎる。今山の合戦で、命いのち乞ごいをする大友宗麟の幼い義ぎ弟てい・大友親貞の首を容よう赦しやなくはね飛ばして、宗麟のもとへ塩しお漬づけにして送りつけた……塩漬けにされた弟と対面させられて、どれほど宗麟が苦しんだか。今でも、苦しんでいる。宗麟が南蛮かぼちゃに目と口を彫ほって人面かぼちゃを作って牟志賀の町に無数に飾かざっていたことを、百武さん、あんたも知っているだろう？」

「ああ……噂うわさは、な。うちの殿とは別の意味で、大友宗麟も狂きようしてしまった、と。人面かぼちゃを提灯ちようちん代わりに飾るなど、キリシタンバテレンの風習ですらない、と」

「俺にも最初、宗麟がなぜ人面かぼちゃをたくさん彫っているのか、なぜ町に飾っているのか、よくわからなかった。今は、なんとなく、わかるようになった。あの人面かぼちゃは、親貞の首を模しているんだ。中身に蠟ろう燭そくを入れて牟志賀の夜の町に灯ともされるたくさんの人面かぼちゃは、盂う蘭ら盆ぼん会えに用いられる提灯と同じなんだ」

「そうか……大友宗麟は、人面かぼちゃを提灯として飾り付けて……冥めい界かいと現世との狭はざ間まを彷徨さまよう、死者の魂たましいを……迎むかえていた、ということか。弟たちの魂を弔とむらっていたのか」

「そうだ。盂蘭盆会の夜だけでなく、ずっと、毎日毎晩、だ。弔うというよりも……弟の生首の記き憶おくを忘れられないようにするために……宗麟は、戦場に立つ勇気を持ち得なかったために、自分の身代わりとして弟を次々と死なせてしまった自分自身を苦しめるために、ああいうことを、続けていたんだ」

　戦場で捕とらえた幼い大友親貞の首は、殿のご命令で、四天王の一人・成なり松まつ信のぶ勝かつが刎はねたのだったな、と百武が夜空を見上げていた。

「……成松は、忠実に主君の命令を遂行しただけ。佐嘉城を大友の大軍に包囲されて万ばん事じ休きゆうしていた今山の合戦の折に、一か八かで大友親貞の陣を奇き襲しゆうする策を立てたのは、軍師である私よ。総大将の親貞を捕らえればお兄さまを窮地から救えるかもしれないと、わずかな可能性に賭けたのよ……まさか首を刎ねるとは考えていなかったけれども、結果的には、そのお兄さまの激情が宗麟の心を折って大友軍を総退たい却きやくに追い込めたのだから、お兄さまが正しかったんだわ。恨うらむならば、私を恨めばいいのよ。相良良晴」

「恨んでは、いないよ。きみは自分のお兄さんを守ろうとして戦っただけだ。戦国の世の、定めだ。哀しい定めだけれどもな」

「だから平和な世を実現するために織田信奈の天てん下か布ふ武ぶの戦いに味方として加われ、と私を誘さそっても……無駄よ。私が仕える主君は、お兄さまただ一人なの」

「わかっている。鍋島直茂、きみはきみの信念を貫つらぬけばそれでいい。だがもう、柳川城の事件のような真ま似ねをして、無駄に血を流すのはやめたほうがいい……血を流すたびに、きみも傷つく」

「……すべては、お兄さまのためよ。お兄さまは、九州の覇王にならねばならないの」

　黒猫が、また、「みゃあ」と鳴いた。まるで、人間の少女の泣き声のようだった。

「なあ、相良良晴。殿と姫ひめとは、ただの兄妹ではない。少々厄やつ介かいな関係でな。知っているか？」

　夜空を見上げたまま──百武が、良晴に声をかけた。

　初対面の相手なのに、知ち己きの仲のように、気さくだった。

　百武は元来、敵や味方という概がい念ねんを持てない性質の男らしい。

「ああ。義理の兄妹だということくらいは。たしか、龍造寺隆信の母親が家老である鍋島家に嫁とついで、それで二人は義兄妹になったんだろう？　没ぼつ落らくしていた龍造寺家は、この祝しゆう言げんによって再興できたと言ってもいい」

「そこまで知っているなら、子細を語ろう。殿も姫も、敵方には決して知られたくない過去ってやつがある。だが、相良良晴。未来から来たあんたには、知っていてもらいたい。殿を許せ、と言っているんじゃあない。かぼちゃの話を聞いて、鈍にぶい俺にも、ようやく合が点てんがいった。弟を戦場に放ほうり込んで死なせ続けた大友宗麟と、その宗麟の家族愛の薄うすさを憎にくむ殿とは、知っての通り不俱戴天の敵だが、どうやら決して相あい容いれない人間同士なんじゃあない。求めるもの、理想とするものは近しいのに、すれ違っているのさ……」

　鍋島直茂も、もう、百武の言葉を止めようとはしなかった。




　　　　※




　龍造寺隆信の一族は、九州随一の名門・少しよう弐に家に代々忠義を尽つくして仕えてきた、肥前屈指の武門の家いえ柄がらだった。とりわけ曾そう祖そ父ふ・龍造寺家いえ兼かねは名将の誉ほまれ高く、少弐家を支える筆頭家老の立場にあり、大おお内うち家の九州侵しん攻こうを撥はね返すという大功を収めてもいた。

　そんな龍造寺家に生まれてきた御おん曹ぞう司しの隆信は子供の頃ころ、「長法師丸」と名乗っていた。屈くつ強きような体格と高い知性を誇る麒き麟りん児じとして、曾祖父・龍造寺家兼から「いずれは龍造寺家の大黒柱となろう」と期待をかけられていた。

　が、長法師丸は自分の膂りよ力りよく、屈強な肉体、鋭するどい頭脳を鼻にかけ、短気で尊大で狷けん介かいなところがあり、友人が少ない。

　それだけが、曾祖父・龍造寺家兼にとっては心配の種だった。

　だがそんな長法師丸にも、幼く従順な従妹いとこがいた。龍造寺家の家老の家である鍋島家の娘・彦法師丸という。いつも黒猫を連れ歩く、無口な娘むすめだった。なぜか長法師丸にだけは懐なついた。彦法師丸は知っていたのだ。長法師丸の傲ごう慢まんさは、繊せん細さいさの裏返しであると。曾祖父からかけられる過大な期待、合戦に次ぐ合戦の生しよう涯がいを過ごさねばならない修羅としての運命、それらの重圧が長法師丸を苛さいなんでいるのだと、彼女は知っていた。

　二人は、この戦国の九州では希け有うなほどに、お互たがいを理解し、そして信頼し合っていた。

　元服を間近に控えた長法師丸はある日、生涯最大の勇気を奮ふるい起こして、彦法師丸に申し出た。

「俺とお前は従い兄と妹こ同士。龍造寺家と鍋島家は主従の関係だが、幸いにも血筋が繫つながっている。彦法師丸。お互いに元服した暁には、祝言をあげよう。誰にも反対はさせない」

「……はい。お待ちしています」

　彦法師丸が、頰ほおを赤らめながら、こくりとうなずいた。

　彦法師丸が飼っている黒猫が、膝ひざの上で「みゃあ」と鳴いた。

　長法師丸は、自分の生涯に明るい光が差してきた、と思った。この従妹さえ俺の隣となりにいてくれれば、俺は修羅の国・九州で生きていける、龍造寺家の武将として戦場で命を賭として戦う勇気を持てる、と──。




　だが、二人の従兄妹の運命は、暗転した。

　裏切りと下克上が渦うず巻まく戦国の荒あら波なみに、龍造寺家もまた、飲まれた。

　主君の少弐家が、龍造寺家が大内家へと寝ね返がえろうとしていると疑い、龍造寺家の一族を一挙に誅ちゆう殺さつしたのだ。家兼の息子むすこたちも、孫たちも、ほとんどが殺された。家長の家兼はすでに齢よわい九十の老体だったが、執念だけで肥前を脱だつ出しゆつし、生き延びたわずかな一族を連れて隣国の筑後・柳川城の蒲池一族のもとへと亡命した。蒲池一族は、任にん俠きようの一族だった。少弐家の家臣ではなく、大友家の家臣であり、龍造寺家を保護せねばならない義理はなかったが、龍造寺家の立場を哀あわれみ、これを助けた。

　龍造寺家兼は龍造寺家再興の希望を、幼い長法師丸に託たくして、そして柳川で没した。

　若き長法師丸は「龍造寺隆信」と名を改め、蒲池一族の援えん助じよを受けながら龍造寺家再興を果たすべく戦った。彦法師丸との祝言をあげる余よ裕ゆうなど、なかった。しかし、曾祖父から大きすぎる志を託された隆信の心は荒あれた。祖父も父も、主君の少弐家に殺されている。

　隆信は、かつて少弐家の命令で祖父と父を殺した憎い仇かたきを討うち果たして、ついに佐嘉城を奪回したが、「真の仇」である主君・少弐家は誰だれからも罰ばつされることなく、隆信の頭を塞ふさぎ続けていた。

　たとえ戦国の九州といえども「主家殺し」は躊躇ためらわれる。だが、主家殺しを果たさねば、曾祖父の遺い志しを実現せねば、彦法師丸との祝言をあげる決心がつかない。

　鬱うつ々うつとしているうちに、酒の量が増え、隆信は荒れた。荒れた末に、家臣団に謀む反ほんを起こされて肥前を追われ、柳川城の蒲池一族のもとに再び舞まい戻もどり二度目の亡命生活を一時的に余よ儀ぎなくされるという失敗も犯おかした。

　それでもなお、少弐家を滅ほろぼす決断を、どうしても隆信は下せなかった。




　そして、「運命」の日が、訪おとずれた──。

　文武の才を備えているはずの隆信が鬱々となって龍造寺家の家臣団を掌しよう握あくしきれず、当主として自立しえず、少弐家を攻せめ潰つぶして曾祖父の遺志を果たすこともできないでいる姿に業ごうを煮にやした者がいた。

　隆信の実母、慶けい誾ぎんだった。

　慶誾は、いつまた佐嘉城を追われるかもしれない不安定な立場の息子の隆信を肥前一国をもうかがえる強力な戦国大名として地に立たせるために、自らを犠ぎ牲せいとする「策」を立てて、実行したのだった。その「策」とは、いまだ不安定な龍造寺家と、家老の鍋島家とを婚こん姻いんによって一体化してしまい、龍造寺家を盤ばん石じやくとするというものだった。だが、娘を鍋島家へ嫁がせるくらいでは、足りない。ならばいっそ慶誾自身が、鍋島家の「妻」になってしまおう、と決めた。

　慶誾は、祝言の日をじっと待ちながら耐たえていた彦法師丸の父、龍造寺家を支える家老の鍋島清きよ房ふさのもとへ強ごう引いんに押しかけて、渋しぶる鍋島清房を押し切って再婚してしまったのだ。

　両家には血の繫がりがあったために、祝言は有効と見なされた。たしかにこの奇策によって龍造寺家の家臣団に対する統とう率そつ力は倍増し、いつ家臣団に再び追放されるかもわからなかった隆信の立場は格段に安定した。龍造寺家と鍋島家が慶誾の捨て身の策によって一体となったこの時が、隆信が龍造寺家の真の当主としての権力を得た瞬しゆん間かんであった。

　だが、主家の未亡人が家臣のもとへ嫁ぐなど、本来あってはならない恥はじ知らずな行こう為いでえある。実際に、慶誾は九州中で失しつ笑しようされ、軽けい蔑べつされた。

　しかも隆信は、彦法師丸と「従い兄と妹こ」ではなく「兄妹きようだい」の関係となってしまった。

　隆信は、想像もできなかったこの事態に直面し、酷ひどく狼ろう狽ばいした。

「母上、なんということを!?　なぜ勝手にこのような恥知らずな真似を！　俺と彦法師丸とは、これで兄と妹に。祝言をあげられなくなってしまったではありませんか！」

　慶誾はしかし、母親の祝言の席に割って入ってきて激高する隆信を、𠮟しかりつけた。

「隆信。戦国九州において、力のみが正義。母がかかる恥ち辱じよくを味わい、お前が彦法師丸と結ばれぬことになったのも、すべてはお前が弱いからです。お前は酒に溺おぼれ、家臣団の忠義を疑い、暗殺に怯おびえ、合戦を恐おそれ、主家・少弐家を滅ぼして一族の仇あだ討うちを遂げる勇気がない。もしもお前に、その手を血に塗まみれさせて主家を簒さん奪だつし肥前一国の王となる覚かく悟ごがあったならば、彦法師丸を失うことはなかったのです！　この……臆おく病びよう者ものが……！」

「……母上」

「彦法師丸には軍師の才があります。これより元服させ、鍋島直茂と名乗らせます。お前の『妹』として、お前を補佐させます。隆信よ。『妹』と結ばれるという無理を、我を通したくば、強くなるのです。少弐家を滅ぼし、肥前を平定し、九州の覇は王おうとなるのです！　今、お前が感じているお前の激しい怒いかりと悲しみを、決して忘れることなかれ！　その怒りを力に変えるのです、お前自身の運命と戦うのです。龍造寺隆信！」

　彦法師丸改め鍋島直茂が、漆しつ黒こくに染めた猫ねこ耳みみ兜かぶとと甲かつ冑ちゆうに身を包んで、悲しげな表情で隆信の前に拝はい謁えつしていた。

「隆信お兄さま。義母上さまからのご命令により……私は本日より、お兄さまの『妹』として、忠誠を尽くします……いかなる汚よごれ仕事も、私にご命令くだされば即そく座ざに実行いたします。心優やさしいお兄さまの手を、決して、血に汚けがさせません。すべては、妹である私が」

　隆信を待っていた者は、花はな嫁よめではなく、甲冑に身を包んだ姫武将だった。

　もう、従妹でも、許婚いいなずけでもない。

「妹」だった。

　二人は永遠に引き裂さかれたのだ、この戦国九州などに生まれてきてしまったばかりに、と隆信は咆ほう哮こうした。己おのれの運命を呪のろい、己の甘さと弱さを呪った。主君に父を殺され、祖父を殺され、自らも家臣に命を狙ねらわれて佐嘉城から追われた。なぜ、復ふく讐しゆうを躊躇った。なぜ、人の血を流すことを恐れた。ついに俺は母を家臣に寝取られ、最愛の許婚を……俺がただ一人愛した女を、失ってしまった……！




　それからの龍造寺隆信は人が変わったかのように、戦いを、血を、求めるようになった。

　そのあまりの暴ぼう虐ぎやくぶりと戦場での狂きよう乱らんぶりとを修しゆ羅らどもでさえ恐れ、ついには「肥前の熊くま」という通り名を得たが、そのような野や卑ひな名など余よにはふさわしくないと激高し、自ら「九州の覇王」を名乗った。これは、北九州の支配者である大友家への挑ちよう戦せんであり挑発だった。

　もはや隆信を失しつ脚きやくさせようとしたり殺そうとしたりする家臣は、龍造寺家には存在しえなくなった。隆信が、先んじて妹に命じ、容よう赦しやなく殺させてしまうからである。

　だが、隆信を覇王と崇あがめる忠義者を集めるだけでは足りない。九州全土を手に入れるためには、力が、武が必要だった。隆信個人の武勇は万人を相手にできるほどのものに成長したが、大将の個こ人じん技ぎだけで国と城を奪うばえるほど、修羅の国・九州は甘い土地ではなかった。隆信は、果てしなく続く実戦の中で弱い家臣を次々と戦死させ、強い家臣のみを生き残らせた。万ばん夫ぷ不ふ当とうの地じ獄ごくの勇者たち──「龍造寺四天王」はこうして生まれた。修羅たちの屍しかばねを踏ふみ越こえながら圧あつ倒とう的な軍団を養成した隆信は、ついに主君・少弐家を攻め滅ぼしてこれを問答無用で断絶させ、下克上を果たして肥前の覇権を握にぎり、さらには中国の毛利元就と同盟して北九州の覇者・大友宗麟との全面抗争に突とつ入にゆうした。

　自分が生き延びたいがために戦場から逃にげ続け、家臣団と、そして「弟」を戦場へと派は遣けんし続けてくる大友宗麟という女を、龍造寺隆信は決して許せなかった。まして、この戦国の九州で生きることに倦うみ疲れて、信しん仰こうなどに逃げ込もうとは……！

　大友の大軍に佐嘉城を包囲されて龍造寺家滅亡の危機に直面した「今山の合戦」においても、隆信の怒りは収まらなかった。むしろ、その宗麟への怒りは頂点に達した。宗麟が、またしても「弟」大友親貞を総大将として自分の身代わりに戦場へ送り込んできたからだ。あの女に、この戦いくさは絶対に勝てると慢まん心しんされた、舐なめられた、と隆信は思った。

　兄の窮きゆう地ちを救うべく、葉隠忍群を率いて無数の謀ぼう殺さつ劇を繰くり広げてきた鍋島直茂が決死隊を編制して大友親貞の本ほん陣じんを襲しゆう撃げきし、親貞を捕とらえた。

　鍋島直茂と、そして敵陣に突入して親貞を捕らえた「龍造寺四天王」の成松信勝が、「まだ幼い子よ。泣いて命いのち乞ごいをしているわ」「この者の命、大友宗麟との和わ睦ぼくに必要です。斬きれば、晩年の毛利元就がそうなったように、大友宗麟との泥どろ沼ぬまの戦いに殿とのは足を取られます。あの女、見た目は陶とう器きのように弱いようで、その芯しんは強き者」と親貞の助命を嘆たん願がんしたが、隆信は容赦しなかった。怒りに支配された時、隆信は考え得る限りもっとも残虐な復ふく讐しゆうをせずにはいられない。

「力なき者は死ね！　それが九州の掟おきて！　自らの弟を己の盾たてとする惰だ弱じやくの姉に、思い知らせてやる──！　余は、たとえ死んでも大友宗麟には屈くつせぬとな！　親貞の首を、塩しお漬づけにして宗麟へ送りつけてやれ！　大友宗家の者ならば、頭に『塩』をつけてやらねばならぬだろう！　フハ……フハハハハ！」




　龍造寺隆信は──天上の王国は言うまでもなく、地上の王国にすら、興味などなかった。

　天下などに、毫ごうも、望みはなかった。

　ただ、妹だけを、彦法師丸だけを追い求めていた。

　余が強くなれば、九州の覇王となれば、誰も、兄と妹との祝しゆう言げんを、禁断の恋こいを、とがめ立てることはできぬ。とがめる者はみな、殺すのみ──。




　　　　※




　待ってくれ、龍造寺隆信は誤解している、と良晴は百武賢兼と鍋島直茂に告げていた。

「宗麟は、幼い頃ころに宇佐八幡の予言を鬼き女じよから与あたえられた。弟を死なせ続けるという自分の運命を告げられ、縛しばられた。その運命に抗あらがおうと戦っていたんだ。今山の合戦に、義弟の親貞を総大将として送り込んだのも、親貞を盾にするためじゃない。予言を覆くつがえし、運命を克こく服ふくするためだった。親貞自身が、それを望んだんだ。龍造寺隆信と大友宗麟は、ともに……すれ違ちがっているんだ」

　それで今山の合戦から宗麟は兵を退ひいたのね、でもたとえあのような悲劇に直面しても宗麟はお兄さまに背中を向けて兵を退くべきではなかった……お兄さまは、親貞の首を刎はねたことが今山での逆転勝利の決定的な要因だと信じるようになってしまった……と鍋島直茂が漏もらした。

　直茂が目に涙なみだを浮うかべ、唇くちびるを嚙かむ姿を哀かなしげに眺ながめていた百武賢兼が、ばん、と長煙管を自分の膝ひざへと打ちつけていた。

　それは、出しゆつ奔ぽんしてしまった己を戒いましめるかのような、激しい打ちよう擲ちやくぶりだった。

「ははっ。相良良晴！　あんたに龍造寺家の事情を語っているうちに、どうやら俺は迷いが吹ふっきれて目が覚めたらしい！　決めた。俺はこれより龍造寺家に戻ろう。ここで殿と姫を放ほうりだして手前一人で琉球へ蓄ちく電でんしちまっては、俺は男じゃあない。最後の最後まで、龍造寺四天王の一人として龍造寺兄妹のために戦い続け、戦場で討うち死にする！　そうだ。それこそが俺が選んだ生き様であり、戦場だけが俺の死に場所だ。今まで俺はなにを迷っていたんだろうな。相良良晴、八代であんたと出会ったのも天命だろう」

　百武？　と直茂が思わず彼の顔を見上げていた。

「ご心配をおかけしました。敵地にまで命いのち懸がけで俺を追いかけてきてくれたこと、感謝いたします。俺はもう迷いませんよ、姫」

　百武賢兼が、破顔していた。

「相良良晴。こたびの決戦に、大友宗麟は自ら参戦するのだそうだな。ならばこの龍造寺と大友・島津の大戦さは、単に九州の覇権をかけた戦いになるのみならず、大友宗麟とわが殿と、どちらが己の過去に打ち勝てるか、という勝負でもある。両者ともに相打ちになるやもしれず、両者ともに勝者になるやもしれぬが、大友宗麟には義ぎ弟ていはおらずとも相良良晴、あんたがついている。龍造寺家の戦に四天王が揃そろわねば、わが殿は不利になる」

「……己の過去に打ち勝てるか否いなかの勝負……か」

「そうだ相良良晴。大友宗麟が真に欲ほつしているものが九州の覇権でないことは、六ヶ国を制していながらキリシタン趣味に奔はしった時から薄うす々うす察していた。あんたから、あの人面かぼちゃの意味を教えられて、やっと理解できた。大友宗麟は、弟たちを戦場に立たせて死なせてきた過去を自ら乗り越えるために、親貞どのの仇かたきであるわが殿と戦おうとしている。わが殿も九州の覇王となることそのものが目的なのではない。地上の世界でそこまで上り詰つめれば、全修羅の中の最強の男となれば、義ぎ妹まいを娶めとるという暴挙も可能になるはず、と信じて外げ道どうの道を突つっ走ぱしってきたお人だ。この二人の戦い、まもなく島原にて決着がつく」

　良晴は、「龍造寺隆信も大友宗麟も、修羅の大名の家に生まれてきたばかりに、戦を繰り返し家族を失わねばならなくなった。今山の合戦で、もしも二人が直接対話していれば、親貞の首が落ちることもなかったのかもしれないな……二人はすれ違っているだけで、ほんとうは和解し合えるはずだったのかもしれない」と呟つぶやいていた。

「戦わねば理解し合えぬのが、九州の修羅の定さだめさ。だが相良良晴。未来から来たあんたがかかわると、そんな九州も少々違ってくるのかもしれない。大友と島津が高城でいきなり和睦するなど、俺たちは考えてもいなかった。あんたがいなければ、ありえなかった話だ。島原での決戦もまた、面おも白しろい勝負になりそうだな」

　鍋島直茂が、百武に「急いで島原へ渡わたりましょう」と声をかけ、そして、ゆっくりと立ち上がっていた。

「……断じて島原での勝者は宗麟ではないわ。お兄さまよ。お兄さまは、私のために自ら戦い続け、血を流し続けてきた。あと一戦だわ。大友と島津をともに粉ふん砕さいすれば、お兄さまは九州最強の修羅になれる。その時こそ……相良良晴。あなたに決して邪じや魔まはさせない。この場で宗麟ともども暗殺してしまいたいところだけれど、百武を島原へ無傷で届とどけねばならないから、今夜のところはこのまま立ち去ってあげる。島原の戦場へ乗り込んでくるならば、容赦なく戦い、そしてあなたを殺すわ」

「……宗麟ともども？」

　忠告はしたわよ、と鍋島直茂が鳥居を潜くぐり、神社を後にしていった。百武が「次は、戦場で会おう。いつも俺は黄金の甲冑を着て戦場に立つ。殿から与えられた百武の名に恥はじぬ派手な格好で目立つのが、俺の役目だ。遠目からもわかる」と笑いながら、直茂の隣を進み、闇やみに潜ひそむ五右衛門と葉隠忍群の双そう方ほうに「頼たのむぜ。手を出すなよ。俺の剣けんは我流の剣だ。我流故ゆえに忍しのびにも太た刀ち筋は読めない。血の雨が降るぞ」と圧力をかける。

「相良良晴。この八代であんたに出会わなければ俺は島原へは渡らなかっただろうが、これも運命だろう。互たがいに恨うらみっこなしだぜ。大友宗麟に、俺が殿に代わって詫わびを入れていた、と伝えてくれ──」

　二人が、神社から立ち去ると同時に。

　良晴を包囲していた葉隠忍群の殺気が消え、そして。

「……私が……もしも今山の合戦に自ら参戦していたら……最前線に出ていたら……」

　社の裏手に隠かくれていた大友宗麟が、泣き声をあげていた。

　そうか。鍋島直茂も百武も、宗麟がこの神社に隠れていることに気づいていたのか。良晴は、宗麟のもとに駆け寄って、そっと肩を抱だいていた。

「私……軍議の席で緊きん張ちようしたのと、相良姉妹と島津姉妹があまりに仲なか睦むつまじいので、いたたまれなくなって……ちょっとだけ外の空気を吸って気分を落ち着かせようとしただけなの。それなのにあっという間に敵の忍びの気配に囲まれて、必死で神社へ逃げ込んで」

　鍋島直茂は、百武を連れ戻もどすために訪おどずれた八代で発見した宗麟を、この神社へ追い詰めて捕らえるつもりになっていたのだろう。

　ならば百武は、ひょうげながら直茂の隣に腰こしを下ろしてみかんを食べていたが、実は直茂を押しとどめていたのだ。直茂が宗麟を捕らえれば、直茂が「生かしておくのよ」と懇こん願がんしても、今の隆信は癇かん癪しやくを起こして宗麟を処しよ刑けいせよと命じるはずだ。百武は直茂にこれ以上、その白い手を血に汚れさせたくなかったのだろう。それ以前に、直茂自身が八代潜せん入にゆうを察知されて、八代から生きて出られなくなる可能性も、高かった。

　もしかしたら百武賢兼は、鍋島直茂に淡あわい恋心を抱いだいているのかもしれない、そうでなければ隆信に反発したとはいえ琉球まで去ろうとはしないのではないか、と良晴は思った。だが、たとえそうだとしてもあの男は決して己の想おもいを口にはするまい、とも。黙だまって、直茂と隆信の禁じられた恋を叶かなえるために最後まで戦うという道を、二人の前に立ちはだかる大友宗麟という「壁かべ」を越えさせるための捨て石となる道を、選んだのだ。

「宗麟。無事でよかった。すぐに、俺たちも船団を押し出して島原へ渡らねばならない。もう葉隠忍群は姿を消した。港へ」

「……親貞が命乞いをしても、殺されたのは……宗麟が弟を守ろうとせず、逆に戦場で盾にした、と龍造寺隆信が怒おこっていたから、なんだね……」

「龍造寺隆信はきみを誤解しているだけだ。親貞が、いちばんわかっている。親貞が囚とらわれた時に命乞いをしたのは、命が惜しかったからじゃない。きみとの約束を果たすため、宇佐八幡の予言を成じよう就じゆさせないためだった。だが、龍造寺隆信は宇佐八幡の予言のことを知らなかった……きみが、自分自身が戦場に立たねばならないと気づいて慌あわてて親貞を呼び戻そうとしたことも。だから、戦場で死ぬ覚かく悟ごもできていない幼い弟を、きみが戦場へ送り込んだ、と勘かん違ちがいしたんだ。早はや合が点てんだ……不運なすれ違いだったんだ」

「……親貞が殺された経けい緯いを、今、こんな形で知ってしまうなんて。やっぱり宗麟は、罰ばつを与えられたのかな」

「違うよ。今のきみには立花宗茂がいる。その宗茂は八代から遠く離はなれた官兵衛のもとで毛利との対決のために駆かけているが、八代から島原へのきみの旅路には、俺がついている。きみを縛ってきた毛利との因いん縁ねんも龍造寺との因縁も、宗茂ときみ自身とで分担して、同時に清算できる」

　辛つらいだろうが、島原へ行こう、宇佐八幡の予言から解き放たれるためには、戦場で龍造寺隆信と向き合わなければならない、と良晴は告げた。あまりにも宗麟にとって過か酷こくで非情な言葉だ、と胸が痛んだ。

「……あなただって、ほんとうは一刻も早く本州へ戻って、織田信奈に会いたいよね……それなのに、宗麟が駄だ々だをこねて龍造寺との戦いがぐだぐだに引き延ばされたら……宗麟は、あなたまで裏切ってしまうよね」

「俺のことはいいんだ。官兵衛とは、すでに綿密に打ち合わせをして戦略を摺すり合わせてある。官兵衛率いる大友軍を九州から本州へと神速で進軍させるために、俺もまたここで命を賭として龍造寺と戦わねばならないんだ。信奈を救うためにも、十じゆう兵べ衛えちゃんを救うためにも……そして」

　宗麟。きみはもう、十分に苦しんだ。過酷すぎる修しゆ羅らの世界で。それでもなお、藁わらにもすがるようにキリシタンや禅ぜん宗しゆうに救いを求め、裏切られながらも、生きてきた。死ななかった。だから。

「堂々巡めぐりの悪夢を、島原で、終わらせよう」

「……終わらせることが、できる……？」

「ああ。高城でもう、きみは生まれ変わった。今の宗麟には、自らの運命に立ち向かう勇気が、ある」

「それは、あなたや義陽たちの、おかげよ」

「あと、一戦だ。龍造寺隆信もまた、悲劇的な運命を背負った武将だ。だから今、きみは龍造寺軍と戦うことを躊躇ためらっているかもしれない。しかし、龍造寺隆信はやはり間違っている。あれほど鍋島直茂を愛しているのならば、その手を血で染めさせるべきではなかった。蒲池一族を謀ぼう殺さつするべきではなかった。龍造寺隆信は……自分自身の感情に押し潰つぶされて、荒あれ狂くるっている。直茂への想いをせき止められた時から、龍造寺隆信の心は闇に落ち込んでいる。殺しても殺しても決して尽つきない。誰かが、止めなければならない」

「まるで……聖書に登場する、魔ま王おう……」

　歴史の歯車がひとつでも狂っていたら、良晴が信奈のもとに仕官する時期が遅おくれていたら、あの信奈が信のぶ澄すみを刺さし殺して、そして今の龍造寺隆信のようになっていたのだ。愛深きゆえに、闇へ落ちねばならなかったのだ。良晴は（俺は織田家に仕官してよかったんだ。その間、宗麟は九州で苦しみ続けたが、宗麟は決して魔王にはなれない優やさしい子なんだから……この順番しか、ありえなかったんだ。その代わり、必ず島原で宗麟の悪夢を終わらせる）と誓ちかわずにはいられなかった。

「人間としての本能とも言える家族への愛情を捨てねばならなくなった時、人生は闇そのものになる。自分を傷つけるか、世界を壊こわすか、だ。前者のほうが、ずっと、優しい。弱さとも言えるが、優しさだとも言える。それが、きみの本質だ。だから、どれほど自分を傷つけるために無む軌き道どうな真ま似ねをしても、立花道雪も高橋紹運たちも、きみを見捨てようとはしなかった。島原で、きみは、運命に打ち勝てる。立花一家も。義陽姉さんも。家久たちも。そして、俺もいる。みんなが、きみを支える」

　良晴に肩かたを抱だかれながら、まるで山上の垂訓みたいなことを言うのね、と宗麟が泣きながら微笑ほほえんだ。

「宗麟はあなたに恋れん愛あいという救いを求めていたのに、いつの間にかあなたは、ガスパールさまのお株まで奪うばっている。あなたは、ずるいね」

「いや。キリスト教の教義は、俺はよく知らないぜ？」

「……ありがとう。あなたはこの重大な局面で、織田信奈より宗麟を優先してくれた。それだけで、十分だよ……ほんとうは、このまま九州に留めておきたいけれど。早く、あなたを織田信奈のもとへ、返してあげたい……もう、だいじょうぶ。島原へ、行くわ」

「ありがとう。これまで長らくキリシタン信仰を巡って対立してきた島津軍と有馬家との連合を成せる者は、きみしかいない」

「もしも宗麟が勝てたら……褒ほう美びをもらうけれど、それくらい、いいよね」

「褒美？　中なか津つ十二万石か？　あそこはもう官兵衛のものだろ？　勝手に取り上げて俺に渡したら、官兵衛が切れるぜ」

「もっと別のものだよ。宗麟は、地上の王国には興味がないからね。宗麟が求めて来たものは、ささやかな暮らしと、日々の平安と、そして……」

「そして？」

「……この先はまだ、内ない緒しよ。口にすればきっと、我が慢まんできなくなっちゃうから」

　島津家久が率いる船団が、球磨川の港へと集結しはじめていた。

　信奈が安あ土づちで実行したあの「光の盂う蘭ら盆ぼん会え」を、良晴は思いだしていた。

　さすが島津姉妹しまい。動きが早い、と良晴は感かん嘆たんの声をあげていた。

「……いよいよだね」

「甲斐宗運は必ず渡と海かい作戦の阻そ止しに動く。いきなり、正念場だな」

　相良氏にとっても、ここからは正念場の連続でござるよ、仮に拙せつ者しやが途中でたおれてもないたりわめいたりせずにはしりぬけなちゃれ、と五右衛門の舌足らずな声が不意に聞こえてきた。

「今まで己おのれの過去について相良氏に語ったことはござらぬが……今宵こよいの大友氏を見ているうちに、かんちょーてきになってしまったようでござるな」

「なんだか遺ゆい言ごんめいた口調だな。やめろよ、五右衛門。一流の忍しのびが己の過去を語る時って、死を覚悟した時くらいだろう？　縁えん起ぎでもねえ」

「……実は拙者、天てん涯がい孤こ独どくの身ではござらぬ。生き別れとなっている妹がいるでござる」

「そうなのか!?　でも五右衛門のお父さんは川かわ並なみ衆しゆうを率いていた先代の川並衆頭領で、そしてすでに亡なくなっているんだよな？　妹と生き別れって、どういうことだ？」

「子細は嚙かむ故ゆえ、詳くわしくは語りませぬ。拙者が道半ばで倒れた時には、わが妹を召めし抱かかえなちゃれ。いもうとは……おにょれのみちをみうちなっているでござろう。さがらうぢならば、わがいもうとをすくっていただけるはずのおのこと、みこんでおりまちゅよ」

「おいおい。不ふ吉きつなことを言うなよ五右衛門。俺とお前はもう、運命共同体だぜ」

　どうですかな？　相良氏はまだ、決定的な喪そう失しつをけーけんちていまちぇんからな、いずれまもなくおおきなちれんがくるでちょう、とこの夜の五右衛門はいつにも増して良晴の不安を煽あおってきた。

「どうしたんだ、妙みように弱気だな。今だって鍋島直茂と葉隠忍群に包囲されたが、切り抜ぬけられたじゃないか。鍋島直茂はともかく百武さんに戦意がなかったし、彼を連れ戻すことを鍋島直茂が最優先していたからでもあるが、なんといってもお前が来てくれたおかげだ」

「いーや。最大の殊しゆ勲くんは、島津義弘の『闘とう気き』。それに加えて、葉隠忍群の数がちゅくなかったことが幸いでちた。なべちまうぢは、さがにんぐんのなかばを、ことにゃるちごとにわりふっていたのでちょう」

「島津義弘？」

　おそらく宗麟と自分を探すために軍議の途と中ちゆうで城から抜けてきた義弘とそして家久の姿を、良晴は闇の中に見つけた。神社からはまだ多少離れていたが、たしかに、二人は凄すさまじい闘気を放っていた。とりわけ、義弘。夜目の利きく忍びたちには、義弘たちが神社へと接近してくる姿が、もっと早くから見えていたのだろう。百武と義弘が至近距きよ離りに入ってともに刀を抜き、両軍の忍び同士がこの闇の中で乱闘に及およんでいれば、誰が生き延びるにしろ、神社の境けい内だいには文字通り血の雨が降ったはずだ。

「相良良晴どの。大友宗麟どの。こんなところまで着ておられたとは……まもなく渡海作戦を決行します。今から城へ戻っては間に合いません。このまま、家久とともに港まで。敵方と遭そう遇ぐうしておられたようですが……ご安心ください。われらが島原までなんとしてもお守りいたします」

「んにゃ。逢あい引きでもしちょったんか。相良さぁはちょっと目を離すとこれじゃ～」

「ごめん、ごめん」

　自分とそして織田家の面々が、一歩誤ればたちどころに全ぜん滅めつする綱つな渡わたりを続けていることは、良晴も理解している。が、それにしても、五右衛門の言葉が妙に引っかかった。とりわけ、自分には生き別れとなった「妹」がいる、自分が死んだら妹を召し抱えてほしい、とはじめて五右衛門が自らの家族について漏らしたことに。俺はまだ五右衛門の過去も家族もほとんど知らないのに、勝手に消えちまったりしねえよな……と思うと、急に、怖こわくなってきた。まるで、懐なつかない猫ねこが不意に自分の死期を悟さとったかのような、そんな口調だった。良晴は（俺は五右衛門によってこの戦国の世に誘いざなわれ、五右衛門に守られてきたようなものだ。墨すの俣また城での討うち死には芝しば居いだったが、まさか五右衛門のやつ、天下布武の道半ばで唐とう突とつに死んだりしねえよな……）と思うと、宗麟の肩を抱く手に、無意識のうちに力が入っていた。

　宗麟が、そんな良晴の手の上に、そっと自分の手を重ねてきた。




　渡海作戦の決行が、はじまろうとしていた。

　種子島を担かついだ島津家久を先頭に、大友宗麟と相良良晴は、城へ戻もどることなくそのまま馬で港へと奔はしった。

　島津義弘のみが、八代に踏ふみとどまる守備兵を率いるべく、古麓城へと舞まい戻っていった。

　夜の航海は危険だが──幸い、海は凪ないでいる。

　相良家が擁ようする漕こぎ手たちならば、出られぬことはない、と先んじて港に到とう着ちやくしていた相良義陽が家久たちに告げた。

「遅おそいぞ良晴。相良家が小なりといえども長らく大名家として独立していられたのは、この八代港での琉球貿易で稼かせいできたゆえだ。その相良船団はなお無傷だ。まさか島津軍を乗せることになるとは思っていなかったが、今ならば押し渡れる」

「千五百か。有馬勢を足してもわずか三千。島原へ集結しつつある龍造寺軍は三万。厳しい戦いになるな……」

「相良さぁ。戦いくさにおいて兵へ児この数はむろん重要じゃが、数だけでは勝敗は決まらん。幸いにも、戦場になる島原は有馬方の土地じゃ。龍造寺方は島原には精通しちょらん。地の利を活いかせば、戦力を五倍十倍にもできる」

「家久だって、島原ははじめてだろう？」

「んにゃ。おいは島津家の軍法担当ぞ。上じよう洛らくの旅のついでに、いちど島原を見聞しちょる。戦場とすべき場所も、もう、考えちょる。今いま川がわ義よし元もとを桶おけ狭はざ間まに誘おびき出した織田軍の戦いば参考に、十倍の敵を野戦で粉ふん砕さいする戦術ば、頭ん中で練ねっちょった。問題は一か八かの決戦の指揮を見ず知らずのおいに預けるよう、有馬晴はる信のぶを説得できるかどうかじゃ。連合軍の足並みが揃そろわにゃ各個撃げき破はされる。島津軍の統制は完かん璧ぺきじゃが、有馬軍がおいの下知に従わねばすべては絵に描かいた餅もちぞ」

「……それは、宗麟に任せて。木崎原の合戦、高城の合戦での家久の采さい配はいと軍略を示しながら説けば、きっと説得できるはず」

「よし。城で待機している義弘と徳千代のほうも、出しゆつ陣じん準備は整ったようだ。甲斐宗運も、渡海を阻止すべく動き出す頃ころ合あいだ。行こう！」

「良晴、島原で龍造寺軍の南下を防ぎ止めねば。もしもわれらの到着が遅れて有馬勢が踏み潰されれば、龍造寺軍はただちにこの八代へと進撃してくる。甲斐宗運おじさまと龍造寺軍に陸海から挟きよう撃げきされれば、さしもの島津義弘も、支えきれなくなるだろう。八代の港も町もなにもかも龍造寺に焼き尽くされる」

「義陽姉さん。そうはさせねえさ。たった今までこの八代にいた鍋島直茂が龍造寺のもとへ帰参するまでには数日を要する。その数日という貴重な時間を手に入れられた俺たちに、風は吹ふいているさ！」

「な、鍋島が？　八代に？　どういうことだ、良晴!?　あの女は龍造寺の敵には容よう赦しやないのだぞ、襲おそわれたり毒を盛られたりしなかったのかっ？」

「話は船の上で。かいつまんで言えば、蒲池一族謀ぼう殺さつのために龍造寺家の結束にひびが入り、貴重な数日間を浪ろう費ひすることになったってわけさ。鍋島直茂が擁する葉隠忍群も、複数の任務に分散しているらしい。さもなきゃ、俺も宗麟も、危なかった」

「……そ、そうか。お姉ちゃんをあまり心配させるな。妙見大菩ぼ薩さつのご加護かな、ふむ」

「あっさりと鍋島を八代に潜せん入にゆうさせるとは、ずいぶんとザルじゃな。危なか～」

「黙だまれ家久。港町とは、そういうものなのだ。桜さくら島じまの噴ふん煙えんで異国からの侵しん入にゆうを阻はばみ、日ノ本語とは違ちがう謎なぞの薩摩弁を語る薩摩とは、わけが違う」

「んにゃっ！　島津の侍さむらいは日ノ本語を習得しとるど！　義弘ねえたちは、日ノ本語でしゃべっちょる！　末っ子のおいだけが、ちょっとばかり上達が遅いだけぞ！」

「まったく、この二人は仲が悪いんだかいいんだか。今はともかく、甲斐宗運の追撃を振ふり切って出航する時だ！」

　島津家久率いる千五百の有馬援えん軍ぐんが、大友宗麟・相良姉弟きようだいとともに夜が明けぬうちに八代の港から船団を率いて島原へと向かう時が来た。ただ、有馬家は龍造寺家の圧力を受けて島原半島へ押し込められ、キリシタンに改宗して南なん蛮ばん貿易でかろうじてやりくりしてきた小大名で、盟主である大友宗麟への救援は要よう請せいしているが、反キリシタンの島津家とは国交がない。今、有馬家は危急存亡の秋ときで、疑ぎ心しん暗あん鬼きになっている。六ヶ国の女王として九州に君臨してきた大友宗麟の外交力が試ためされる時だった。

　相良徳千代と合流した総大将の島津義弘は、一万数千の主力兵を率いて、甲斐宗運の北肥後連合軍と戦わねばならない。もしも八代の義弘が敗れれば、家久たちは退路を失う。義弘としては、勝つよりも、負けない戦をしなければならない。家久と義弘。海を隔へだてて闘うことになる姉妹は、呼吸を合わせねばならない。今こそ、島津姉妹の二方面作戦における絆きずなの力が明らかになる時なのだ。




　だが、その甲斐宗運は、言うまでもなく、この渡と海かい作戦を読んでいた。

　島津軍の到着を見て古麓城の包囲を解き、わずかに北へ退いていたはずの甲斐宗運軍が、八代港のすぐそばへとすでに進軍していたのである。

　馬の口に袋ふくろを被かぶせての、隠おん密みつ行軍だった。

　馬上の侍さむらいたちも、足あし軽がるたちも、みな、月の光を浴びてもその姿を輝かがやかせることのないよう、忍びのように黒ずくめである。兜かぶとの前立てなども、ことごとく取り去られていた。

　言うまでもなく、甲斐宗運自身が、黒衣の軍団の先頭に立っている。

　武士たちは……とりわけ九州の修しゆ羅らたちは、命をかけて戦場でかぶき、敵の弓矢の的となろうとも勇気を示すために目立つことを命よりも大事と考える。が、甲斐宗運は彼らに有う無むを言わさず、忍び同然の黒装しよう束ぞくを着て音もなく行軍せよと命じた。逆らう者は、無言で斬きり殺した。渡海作戦を阻止できれば、島原の戦せん況きようは龍造寺の勝利と決まるのだ。龍造寺が島津への防ぼう波は堤ていとして確保するべき島原を抑おさえれば、龍造寺軍は即そく座ざに八代と大友領へ同時に襲いかかることになっている。黒田官兵衛の「大返し」は頓とん挫ざする。同時に、官兵衛と連動した島津の島原上陸作戦もまた。北上をあきらめた島津は薩摩・大おお隅すみ・南日向の防衛に転じざるを得なくなる。

　徳千代の首か、息子むすこの首か……いずれにせよ、宗運はどちらかを盗とらねばならない。皮肉だった。

　宗運自身はもともと、自分に恨うらみを抱いだく嫡ちやく子しに殺されるつもりだった。阿蘇家は自分を響野原の戦場で抹まつ殺さつし損そこねた。その宗運が阿蘇家に戻れば当然、そうなるだろうと、考えていた。「徳千代の首と自分の首、どちらかを選べ」と選せん択たくを突つきつけられるとまでは、思っていなかった。宗運に対する、究極の復ふく讐しゆうといえた。甘かったかもしれない。

　宗運はただ無言で、己おのれ自身の背負った業ごうを清算するために、兵を率いていた──。




　宗運軍が忽こつ然ぜんと闇やみの中から姿を現したことを知った家久たちは、さすがに、顔色を変えた。

「んにゃっ!?　甲か斐い宗運が……もう、港の目の前まできちょる！　闇に紛れて行軍してきとった!?」

「さすがはおじさまだな。一晩でも渡海を先延ばしにしていれば、港を奪われ船を焼かれていただろう。しかし、こちらが半歩早い。宗麟、良晴。島原までは無茶な航海になるが、酔ようなよ」

「……宗麟は船が苦手なの。酔いそう。でも、酔う以前に、あの黒衣の軍団に討ち取られちゃったら終わりだよ」

「だいじょうぶだ宗麟。義弘もすでに古麓城から出て、港へ駆かけつけているはずだ。ぎりぎりで間に合う。しかし、阿蘇家が甲斐宗運を生かしておくとは……意外だったな。阿蘇惟将のこれまでの小心ぶりを考えると……甲斐宗運も、あんな目にあったのにすぐにまた八代へ押し出してくるとは、忠義を貫つらぬくにもほどがあるぜ」

「おじさまは、最後まで自分自身の信念を──筋を通したいのだろう。そういう人だ。だが、この夜や襲しゆうにはなにか鬼き気き迫せまるものがある……気がかりだが、今は島原で勝つことのみに集中せねばならない」

「義陽姉さん。宗運は阿蘇家に人ひと質じちを取られているんだと思う。……普通の武将だったらもう堪かん忍にん袋の緒おが切れて、阿蘇家に三み行くだり半を突きつけかねないが」

「……それでも主家を裏切らないのが、おじさまだ……もしかしたらかつての謀む反ほん騒そう動どうの中でただ一人生き延びたご嫡子の親英どのを人質に取られているのでは……」

「おそらく、そうだろうな」

　義陽は、「先に船で出ていろ、良晴」と告げて、目と鼻の先まで迫っていた甲斐宗運軍のもとへと単たん騎き、飛びだしてきた──。

　家久たちが止める隙すきも、なかった。

「宗運おじさま……！　響野原で停戦したばかりなのに、なぜまた八代へと攻せめ込んできた？　親英どのの首が、かかっているのだな？」

　漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ甲斐宗運。その姿が、闇の中に小さく浮うかび上がる。義陽めがけて、敵勢が矢を射かけようとしたが、宗運が手をあげてその動きを制止していた。逆らえば殺される。誰だれも、宗運の下知を無視できる兵はいない。

「……無謀な真ま似ねはよせ、義陽。俺の前に現れた姫ひめ武将がお前でなく徳千代ならば、問答無用で撃うち殺しているところだ。が、すでに相良家の当主を降りたお前の首は誰からも求められていない。相良徳千代の首と、わが不ふ肖しようの嫡男・親英の首。俺が選び取れる命は、二つにひとつだ」

「……そんな……おじさま……!?　やっぱり阿蘇惟将に、脅おどされて」

「それは違う。わが主にはそこまでの度胸はない。親英自身が、実子を取るか、相良家の姫を取るかを、迫ってきた。阿蘇家へ戻れば死ねると思っていたが、どうやら、俺の業は深すぎたらしい」

「……では、おじさまは……徳千代の首を……？」

「八代攻めに、手心は加えなかった。お前たちの後ご詰づめが間に合わねば、そうなっただろう。だが、やはりお前たちは間に合った。義陽。相良良晴。そして……島津姉妹。徳千代を守りたいのならば、俺に勝て。俺を乗り越こえられねば、しょせん相良家には最初から九州で生き延びる能力がなかったということだ」

「……それでは……実の父のように私を守り育ててくださった宗運おじさまを、私たち姉妹で討うてと……？」

「九州で武将として自立するということは、親殺しの覚かく悟ごを背負うということだ。情に流されれば、生き延びられん。そして俺は、なにがあろうとも決して主家を裏切らぬと誓ちかった男。これが、俺の業だ」

「違う！　おじさまは……」

「義陽姉さん！　まるで矢の的じゃないか！　早く船に！」

　血相を変えた良晴が、慌あわてて義陽に追いついていた。

　義陽は「良晴、もう少しだけ待ってくれ」と泣き顔で良晴を制したが、良晴は「姉さんごめん！」と義陽の乗った馬の尻しりを槍やりで突いて、港へと駆けさせた。

　甲斐宗運は、義陽を追いかけようとはしなかった。

（宗運は、義陽も徳千代も殺したくはないんだ。だが、俺自身が、義陽と徳千代を託たくせる男だと宗運に認められるかどうかは──今この瞬しゆん間かんに、かかっている）

　ここに甲斐宗運と相良良晴が、至近距きよ離りから対たい峙じすることとなった。

　人吉城で良晴を暗殺しようとした時以上の分厚い「殺気」を、甲斐宗運が放った。浴びただけで失神してしまいそうなほどの圧力が、容よう赦しやなく良晴の身体からだを襲った。

　この「殺気」こそが俺への試練だ、恐きよう怖ふに憑つかれれば俺は「相良姉妹を託す資格がない」と宗運に首を落とされる、と良晴は耐たえた。

　この修羅の国・九州で戦い、生き延び、ついに相良家の一族として生きるに相応ふさわしい男に成長した、と宗運に認めさせねばならないのだ。

　良晴は、馬上で身じろぎもせずに、ついに最後まで耐え切った。

　──宗運の身体から、「殺気」が消えていた。

「遅おそいぞ、小こ僧ぞう。俺は貴様に義陽を託したのだ。義陽を戦場で、みだりに危険にさらすな」

　宗運は、ぎりぎりながら合格点を与あたえてくれた、らしい。

「悪かった、甲斐宗運。だがな……九州の修羅の掟おきては、島原の一戦で終わらせる！　血で血を洗う下げ克こく上じようと謀殺の日々は、あと少しで終わりだ！　だから、死ぬな！」

「……心配するならば、俺ではなく島津義弘の命を心配しろ。ここから先は、俺と島津義弘との戦いになる。義弘に今の俺の立場を過か剰じように意識させるな。あれは、甘い。義弘の武の力は俺に優まさるとも劣おとらぬ鬼おにの領域に達しているが、心は乙女おとめだ。俺への同情など不要。甘さが、あの者の命取りになり、その綻ほころびが貴様らの戦略を破は綻たんさせることとなる。義弘を死なせたくないのならば、義弘の前で余計なへらず口を叩たたくな。もう、行け」

「……わかった」

「義陽たちにも、島原では俺のことをいっさい考えさせるな。お前自身もだ。目の前の戦いくさに集中せねば、龍造寺軍に討たれる。もう貴様もよくわかっているだろうが、九州は、甘くない。一人で同時に複数の仕事を進められるような都合のいい世界ではない。己の持ち場で、己自身の役割を果たすことだけに、専念しろ」

「……仲間と、互たがいに信しん頼らいし合うしかねえ、ってことだな」

「どうしても徳千代を救いたくば、わが主が龍造寺家を慌てて見限らねばならぬほどに、龍造寺軍を打ち破れ。島原から押し戻もどすだけではダメだ。日ノ本の歴史に残るような、問答無用の大勝利を収めろ。貴様が進める道はその細い一本の道しかない、小僧」

「言われなくたって！　俺一人の力じゃあんたには永遠にかなわないが、俺には義陽姉さんたち大勢の仲間がいる！　必ずあんたに並び立ち、あんたが背負った業を、運命を、追い越してみせる！　あんたが無残な死を迎むかえれば深く傷つくだろう、義陽姉さんのために……もういちど生きて会おう、甲斐宗運！」

「……言うようになったな。一人前の男と認めるにはまだまだだが、高城でまた一皮むけたな、相良良晴。やはり人吉城から巣立ったばかりの義陽には、お前が必要らしい」

「そりゃどうも。だが、あんたほどの男からあまり甘い言葉をかけられると、かえって不安になるぜ！」

「つけあがるなよ。これから、まもなく俺よりも強くなる化け物の相手をせねばならんのでな。俺自身の言葉と感情にも、緩かん急きゆうが必要な場面だということにすぎん」

「なるほど、承知した！　島津義弘が、まもなく到とう着ちやくする。今は、俺ごときを相手に緊きん張ちよう感を消費するのは無む駄だということだな！」

「そうだ。だがお前はまだ強くなれる。お前はお前の長所を『武』に生かすことを覚えていないだけだ」

　良晴が義陽のあとを追いかけるのと同時に、甲斐宗運が片手をあげて軍を退ひかせていく。

　この戦場から退たい却きやくするためではない。

　城から球磨川沿いに押し寄せて来た島津義弘率いる八代軍を迎え撃つためだった。




「間に合ったな！　やはり今夜中の渡海を読まれていたか！　しかし、阻そ止しはさせぬ！　甲斐宗運どの！　島津惟い新しん、参る！」

　八代港死守の任務を引き受けた義弘が、自ら兵へ児こたちの先頭に立って、南なん蛮ばん黒眼鏡をかけたまま無表情で突とつ進しんしてくる甲斐宗運へ向かって対峙していた。

「膝ひざ折おり栗くり毛げ」に跨またがりながら、島津義弘は無言で接近してきた甲斐宗運を凝ぎよう視ししていた。

「……」

　甲斐宗運は、凄すさまじい殺気を放っていた。

　響野原で全身に銃じゆう弾だんを浴びたばかりだというのに、そのようなことはいささかも感じさせない闘とう気きだった。

　もう、嫡子のことも、意識から消し去っている。

　この八代攻めに嫡子・親英の首がかかっていようとも、肉体に傷を負っていようとも、そのようなことは、修しゆ羅らと修羅の命のやりとりには無関係である。そのような不純な迷いが、戦場では命取りになる。相手は、島津義弘なのだ。故ゆえに宗運は、瞬時に、すべての迷いを消し去っていた。

　島津義弘は、その宗運の圧あつ倒とう的な殺気を、闘気を前にして、容易には斬きり込めなかった。

（お見事、甲斐宗運どの。響野原であのような裏切りにあっていながら……その後、阿蘇家でいかなる修羅場があったかは、私にも想像がつくが……それにもかかわらず、今の宗運どのには悲ひ愴そう感もなければ、絶望もない。まさに、無念無想だ）

　甲斐宗運は響野原で味方兵に狙そ撃げきされて重傷を負っている。常人ならばすでに絶命しているか、あるいは臥ふせているかという深手を負ったはずなのだ。

　対する島津義弘は、ほぼ無傷で高城の合戦から帰き還かんした。

　その分、一騎打ちに及およぶとなれば、義弘のほうが有利なはずだった。

　それなのに、馬上で島津義弘を待ち受けている甲斐宗運には隙もなければ迷いもない。

「どうした。なぜ、打ちかかってこぬ。互いに、間合いに踏ふみ込んでいる。このような好機は滅めつ多たにないぞ、島津義弘。俺に一騎打ちを挑いどまぬのか？」

　半身不ふ随ずいの立花道雪が放つ闘気が、義弘の肉体を恐怖させた時と同じだった。心の臓が動いている限り、相手の命を奪うばうことができる。それが修羅。肉体の負傷も欠損も、敵を両断すべく心身を鍛きたえ上げてきた修羅には関係がない。

　あるいは、道雪も今の宗運も、手負いであるがゆえに絶対的な「覚悟」を全身から練り出しているのかもしれなかった。

　まだ、家久たちの渡海ははじまっていない。

　いや。渡海が終わっても、義弘がここで倒たおれて八代を奪われれば、たとえ家久たちが島原で十倍する龍造寺軍を倒したとしても、家久は退路を断たたれてしまう。

（必殺の確証を得られぬ限りは……）

　違ちがう。そうではない。得られても甲斐宗運との一騎打ちには応じられぬ、八代の港を守り耐え抜ぬくことこそがわが戦い、と義弘は溢あふれ出てくる闘気を押さえ込むために己おのれの唇くちびるを嚙かんだ。

「タイ捨流の使い手を殺すために極ごく秘ひに練り上げた『薩摩示現流』とやらが、貴様の手品の種と知ったぞ、島津義弘。立花宗茂とかいう初うい陣じんの若武者相手に、思わず使ってしまったそうだな。貴様は高城で生き延び、一皮むけたようだが、それでもまだ弱い。鍋島が操あやつる葉隠忍群が、すでにその情報を、貴様の秘ひ剣けんの太た刀ち筋を、俺に伝えている」

「……立花宗茂どのは、まことの西国無む双そうだった。初見殺しのわが必殺の太刀を、見事に防いだ。使わねば、私が斬られていた……」

「しかし、俺を殺すべく開発した秘剣を、すでに用いた。その時点で、お前は俺に敗れている。島津義弘」

　甲斐宗運は、薩摩示現流の極意を、すでに理解していた。

「防御を捨て、先制攻撃の一撃で敵を刀ごと、兜かぶとごと、甲かつ冑ちゆうごと粉ふん砕さいする。その神髄は、一の太刀のみ。二の太刀を考えず。それが薩摩示現流だ。まさしく、死し狂ぐるいの太刀だ。しかしその神髄を知ってしまえば、一の太刀を躱かわせばそれでよいということになる──」

　義弘は、奥歯を嚙みしめていた。

　いや、甲斐宗運ですら、躱すことはできないはず。立花宗茂がやったように、己の武具で渾こん身しんの一撃を受けるしかないはず。

「そうだな。どれほどに修練を重ねた修羅であっても、貴様の死狂いの初太刀は、躱せぬだろう。だが、俺は違う。なぜならば、躱せぬとわかっている攻撃を躱す必要など俺にはないからだ。一人一殺、相打ち上等だ。俺は貴様の初太刀によって手足を両断され再起不能となるが、貴様も死ぬ。島津家の未来も、相良良晴への想おもいも、なにもかもがここで闇やみに飲まれ、貴様の志はここで潰ついえる。武を失った俺もまた阿蘇家に居場所を失い、俺を憎にくむ者によって殺されるだろう。戦えなくなった甲斐宗運など、生きる値打ちもない。しかし、それこそが俺のような外げ道どうの最さい期ごにふさわしい」

　一撃必殺、己の防御を捨てて一の太刀に全生命を賭かけて死狂う剣、薩摩示現流にも受け技わざはある。あるが、それは並の修羅が相手であればこそ可能な受け技である。等しく「防御」を捨ててきている今の甲斐宗運に通じるはずがない。

「やはり動かぬか、島津義弘。こうして戦場で再会した暁には、貴様との一いつ騎き打ちを望んでいたが……俺を一撃で斬り殺す確信を得られぬ貴様は、俺の挑戦に応じられぬ。このまま島原での戦いに決着がつくまで、震ふるえているがいい」

　甲斐宗運の言葉に誇こ張ちようはない。島津義弘が今、甲斐宗運めがけて突進し、一騎打ちをはじめれば、甲斐宗運に再起不能の傷を負わせることはできるが、義弘自身は、死ぬだろう。

「重ねて言うが、貴様は高城の合戦で相良良晴の斬ざん首しゆという予測外の事態に恐怖し、己が立っている場所が戦場であることを一瞬忘れ、その結果、立花宗茂を相手に用いるべきでない秘剣を用いねばならなくなった。心が、弱い。その時点で、もう俺には勝てない」

　怒いかりと屈くつ辱じよくと恐怖に、義弘は、耐えた。

　義弘は、ようやく気づいた。

　甲斐宗運は、元来、このような多弁な男ではない。

　ましてや、自分の武勇を、強さを、敵に誇ほこるような武将ではない。

　敢あえて私を激げき怒どさせて、一騎打ちに応じさせるつもりなのだ。

　すでに、二人の修羅の死闘は、はじまっているのだ。

　死の調練の果てに精神を凌りよう駕がした肉体を、さらに精神が再び制圧してこそ、真の強つわ者ものなのだ。

　未熟な私はまだその境地には至らず、そして、甲斐宗運はその境地に達している──。

　義弘は、甲斐宗運に、問うた。

「どれほど醜みにくくなろうとも、蔑さげすまれようとも、薄うす汚ぎたなくとも、命ある限りは生き延びるのではなかったのか。なぜそれほどに死に急ぐ、甲斐宗運。嫡ちやく男なんを人ひと質じちに取られて八代攻こう略りやくを命じられた今が、貴様にとって最後の『死に時』と見たか。それとも、家族への情愛と主家への忠義との間に引き裂さかれて、修羅の国を生きることに絶望したのか」

「たしかに俺は、俺の半身を犠ぎ牲せいにして貴様を殺すつもりだが、俺自身がここで死ぬつもりはない。心の臓と頭さえ無事ならば、たとえ這はってでも俺は俺の戻るべき処ところへと帰る」

「……私に、勝てるつもりなのか……寸分の疑いもなく。傲ごう慢まんな……！」

「怯おびえるな島津義弘。こんどこそは絶対的な強敵が放つ闘気に、己おのれの心から漏もれいずる『我は人か鬼おにか』という迷いに、失いがたいものを失うかもしれないという恐怖に耐えきれるか？　島原で合戦の決着がつき、あの者たちが八代へ帰還してくるまでの間、耐えきれるのか？　耐えきれねば、貴様は立花一家との命のやりとりを経てもなお成長しきれなかったというまでのこと。その時は、俺が貴様を始末する」

　そうか。甲斐宗運は、戦国の九州で戦い続けねばならぬ修羅としての宿命と、恋こいに惑まどう乙女おとめ心ごころとの間で葛かつ藤とうし揺ゆれる私を、この戦場で鍛えてくれているのだ、と義弘は悟さとった。

　義弘は、島津家の武を支えるという己の役割を幼き頃ころより理解し、引き受け、己に課した死の調練を生き延びてきた。調練のみならず、実戦においても。戦場に出るたびに、兵児たちの先頭に立って、自ら命を捨てがまり敵味方の血を浴びて戦い続けてきた。肉体。武技。闘気。九州の修羅の中で最強と呼んでいいほどの、高みに立った。

　だがその義弘にも、「弱さ」は、あるのだ。愛する姉を。たいせつな妹を。己のために散っていく兵児たちを。そして恋する殿との方がたを目の前で失うという、恐怖。それは、自分が死ぬことよりも、ずっと辛つらく、恐おそろしく、決して払ふつ拭しよくすることも捨て去ることもできない。生きる限り、この恐怖は、義弘の心から消えることはない──消えればそれは、義弘が人間でなくなってしまった、ほんものの鬼になってしまったということである。鬼と化したつもりで、自分の息子むすこたちを主家への忠義のために誅ちゆう殺さつした甲斐宗運でさえ、その感情を手放すことは、ついになかった。響野原の極限状態において、相良義陽と徳千代の姉妹しまいの命を、選せん択たくした。

　人間でありながら、少女であり続けながら、なおかつこの恐怖に打ち勝った時こそ、義弘は、甲斐宗運を越こえる存在に、なれる。

「島津義弘よ。俺は、俺を誰だれよりも憎む者によって殺される定さだめ。そうでなければならない。その時のために俺はこうしてみっともなく生き延びている。そして、その時はそう遠くはない。貴様の成長を、待ってはいられぬ。そのような時間は、俺にはない。貴様が俺を乗り越えねば、相良家の姉妹を、任せられぬのだ」

　島津義弘は、「承知した。家久勝利の一報が舞まい込むまで、あなたから八代の港を、そして徳千代を、守りきる。なにを言われようが、どれほど罵ののしられようが、決して応じぬ。耐える」とうなずいていた。

「甲斐宗運。わが、師よ。私は、あなたを越えてみせる」

「ふん。相良良晴と、同じことを言う」

「良晴どのが？」

「己一人の力では運命は乗り越えられぬとわきまえている分、奴やつのほうがお前より成長しているらしい。すぐさま織田信奈の救きゆう援えんへ向かいたい心を抑おさえて、大局を見み据すえて島原への参戦を選択しただけのことはある。が、お前も、すぐに追いつく。こうして島津家久たちを島原へ送り込みながら、己は八代で俺と対たい峙じし続けねばならないという緊張と恐怖とに、耐えきることが、できればな」

「……家久を。良晴どのたちを。信じろと、言うのだな」

　宗運の前に仁に王おう立ちして「一歩も通さぬ。一歩も動かぬ」と槍やりを構える義弘の背後で、家久率いる島津軍の船団が、出航していく。兵力差は十倍。そして島津の武の象しよう徴ちようである義弘はいない。ほんとうに勝機は、あるのだろうか。鍋島直茂という切れ者の軍師を相手に、すでに手の内を知られている家久の「釣つり野の伏ぶせ」戦術は通じるのだろうか。

（家久よ。お前が心配だ。龍造寺隆信は、立花道雪どのとは違う。お前が戦場で恋に心を奪われたその一いつ瞬しゆんに、お前の命が散ることを、私は……お前が生せい還かんする時を待つことを、待つことしかできぬことを、私はこれほどまでに恐れている。相良良晴どのとお前は、ともに島原から生還できるのだろうか。たとえ生き延びられたとしても、家久は十倍の敵に対する絶望的な合戦に勝つために人の心を失い、ほんとうの鬼になってはしまわないだろうか。甲斐宗運の放つ闘気よりも、はるかに、恐ろしい）

　鬼島津と恐れられ九州の武神と崇あがめられてきた義弘の目に、この時、涙なみだが浮うかんでいた。

（相良良晴どの。それでも私は、あなたを信じる。次は、あなたの命と交こう換かんするのではなく、あなた自身と家久とがともに生き延びる道を、あなたが見み出いだし、切り開いてくれると。どうか、家久を──）

　そんな義弘の姿をじっと凝ぎよう視ししていた甲斐宗運は、「もはや島津家久の渡と海かいは阻そ止しできん。今宵こよいは陣へ退たい却きやくだ」と、全軍に撤てつ退たいを命じていた。

（今はそれでいい。島津義弘。その貴様の深すぎる情を、永久に捨て去るのではない。目の前の運命に立ち向かうために、敢えて一時的に消す術すべを学ぶのだ、それが貴様が目指すべき「強さ」だ）

　義弘に背を向けた甲斐宗運は、そう、心の中で呟つぶやいていた。







　　　巻ノ三　沖おき田た畷なわての合戦







「なんと。龍りゆう造ぞう寺じ四天王が、また五人に増えておる。殿！　この中に偽にせ者ものがおりますぞ、偽者が……！」

「百ひやく武たけよ、よく戻もどった。九州の情勢は風雲急を告げている。われら五人揃そろって龍造寺四天王が結集せねば、龍造寺家の未来を切り開くことはできん！」

「……鍋なべ島しまの姫ひめも無茶をする。いくら百武が決戦に欠かせぬからといっても、自ら追いかけて連れ戻してくるとは……が、姫でなければなしえなかったことだ」

「百武よ、まもなく殿が来られる。軍議じゃ。高たか城の合戦は、誰もが予期せぬ事態となった。大おお友ともと島しま津づが和わ睦ぼくし、大友軍は黒くろ田だ官かん兵べ衛えの采さい配はいのもとに毛もう利り領へと突つき進んでいる。そして、島津軍は八やつ代しろを本ほん陣じんとして、有あり馬ま家を救援すべく島しま原ばら半島へと──われら龍造寺軍の南進を島原で阻止する構えだ」

　気が変わった。龍造寺家でもう一戦を戦うぜと出戻ってきた百武賢とも兼かねを、百武と苦楽をともにしてきた龍造寺四天王が出で迎むかえていた。

　この中に一人偽者がおる！　と叫び続ける策士・木きの下した昌まさ直なお。

　よかった……ほんとうによかった！　ともう号ごう泣きゆうしている江え里り口ぐち信のぶ常つね。

　あくまでも冷静な、成なり松まつ信のぶ勝かつ。

　そして、龍造寺隆たか信のぶと瓜うり二ふたつの巨きよ体たいを誇る円えん城じよう寺じ信のぶ胤たねは、百武賢兼不在の間に急転している情勢について、淡たん々たんと語った。

「……鍋島の姫に𠮟しかられては、逆らえねえ。俺は島原を死に場所と定めた。木下の旦だん那な。預けておいた黄金の甲かつ冑ちゆうを用意してくれ」

「むう。偽者に限って、戦場で目立ちたがるのじゃ……！　そなたの甲冑ならば大事に保管しておった。あのような派手な甲冑を戦場で着たがるような酔すい狂きようは、修羅の国九州といえどもそなたしかおらぬ。矢や弾だまの的になりたいのならば、好きにせよ」

「かたじけない。俺たちはやはり、五人揃って龍造寺四天王だな」

　今この肥ひ前ぜんの伊い佐さ早はやに、龍造寺軍三万と、そして龍造寺四天王とが集結していた。

　攻略目標である島原半島の有馬領までは、わずか一日の距きよ離りである。

「百武賢兼。わが妹に危険な真ま似ねをさせおって。ことと次し第だいによっては、うぬの首を刎はねねばならぬところだったわ。すでに戦せん況きようは妹より聞いておる！　わが存念はすでに決まっている。貴様らはただ、黙だまって余よについてくればよい！　フハハハ！」

　軍師であり義ぎ妹まいである鍋島直なお茂しげを連れて、龍造寺隆信がその巨体を軍議の席に現していた──。

　百武が抜ぬけていた間、殿は萎しおれておったぞ、と円城寺が笑った。

「吐ぬかせ円城寺。貴様は見た目は余と瓜二つであろうとも、九州の覇は王おうたる余と家臣のうぬとでは、器うつわが違う。百武程度の勇者など、佐さ嘉がには掃いて捨てるほどおるわ」

「万ばん夫ぷ不ふ当とうの勇者だからこそ、殿自らがこの者に百武の姓せいを与あたえたのではありませんでしたかな」

「黙だまれ木下。五人目が戻って来たというのに、喜んでいる場合ではなかろう。確たる武功もなく、余の直じき参さんにもあらず。妹の与よ力りきたる貴様がもっとも偽者に近いのだぞ」

「いいえ。この木下、こたびの騒そう動どうで痛感しました。常に、四天王が五人おる、一人偽者がおると騒さわいでおりましたが、やはり五人揃ってこその龍造寺四天王でございまする」

「いかん。木下どののお言葉……泣けてきた。腕うでが鳴るな、成松！」

「落ち着け江里口。龍造寺家の運命はこの軍議にかかっている。もっとも、殿はすでに決断済みのようだがな……わが殿は、相変わらず独断専行するお方だ」

「構わん。ここは修しゆ羅らの国・九州よ。殿と姫の悲ひ恋れん、なんとしても成じよう就じゆさせる。それがわれら家臣団の願い！　問答無用で、戦う以外にない！」

「江里口。無む駄だ口ぐちはやめて。その話は禁きん忌きよ……戦いくさの前に、兄上を激高させないで」

　肩かたの上に黒くろ猫ねこをのせた鍋島直茂が、兄の隣となりにちょこんとお尻しりを下ろし、九州の地図を広げて、無表情のままで現状を報告する。

「みんな、大きく事態は変わったわ。日向ひゆうがの高城で大友宗そう麟りんと島津四姉妹が決戦を行っている隙すきに、われらは筑ちく後ごと北肥ひ後ごを陰いん謀ぼうと調略とで奪うばい取り、肥前にただ一家残る大友派の有馬家を島原に攻せめ滅ほろぼし、同時に南肥後の八代を奪い取って島津の北進を完かん璧ぺきに塞ふさぐ予定だった。ところが、仇きゆう敵てきだった大友と島津が突とつ如じよ、和睦したの。関白近この衛え前さき久ひさ、軍師黒田官兵衛、そして未来人の相良さがら良よし晴はる……九州の外から乗り込んできた者たちが、不可能を可能にしたわ」

　ただし不幸中の幸いにして、と鍋島直茂は付け加えた。

「大友軍は、独立を宣言して好きに暴れはじめているわれら龍造寺軍を止めることができない。黒田官兵衛が立たち花ばな宗むね茂しげを筆頭とする大友軍の主力をそのまま引き連れて本州上陸作戦を開始したからよ。黒田官兵衛は大友軍とともに毛利領になだれ込み、本州で繰くり広げられている織お田だ家と反織田家の決戦を、織田方の勝利に導こうとしている。あの軍師は、そのために敢あえて高城の合戦を引き起こした──今の大友領は、本国の豊ぶん後ごを除けば、無人とまでは言わずとも、手て薄うすよ。少なくとも、あと一ヶ月の間、黒田官兵衛と大友軍本隊は本州に釘くぎ付づけだわ。龍造寺軍は、九州制覇のために、一ヶ月の時間を与えられた」

　あの時の忍しのびだな。佐嘉城に潜せん入にゆうしていた黒田官兵衛の忍びが、われらの独立の動きを逐ちく一いち調べ上げ、高城の戦場にいち早く龍造寺独立の知らせをもたらしたのだ、と龍造寺隆信がこめかみをぴくぴくと震ふるわせながら呻うめいた。

「あの忍びを殺しておけば。甲か斐い宗そう運うんめ。あやつを生かして通してしまうとは、ふがいない」

「仕方がないわ、お兄さま。殺傷能力はさほどでもないけれど、あれは生き延びることに関しては当代一流、腕利ききの忍びだったもの。私が操あやつる葉は隠がくれ忍にん群ぐんとも、忍びの本場・伊い賀が甲こう賀がとも違ちがう……」

　黒田官兵衛は豊ぶ前ぜん中なか津つ十二万石を当家に譲ゆずると書状で約束していたのではありませぬか、と木下昌直が問うたが、鍋島直茂は首を横に振った。

「毛利領へ突つき進む官兵衛から新たな書状が届いた。豊前中津を譲るとは言ったが、いつ譲るとは言っていない。こちらがその気ならば、五年後、十年後ということも。どうしても中津が欲ほしければ、龍造寺領の前に立ちふさがる筑ちく前ぜんの諸城を抜いて自力で中津へと押し通られよ、と」

　なんだとお？　黒田官兵衛め、なんたる悪党だあ！　と江里口が号泣した。

「乗せられないで。兄上も、官兵衛の挑ちよう発はつに耐たえて頂ちよう戴だい。これは当然、島原半島での対島津戦と、筑前攻こう略りやく戦とに龍造寺軍を分散させるための、官兵衛の罠わなだわ。官兵衛は、大友軍を本州へ攻め込ませる一方で、島津軍を龍造寺軍との決戦に向かわせた。八代港に詰つめて甲斐宗運を防ぐ役目を、島津義よし弘ひろに。島原へ押し渡わたって龍造寺軍との決戦を務める総大将は、島津家いえ久ひさ。さらに家久の補佐として、相良姉弟きようだいと大友宗麟。九州最強の修羅の名を二分する甲斐宗運と島津義弘との睨にらみ合いは、おそらく、膠こう着ちやくする。川かわ中なか島じまでの武たけ田だ信しん玄げんと上うえ杉すぎ謙けん信しんの五度に及およぶ膠着を想像してみて。強つわ者もの同士が対陣すれば、あのような形になる。島津義弘は、島原へ渡る家久の本国薩さつ摩まへの退路を確保するためにも、八代を失うわけにはいかない。甲斐宗運が短期決戦を狙ねらってどれほど挑発しても、耐えて守りきるわ」

　鍋島直茂は、なおも語った。あの島津四姉妹の結束はそれほどに固い──対する甲斐宗運軍は、北肥後の国こく人じん衆しゆうの寄せ集め。阿あ蘇そ家と甲斐宗運との間の信しん頼らい関係も壊こわれかけており、甲斐家自体もまた、宗運の過か酷こくな粛しゆく清せい劇を巡めぐって父と嫡ちやく子しとでいがみ合っている有様。宗運一人のみが知勇を発揮しても、軍にまとまりがない以上、容易に八代を落とすことはできない。

「余の腹はすでに決まっている。すでにわれらは蒲かま池ち一族を謀殺し、筑後柳やな川がわ城を奪い取った。筑前と豊前中津は後回しでよい。一ヶ月の猶ゆう予よがあるのだ。目の前に迫っている島津家久と島原で決戦する他はないな、妹よ。しかも、あの弟殺しの大友宗麟がのこのことついてきているのであれば、いよいよもって全力で叩たたき潰つぶすしかなかろう」

「ええ。兵力の分散は避さけて、全力で島津に当たるべきよ。島原へ船で渡ってくる島津家久軍はわずか千五百だけれど、全員が、死兵。退却した者は切腹、という過酷な軍法のもとで戦ってきた一いつ騎き当とう千せんの修羅ども──獅し子したる者は敵が寡か兵へいであろうとも全力で狩からねば。ただ、大友宗麟もまた、お兄さまを釣つり出すための一種の餌えさかもしれないわ。あの女の顔を見れば、お兄さまは激情を抑おさえられなくなるから……黒田官兵衛は、人間の心理を熟知して策を組み立ててくる。私が葉隠忍群の報告を通して知っていた黒田官兵衛よりもはるかに成長している。まるで、噂うわさに聞く『今いま孔こう明めい』竹たけ中なか半はん兵べ衛えのような……」

　大友宗麟は、性しよう懲こりもなく新たな「義ぎ弟てい」として抱かかえた立花宗茂を本州決戦へ送ったのだ。この龍造寺隆信のほうが、毛利・武田・上杉の連合軍よりも生ぬるい、と舐なめているのだ。餌などではない、あやつは餌になる値打ちすらない腑ふ抜ぬけだ、と龍造寺隆信は吼ほえた。

「いいえ。そうではないわ、お兄さま。本来ならば官兵衛とともに本州へ向かうべき相良良晴と相良義よし陽ひが宗麟とともに参戦している理由を考えて。宗麟を支えるためよ。あの女は、こんどこそ本気なのよ。大友親ちか貞さだの仇かたきであるお兄さまと、正面から対決しようとしているの……」

　直茂は、宗麟が義弟の大友親貞を「今いま山やまの合戦」の総大将に抜ばつ擢てきし、再び呼び戻そうとした経けい緯いを兄へ伝えたかった。宗麟と隆信との間には、認にん識しきのすれ違いがあるのだと、そして今回の宗麟はほんとうに本気で親貞のために自ら戦う決意をしているのだと。だが、斬ざん首しゆに反対しながらも隆信の命令に従って親貞の首を刎ねた成松信勝の心情をおもんぱかると、どうしてもこの場では言いだせなかった──。

「妹よ、宗麟は臆おく病びよう風かぜに吹かれて途中で戦場から逃にげるに決まっている。百武賢兼もこうしてお前が連れ戻してくれた。ただちに島原へと全軍で進しん撃げきする。有馬と島津との連合が成立する前に攻めかかれば、各個撃破は容易となろう。今、わずか千五百の兵力しか持たぬ有馬家は龍造寺三万を前にして窮きゆうしているが、南蛮貿易の利益でかろうじて生き延びてきたキリシタン大名の有馬家が、はたして反キリシタンの島津軍と連合できるかな？　連中がごちゃごちゃと話し合って揉もめている隙に、十倍の兵力で踏ふみ潰つぶしてしまえばよい。島原さえ併へい吞どんすれば、八代も落とせる。陸の甲斐宗運と海の龍造寺軍とで、島津義弘を挟きよう撃げきすればよいのだ！　島津家当主の義よし久ひさなど、薩摩から出てくることすら躊ちゆう躇ちよする小心者。ものの数ではない。武神・義弘に勝てば、島津は文字通り死に体だ！　フハハハ！」

　いいえ、お兄さま。寡兵で島原へ乗り込んできた幼い島津家久こそ、島津軍を最強の軍団として生まれ変わらせた稀き代たいの天才軍略家。島津軍は種たね子が島しまを大量に量産し、戦場へと投入する。その上、家久は「釣り野伏」なる戦術を考案して、寡兵で大軍を破ることができる。あれほど機能的に兵を進退させられる軍師は、この九州にはこれまでいなかった。武神・義弘がおらずとも、家久率いる島津兵は容易な相手ではないわ、と直茂が兄の袖そでをそっと引いた。が、隆信は、

「南蛮の兵器を導入しているのは島津軍だけではない。わが龍造寺軍とて、松まつ浦ら党や長崎の大おお村むら家を通じて、南蛮渡来の大型砲ほうを大量に導入済みである。重量があるために機動力では劣おとるが、種子島よりも圧あつ倒とう的に火力が強い。城攻めにおいては強力な武器となろう。島原にあの『国くに崩くずし』を持ち込まれていれば厄やつ介かいだったが、種子島だけでは龍造寺軍の圧倒的な火力を防ぎきれぬわ」

　と必勝の自信を揺るがせなかった。

　この時期、戦国日ひノ本もとで量産されている銃じゆう器きは、主に種子島、すなわち小型の火ひ縄なわ銃である。これは種子島に伝来したわずか数丁の火縄銃をもとに、この兵器の量産方法を日ノ本の鍛か冶じ職人が突つき止め、薩摩、堺さかい、根ね来ごろ衆しゆう、雑さい賀か衆しゆう、近江おうみ国友衆などへとその製法が伝わったからだった。信のぶ奈なもまた、この種子島伝来の火縄銃に注目し、険けん阻そな山城や武田騎馬隊を破るべく堺を手に入れて種子島数千丁を揃えるに至った。

　しかし種子島が畿き内ないへと伝来していく間に、九州最大の貿易大名だった大友宗麟は、さらなる大口径の大おお筒づつ……いわゆる「国崩し」を手に入れていた。

　これに対して龍造寺軍は、大筒と種子島の中間的な火力兵器、「銃砲」を大量に所有するという独自の軍事戦略を採用した。国崩しは重量がありすぎて、防衛兵器としては有効だが、野戦ではその運うん搬ぱんにたいへんな労力が必要となり、よほど効率的な運用ができなければ役に立たない。黒田官兵衛が「高城の合戦」でこの国崩しを見事に活用したが、それでも、島津兵を圧倒するにはやはり数が足りなかった。

　攻こう撃げき的な性格の隆信は、守りよりも攻めを重視する。

　故ゆえに、鈍重な大筒ではなく、野戦場に大量に運搬・運営することのできる火力兵器を求めた。

　種子島は軽量で量産が利きくが、すでに本州でも大量生産されており、また種子島が最初に伝来した島津軍もいち早くこれを量産しているので、龍造寺軍が今さらこれを南なん蛮ばん商人から買い揃えても、量産体制を確立している島津軍には追いつけない。

　また、この時代の種子島は火力不足であり、よほどの達人でなければ敵兵を一撃で絶命させることは難しかった。弓矢の代用とはなるが、敵を殲せん滅めつするにはさらなる火力が、殺傷力が欲ほしい、と隆信は思った。

　そこで隆信が着目した南蛮兵器が、大型で大口径の「銃砲」。種子島よりも圧倒的な火力を誇ほこり、かつ、移動行軍も可能であった。キリシタンに冷れい淡たんな龍造寺家が大量の銃砲を手に入れることができた一因は、日ノ本を訪おとずれていた南蛮商人の中には宣教師の布教活動とは無関係に兵器を販売する者もいたこと、熱ねつ烈れつなキリシタンで長崎をガスパールが仕切るドミヌス会に寄き贈ぞうしてしまったほどの大村家を武力で従属させていたことなどがあげられるが、ともかく、九州という南蛮船の東アジア航路にもっとも近い地域性と、隆信の異常な攻撃性が「銃砲」のいち早い大量導入を可能としたのだった。

　ただ、軍師・鍋島直茂は兄が「銃砲」の大火力に固こ執しつすることに、多少の危き惧ぐを感じてはいた。火力は弱いが、軽量を誇る種子島のほうが、組織的な部隊運営に向いている。とりわけ山と海と湿しつ地ちに囲まれて大平原が少ない日ノ本の特とく殊しゆな環かん境きようでは、種子島を主力とする組織軍隊こそが機動性・戦略性に優すぐれるのではないか……と思っていたのだ。そして「種子島の国」薩摩に生まれ育ち、生きつ粋すいの戦闘民族とも言える島津家で英才教育を受け、寡兵で島原へと押し渡って来た島津家久こそが、今、日ノ本の武家の中でもっとも「種子島の部隊運用」に特化した天才軍略家なのではないか……と。

　が、龍造寺隆信は、その島津家久と戦ったことがない。まだ子供だ、と飲んでかかっていた。

　もしも高城の合戦で大友軍を采さい配はいしていた者が黒田官兵衛でなければ、今いま頃ごろ島津軍は家久の考案した「釣り野伏」戦術によって大友軍を文字通り壊かい滅めつさせていたであろうことも、知る由よしがない。

　十倍の兵力と、圧倒的な火力。龍造寺四天王も勢ぞろいしている。対島津戦の絶対的防衛ラインとして奪だつ取しゆすべき島原半島を、一週間もあれば一気に押し渡れるはずだと、隆信は考えていた。

「全軍に出しゆつ陣じんを命じよ。島原の雲うん仙ぜん岳だけの東を進み、有馬方の支城を落としつつ、有馬の本城・日ひ野の江え城へと至る。九州制覇のために与あたえられた時間は、おそらくは一ヶ月。急ぐのだ。有馬と島津の連合が成る前に有馬方の城をことごとく落としてしまえば、有馬は否いや応おうなしに降こう伏ふくする」

　雲仙岳の真東に立つ島原城を抜ぬけば、日野江城は丸まる裸はだか。事実上終戦だ、と隆信は笑った。

「ねまる前に、攻せめる。それが覇は王おうの戦いくさよ」

　鍋島直茂も、島津家久の用兵術を警けい戒かいしつつも、兄の基本戦略は正しい、と確信していた。




　しかし、その龍造寺軍の出しゆつ立たつが、ほんの数日だが、遅おくれることとなった──。

　軍議を終え、龍造寺隆信と鍋島直茂の義兄妹きようだいが久方ぶりに二人きりとなった。

　直茂はようやく兄に、大友親貞を巡る龍造寺隆信と大友宗麟の「すれ違い」について教えることができた。相良姉弟の補佐を得ている今の大友宗麟はこれまでのように舐めていい相手ではない、弟・親貞の仇を取るまでは、つまりお兄さまに勝つまでは決して退かない、彼女が本気を出せばその能力は毛利元もと就なり以上なのよ、島津・有馬連合をたちどころに成立させてしまえるほどの力が宗麟にはある、と熱心に訴うつたえた。

　龍造寺隆信は、少なからず動どう揺ようしていた。

「……ならば親貞の処しよ刑けいは、余よの早はや合が点てんであったというのか……大友宗麟は、弟を死なせ続ける己おのれの運命を覆くつがえすために、敢あえて親貞を総大将に据すえたと？　しかも、それでは予言を覆すことにはならないと気づいて、急いで親貞を前線から呼び戻もどそうとしていたと？」

「……そういうことなの。成松が知ればきっと自分を責めるでしょうから、四天王がいる場では言えなかったのだけれど……」

「フン。しかし逆に言えば、あの時余が親貞の首を刎はねていなければ、宗麟は佐嘉から兵を退ひかなかったということではないか。あれでよかったのだ。ああする以外に龍造寺家が生き延びる術すべはなかったのだ」

「でも、お兄さま……」

「直茂よ、お前は優やさしい。しかしお前がどれほど手を汚よごすこととなっても、それはすべて兄である余のため。穢けがれるのは、余の名だけだ。お前の魂たましいまでは穢れぬ。これでいい」

　隆信は直茂に、そして自分に言い聞かせていた。

「蒲池一族の謀ぼう殺さつについてもだ。すべての罪と悪名は、余一人のものである。直茂、お前の罪ではないのだぞ」

　龍造寺隆信が大友宗麟と手切れして自立し、九州の覇権を奪うという壮大な「賭かけ」に出た際、筑後の要所・柳川城を奪うために、蒲池一族を謀殺する陰いん謀ぼうを決行したことは、すでに述べた。

　龍造寺家が大友のくびきから独立するためには、九州北部における最重要地帯であり、豊後・豊前・筑前・肥前・肥後へと連なる柳川城は、どうしても奪うばわねばならなかった。しかし先代の当主・蒲池宗そう雪せつが増改築を繰くり返した柳川城は強力な龍造寺軍と葉隠忍群をもってしても容易には落とせぬ名城であり、そして蒲池一族は龍造寺家を過去に何度も救ってきた義ぎ俠きようの家でもあった。

　そのため、龍造寺隆信は、蒲池宗雪が高城の合戦に参戦している隙すきをついて、蒲池一族を佐嘉へおびき寄せことごとくを謀殺するという強ごう引いんな手段を取ったのだ。四天王の一角・百武賢兼がひとたび龍造寺家を出しゆつ奔ぽんしたのも、「義に対して逆恩で報むくいるとは、いくら修しゆ羅らの国とはいえ、殿とのも焼きが回った」と憤ふん慨がいし失望したからだった。

　蒲池一族謀殺の件についても、直茂の手を汚させた。この時、隆信が唐とう突とつに蒲池一族の名を口走ったのも、なにか悪い予感がしていたからかもしれない。

　そしてその予感は、正しかった。

「殿。そして、姫ひめ。急報でございます」

　葉隠忍群の頭領が音もなく部屋の隅すみに姿を現していた。

　そして、悲報を告げたのだった。

「蒲池家に嫁とつがれておられた義ぎ妹まいの玉たま鶴つるさまを救きゆう援えんすべく、葉隠忍群の半数が筑後柳川へ入っておりましたが、玉鶴さまの説得に失敗いたしました」

　隆信には、鍋島直茂以外にも義理の妹がいた。その一人が、玉鶴。蒲池家に嫁がせ、婚こん姻いん同盟を結んでいたのだ。もともとは従い兄と妹こ同士で恋れん愛あい関係にあった直茂とは違ちがい、隆信と玉鶴の間には恋愛関係はなかったし、縁えんも薄うすい。婚姻同盟の駒こまとして必要だったので、義妹としたのだ。婚姻同盟に必要な数だけの家族が揃そろっていることのほうが珍めずらしい戦国の世では、よくあることだった。百武賢兼たち四天王や家臣団が蒲池一族謀殺に猛もう反対した一因は、義に反するということもあったが、隆信の義妹・玉鶴が事実上の人ひと質じちとなっていることにもあった。

　頭領の報告と同時に、直茂が膝ひざの上にのせていた黒くろ猫ねこが、みゃあ、と鳴いた──。

　隆信は、頭領の首根っこを、思わず摑つかんでいた。

「……説得に、失敗しただと？　たしかに余は蒲池一族の皆殺しを命じたが、できることならば玉鶴だけは生かして連れ戻せと命じたはずだ」

「無理でした。すでに蒲池家に嫁いだ身ゆえ、兄上の命令とあっても承知できぬと……」

「馬鹿な。玉鶴は、直茂のような芯しんの強い妹ではない。武将ですらないのだ。そのようなことが」

「たとえ武将ではなくても、蒲池家の妻であったのです。玉鶴さまは人当たりは柔にゆう和わなれど、まことに芯のお強い方でした。夫の鎮しげ漣なみさまを殺し、蒲池家の人々をことごとく騙だまし討うちにして滅ぼすような兄のもとには決して帰らぬと仰おおせになり、百八人の侍じ女じよたちとともに支城へと籠こもられ……」

「バカな。侍女だけを連れて籠ろう城じようだと？　貴様ら葉隠忍群をもってすれば、その程度の籠城、破ることもできたはずだ！」

　頭領は、隆信の羆ひぐまのように太い腕うでに締しめ上げられながら、「間に合いませんでした」と伝えた。

「われらが玉鶴さまを城から攫さらうよりも早く、龍造寺軍に呼応して筑後で決起した鷹たか尾お城主の田た尻じり鑑あき種たねが『蒲池一族は皆殺しに。それが龍造寺隆信どののご命令だ』と玉鶴さまの籠もる城を襲しゆう撃げきしたため、玉鶴さまたちはことごとく自決してしまったのです」

「田尻鑑種は、蒲池家の一族ではないか。たしかに、蒲池一族を謀殺している隙に蒲池方の城を奪えとは命じたが、よもや玉鶴を自決させるとは……どれほどの阿あ呆ほうなのだっ!?」

「阿呆ではありませぬ。筑後に割かつ拠きよする国人・田尻鑑種は、蒲池家先代当主・蒲池宗雪どのに姉の乙おと鶴づるさまを嫁がせておりました。すなわち蒲池一族とは長年の縁えん戚せき。こたび、大友家から龍造寺家へ寝ね返がえる決意の証あかしとして筑後に残る蒲池家の残党を討うてという殿のご命令に、『人の道に反する』と不満だった様子。ですが、やるならば、とことんまでやり尽つくすと、鬼おにになられたのです。自らも、己おのれの姉を討たねばならなかった。ここで殿の妹であるからと玉鶴さまだけを見み逃のがせば、命令違反と見なされ、苛か烈れつな殿のご不興を買うとお考えに」

　龍造寺隆信は、「田尻鑑種を殺せ！」と悲鳴のような声をあげていた。

「無能めがあっ！　己の姉を殺さねばならなくなった腹いせのつもりかあっ！　余の義妹を、よくも……己の頭でその程度の判断もできぬのかああああっ！」

「しかし殿。仮に田尻鑑種が城を襲おそわなくても。佐嘉城へ生きて連れ戻せていたとしても、いずれ玉鶴さまは自決されたでしょう」

「……これでは余も、大友宗麟と同じではないか！　己の野望のために、あたら、妹を無む駄だに死なせてしまったのだ……！　なんということだ……！」

　直茂との悲恋の運命を越こえるためにすべてを捨てて殺さつ戮りくと陰謀に奔走してきた龍造寺隆信の信念が、この悲報によって、はじめて揺ゆらいだ。

　隆信が「女性」として愛している者は直茂ただ一人であったが、玉鶴もまた、「義妹」とはいえ、隆信にとっては家族であり妹だった。

（余は……余は、妹を死なせたのか。柳川城を謀略で奪うと決めた時から玉鶴を失う覚かく悟ごはできていた。こういう結末を迎むかえても、すでに直茂を手に入れるために覇道を選せん択たくした余の心は今さら動じぬ、と信じていた。しかし、あの「弟殺し」の大友宗麟が己の過去を越えるために姫武将として島原へはせ参じ、堂々と余の前に立ちふさがろうとしていると知った瞬しゆん間かん、蒲池一族に嫁がせた玉鶴のことがふと気になってはいた……大友宗麟が卑ひ怯きよう未練な「弟殺し」を好む女だという余の思い込みは誤解であると知らされ、そして同じ日にこの余自身が「妹殺し」になった。この蒲池一族謀殺には、直茂をも荷か担たんさせた。妹の手で、妹を死に追いやったのだ。余は……ほんとうに、直茂を愛しているのだろうか？　母上が言うように、余こそが、まことの臆おく病びよう者ものだったのではないか）

　自信が、信念が、崩ほう壊かいしつつあった。

　隆信は呆ぼう然ぜんとなりながら、葉隠忍群の頭領を解放していた。

「……あるいは、余が九州の覇王を目指してこの手を血で染めてきた戦いの日々も……余が、直茂、お前を連れ去って二人で佐嘉から逃にげる勇気さえ持ち得ていれば、あるいは。いや、相良良晴と織田信奈のように、天下がなんと言おうともこの想おもいを貫つらぬくと宣言できる男であれば」

　鍋島直茂が「行きなさい」と頭領に指し示し、頭領が音もなく部屋から消えたのち。

「殺せ。田尻鑑種を、殺せ！　島原での決戦を前に、なんという真ま似ねをしてくれたのだ。無能めが……血祭りにあげよ！」

　直茂は、玉鶴の死に激しく動揺している隆信の腕にすがりながら、打ちひしがれ顔を覆おおう兄を励はげましていた。

「お兄さま。もう、玉鶴を生き返らせることはできないわ。葉隠忍群を二手に割ったことが、原因なの。私の失策なの。島津家久と大友宗麟は、すでに八代を出航して島原へと迫せまっている。どうか、ご自分に負けないで……大友方から調略したばかりの田尻鑑種を殺してはいけない。他の国人たちが動揺する。それに、せっかく柳川城を奪ったのに、肝かん心じんの筑後が乱れては、戦線が崩壊してしまうわ」

「……田尻ごとき、数日で城から引きずり出し、嬲なぶり殺してくれるっ！」

「田尻鑑種もまた、実じつ姉しを殺さねばならなかったのよ。玉鶴を自決させたことも含ふくめて、田尻鑑種とその一族は決死の覚悟を固めているはず。しかも高城で事実上滅ほろびるはずだった大友家が、島津と和して生き延びたと知った以上、斜しや陽ようだった大友を見切って龍造寺家へ寝返った自らの選択を内心では『早まった』と深く悔くいているはず。田尻鑑種を厚こう遇ぐうして、龍造寺家から心を離はなさぬよう摑んでおかなければ、ダメよ」

「余は……直茂。お前に見放されるのが、恐おそろしい。余はすでに、野望のために玉鶴を犠ぎ牲せいにした。最後には、お前をも切り捨てるのではないかと、お前に疑われることが……耐たえられぬ」

「だいじょうぶ。お兄さま。お優しいお兄さまが修羅の道を進む理由のすべては、私と結ばれるという夢のため……最後まで、絶対にお兄さまを裏切らない。私も、四天王も。島原へ、急ぎましょう」

「……だが……田尻鑑種だけは許せぬ……許せぬ……！　余の覇道に泥どろを塗ぬった……！　余の妹を殺さずには済ませられぬほどに憤いきどおっていたのならば、はじめから己の姉を殺さねばよかったではないか！　無能めがあっ！」

「鷹尾城は堅けん城じようよ、容易には落とせないわ。島原と八代の戦線が片付いたのちに、私が田尻鑑種を茶会に招いて謀殺する。必ず、お兄さまと玉鶴の恨うらみは晴らすわ。私は、お兄さまのためならば、どんな汚きたない真似でもするわ。平気よ。だから、それまでは、耐えて」

　隆信は、怒いかりと屈くつ辱じよくと哀かなしみに目を真っ赤に腫はらしながら「わかった。お前の言葉は、いつだって正しい……今は耐えよう。余への忠義を貫いた田尻鑑種に、莫ばく大だいな恩賞と土地を与あたえよ。だが、死んだ義妹・玉鶴の魂だけは盛せい大だいに弔とむらう。これだけは先へは延ばせん」と声を振ふり絞しぼり、その夜、出しゆつ陣じん支じ度たくを進めていた家臣団にいきなり急きゆう遽きよ玉鶴の葬そう儀ぎを行うと命じた。同時にこの時、「今山の合戦」に宗麟が弟・親貞を総大将として起用した経けい緯いと、親貞を死なせるまいと前線から呼び戻そうとしていた事情をも、隆信は龍造寺四天王に語った。すでに「今山の合戦」の事情を良晴から聴きいていた百武賢兼もまた、成松信勝を傷つけるまいと決めて沈ちん黙もくしていたのだ。が、龍造寺隆信は心を鬼にして、敢あえてすべてを打ち明けた。「自ら弟の仇かたきと戦う」という勇気を得た大友宗麟とのこのたびの戦いは、これまでとはまったく異なるものであることを、四天王全員に知らしめねばならなかった。隆信にとってはこの戦いが玉鶴の弔い合戦であり、宗麟にとっては親貞の弔い合戦であるという事実を、四天王と共有せねばなるまい、さもなくば龍造寺軍はあるいは敗れるかもしれぬ、と苦く渋じゆうの決断をしたのだった。

　龍造寺四天王の誰だれも、出陣を延期して玉鶴の葬儀を行うと言いだした隆信を止めなかった。むしろ、妹の死に打ちひしがれていた隆信に同情し、「われらが殿には」「やはり」「まだ、人の心が」「残っておられた」と男泣きに泣いた。百武賢兼も、「戦略的にはまずいが……ここで葬儀を先延ばしにすれば、殿はいよいよ人であることを捨ててしまう。それでは、島原決戦の意味がなくなる。これでいいのさ」と敢えて隆信の暴走を止めなかった。

　かつて主命を受け、大友親貞を心ならずも斬きった成松信勝は「宗麟どのは、では、弟を戦場で死なせるまいと呼び戻もどそうとしていたのか。親貞が恥も外聞も捨てて命いのち乞ごいをしたのは、必ず生きて戻るという姉との約束を果たすためだったのか。あの少年は、武士としての矜きよう持じを捨てたのではなかったのだ。なにも、殺さずともよかったのだ……」と目を閉じて身体からだを震ふるわせた。

「成松よ、貴様は主命を遂すい行こうしただけだ。気に病やむな。余よだけが正しい。余のやることも余のなすことも正しい。この九州においてはな。力だけが正義だ。敗れた者が、悪なのだ。親貞が姉との約束を守るというのならば、ただ戦場で余に勝てばそれでよかったのだ。成松も、親貞を奇き襲しゆうして捕とらえる策を立てた直茂も……気にすることはない」

　そんな中、鍋島直茂だけが、この葬儀による進軍の遅おくれが致命的な失策になる危険性に気づき、焦あせっていた。百武賢兼に「葬儀を一日で終わらせて！　島津家久たちに時間を与えてはいけない！」と迫ったが、百武は「たしかに出しゆつ立たつが遅れれば戦せん況きようは不利になるが、殿も姫も死なせん。こんな時のために、俺たち龍造寺四天王がいる。四天王の名は、伊だ達てじゃない」と笑って、取り合わなかった。

　この壮そう大だいな葬儀の決行によって、龍造寺軍の島原半島への進軍が、わずか数日ではあるが、遅れた──。

　そのわずかな猶ゆう予よが、有馬家と島津家との間での和わ睦ぼく成立の可能性を、そして島津家久に「勝機」を与える戦略を決行させる時間を、生みだしていた。




　　　　※




　有馬家が割拠する島原半島は、四方を海に囲まれた半島で、中央に聳そびえる火山・雲仙岳によって形成されている。九州本土とは、北西部で肥前・伊佐早の一帯とかろうじて繫つながっているだけなので、肥後から島原へ上陸するには海路を用いるしかなかった。島津が島原半島へ大軍を送れなかったのは、この事情のためである。

　一方、伊佐早から島原半島へと乗り込むと宣言し兵を集結させていた龍造寺隆信が、島原半島の南端に位置する有馬家の本城・日野江城を陥かん落らくさせるには、雲仙岳を迂う回かいして東廻めぐりの海道を通るか、あるいは西廻りの海道を通るか、いずれにしても山と海の間に開けたわずかな平地部分を行軍することになる。

　龍造寺軍三万は、雲仙岳の東の海道を選択していた。東側に、有馬方の出城・支城が集中しているのである。

　有馬軍は、急いで東の海道を封ふう鎖さしなければならないのだが、その手勢はわずか千五百にすぎず、龍造寺軍に対たい抗こうできるとはとても思えなかった。龍造寺軍が伊佐早に集結しているこの時、有馬軍は日野江城に巣ごもっていた──。

　その日野江の海に、島津家久率いる船団が出現した。

　船団の姿を発見した有馬守備隊は、近ちか頃ごろ大友家が用いるようになった「百ゆ合り十字」の旗ではなく、反キリシタンバテレンを唱える「丸に十字」──島津家の旗印が翻ひるがえっていることに気づいて狼ろう狽ばいした。

　すでに、親族である長崎の大村純すみ忠ただは、残ざん虐ぎやくな「覇は王おう」龍造寺隆信に差し出していた人ひと質じちを皆みな殺ごろしにされることを恐れて、龍造寺側に従軍してしまっている。同族で、同じキリシタン大名だった大村家ですら敵に回ったのだ。

　日野江城で急遽開催された会議は、紛ふん糾きゆうした。

　薩摩隼はや人とと恐れられ、九州でも屈くつ指しの武勇を誇ほこる「蛮ばん族ぞく」島津を上陸させるか、それとも丁てい重ちように上陸を拒きよ否ひするか。

　親族である大村純忠のツテを頼たよって今から龍造寺に降こう伏ふくするか、それとも島津の属国となってキリシタン信しん仰こうも南蛮貿易もすべて投げ捨てるか。

「どうせ屈服するなら、龍造寺隆信のほうがましではないか。奴やつもまたキリシタンを嫌きらっているが、南蛮貿易の利益にだけはこだわる。隆信は南蛮の最さい新しん鋭えいの軍備を揃えようとしているので、南蛮人との交易関係は切れぬらしい。禁教まではするまい」

「対する島津軍は、セミナリオも南蛮教会も焼き払はらうというぞ」

「種子島だけはさんざん用いておいて、キリスト教は禁教にするとは」

「キリシタンが、島津家と同じ十字紋もんを用いているのが気に入らぬのだろうか？」

　有馬家の人間だけでの話し合いでは、結論を出せそうになかった。織田信奈が九州へ攻せめてくるのならば織田信奈につくのがもっともよい、と筆頭家老が唱えるが、その織田信奈は本州で四方を敵に囲まれている。九州に来られるはずがない。

　幼い有馬晴はる信のぶは、まだ、人の世の残ざん酷こくさと厳しさをよく理解できていない。異国から来たキリシタン信仰と南蛮の文明に憧あこがれを抱いだく、純真な姫ひめ大名だった。こうして亡国の危機に直面してみてはじめて、大友宗麟がキリシタン派と反キリシタン派の家臣団に挟はさまれてどれほど悩なやまされてきたのかを、はじめて実感できた。

　だが。

　彼らが予想もしていなかったことが、起きた。

「島津軍の使者の中に──信じがたいお方が」

「大友宗麟さまが、来られました！」

「有馬と島津の連合軍を成立させるために、自ら乗り込んでこられたのです」

「まさか。戦場に立ったことのないあの姫大名が。そんな馬ば鹿かな？」

「事実です」

　有馬家家臣団は、騒そう然ぜんとなった。

「百合十字」の旗を掲かかげた大友家当主・大友宗麟が、小こ舟ぶねに乗って使者として日野江城の広間へと自ら乗り込んできたことで、有馬家家臣団の風向きは変わった。

　一変したと言っていい。

　一説によれば、今山の合戦での敗北以来、政務に興味を失ってキリシタン王国建設という妄もう想そうにも近い夢に取りつかれ、大名としての仕事のすべてをガスパールや家臣たちに投げ出し、ほとんど廃はい人じんになっていると噂うわさされていた大友宗麟だった。が、日野江城に現れた宗麟は、まさに「九州六ヶ国の女王」たる毅き然ぜんとした表情で、家臣団に対たい峙じしていた。

　もう、宗麟は怯おびえてはいなかった。

　この外交の任務に、すべてがかかっている。島津家の運命も。家久の命も。相良姉弟きようだいの夢も──。両家の連合に失敗すれば、島原はたちどころに龍造寺軍に圧殺され、八代も焼かれ、主力部隊を本州へと送り込んで手薄になっている大友領も侵しん食しよくされる。黒田官兵衛の「大おお返がえし」も危あやうくなる。

　それ以前に、相良良晴の命運が、この島原で断たたれることになるだろう。

　相良良晴を「あと一戦だけ、宗麟のために」と懇こん願がんして島原という死地まで連れてきた以上、宗麟は、もはや有馬家の家臣団を前にして逡しゆん巡じゆんすることも怯えることもなかった。良晴を守らなければならない。

「大友家と島津家は、関白・近衛前久さまのご意向に従い、龍造寺軍を撃うつために和睦したの。お互たがいに理想とする国の形は違ちがえども──この島原での合戦には、キリシタンも反キリシタンもない。本州で四方より敵方に包囲されている織田信奈の窮きゆう地ちを救うために──そして天下大乱を終結させるために、龍造寺との決戦は、避さけられない戦いなの」

　宗麟は、有馬家家臣団をけんめいに説得した。

　やる気を見せない時の宗麟はまるきりダメな当主になるが、ひとたび本気を出せば、あの毛利元就との知略合戦に勝利してしまえるほどの才能の持ち主である。

　なぜ島津家と和睦に及およべたのか？　いつまで島津との共きよう闘とうが可能なのか？　織田信奈はほんとうに本州で勝利できるのか？　龍造寺軍との決戦と本州での大戦に、いかなるかかわりが？　宗麟どのは九州をガスパールどのに差し出すつもりなのか？　有馬家家臣団は次々と宗麟に厳しい質問を投げかけたが、宗麟は、そのことごとくにすらすらと答えた。

　やまと御ご所しよを頂点に、天下人の織田信奈を中心として、戦乱の「日ノ本」を統一国家として再編成する。

　交易を拡大し、技術を革新するが、南蛮諸国に日ノ本の領土を侵食させることはさせない。

　新たな国家では、キリシタンもそうでない者も平等に信仰の自由を保障される。

　島原のセミナリオをはじめとする九州のキリシタン文化は破は壊かいさせないが、神社仏閣の解体やキリシタンへの改宗を拒こばむ領民への迫はく害がいも禁止する。

　ガスパールには大友家の軍権を返さず、信仰と文化活動についてのみドミヌス会のジパング支部長としての活動を許可する。

　神社の神人や寺院の僧そう兵へいのみならず、キリシタンにも武装は許さない。

　信仰に起因する宗教戦争は、これを許さない。

　新生日ノ本では、いかなる信仰も認めるが、信仰と政まつりごとは、世界に魁さきがけて完全に分ぶん離りされる──。

　織田信奈は大友家、有馬家、大村家とともに九州を南蛮貿易の一大拠きよ点てんとして再整備し、第二の「国都」として、いや、世界に冠かんたる「国際都市」として経済的・文化的に繁はん栄えいさせる構想を持っている。そしてその九州の平和と治安は、大友軍と、「薩摩隼人」として知られる精強な島津軍が守る。たとえ将来、不幸にして南蛮の軍船との交戦が起きても、大友・島津を中心とした九州武士団がこれを撃げき退たいする。しかし対外戦争はあくまでも外交のための最終手段で、新政権が重視するものはあくまでも交易である。

　日野江へと向かう間、船内で宗麟は相良良晴と入念に打ち合わせをして、これからの日ノ本とそして九州のあるべき姿について織田信奈との共通認にん識しきを造り上げていた。すでにセミナリオを安あ土づちと九州とに作った時点で、おおむね信奈から宗麟へ伝えていたことではあったが、ガスパールが軍事顧こ問もんとなったこともあり、政務を放ほうりだしていた当時の宗麟はそれらを聞き流していた。良晴は、宗麟と信奈との間で練られていた構想を再確認させたわけだが、今の宗麟はそれらの構想を完全に理解する知能を取り戻していた。宗麟自身が「神の国」建設という見果てぬ非現実的な理想を捨てて、相良良晴とともにこの修しゆ羅らの世界・九州に「人の国」を再び建国するのだという希望を見み出いだしたことが、大きかった。

　有馬家家臣団は、宗麟の明めい晰せきさに瞠どう目もくした。

「かつての英えい邁まいさを取り戻されておられる。いや、それ以上じゃ」

「無敵の謀ぼう将しよう・毛利元就を破ったただ一人の戦国大名・大友宗麟さまが蘇よみがえられたのじゃ」

「ガスパールどのによる洗脳が、噓うそのように解けておる」

「この宗麟どのの明晰さに、九州屈指の修羅の一族、島津の武の力が加われば」

「いつ果てるともなく続いてきた九州の戦乱は……終わるかもしれん」

「姫。いかがなさいますか」

　有馬晴信は「宗麟さまに従い、島津との連合軍を結成します。これより先は、総大将たる島津家久どののお下知に従って龍造寺軍との決戦に臨のぞみます」と決断していた。

　もしも「九州六ヶ国の女王」大友宗麟が現れなければ、殺気立ち疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられた有馬家家臣団は、島津軍を最後まで信用できなかっただろう。

　だがそれでも有馬家の家臣団は、島津家との連合軍結成のためにひとつだけ条件を出した。龍造寺との決戦のあと、大友家と島津家が再び相争う未来も、十分にありえるのだ。有馬家における南蛮貿易とそれに伴ともなうキリシタンの布教活動を、大友宗麟のみならず「島津家」にも認めてほしい、その保証が欲ほしいという切実な要求だった。




　宗麟はこの要求を、港に船団を横付けして待機していた島津家久のもとへと持ち帰った。

「宗麟にできることは、すべてやったつもり。有馬家は南蛮貿易を捨てると干上がってしまうから、どうしても島津家の反キリシタン主義が心配みたい。家久、どうする？」

「んにゃ。九十九点ぞ、宗麟！　押し出しの強さは、さすがぞ」

「褒ほめてもなにも出ないよ？　島津家からのキリシタン活動許可のお墨すみ付つき、どうしよう？　今から薩摩本国にお墨付きを求めても、間に合わないよね？」

「その種の外交はおいの権限にはなか……おいは戦いくさバカじゃ。本来、義よし久ひさねえが四姉妹会議を開いて決めることじゃが」

　家久は（どうすれば、よか？）としばし考え込んだ。

　この交こう渉しようが決けつ裂れつすれば、窮した有馬家は龍造寺方に寝ね返がえりかねない。

　なにしろ島津の後ご詰づめはわずか千五百。有馬軍を足しても三千強。

　対する龍造寺軍は三万の大軍なのだ。

「……相良さぁ。どうすれば、よかと？」

「家久。今は、お前がこの島原の総大将だ。お前が決めろ」

　今の大友宗麟には、未来人・相良良晴がいる。彼と同じく未来予知を武器とするガスパールは、相良良晴を警けい戒かいすべき政敵として何度も葬ほうむろうとしてきたが、彼を警戒するあまり相良良晴との直接対面を避けて逃にげ回っているようにも思える。高城の合戦でも、ガスパールは良晴を避けるように高たか千ち穂ほ別働隊に参加した。その結果、大友宗麟の心は相良良晴と立花一家の側へと大きく傾かたむき、島津との電撃的な和わ睦ぼくが成立したのだ。

　日向をキリシタン王国にするというガスパールの野望は、すでに阻そ止しされている。闇やみに落ち込んでいた宗麟の心は、相良良晴たちの尽じん力りよくによって、ガスパールの洗脳から解き離はなれている。

　それに、家久たち島津四姉妹しまいも、未来人・良晴との交流を経て、「キリシタン禁教・攘じよう夷い決行」という島津家の強きよう硬こう路線を見直しはじめていた。

　たしかに異国を打ち払はらい、自国を閉じればひとときの平和は得られる。しかし、良晴は明に暗に、時には言葉で、時には行動で語っていた。「永遠に国を閉じることはできない、時計の針を止められるのは自国だけで、海の向こうの諸国の時計は止められない」と。日ノ本を南蛮諸国の植民地にしようとする者の野望を阻止しつつ、かつ国を閉じることなく南蛮諸国と対等に渡わたり合える「国家」を日ノ本に築くという織田信奈の開国路線。いわば、現実と理想の両取りである。頭の中の理想の世界に逃げず、現実の悲ひ惨さんさを現実だから仕方がないと無条件に肯こう定ていするわけでもない。その価値が、そしてその事業の途と方ほうもない困難さが、家久にも少しずつわかりはじめていた。

　島津家を反キリシタン主義に振ふり切らせたきっかけの一人である大友宗麟も、もう、ガスパールの言葉に操あやつられることはない。彼女の心は今、相良良晴と黒田官兵衛の奔ほん走そうによって、立花一家と、堅かたく繫つながっていた。大友宗麟と島津家との共闘──新生「日ノ本」という統一国家の樹立。相良良晴と出会うまでは、考えてもいなかったことばかりだった。いわば、鎖さ国こく・攘夷から、開国への島津家の方針の大転てん換かん。末っ子のおいが勝手に決めていいことではなか、と家久は迷った。が、四姉妹は四人で一人である。今の家久には、その自負と信念があった。もう、一人だけ母親が違う、などと考えて自分を傷つけることはしない──。

「んにゃ。今は義久ねえにおうかがいを立てている時間がなか。おいが義久ねえに代わって花か押おうを押す。これより島津は、開国路線じゃ！　おいは、誰だれよりも日ノ本の未来を知り尽つくしている、相良さぁを信じる！　ただ、織田信奈に関してひとつ気がかりなのは、近衛前久さまが仕えるやまと御所の扱あつかいじゃが……近衛家は島津家の主筋。やまと御所を潰つぶす考えは、織田信奈にはなかと？」

「ないよ。信奈が御所を潰したりしたら、日ノ本は今まで以上の激しい内乱になる。南北朝の騒そう乱らんどころではすまない。まあ……信奈が俺を関白にしようなどと言っているのは、半分は本気らしいが……半分は近衛のおっさんを困らせるための冗じよう談だんだろうけど……最近はおっさん自身その気になってきていて、だんだんほんとうっぽくなってきたな。関白位の簒さん奪だつにあたりそうで、ちょっとやばいとは思うが」

「相良さぁが前久さまのご猶ゆう子しになられて関白職を継ついでくれれば、あちこちから文句も出るじゃろうが、相良さぁを推おすおいとしてはばんばんざいじゃ。相良さぁが肥後相良家の子孫で、家系を遡さかのぼれば藤ふじ原わら氏の末まつ裔えいじゃということもわかったわけじゃし、血筋問題も解決済みぞ」

「そ、そうかなあ？　地球の人類は全員アフリカ起源、というくらい家系を遡りすぎていると思うが……」

「決めたど。有馬家のキリシタン信しん仰こうと南なん蛮ばん貿易ば、島津家が保証する。ただし、大村純忠がガスパールを通じてドミヌス会に寄進した長崎はいずれ返へん還かんさせる。万が一の際には、ポルトガル船との交戦も辞さぬ。島津家が祀まつるお稲荷いなりさまには、後でたっぷりと謝ればよか！」

　家久が、うなずいた。

　宗麟が、良晴が、そしてあくまきを「やっぱり灰の味がする」と顔をしかめながらかじっていた義陽が、家久の重い決断に無言でうなずいていた。とりわけ、戦国末期から幕末への歴史を知っている未来人の良晴は、

（今、歴史が動いた。薩摩藩はんの攘夷から開国への転向が、三百年、早まった。信奈の夢は……あと少しというところまで、来た）

　と、感無量だった。思わず目を潤うるませ、慌あわてて頭の上の青空を見上げていた。

　ここに島津・大友・有馬の三国連合が成立し、総勢三千の島津有馬連合軍はすべて家久の指揮下に入った。

　家久は、ただちに全軍で北上して防衛上の要地を奪うばい、防衛陣を構築する、と宣言していた。

　良晴たちには知る由よしもなかったが──龍造寺隆信が義ぎ妹まい・玉鶴の葬そう儀ぎに費やしたわずか数日が、「龍造寺軍圧勝」の流れで進んでいた島原決戦の帰き趨すうを変えたのである。




　島津家久は決戦場を、雲仙岳のほぼ真東に位置する支城・森もり岳たけ城の北面に伸のびる湿しつ地ち帯「沖田畷」一帯にすると決め、全軍に北上を命じた。

　龍造寺軍三万の南下を、道幅の狭せまい沖田畷で迎げい撃げきする──島津有馬連合軍は、雲仙岳の麓ふもとの丸まる尾お砦とりでから、海沿いに立つ森岳城までを、守る。

　防ぼう御ぎよ力に優すぐれる森岳城には、有馬晴信率いる有馬軍千五百が詰める。

　麓の丸尾砦から、森岳城の西端へと至る中央の平地部分までは、島津軍千五百が守る。決死隊である。

　不眠不休で島原半島へと上陸した島津家久率いる千五百の島津軍は、戦場へと到とう着ちやくするや否いなや、雲仙岳の麓・丸尾砦と海沿いに聳そびえる森岳城との間に広がる猫ねこの額のように狭い平地部に陣じん取どり、柵さくと大城戸を構築しはじめた。柵は、左右に泥どろ田たが広がる中手道、通称「沖田畷」を封ふう鎖さするために、柵中央の大城戸は島津方が柵の外へと打って出る時のために設けられた。

　家久は、数の多い龍造寺軍は丸尾砦突破を狙ねらう山手・森岳城陥落をうかがう浜はま手て・城じよう塞さいを持たない中央の狭い平地へと押し寄せてくる沖田畷の三方から攻せめ寄せてくると予測し、もっとも防御力の弱い中央平地部分に総大将の自分自身を含ふくめた島津の主力を投入した。龍造寺軍は、玉鶴の葬儀に数日を浪ろう費ひしている。この数日が、家久による大規模な「野戦陣構築」戦術を可能とした。

「丸尾砦と森岳城の間を柵で塞ふさぎ止め、龍造寺軍の進軍速度を鈍にぶらせる！　この防衛線を突とつ破ぱされれば、日野江城まで一直線に進まれる。退くことはならん！」

　龍造寺軍の進路を塞ぐために家久が設置させている大城戸と柵は、いわゆる馬防柵ではない。

　むしろ、対鉄砲戦のための、「塹ざん壕ごう」とも呼ぶべきものだった。

　龍造寺軍もまた、大量の火力兵器を擁ようしている。しかも、大口径の砲ほうである。島津方は小型のいわゆる種子島型火ひ縄なわ銃じゆうを主力としているが、龍造寺軍は「覇は王おうの部隊は敵兵を圧あつ倒とうし蹂じゆう躙りんするのみ」という隆信の主義で、大おお筒づつと種子島の中間型と言うべき「銃砲」を主力としている。しかし銃砲には、重量があり、移動に手間と時間がかかるという欠点があった。その上、中手道である沖田畷は細い一本道で、その左右は湿地帯である。つまり、沖田畷は一気に大軍で押し渡れない。十倍の兵力差があれども、沖田畷に敵主力を引きつければ、進軍速度を遅おくらせ、兵力差を相そう殺さいすることが可能なはずだった。

　家久と良晴、そして義陽による軍議が、突とつ貫かん工事が続く大城戸裏の本陣で急ぎ開かれた。有馬家との交渉という仕事を終えた大友宗麟は、有馬晴信とともに森岳城に籠こもるように勧すすめられたが、「目の前に弟の仇かたきがいるのだから、ここで引き返すわけにはいかないよ。宗麟も決死隊に加わる」と震ふるえながら家久の隣となりに侍はべっている。

「沖田畷を戦場に選んだのは、守るに易やすく攻めるに難かたい難所だからぞ。龍造寺の大軍がこの地を押し通るには、三本の道を選べるが、それぞれが狭い。雲仙岳の麓の森に伸びる山手は木々に覆おおわれて視界が悪く、かつ丸尾砦が塞いじょる。まっすぐにこの大城戸へ繫がる、中央の沖田畷はまっすぐな一本道じゃが湿しつ気けていて足場が悪く、道幅は狭く、左右はぬかるんだ泥田。徒歩の武者ならば駆けられるが、馬も容易には駆けられず『銃砲』を運うん搬ぱんするのも難しか。浜手は平へい坦たんじゃが、海岸沿いに聳える森岳城を抜ぬかにゃならん──かつて織田信奈が桶おけ狭はざ間まの合戦で寡か兵へいをもって今いま川がわ義よし元もとの大軍を破った時も、今川義元を田でん楽がく狭間の湿地帯へと誘ゆう導どうしたことが、勝因となった。おいはこれより、桶狭間の合戦を、やる。三万の大軍を相手に長期戦は不可能じゃ。敵総大将の龍造寺隆信をなんとしても沖田畷に引きずり出し、討うち取る」

　軍法の天才・家久は、いずれ訪おとずれるであろう龍造寺軍との対決のために、上じよう洛らく旅行の折に島原を訪れ、すでにこの半島の地形をすべて頭に叩たたき込んでいたらしい。地図を見ずとも、すらすらと敵・味方の各軍の配置場所が「見える」ようだ。常日ひ頃ごろより戦いくさに勝つために不断の努力を続けてきた結果なのだろう。その上、織田信奈が合戦に用いた戦術をも研究してきたという。ただ上洛して「源げん氏じ物もの語がたり」の名所を巡めぐっていただけでは、なかったのだ。家久は、上うえ杉すぎ謙けん信しんとはまた別の種類の天才だ、と良晴は思った。こんな幼い姫ひめが二十四時間三百六十五日合戦のことを考え続けてきたことを、痛ましい、と思う気持ちもあるが、そのような感傷に浸ひたっている余よ裕ゆうはなかった。

「山さん麓ろくの丸尾砦と海沿いの森岳城の間に柵と大城戸を設けて本陣を置いたのは、泥田に挟まれた沖田畷に総大将の龍造寺隆信率いる敵本隊を誘い出すためぞ。沖田畷から来る龍造寺隆信を防ぐ間に、われらは別働隊を割さいて丸尾砦より山手の間道を進ませ、龍造寺軍の背後を取る。『釣つり野の伏ぶせ』ぞ」

「しかし血の気が荒あらく感情が先走る悪あく癖へきを持つ龍造寺隆信が家久、お前の挑ちよう発はつに乗ったとしてもだ。あちらには、智ち将しよう・鍋島直茂がいる。あの女は、義ぎ兄けいの命令を受ければ、顔色ひとつ変えずにどんな残ざん虐ぎやくな真ま似ねでも平然とやってのけるという。鍋島が隆信の命令で人を殺すたびに、膝ひざの上で飼っている黒猫が鳴くのだとか。血が通っていないのではないかとすら言われている……」

　首を振ふりながら相良義陽が「鍋島直茂は釣られない。自ら危険な沖田畷を進み囮おとりとなり、島津本隊を大城戸に釘くぎ付づけにして、その隙すきに龍造寺隆信率いる本隊に安全な山手を進ませるだろう。山手に敵本隊の大軍勢が押し寄せれば、釣り野伏のために山道を向かうこちらの別働隊は発見される。遭そう遇ぐう戦になり、そしておそらく勝てぬ。肥前の兵へ児こどもは、平地での戦では薩摩隼人とほぼ互ご角かくだが、山岳戦になれば倍の力を発揮する。隆信の本隊には、あの勇ゆう猛もうで知られる龍造寺四天王もいる。奴らが山手を駆かければ、いかに薩摩隼人といえども止められぬ」と呟つぶやいた。

「今山の合戦」で宗麟の「三人目」の弟、大友親貞を捕とらえて首を刎はねたのも、その龍造寺四天王の一人、成松信勝だよ。あの時は大友軍が圧倒的な兵力差で龍造寺軍を佐嘉城に押し込んで包囲していた。それでも、凄すさまじい突進力に一いつ瞬しゆんの虚きよを突つかれて総大将を討たれた。あの乾けん坤こん一いつ擲てきの奇き襲しゆう策を立案・実行した智将こそが、鍋島直茂。しかも今は兵力差が逆転している。あちらのほうが十倍多い。中央の沖田畷に確実に龍造寺隆信を誘導できない限り、勝てないよ……と宗麟。生まれつき身体の弱い彼女には武はないが、本気を出せば毛利元就をも退けるほどの知略を発揮する。

「鍋島直茂とは八代で会ったが、感情を完全に押し殺して淡たん々たんと理り詰づめで知略を実行できる姫武将だ。このまま開戦しても、龍造寺・鍋島の二人が家久の戦術にむざむざ乗せられるはずがない、龍造寺が釣られても鍋島直茂が見破り兄を止めてしまう、というわけか……なにかもうひとつ策が必要だな。龍造寺隆信を『釣り出す』策が」

　良晴が頭をかいた。良晴が知っている「史実」では、沖田畷の合戦では、家久が率いる島津軍が「釣り野伏」を炸さく裂れつさせて圧勝し、龍造寺隆信を討ち果たすはずなのだ。しかしそれは、龍造寺隆信が智将・鍋島直茂に敢えて山手を行軍させ、泥でい濘ねい地帯で進退が難しく危険な沖田畷を自らの主戦場に選せん択たくしてしまったからだ。猛将・龍造寺隆信が四天王を引き連れて山手を進み、智将・鍋島が沖田畷で「囮」の役を引き受ければ、家久の釣り野伏戦術は敗れる。仮にこの局地戦で運良く勝てても、山手を行軍する龍造寺隆信を討ち取りあるいは捕らえることは不可能になり、大魚を逃のがす──敵の総大将を泥田に挟はさまれた沖田畷の一本道に引き込む以外に、勝機はない。

　良晴もまた、「桶狭間の合戦」を思いだしていた。

（寡兵で大軍に向かい合った家久がこの沖田畷を戦場に選んだのは正しい。たしかに桶狭間の時と状況が似ている。あの時は、圧倒的な大軍を率いる今川義元自身をなんとしても「死地」となる桶狭間山に誘導しなければ、田楽狭間や田楽坪つぼという泥濘地帯に囲まれたあの地に動かさねば、数に劣おとる織田軍の奇襲攻撃は成功しなかった。今回も同じだ。やはり最大の問題は、家久の戦術を見破るであろう敵方の智将・鍋島直茂だ。桶狭間の合戦の時は、今川家の軍師・太たい原げん雪せつ斎さいがすでに亡なく、義元の参さん謀ぼう格だった松平元康も別働隊を率いて義元のもとを離はなれていたからこそ、幸運にも誘導策が成功したわけだが……）

　良晴は、「もう時間がない。こちらが動かずとも、まもなく龍造寺軍は戦場に到着し、まっしぐらに攻め寄せてくる。山手ではなく沖田畷に龍造寺隆信を引っ張り出す方法はないだろうか。軍略、知略ではお互たがいに五分と五分だろう。兵力差は十倍。ならば、俺の主義じゃないが、敵の心を攻めるしかない──龍造寺隆信と鍋島直茂は、ただの義兄妹きようだい関係ではないんだ。二人の秘密を合戦に利用するために明かすのは心苦しいが、聞いてくれ」と義陽と家久の二人に、話しかけていた。

　宗麟が、哀かなしげに顔を伏ふせた。




　数刻の後のち。

　予定を数日遅れて沖田畷に到着した龍造寺軍の本陣でも、開戦前の軍議が開かれた。

　島津・大友の電撃的和わ睦ぼくが成立したと聞いた時、龍造寺軍の兵士たちはさすがに動どう揺ようした。しかし、島原へ急行してきたわずかな島津の後詰めの中に、有馬家と交こう渉しようするためにあの惰だ弱じやくな大友宗麟が来ていると知ったことで、かえって士気が高まっていた。大友宗麟と島津軍を同時に粉ふん砕さいする絶好の機会が、到来したのだ。ここで宗麟を討うてば、大友家はその瞬間に事実上瓦が解かいする。警戒すべきは木き崎ざき原ばる・響ひびき野の原はら・高城での合戦で次々と奇き抜ばつな軍略戦術を繰くり出して名をあげている島津四姉妹の末妹・島津家久だが、家久はまだ幼く、大合戦の戦場で自ら敵軍を完全粉砕した経験はない。家久の軍略を実現するためには、武神・島津義弘の圧倒的な武の力が必要なのである。少なくとも彼らはそう信じていた。

　しかも両軍の兵数は、三万対三千。

　油断・慢まん心しんさえ慎つつしみ、王者の戦をすれば、しょせん付け焼き刃の島津有馬連合軍など恐おそれるに足らず、と龍造寺軍は気勢をあげていた。柳川城奪だつ取しゆのために蒲池一族を謀殺した件で動揺していた家臣たちも、玉鶴の死の一報に取り乱した隆信が玉鶴のために盛せい大だいな葬そう儀ぎを開いたことで、「やむを得なかったのだ」「殿とのは、直茂さまだけでなく」「玉鶴さまをも妹として愛しておられた」と納なつ得とくしていた。蒲池一族の件で一時離り脱だつしていた百武賢兼が帰参したことも、彼らの士気をあげていた。

　島津軍に参加している二人の武将──相良良晴と相良義陽に注目している者は、軍内にはいなかった。百武賢兼と、そして、鍋島直茂を除のぞいて。

「お兄さま。島津軍は高城から不眠不休で進軍してきて、疲ひ弊へいしきっている。島津軍と和睦した大友軍は、黒田官兵衛に率いられて周防すおうへと進軍中。毛利の上洛軍を足止めする、それが大友・島津の狙いよ。龍造寺家との速戦を挑いどんで来たのも、私たちに黒田官兵衛の動きを邪じや魔まされたくないから。主力部隊が九州から引き払はらいつつある今、筑前に攻め込まれたくないのよ。このままでいいわ。この島原で家久と睨にらみ合って、時間をどんどん浪費させましょう。もっとも恐るべき敵将・島津義弘は八代で甲斐宗運と睨み合っていて、あちらも容易には決着がつかない。この島原で無理に勝たなくても、大友本隊と毛利は本州で衝しよう突とつして疲弊する。大友が苦戦すれば、島津義久も、島津本隊を対毛利戦に後詰めとして投入せねばならなくなる。あるいは義久が毛利戦に本格的にかかわることを嫌きらい、再び大友と手切れとなる可能性も。敢あえて動かないことこそが最大の勇気であり、もっとも有効な軍略となることもあるのよ、お兄さま」

　鍋島直茂は「私には島津家久の軍略は読めても、相良義陽と良晴の姉弟きようだいがどう出るか読めない。とりわけ未来人の良晴は。彼はこの『沖田畷の合戦』の展開と顚てん末まつを知っているはず。知っている上で、絶対に島津家久に勝たせるために、敢えて島原へ乗り込んできたんだわ」と、今すぐに開戦し島津を薙なぎ払うと意い気き軒けん昂こうな兄を繰り返し説得していた。

　しかし龍造寺隆信は、聞かなかった。

「妹よ……直茂よ。余よは、柳川城を奪うばうために蒲池一族を佐嘉城へと招き、そして謀殺した。お前たちが心配していた通り、蒲池家に嫁とついでいた余の義ぎ妹まい・玉鶴は百八人の侍じ女じよたちとともに、自害して果てた。ここで日ひ和より見みなど、できるはずもない。余はすでに玉鶴の血でこの手を汚けがしたのだ！」

「……ごめんなさい。玉鶴を救えなかったのは、私の手落ちよ。お兄さま。葉隠忍群を動員して、あの子を救おうとしたけれど……お兄さまの罪では、ないわ……」

「違ちがう！　お前の罪であるはずがない！　直茂、お前は無む垢くだ。お前がどれほど人を殺そうとも、それはすべてこの兄のため！　すべては余の罪だ！　玉鶴とともに散っていった侍女の数は、百八人か。ちょうど、人間の煩ぼん悩のうの数と同じだな……フフ。これが覇道よ。余はすでに人間を捨てて、修しゆ羅らですらなくなった。生きながらに冥めい府ふを彷徨さまよう悪あつ鬼き外げ道どうとなった。この上は島津・有馬連合軍三千の首をことごとく打ち、大友宗麟を八つ裂ざきにし、玉鶴の霊れい前ぜんに供えようぞ。九州の覇権を一手に握にぎる好機を得たこの一戦に、膠こう着ちやくも引き分けもないッ！　大友宗麟が臆おく病びよう風かぜに吹かれていつものように戦線から離脱する前に、蹂じゆう躙りんするのだ！　二度と再び豊後へと逃にげ込ませるな！」

　あの移り気で惰弱な女の勇気など、一日二日ももたぬ！　今すぐに開戦するのだ、これは兄の命令だぞッ！　と隆信が吼ほえた。

「……わかりました、お兄さま。ではせめて、私に中央の沖田畷を進ませて。沖田畷は狭い一本道の上に、左右は泥濘地帯。馬も銃じゆう砲ほうも容易には進めず、徒歩で進んだ兵士も退たい却きやくは困難。島津家久が森岳城に入らず沖田畷の正面に敢えて本陣を敷き柵さくと大城戸を設けたのは、お兄さまを沖田畷に釣り出すためよ。だから、お兄さまは四天王を率いて山手を進んで。きっと島津家久が『釣り野伏』のために放つ別働隊が、山道を駆ける。その別働隊を捕ほ捉そくして、これを倒たおして。山岳戦ならば、相手が剽ひよう悍かん無比な薩摩隼人であろうとも肥前の兵たちならばきっと勝てる。『釣り野伏』さえ潰つぶせば、家久方には圧倒的な武を誇ほこる猛将はいない。お兄さま。甲斐宗運を動かして猛将・義弘を八代に足止めできた時点で、私たちはもう半ば勝利しているの。あの常識外の武神さえいなければ、戦場に奇き跡せきは起こらない。後は、家久の戦術を潰せば、圧倒的な数で蹂躙できる」

　隆信は、「お前に囮をやらせろというのか。直茂。余はすでに人間ではなくなった。鬼おにとなった。玉鶴すら、犠ぎ牲せいにして葬ほうむり去った。だが……お前だけは別だ。お前を泥濘の中の一本道へと突つっ込こませ、種子島部隊を率いて柵の向こうで待ち構えている島津家久への囮に用いろと言うのか。もしも手違いが起きたらどうするのだ。流れ弾だまがお前に当たったらどうする。余にはできぬ」と歯を食いしばりながら呻うめいた。大きな目が、血走っていた。戦場で鍛きたえ抜ぬき膨ぼう張ちようした肩の筋肉が、隆信の激情に同調して、震ふるえた。隆信は馬に乗れない。それは事実である。しかしそれは彼が肥満しているからではない。隆信の巨体は、鋼はがねのように堅かたく、肥大した褐かつ色しよくの筋肉によって覆おおわれている。筋肉は、脂し肪ぼうよりもはるかに重い。そのあまりの重量に、彼を乗せて駆けられる肥前馬がいないのだ。いちど乗れば、わずかな時間ですぐに乗り潰してしまう。

「余が真に手に入れようとあがいてきたものは、九州の覇は権けんではない。直茂。お前だ──この道ならぬ恋こいを成じよう就じゆさせるには、全九州の覇王となり、余に逆らう者すべてを殺し尽つくすしかなかったのだ！」




　相良良晴から龍造寺隆信と鍋島直茂の悲しいなれそめを聞き終えた島津家久は、龍造寺隆信が残虐の限りを尽くす「九州の覇王」となって戦い続ける理由を、理解した。龍造寺隆信は、九州の王の座が欲ほしいのではない。彼が求めているものは、手に入れるためにあがいているものは、龍造寺家存続のために、政略のために「妹」にされてしまった鍋島直茂なのだ。

　しかし、その恋は、永遠に閉とざされてしまった。義理のきょうだいとはいえ、兄妹きようだい婚は禁きん忌きである。祝しゆう言げんを強行すれば、隆信もろとも鍋島直茂までが滅ほろびの道を辿たどることになるだろう。

　隆信は、母の言葉に縛しばられていた。全九州の覇王となれば、修羅どもをすべて己おのれの配下に従えれば、あるいは道理を覆くつがえして鍋島直茂をわがものとすることができるかもしれない──そう信じて、残ざん虐ぎやくの覇王になったのだ。

　悲しか、と家久は思った。

　隆信が、龍造寺家の世よ継つぎに生まれなければ。あるいは龍造寺家が、主家・少しよう弐に家に裏切られ、討とう伐ばつされて断絶の危機に陥おちいっていなければ。

　大友宗麟を隆信があれほどに憎ぞう悪おしてきた理由もまた、わかるような気がした。が、その宗麟もまた、弟を犠牲にして生き延び九州の女王になるという予言に縛られてきたのだ。

　両者の間には、誤ご解かいとすれ違いが、あった。

（恋の道に破れ、絶望のあまり覇王となった龍造寺隆信を釣り出す策はただひとつ。じゃどん、おいには……とても、できん。恋心を「釣り」に用いる戦いくさなど、おいには。隆信は覇王の道を歩むために罪のない者どもをあまりにも殺しすぎた。釣り出されて討うたれても、仕方がなか。じゃが、そのような非情の戦術を用いて隆信を討ち取れば、妹の鍋島直茂が、あまりにも……）

　しかしこの時、「戦場では恋に心を奪うばわれるな」、という姉・義弘の言葉を、家久は思いだした。

（義弘ねえ。姫ひめ武将ちゅうものは、悲しか。恋を知り風流を知れば、戦が悲しくなり、人の命を奪うことが恐ろしくなる。武神と呼ばれる義弘ねえも、このような想おもいを抱いだきながら戦い続けてきたのじゃろうか）

　やらねば、こちらがやられる。家久だけではない。隆信は、容よう赦しやがない。諸将も兵児たちも。相良良晴も、相良義陽も、大友宗麟も、殺されるのだ。

　もはや隆信と和睦交渉をすることはできない。あの覇王の歩みを、話し合いで、言葉で止めることは、できない。

　すでに、龍造寺軍は陣じん立だてを終えて、山手・沖田畷・浜手の三方から進しん撃げきを開始しようとしていた。

　戦場への到とう着ちやくこそ島津に遅おくれたが、完かん璧ぺきな布陣、完璧な行軍だった。

　龍造寺隆信のこの時の行軍・用兵の見事さは、後に沖田畷での合戦の一部始終を参戦した将兵から見聞したルイズ・フロイスが「まるでユリウス・カエサルの如ごときだった」と記述しているほどであった。

　速い。

　家久たちが予測していたよりも、龍造寺軍の動きは速い。

　銃声が、轟とどろきはじめた。

　龍造寺軍が誇る銃砲部隊が、砲撃を開始していた。

　種子島よりも、射程距きよ離りが長い。

　沖田畷は泥でい濘ねいに挟はさまれた道。銃砲部隊は容易には進軍できないが、それでも進軍する足あし軽がるたちの後方支援部隊としては十分に機能する。

「戦ば、はじまってしもうたど。もはや後には退ひけぬ。武蔵むさしどん。おいが一歩でも戦場から退けば、その場でおいを斬きれ。わずかでも本陣を左右へずらしたり後こう退たいさせれば、その時も斬れ。この戦で敵軍を撃破できねば、斬れ」

　家久の背後で、家久の家庭教師役を務めてきた「親指武蔵」こと新納にいろ武蔵が「姫。おいたわしや。わしが、『源氏物語』などを教えてしもうたばかりに、姫のお心を二つに引き裂いてしもうた」と涙なみだぐんでいた。

　大友宗麟もまた、「今山の合戦」で弟を問答無用で斬ざん首しゆされた過去を思いだし、無言で泣き崩くずれていた。宗麟は、「今山の合戦」で龍造寺軍と戦った時に、もう少しだけ自分が勇気を奮ふるい起こしていれば、自分が戦場に立っていれば、たとえ囚とらわれたとしても弟は斬首されなかったかもしれない、と悔くいているのだろう。

　いけない。これ以上躊ちゆう躇ちよしていては、ならない。

　家久は、「おいに考えが」と蒼そう白はくの表情で口を開こうとした──が、その家久よりも早く、「俺が囮おとり役をやる。大城戸から出て敵陣の正面へと繰くり出し、龍造寺隆信を挑ちよう発はつして沖田畷に釣つり出す」と進言していた者がいた。




　相良良晴だった。




　良晴は、家久に龍造寺兄妹きようだいの秘密を伝えただけでも、心苦しかった。この上、敵方の事情を知った家久に「妹との道ならぬ関係ゆえに九州の覇王を望む龍造寺隆信を挑発し、沖田畷の難道を歩ませて釣り出し、討ち取る」という言葉を、言わせたくなかった。

　この戦国九州の戦場には男も女も、大人と子供の別もないが──それでも、まだ恋に目覚めたばかりの幼い家久にそのような非情の宣言をさせたくはなかった。たとえ龍造寺隆信を倒せたとしても、こんどは、幼い家久が隆信と同じ道を辿ることになってしまう。

　だから、家久に先んじて、「俺が囮になる」と宣言していた。

　良晴ははじめからそのつもりだったからこそ、龍造寺兄妹の件を家久に打ち明けたのだ。

　家久はもう、こうして目の前で苦しんでいる姫武将のために己の命を捨てがまると決めた相良良晴は誰だれにも止められないと知りながらも、思わず首を横に振ふった。

「相良さぁ。大城戸を出て龍造寺隆信を挑発する役目は、危険ぞ。文字通りの、命ば捨てがまる囮役じゃ」

「家久。この囮は重要な役目だ。誰にでも勤つとまるものじゃない。感情だけで言っているんじゃない。理り屈くつで考えても、俺が適任なんだ。俺は『天あまの岩いわ戸と』を開いて禁忌を犯おかした男だぜ。足軽あがりの武士ですらない家臣が、俺は自分の主君と恋に落ちている、と日ノ本全土に宣言するという大罪をやらかした張本人だ。妹との禁じられた恋路に惑まどって暴れ回っている龍造寺隆信にとっては、大友宗麟以上に許しがたい存在だぜ、俺は──」

「……それは……そうかもしれん。じゃどん」

「俺は、あいつがやりたくてもできなかったことを、やらかしたんだからな。その俺が龍造寺隆信を挑発すれば、必ず成功する。そのはずだ。お前はこの大城戸で島津鉄砲隊を率いて、囮となって突とつ出しゆつする俺を守ってくれ。龍造寺隆信が釣り出されて沖田畷を進んできたら、その時が決着の時だ。迷わずに撃うて」

「でも。相良さぁ」

「お前は響野原で、義陽の本陣めがけて突進する義弘の後方から、勇気を奮い起こして援えん護ご射撃を敢かん行こうしただろう？　義弘は、お前を信じていた。だからお前に自分の命を託たくしたんだ。たとえお前が放った流れ弾だまで命を落とすことになっても、いっさい後こう悔かいすることなく死んでいったはずだ。俺も同じだ。家久」

　家久は、良晴の首に抱だきついていた。

「この決戦で、おいは沖田畷に死体の山を築く。この戦は容赦のない命の奪い合いになるど、相良さぁ。おいは、死し狂ぐるわねばならん。それでも、おいを嫌きらいにならんと？」

「誰かが龍造寺隆信を、止めなければならない。島津家の姫武将に生まれついた家久、お前がその役割を担になうことになっただけだ。あるいは、これも『運命』なのかもしれない」

「……怖こわか。兵へ児こどもの命を奪うのが怖か。心が、壊こわれてしまいそうじゃ」

「雑賀衆の『鉄砲名人』、孫まご市いち姉さんは、八や咫た烏がらすを撃つごとに『歎たん異に抄しよう』の一節を唱えていた。命を奪う相手の魂たましいを弔とむらうため、そして、自分自身の心を守るためだ。心が壊れそうになったら、なにかを唱えろ。島津家は、稲荷いなり神を信しん仰こうしているんだっけ？」

「んにゃ。稲荷さまのご加護を求める言葉は、おいには思いつかん。おいには、やっぱり、『源氏物語』じゃ。修練で、戦場で、辛つらい時には『源氏物語』の風流の世界を、心の中で思い浮うかべる。光ひかる源げん氏じと姫たちが暮らしたいにしえの都を。もういちど上じよう洛らくして、相良さぁたちと茶会を開きたか」

「そうだな家久。九州の大乱が終わり、戦国の世が終結したら、また都へ来い。前回は巡めぐりきれなかった『源氏物語』の名所を、一緒に巡ろう。その時には鎧よろい甲かつ冑ちゆう姿ではなく、艶あでやかなお姫さま姿で」

　良晴は、抱きついて震えている家久の後ろ髪がみを、左右一いつ対ついにまとめて、結ゆってやった。

「んにゃんにゃ？　な、な、なにを？　相良さぁ」
















「未来で言うところのツインテールという髪型だ。戦場でも、髪くらいはおしゃれできるだろう？　俺が生きて帰ってくるまで、髪を解くなよ」

「幼く見えんと？」

「家久はどうせ童顔なんだから、これくらい開き直ったほうがかわいいぜ」

「酷ひどか！」

　家久が頰ほおを膨ふくらませた。

　新納武蔵が「あ、あ、愛らしや、姫さま……！　相良良晴どの。感謝いたしますぞ。姫に風流をお教えさせていただいて、よかったのじゃ……これよりわしは別働隊を率いて山手へと向かい、龍造寺軍の背後を奪いまする！　必ずや、この戦いくさを勝ち抜ぬきましょうぞ！　御ご免めん！」と立ち上がり、駆かけていった。ドワーフみたいなごつい体格のおっさんなのに、あれで中身は薩摩一の風流乙女おとめ男子だっていうんだから、人は見かけじゃねーな、と良晴は家久の頭をぽんぽんと叩たたきながら思った。

　相良良晴が「大城戸の外へ出て囮となる」と宣言したと同時に泣き止やみ、唇くちびるを嚙かみしめてこの恐きよう怖ふと緊きん張ちように耐たえていた大友宗麟が、

「あなたは誰のために、それほどの勇気を奮えるの？　織田信奈との恋を成就させるため？　宗麟を宇う佐さ八はち幡まんの予言から解放してくれるため？　天てん下か布ふ武ぶのため？　それとも」

　と思わず良晴に問うていた。

「そのぜんぶだ。それに、この戦国の日ノ本で運命と戦っている姫武将や野や郎ろうどもの背中を見ていると、俺自身が、じっとしていられなくなるんだ」

「牟む志し賀かで、宗麟を押し倒たおさなかったくせに」

「押し倒せば宗麟を宇佐八幡の予言から解放できるのならば、迷わずそうしていたよ。だがきみの場合は──きみが、宇佐八幡の予言の運命から自らを解放するためには」

「宗麟自身が、運命と戦うしかなかったんだね。だから宗麟は、ここに来た。弟を。親貞を斬った龍造寺隆信と戦うことで、宗麟ははじめて、『弟を愛した姉』になれるんだね。宗麟の人生のすべてはそこからはじまると、あなたは教えてくれたんだね」

「ああ。でも、家久から決して離はなれるなよ。戦場で敵兵を殺すことのみに己のすべてを捧ささげてきた龍造寺軍の修しゆ羅らたちは容赦ないぜ。宗麟を頼たのむぞ、家久」

　んにゃ、と家久がうなずきながら、宗麟に種子島を一丁、手て渡わたしていた。

「弾を込こめて、この大城戸へ突とつ進しんしてくる弟の仇かたきを撃つんじゃ、大友宗麟」

「でも。小さな単たん筒とうしか撃ったことないよ。宗麟は、人を撃ったことが、ないの……撃っても、当たらないよ」

「それでよか。当たらずとも、撃てば、それで『今山の合戦』で討たれた弟さんの──大友親貞の供く養ように、なるど。当てるのは、島津の軍法担当──この、おいの役目じゃ」

　良晴は「それじゃ行ってくるぜ！」と立ち上がった。「家久さまの想い人を」「死なせはせんど」と囮になる良晴の護衛役を志願した選よりすぐりの薩摩隼はや人と、その総勢約百名が、良晴のもとへといっせいに集まってきた。彼らを率いる隊長は、高城で家久の副官を務めていた山やま田だ有あり信のぶである。

「おいらが、盾たてになりもす。銃砲は、遠くから届く代わりに、種子島ほどの命中率はなか。しばらくは、防げもす。あちらの兵児どもが抜ばつ刀とうして相良どんに斬りかかり、白兵戦となるまでのわずかな時間となりもすが、龍造寺隆信を釣り出す挑発の演説を、お願いしもす」

「ありがたい。隆信を釣り出せたら、即そく座ざに全員で大城戸へと逃にげ込もう。無む駄だに死ぬなよ」

「御ぎよ意い。しかしこん戦……島津・有馬方にも、龍造寺方にも、無駄死にする修羅は一人もおりもさん。おそらくは。そげな予感が、しもす」

　ぶら下がる木が見当たらず、地中に穴を掘ほって埋うまっていた五ご右衛え門もんが、

「無茶しすぎでござる。こんどこそ死ぬでござるよ相良氏。拙せつ者しやにも、ちからのげんどというもにょがごじゃりまちゅ」

　と呆あきれ顔になっているが、こんなことを言いながら結局は俺に付き合ってくれるんだから、五右衛門には感謝の言葉もない、と良晴は苦く笑しようしていた。

　それまでずっと無言で弟を見守っていた相良義陽が、大城戸から突進しようと馬に乗った良晴に「お前には挑発は無理だ。なぜならお前は善人すぎる。挑発とはな、相手を切れさせるための技能だぞ？　根っからの悪人で腹黒い毒どく舌ぜつ家かでなければ無理な特とく殊しゆ技わざだ」と釘くぎを刺してきた。

　が、良晴は「そうだな。俺があらかじめ頭の中で考えた台本通りの台詞せりふを叫さけんでも無駄だろうから、ただ俺の言いたいことを思うがままに叫んでくるよ」と笑え顔がおでうなずき、馬に鞭むちを入れていた。




　戦国九州の歴史も、織田信奈の天下布武の夢も、島津家久の未来も、大友宗麟の「予言」からの解放も。

　すべてはこの沖田畷での一戦にかかっている。

　良晴は九州に上陸して以来、ほとんど寝ねる暇ひまもなく、合戦に明け暮れてきた。修羅たちの戦場は、生半可なものではなかった。木崎原では島津義弘に敗北して囚われ、響野原では義陽の本ほん陣じんにあと一歩間に合わず、高城では自らの首を用いて和わ睦ぼくに持ち込むという「下策」を選んでなお、大友・島津の両軍を止めることができなかった。多くの武将たち、多くの人々の想おもいによって、今の良晴は奇き跡せき的に生かされている。

　しかし、この「沖田畷」は、九州における事実上の決戦となる。

「覇は王おう」龍造寺隆信の暴走を止めなければ九州の戦乱は終わらず、信奈の夢もまた潰ついえる。

　成し遂とげなければならない。

　この戦だけは、絶対に、勝たなければならない。

　盾を構えた百名の薩摩隼人とともに大城戸から飛びだし、泥どろ田たに囲まれた沖田畷の一本道を突つき進み龍造寺軍側へと突進しながら、良晴は──次々と周囲で炸さく裂れつする銃じゆう砲ほうの弾の嵐あらしの中で──龍造寺隆信を挑発するべく、大声をあげた。

　しかし義陽が言った通り、良晴は激情に駆られて思わず叫んでしまい、その結果相手の心を動かすことはあっても、計算しながら言葉を「台本」として考え、人をわざと罵ば倒とうすることには、慣れていない。

　だから結局は、思ったことを、心に浮うかんだ言葉を、叫んだ。

「龍造寺隆信！　宗麟を『弟を守れぬ姉』と言った言葉を取り消せ！　お前は、どれほど多くの人の血を流したって、九州の覇王にはなれない！　お前には、妹を奪うばい取る覚かく悟ごも勇気もないんだ！　主家を倒すまでは、肥前を奪うまでは、九州の覇王になるまではと言い訳をつけて、その時を先延ばしにしているだけだ──！　こんな戦に意味があるのかよ!?　お前の臆おく病びようのために、何人の修羅を、どれほどの人間を死なせるつもりだ！」




　すでに大城戸を目指して前進を開始していた龍造寺軍の将兵たちが「無礼な！」「わが殿とののお苦しみも知らず、なにを言うのか！」と激げき怒どした。最後列で山手攻ぜめの準備にかかり朱しゆ塗ぬりの「輿こし」に乗った龍造寺隆信もまた、こめかみを引きつらせて「あの下郎め……小こ僧ぞうがなにをほざくのか！」と相良良晴に殺意を抱いだいた。だが、隆信の隣となりに侍はべりながら軍の指揮を執とっていた鍋島直茂が、隆信を押しとどめた。

「お兄さま。無視して。相良良晴にできることは、お兄さまを挑発して沖田畷の泥でい濘ねいの中に突とつ撃げきさせることくらいよ。でもあの男は、挑発という技術を身につけていない。たかが百人の死兵が突出してきたからといって、お兄さまがむざむざ釣られる必要はない。聞き流していればいいの」

　私が鍋島隊を率いて、あの百人を押し潰つぶして皆殺しにするわ、それでこの戦は終わる、大友宗麟と島津家久をともに捕とらえれば、大友家も島津家ももはや龍造寺家に逆らえなくなる。あと少しで、お兄さまは九州の覇王よ。丸尾砦とりでから山道を駆けてくるであろう島津の別働隊を潰し、そのまま後方から島津軍本陣を突くべく山手へと向かって。沖田畷は泥道、万が一のことがあれば逃げ場がなくなる。でも山手ならば万が一の時にも森に逃げ込めば落ち延びられるわ、と鍋島直茂は説いた。

「正面の沖田畷を進む部隊は、あくまでも島津家久を大城戸の裏に釘くぎ付づけにしておくための囮おとり。だから、私が指揮するわ」

　龍造寺隆信が「そうだな。余よは覇王。忍にん耐たいなど余には不要のものだが、この一戦だけは別だ……島津と大友を屠ほふり、九州の真の覇王となれば、余とお前の運命も、変わる。変えられる。誰だれにももう文句は言わせぬ。わが母にも。誰にもだ」と目を血走らせながらうなずく。

　龍造寺隆信率いる旗本隊が、いっせいに、山手へと動きはじめた。

　この時──大友宗麟がもしもこの戦場にいなければ、隆信は島津軍を侮あなどり、自ら沖田畷から正面攻こう撃げきをかけたかもしれない。しかし、九州六ヶ国の女王・大友宗麟が島津軍に加わっているということの重大性が、短気で尊大な隆信をいつもよりも慎しん重ちようにさせた。妹の言う通りだ。この一日、この一戦で、すべてが決まるのだ。すべてが。ならば妹が描えがいた必勝の策のままに動くのみ！




　良晴は、龍造寺隆信が乗る輿が山手へと動きはじめた光景を見て、「堪こらえきった!?」と青ざめていた。

　たしかに隆信が激怒したさまを、良晴は遠目に見た。赤い輿に乗った、巨大な羆ひぐまのような男。見み間ま違ちがえるはずがない。にもかかわらず、良晴の挑ちよう発はつは無視された。智ち将しよう・鍋島直茂が兄の説得に成功したのだろう。もっと隆信の心をえぐるような言葉が必要だったのだ。他人を心底憎にくむということができない良晴の言葉は、あまりにも甘すぎたのだ。龍造寺隆信と鍋島直茂の悲ひ恋れんを、良晴はわがことのように哀かなしみ、心を痛めていた。それが、言葉の端はし々ばしから漏もれていた。挑発の言葉もまた、戦場においては必殺の兵器なのだ。ことに、この合戦においては──。

「俺はまた、戦に負けるのか!?　この戦の敗北は、今までの敗北とは違う。取り返しがつかないことになる！　しかし、挑発が空から振ぶりに終わった以上、この俺が単騎突進したところで、銃砲の的になるだけで、龍造寺隆信は動かせない……いったい、どうすればいい!?」

　姿を見せないまま、五右衛門が「相良氏！　すぐに引き返さねば生せい還かんできなくなるでござる！」と声を発していた。龍造寺陣営では、鍋島直茂が馬を駆って軍配を振り下ろし、沖田畷に展開する鍋島隊に突撃命令を下していた。これ以上良晴に声をあげさせぬよう、問答無用で押し込んで討うち取るつもりだ。

　山田有信をはじめとする百人の薩摩隼人を無駄死にさせるわけにはいかない。大城戸まで全力で撤てつ退たいするしかない。だが、撤退するということはすなわち、「釣り野伏」が不発に終わり家久が敗れるということを意味する。その結果は──。

　良晴が進退窮きわまって馬上で（考えろ。なにか策がある。なにか！）と祈いのるような思いで頭脳を動かし、しかしついに妙みよう策さくが浮かばず、（俺の力はここまでなのか）と奥歯を食いしばったその時。

　良晴の隣に──薩摩隼人たちに紛まぎれ込んでいた一人の姫武将が、ふらり、と姿を現していた。

「よ、義陽姉さん!?　ど、どうしてここに!?　き、危険だから来るなって、言っただろう!?」

「ふふ。そら見ろ、良晴。だから、人の善よいお前には挑発芸は無理だと言っただろう？　ここはお姉ちゃんに任せておけ。私は、しつこく懐なついてくる徳とく千ち代よに嫌きらわれるためにありとあらゆる挑発と罵倒の技を習得してきたからな。悲しく虚むなしい道どう化け芝しば居いだとばかり思っていたが、期せずしてお前の役に立てそうだ──」

　龍造寺隆信、そして龍造寺軍の修羅ども、聞け！　と相良義陽が声をあげていた。




「龍造寺隆信よ！　わが弟は『天岩戸』を開き未来へと帰る道を見つけながら、自らこの戦国の世界に留とどまり、日ノ本すべての者の前で、主君との道ならぬ恋こいに己おのれのすべてを賭かけてみせた！　貴様が『弟を守れぬ姉』と侮り続けてきた大友宗麟も、高城の合戦で立花一家を鬼おに島津から救うために、自ら剣けんを取って戦ったぞ！　今、この沖田畷に大友宗麟が参戦しているのは、弟・大友親貞の仇である隆信、貴様を討つためだ！　それなのに貴様は、この決戦で自らは安全な山手を攻め、危険な沖田畷の囮部隊に妹を投入しようというのか！　十倍もの兵力を誇ほこりながら、妹の陰かげに隠かくれてこそこそと勝利を横取りしようというのか！　この九州でもっとも弱い修羅は──龍造寺隆信、貴様だ！」




　お兄さま！　聞いてはいけない！　と鍋島直茂が思わず小さな悲鳴をあげていた。相良義陽の凜りんとした声に挑発された龍造寺隆信の顔色が一変したからだった。相良義陽は、家か督とく争いに揺ゆれる相良家の当主として、妹の徳千代を守り抜ぬくために自ら徳千代を嫌い疎うとんじる「悪姉」役を演じ続けてきた。響野原では、その徳千代を生かすために、甲斐宗運の前に自分の首を差し出したという。すでに葉隠忍群からその情報を聞いていた龍造寺隆信は、凄すさまじい形相となっていた。未来から来た小僧の言葉はかろうじて聞き流せても、自ら「妹を守る姉」として戦国の九州で生き抜き続けてきた相良義陽の言葉は、どうしても無視できなかった。




「龍造寺隆信！　貴様には家族愛も男女の愛もなにもわからぬ！　お前が愛しているのは、己自身だけだ！　鍋島直茂を愛していたのならば、なぜさっさと祝しゆう言げんをあげなかった？　義ぎ妹まいという立場になってしまったから祝言をあきらめたというのは、言い訳にすぎない！　相手が妹であろうが、そんなことなどお互たがいの間にまことの愛があるのならば、関係ない！　それなのに貴様は鍋島直茂を縛しばり付けて、貴様自身の弱さを庇かばうための殺人軍師に仕立て上げたのだ！　己の手を汚けがす度胸もなく、己を脅おびやかす者たちを妹に殺させてきたのだ！」




　本気にしてはいけない！　相良義陽は策士よ！　お兄さまを激怒させるためにあらかじめお兄さまを傷つける台詞を練り上げてきたのよ！　聞いてはいけないわ！　と鍋島直茂が必死の形相で兄を止めた。山手へと向かっていたはずの龍造寺隆信が輿を反転させて、相良義陽を討つべく、中央の沖田畷へと進撃をはじめようとしていたからだった。




「そして今またその妹を、貴様は囮に用いようとしている！　軟なん弱じやく者ものめが！　龍造寺隆信！　貴様自身が戦わぬ限り、たとえ九州全土を手に入れても、全日ノ本の覇王となっても、貴様に鍋島直茂を手に入れることはできぬぞ！」




　おのれ……小こ娘むすめめが……これ以上、罵ば詈り雑ぞう言ごんをこの覇王に吐はくこと、許さぬ！

　龍造寺隆信は、もう、己の怒いかりを制せい御ぎよできなかった。

　相良義陽と相良良晴の姉弟きようだいをこの手で捻ひねり殺さねばならぬ、と激高していた。




「そもそも貴様はもう一人の義妹を。蒲池家へ嫁とつがせていた玉鶴を自害に追い込んだではないか！　貴様の心には妹への愛などないのだ！　家族も家臣もお前はいっさい信じていない！　臆病な自分自身をも信じていない！　故ゆえに、鍋島直茂をも、貴様は手に入れられぬ！　手に入れてしまえば、裏切られるかもしれず、愛が醒さめるかもしれず、幻げん滅めつが訪おとずれるかもしれないという恐きよう怖ふゆえに、お前はいつまでも鍋島直茂を自分の意のままに動く殺人軍師として手て許もとに縛しばり付け続けるのだ！　たとえ私の命を奪おうとも、私の言葉は、貴様の心から決して離はなれぬ！　わが言葉を打ち消したいのならば、龍造寺隆信、貴様自身が沖田畷を進め！　そして己自身で戦え！」

　良晴は「姉さん。なにも、そこまで言わなくても」と義陽の袖そでを引いたが、義陽は「挑発もまた武器であり合戦における技能だと言っただろう」と取り合わない。その横顔が、珍めずらしく紅こう潮ちようしていた。良晴は気づいた。義陽が口にしている言葉は、ただ計算して準備してきた作り物の台詞せりふではない、と。語り方は隆信を刺激し挑発するために整えてあるが、義陽自身の本心を語っているのだろう。それほどに義陽は内心、鍋島直茂を冷血の軍師に貶おとしめ、玉鶴を死なせてしまった龍造寺隆信に怒おこっているのだ。そしておそらくは、徳千代を遠ざけ続けてきた、かつての自分自身にも──。

　そうか。義陽姉さんはなにも言わなかったが、高城の合戦で宗麟が自ら剣を取って戦うことを決断した陰には、義陽姉さんの後押しがあったんだ、と良晴はようやく気づいた。

「見ろ良晴。肥前の熊が赤鬼のように激怒している。最後の一押しを食らわせてやろう」

「最後の一押し？」

「肥前の熊よ。相手が主君であろうが妹であろうが弟であろうが──天下の人々がなんと言おうが、誰を愛するかを決めるのは己自身の心ひとつだ。見よ」

　義陽が馬上で身を乗り出し、良晴に口づけをしてきた。良晴はあっけにとられ、避さけ損そこねた。龍造寺隆信が、咆ほう哮こうした。




　背後の大城戸側では、

「んにゃ！　あの女……火事場泥どろ棒ぼうしおったど！　死ね！」

　と家久が義陽に種子島の銃じゆう口こうを向けていた。義陽の不意打ちは、隆信はもちろん、味方の家久までをも激怒させるほどの最大限の挑ちよう発はつとなったらしい。

「ちょ、ちょっと待って～。あれは龍造寺隆信を暴走させるための『挑発』だから～。あなたが挑発されて、味方を背後から撃うってどうするのよ～」

　大友宗麟が、慌あわてて家久を押しとどめる。

「宗麟、恋こいも戦いくさも同時進行ぞ。義陽め、義あ姉ねという立場を利用して──許せんと！　島津の軍法に照らし合わせれば、戦場で色恋に耽ふけった者は士道不覚悟で斬ざん首しゆぞ！」

「ダメだってば。義陽とケンカするなら、合戦に勝ってから！」

「ううう。はがか～！　おいも相良さぁの義妹いもうとになりたか～」

「義陽が、役得とばかりに義弟おとうととの接せつ吻ぷんを満まん喫きつしているのは間違いないけれどもね。家久、迎げい撃げきの準備を。これで隆信は『釣つられる』よ！」

「おう！」




　この接吻の間、龍造寺軍の砲ほう兵へい部隊が放った銃砲の弾たまが次々と義陽と良晴の二人を襲おそったが、山田有信たち薩摩隼はや人との決死隊が、そして五右衛門が、盾たてと煙えん幕まくを用いてかろうじて庇いきってくれた。

「……ぷはっ!?　弾を避よけないといけねえのに、一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしちまったよ！　無茶苦茶するなよ姉さんっ!?」

「当たったらその時はその時だ。弟と接吻しながら死んでいくのならば、私は本ほん望もうだが」

「俺はいまいち本望じゃねえっ！　後世に、日ノ本の歴史に残るシスコン弟として名を残すところだった！　危ねえ～ッ！」

「なんだ。天王寺の合戦で、織田信奈と接吻しながらいちどは死んだお前ではないか。相手がお姉ちゃんではダメなのか？　なぜだ？」

「義陽姉さんは、家族愛と男女の恋れん愛あいをごっちゃにしている節があるぜ」

「まあ、家族愛に恵めぐまれぬ人生だったからな。大目に見ろ。だが龍造寺隆信には今の姉弟同士の接吻は効いた、挑発は成功したぞ。龍造寺隆信が自ら沖田畷を突つき進んで来る──妹の鍋島直茂を、山手へと向かわせようとしている。完かん璧ぺきだったはずの龍造寺軍の陣じん形けいは今や大混乱だ。ついに私の知ち謀ぼうと毒舌と弟愛がこの沖田畷で炸さく裂れつしたな。ふふふ」

「……効果的すぎて、三万の敵兵がことごとく怒り狂くるって死兵と化してねえか？　玉鶴姫の一件まで持ち出したり、修しゆ羅らの国での合戦中に敵兵たちに向けて接吻を見せつけたり、いろいろとやりすぎだったんじゃないか？」

「私とて玉鶴の件まで持ち出したことに胸が痛むが、九州の合戦にやりすぎもなにもあるか良晴。今日のこの一戦で九州騒そう乱らんに決着をつけねば、黒田官兵衛の『大返し』は頓とん挫ざし、織田信奈は救えぬ。ならば、ここからは死兵同士、戦って勝敗を決する他はない」

　この時。

　五右衛門が、良晴の肩かたの上に無音のまま乗ってきて、そして、なにごとかを囁ささやいていた。嚙かんでいるので、義陽には聞き取れない。まるで暗号だった。「ちぇいこうちたかいなかはわからにゅでごじゃる」？　なんのことなのだろうか。薩摩弁よりも理解不能だった。

　だが、長年五右衛門の相方を務めてきた良晴には、聞き取れる。良晴は五右衛門の言葉に、うなずいていた。

「……そうか。わかった五右衛門。ここからが、運命を分ける大勝負だな」




　義陽の「挑発」の言葉が、龍造寺軍の戦略を、土ど壇たん場ばで狂わせていた。

　玉鶴のことを、部外者の貴様が言うなっ！　この下郎があっ！　と、龍造寺隆信は完全に我を忘れていた。輿こしを担かつぐ修羅たちに命じて、沖田畷への突とつ進しんを命じていた。震ふるえながら無言で追いすがる鍋島直茂を「お前は山手へ行けっ！　この戦に余よは己おのれの命を、己のすべてを賭けるッ！　さもなくば、お前を手に入れることはできん！」と振り切ってまでも。

「よかろう、相良義陽！　よくも余に『妹殺しの兄』の呪のろいを、言こと霊だまの呪じゆ縛ばくを、かけおったな！　これより余は、九州の覇は王おうとなるためではなく──迂う遠えんな回り道を進むのではなく──わが妹たちへの、玉鶴と直茂への愛のために戦おうではないか！　貴様が余にかけた言霊の呪いを、貴様の命とともに断たち切ってくれる！　沖田畷の一本道をまっすぐに突き進んでくれるわッ！　貴様を殺し、相良良晴を殺し、大城戸を打ち倒たおして大友宗麟も島津家久も討うち取ってやろうッ！」

　これまで決して兵たちの前で感情を見せなかった鍋島直茂が、ついに泣きながら兄を止めようとした。

「これは罠わなよ！　お兄さまは『釣り野伏』に釣り上げられてしまう！　お兄さまの巨きよ体たいでは、沖田畷脇わきの泥でい濘ねいにいちど落ちれば脱出は無理よ！　お願い、沖田畷を通らないで！」

「妹よ、お前は山手へ急げ！　わが軍の背後へ回ろうと丸尾砦とりでから出撃し、山道を駆かけているであろう島津の別働隊を足止めせよ！　余は沖田畷を突き進み、必ずや大城戸へと辿たどり着いてみせる！」

「お兄さまが私を愛してくれていることを、いちども疑ったりしたことはないわ！　これからもそうよ！　お兄さまのためならば、なんだってできるわ。私は平気よ！　お兄さまのお役に立てるのならば……だから……行かないで！」

「……直茂。余は生きてこの戦に勝ち、今日こそまことの男となってお前を迎むかえに行く。もう、誰だれにも文句は言わせぬ。わが母上にもだ。もしも、余がお前のもとに戻もどれなかったその時は──直茂。お前に、龍造寺家のすべてを委ゆだねる。お前の自由にするがいい。余の影かげとしてではなく、お前自身の生を、生きてくれ」

　この時。直茂を振ふり返ってちらりと見せた隆信の表情が、かつて長ちよう法ほう師し丸まると呼ばれていた少年時代の柔にゆう和わな顔つきに、変わっていた。祖父や父たちを主家に謀ぼう殺さつされ、故郷を追われる以前の、優やさしかった長法師丸の顔に。

　鍋島直茂は、ついに、兄を引き留めることを、断念した。

　沖田畷に兄を進ませねばならないのだと、悟さとった。

　たとえこれが、今こん生じようの別れになるとしても──。

　鍋島直茂は、副官の木下昌直らを引き連れて、山手へと軍を動かしはじめていた。

　突とつ如じよの陣立ての変更に、三万の大軍は混乱した。

　しかも沖田畷は狭せまい一本道である。左右には泥田が広がる死地である。龍造寺軍が誇ほこる銃砲部隊は容易には進めない。沖田畷を決戦場に選んだ島津家最強の天才軍略家・島津家久は、塹ざん壕ごうとも呼ぶべき柵さくと大城戸の向こうで、大量の種子島を準備して待ち構えている。

　だがもはや、理り屈くつではなかった。軍略など、戦術など、どうでもよかった。龍造寺隆信にとっても、隆信を支えてきた修羅たちにとっても。

「龍造寺四天王よ！　行くぞ！　目標は相良姉弟率いる百人の決死隊、そしてその背後の大城戸に控ひかえる島津家久軍だ！　余に忠誠を誓ちかいし肥前の勇者どもよ！　まだこの余を龍造寺家の主あるじと認めてくれるのならば、どうか命を捨てがまってくれ！　余に、うぬらの命をくれ！　沖田畷は泥田に挟はさまれ、大軍が通れぬ難路だ。屍しかばねの上に屍を築き上げて、味方の屍を道と為なして突き進む他はない！　余とともに、突撃してくれ！」

「殿との。有り難がたきお下知に、感謝いたします。なんと、晴れがましき戦。玉鶴さまの魂たましいもこれで浮うかばれましょう……われら肥前武士、殿のために、喜んで死にまする」

　今山の合戦で大友親貞を捕とらえるという一番手て柄がらを立てた勇者・成松信勝が、隆信に向けて一礼した。

「ついに、鍋島直茂さまを迎むかえに行く時が……！　殿のそのお言葉を、この時を、われらはずっと待っておりましたッ！」

　激情家の江里口信常は、すでに感極きわまって泣いていた。

「だが、ここに至るまで、あんたはちと殺しすぎた──仕方がねえ。あんたの悪行は、俺ら龍造寺四天王が」

　八代で偶ぐう然ぜんにも相良良晴そして大友宗麟と出会い、龍造寺隆信のために最後まで戦おうと思い定めて黄金の甲かつ冑ちゆうに身を固めた、帰り新参の勇者・百武賢兼。

「すべて引き受けまする。思う存分暴れなされ、戦いなされ。われらの屍を越こえて、すべてを摑つかみ取りなされよ」

　龍造寺隆信に匹ひつ敵てきする巨漢・円城寺信胤が、長大な槍やりを掲かかげながら立ち上がっていた。

　山手より、鍋島直茂軍が。

　中央の沖田畷より、龍造寺隆信自身率いる主力部隊が。

　森岳城へ連なる浜手へも、一万の別働隊が。

　総勢三万の大軍が、島津・有馬連合軍三千を自軍の修羅どもの屍とともに飲み込まんと、怒ど濤とうの進軍を開始していた。




　大城戸を乗り越えられれば、数に劣おとる島津軍は総そう崩くずれとなる。

　島津有馬連合軍を指揮する総大将・島津家久は、自ら大城戸に取りつき、種子島を構え、そして号令を下した。

「相良姉弟が、龍造寺隆信を釣り上げたど！　相良良晴と相良義陽を討ち死にさせてはならん。ここより先は肥前武士どもと、薩摩隼人との戦いぞ！　『気』に飲まれるな！　全軍、撃て。放て──！」

　足場がぬかるむ。大城戸から放たれる種子島の弾だん丸がんを遮さえぎるものはなく、左右を泥田に塞ふさがれた狭い一本道。沖田畷は、龍造寺軍の兵たちにとっては、死地である。しかも龍造寺軍の切り札となる銃砲隊はその銃砲の重さが徒あだとなって自在に進しん退たいできない。ここに龍造寺軍は、大城戸めがけて抜ばつ刀とうし果敢に斬きり込みをかけ、種子島を食らって倒れていった味方の身体からだを足場としてさらに前進するという異常な行動に出た。圧あつ倒とう的な大軍である。撃てども撃てども、龍造寺軍の修羅たちの前進は止まらない。

　相良良晴と義陽が率いる百名の決死隊は、大城戸を目指して退たい却きやくを続けていたが、いつしか龍造寺軍の波に飲みこまれたかのようにその姿が見えなくなっていた。
















　家久の隣となりで種子島を構えて震ふるえていた大友宗麟が、

「……もしかして……」

　と顔色を変えたが、家久は、戦慣れしている。怒濤の進撃を開始した龍造寺軍の津波の中に彷徨さまよう米こめ粒つぶのように小さな相良隊の動きを、見失ってはいなかった。

「相良さぁたちは、浜手側へ道を逸それ、海沿いの森岳城へ！　森岳城で有馬晴信と合流し、龍造寺の浜手軍を阻はばむつもりぞ。なぜじゃ……んにゃっ!?」

　龍造寺軍の足軽が撃った弾丸が、家久が被かぶる兜かぶとの前立てを貫つらぬいていた。

　龍造寺軍の火力兵器は、銃砲だけではない。種子島を構えながら突進してくる者もいるのだ。

「来るわ！　龍造寺隆信が乗った赤い輿が、迫せまってくる！　黄金の甲冑を着た武者が、輿を守っている──龍造寺四天王が、集結している！　全員、討ち死にを覚かく悟ごで、この大城戸を目指して」

「きゃつらは全員、大将のために命ば捨てがまる覚悟ぞ。おんしも弾を込こめて構えを。大友宗麟！　ここが生と死を分ける切所ぞ！」

「……あ、あ、あ……もしかして、宗麟が、この戦場に来たために……龍造寺軍の士気が、跳はね上がって……」

「んにゃ。おんしがおらにゃ、龍造寺隆信という大魚ば釣つり出せなかった。宗麟。おんしが、勲くん功こう一等ぞ」

　宗麟は迫せまり来る龍造寺軍への恐きよう怖ふで息を吐はくことも困難となり、立っているのがやっとだった。それでも、家久とともに大城戸に踏ふみとどまった。逃にげなかった。歯を食いしばりながら、敵味方の銃弾と矢が飛び交かうこの修羅の戦場に最後まで残ることを決意していた。だが、どうしても引き金を引くことができない。

　ついに味方の屍を踏みつけながら大城戸に到とう達たつした龍造寺兵たちが、「殿の夢まで……」「あと一歩じゃ！」「この柵を引き倒せば、勝ちじゃ！」と雄お叫たけびをあげながら柵に取りすがってきた。

　家久は、「んにゃ。おいが、二人分撃うたにゃならん」と自ら種子島の連射を開始した。家久が一発放つたびに小こ姓しようたちが次の種子島に弾たまを込めて、家久へ投げ渡わたす。戦場に次々と敵味方の修羅の命が、散っていく。龍造寺軍の男たちは、自ら銃弾の的となって味方の「足場」になるために、我が身を守ろうともせずに突とつ進しんしてくる。このようなもののふを撃つことは、忍しのびない。それでも、撃たねば、大城戸を突破される。ここで大友宗麟を死なせるわけにはいかない。相良良晴の志、天てん下か布ふ武ぶ。織田信奈の夢が、潰ついえてしまう。撃たねばならない。家久の小さな胸が痛んだ。

「義弘ねえ。どうやらおいは、この死地に追い詰つめられても恋こいと風流ば捨てられんようじゃ──いや、違ちがう。捨てろ、とは義弘ねえには言われてなか。義弘ねえは、心を奪うばわれるな、と……」

　心が押し潰つぶされそうになった。その心を守るために、悲しみと恐怖に奪われないために、家久は、何度も何度も新納武蔵とともに音読してきた「源氏物語」の一節を唱えながら、引き金を引き続けた。憧あこがれてやまない平安王朝の世界。やんごとなき御ご所しよの「みかど」の王子として生まれてきたはずの光源氏。しかしその母・桐きり壺つぼは、美しいが、身分の低い女性だった。桐壺には、後ろ盾だてがない。いわば光源氏は、高貴な家柄に生まれながらも、庶しよ子し的な存在であった。故ゆえに、「みかど」になれる血筋でありながら光源氏は生まれると同時に臣籍降下され、「源氏」にされてしまう。桐壺もまた、若くして亡なくなり、光源氏は生しよう涯がい、亡き母親の面影を女によ人にんたちに求め、旅を続けることとなった──。

「『いづれの御時にか、女によう御ご、更こう衣いあまたさぶらひたまひけるなかに──』」

　次々と大城戸へ取りついてくる死兵たちへ種子島を放ち続け、敵兵の返り血を浴び続けながら、家久は、けんめいに桐壺の物語を唱えながら、その幼い心を守り続けた。生き延びて、生き続けて、いつの日か、もういちど、あの京の都に──。

「『──いとやむごとなき際にはあらぬが、すぐれて時めきたまふありけり』」

　大友宗麟は、島津家の軍略戦術を担当してきた幼い「天才」、修羅の中の修羅、島津家久が、早世した母親の面影を「源氏物語」の桐壺の中に追い求めていたことを、はじめて知った。

　敵味方の銃じゆう弾だんと矢が嵐あらしのように交こう錯さくし、修羅たちが次々と倒れていく中、その家久の白い顔に赤い血と黒い粉ふん塵じんとが、飛び散った。大城戸の向こうから放たれた銃てつ砲ぽうの弾が近くに着弾して、島津方の弾薬が爆発したらしい。

「……つっ。目に、入った……！」

　爆風を浴びた家久は目をしばたたいたが、煤すすに塗まみれた頰ほおを拭ぬぐおうともせず、倒れながらも射撃した種子島を持ち替かえる。

　宗麟は、家久を抱かかえ起こし、その小さな顔を拭ふきながら、ふと気づいた。

「家久。あなた、瞳ひとみの色が──義弘たちと、違う」

「おいの母上は、側室じゃった。島津四姉妹しまいのうち、おいだけは、庶子ぞ」

「……家久」

「じゃが──もう、そんなことは関係なか！　おいは姉上たちが好きじゃ！　一人として欠けてはならん家族じゃ！　だからこうして、島津家のために命ば賭かけて、戦場で戦うちょる！」

「……宗麟の腹違いの弟だった塩しお市いち丸まるも……もし『二に階かい崩くずれの変へん』が起こらなければ……」

　義弘たちと家久のように、仲なか睦むつまじく、お互たがいを信しん頼らいし合って、支え合って、生きていけたのかもしれない。

　宗麟は、腹違いの幼い弟・塩市丸の死を悼いたんで、涙なみだぐんでいた。

　政変に巻き込まれつつあった塩市丸を、長女であり嫡ちやく子しであった自分が率そつ先せんして庇かばっていかなければならなかったのに、と悔くいた。

　家久を、守らなければならない、と思った。




　山手では、鍋島直茂隊が、「釣り野伏」戦術完成のために山道を突つき進んでいた島津の別働隊・新納武蔵隊と激げき突とつしていた。山中での戦いならば、山岳戦に慣れた龍造寺軍が有利なはずだった。しかし、龍造寺隆信の突然の陣じん替え指令によって、沖田畷攻ぜめから急きゆう遽きよ山手行軍へと振ふり分けられた鍋島隊はまだ混乱していた──そこを、新納武蔵隊に逆に急きゆう襲しゆうされていた。

　家久の守もり役・新納武蔵は、葉隠忍群の忍しのびたちが放つ手しゆ裏り剣けんを次々と小こ柄がらな身体に食らいながらも、平然と駆かけている。この男の分厚い筋肉には、手裏剣の刃はなど通らない。

「者ども！　鍋島隊はまだ戦う態勢ができておらぬ！　うおおおおお！　天運は島津軍にあり！　このまま一いつ気き呵か成せいに突破するぞ！」

　鍋島直茂ほどの智ち将しようが、行軍を焦あせっていたことが、敗因となった。大城戸を目指す沖田畷軍も、森岳城を目指す浜手軍も、退路を島津の別働隊に塞がれてしまえばもはや逃にげ場がない。泥でい濘ねい地帯に挟はさまれた沖田畷は文字通りの死地である。むろん、隆信の土ど壇たん場ばでの戦術変へん更こうさえなければ、鍋島直茂がこれほど行軍に手間取ることはなかったのだが──。

「突とつ破ぱされれば、沖田畷を突き進むお兄さまたちは前後から挟きよう撃げきされてしまう！　絶対に抜ぬかれてはダメよ！」

「ぬう。姫ひめさま。この木下昌直をもってしても、新納武蔵がかほどの化け物だとは読みきれませなんだ。無念……！」

　新納武蔵は、斬きりに斬った。駆けに駆けた。背の低い小男だが、その肉体と精神は異様なほどの耐たい久きゆう力を誇る。どれほど傷を受けて体力を削けずられても、武蔵の突進は止まらなかった。

　武蔵が唱える言葉は、念仏でも稲荷いなり神への祈りでも宇佐八幡神への祈いのりでもない。

「源氏物語」の一節。光源氏の誕生のくだり、であった。

「『先の世にも御契ちぎりや深かりけむ、世になく清きよらなる玉の女御み子こさへ生まれたまひぬ』」

「男」を「女」に変えているのは、島津家の姫君でありながら側室の子という運命を背負ってこの世に誕生した島津家久こそが、武蔵にとっての光源氏だったからであろう。

「『いつしかと心もとながらせたまひて、急ぎ参らせて御覧ずるに、めづらかなる稚ち児ごの御容よう貌ぼうなり』」

　風流を知らぬまま、島津の庶子として、島津家を守るために人を殺す術すべだけを身につけ、戦場で血に塗れてそして死んでいくためだけに生きねばならぬと思い詰つめ、早世を覚かく悟ごしていた家久を、新納武蔵は捨ておけなかった。京の都を、見せてやりたかった。いつの日か太平の世が訪おとずれたその時には、島津軍を率いて戦場を駆ける天才軍略家ではなく、艶あでやかなる姫君として、家久を再び都に──。

　鍋島隊は、隊列を完成させる猶ゆう予よすら与あたえられない。

　そして──。

　鍋島隊に同行していた大村純忠の部隊が、この時、戦線から無断で離り脱だつした。

　山手攻めに配属されていた大村純忠は、有馬家の親族である。大村純忠にとって、森岳城に籠こもる幼い有馬晴信は姪めいなのだ。かつ、ともにキリシタン大名だった。大村純忠は洗礼名バルトロメオ、有馬晴信はドン・プロタシオ。大村純忠は有馬攻めには最初から乗り気ではなかった。しかし暴君である龍造寺隆信に逆らうことができず、また、長崎の港をガスパールに寄進してしまったことを反キリシタンの島津家が激げき怒どしていると聞き及および、島津家にはもはや許されぬとしぶしぶ参戦していたのだ。

　大村純忠はしかし、この戦場に到着するなり、「島津家久が、有馬家と大村家のキリシタン信仰と南なん蛮ばん貿易を認めた。長崎の所有権を日ノ本側に取り戻もどせればそれでよしとした」と聞き知り、ならば姪の有馬晴信と戦う必要はないではないか、島津方に奔はしるべきではないのか、と動どう揺ようしていたのだ。

　それでも、もしも山手攻めの総大将が隆信のままだったら、大村純忠は凶暴で裏切りを許さない隆信を恐怖して戦線から離脱できなかっただろう。無断撤てつ退たいなどはじめれば、隆信は島津軍を捨ておいてでも大村純忠の軍勢を殲せん滅めつしにかかるような男だ。だが鍋島直茂は、残ざん忍にん無む比ひと恐おそれられる姫武将ではあったが、「兄の命令」がなければ無断で味方を殺すことはない。それ故に、大村純忠はこのまま新納武蔵と戦わされて壊かい滅めつさせられ、しかも己おのれの隆信への恐怖ゆえにむざむざ姪を死なせてしまう最悪の結末を迎むかえるくらいならばと、兵を翻ひるがえして撤退することを決断したのだった。

　フロイスがユリウス・カエサルの如ごとき用兵とまで褒ほめ称たたえた龍造寺軍に、綻ほころびが、生まれた。

　一点を、突破された。

　鍋島隊が、壊乱する。

　背後に回られれば、「釣り野伏」の陣形が完成し、龍造寺隆信率いる沖田畷の本隊は退路を失って壊滅する。

「……お兄さま……！　いやああああっ!?」

　鍋島直茂の悲鳴のような声が、雲仙岳の山さん麓ろくに響ひびいていた。




　背後に、島津別働隊が出現。「釣り野伏」、成る。すでに退路を断たたれた。甚じん大だいな被ひ害がいを出しながらも一歩も退くことなく沖田畷を進軍していた龍造寺軍の兵たちが、さすがに、動揺した。

　だが、島津家久が籠もる大城戸はすでに、陥かん落らく寸前となっている。

　自ら先頭に立って種子島を撃うち続けてきた家久の息が、完全にあがっていた。相良良晴が結んでくれた髪かみも、敵味方の血に塗れていた。もはや銃じゆう撃げきで応戦できる状じよう況きようにはない。柵さくが次々と倒たおされ、龍造寺兵が陣地へと突進してくる。雲うん霞かの如き龍造寺軍の中に、ついに赤い輿こしを発見した家久は「斬り込め！」と号令し、島津軍が誇ほこる抜ばつ刀とう隊を繰くり出した。

「目指すは赤き輿に乗りし、龍造寺隆信ただ一人ぞ！　あの羆ひぐまのような巨きよ漢かんぞ。隆信を討うてッ！」

　馬に乗れぬ巨体である。その上、この泥どろ道であるからには、輿を用いねばまともな速度では移動できない。輿の上に仁に王おうのように座っている巨漢・龍造寺隆信と、大城戸を守る島津家久との距きよ離りは、もはや、ほとんどない。

　味方の屍しかばねを踏み越こえながら、龍造寺軍が誇る一いつ騎き当とう千せんの修羅たちが「殿とのを守れ！」と口々に叫さけびつつ続々と大城戸へ殺到してきた。

　この極限状況においても氷のように冷静な修羅・成松信勝が、大城戸を突破し、四天王のうちの一番乗りを果たしていた。

「進むも地じ獄ごく、退くも地獄。ならば、進むまで。龍造寺四天王筆頭、成松信勝、参る。島津中なか務つかさ大たい輔ふ家久どの、九きゆう州しゆう探たん題だい大友宗麟どの、勝負！」

　槍やりを構えて、大友宗麟めがけて一直線に駆けてきた。

　まるで端は武む者しやのような無む謀ぼうであった。

　後方には、「死ねや死ねや、殿のために」と止まることなく駆けてくる龍造寺兵がひしめいている。大城戸の陣じん中ちゅうには、抜刀して猿えん叫きようを発している島津兵が溢あふれている。彼にはもう、退路などない。死を、覚悟している。成松信勝は、島津家久の隣となりで歯を鳴らしながら大おお粒つぶの涙をこぼしている大友宗麟ただ一人を目指して、跳とんでいた。

「我こそは『今山の合戦』にて大友宗麟どのが弟・大友親貞を捕とらえ、その首を刎はねた修しゆ羅らの中の修羅。主君への忠義の意味を履はき違え、自ら畜ちく生しよう道に落ちた男。大友宗麟どの！　あなたの仇かたきは、この俺だ！　さあ撃て！　撃たねば、こんどはあなたの首をいただく！」

　宗麟は、成松信勝を撃とうとした。銃口を、至近距離にまで迫っていた成松信勝へと向けていた。しかし成松信勝は、まるで無防備だった。それどころか、「今山の合戦」で親貞の首を刎ねたことを深く悔くいて泣いているようにすら、見えた。宗麟が引き金を引けば、確実に当たる。そう意識すると、指先が恐怖に硬直して、引き金を引けなくなった。成松信勝が繰り出す槍の穂ほ先さきが、宗麟の首筋めがけて襲おそって来る。

　前方の敵を必死でいなしていた島津家久がこの時、（おいは相良さぁに宗麟を託たくされた。死なせるわけにはいかん）と、くるりと身体を回転させて、

「宗麟、よか！　よくぞ逃げずに立ち向かった！　当てるのは、おいの役目ぞ！」

　大音声で呼ばわりながら、宗麟の肩かた越しに種子島を放った。

「……中務どの、お見事」

　肩に一撃を食らった成松信勝の身体からだが、吹き飛ばされていた。

（守れた！　相良さぁ……おいを、褒ほめてくれるじゃろか）

　家久はこのわずかな一いつ瞬しゆん、背後の宗麟を守るために、自分自身の防ぼう御ぎよを捨てていた。成松信勝を撃ったと同時に前方へと向き直るべきだった。が、良晴に褒められて頭を撫なでてもらっている自らの姿がふと心の中に浮うかび上がって、ここが修羅の戦場であることを忘れた。その一瞬の隙すきが、致ち命めい的となった。成松信勝が倒れると同時に、もう一人の四天王・江里口信常が家久のもとへと突進し、

「隙あり、中務どの！　成松信勝と引き替えに、そなたのお命はいただいたあっ！」

　と叫さけびながら、抜刀して家久の足あし下もとへと斬りつけていた。

「んにゃっ!?　しまった……!?」

　成松信勝ほどの勇将が実は「囮おとり」だったと家久が気づいた時にはもう、江里口信常の渾こん身しんの一撃をかろうじて躱かわした家久の身体は、ぐらり、と大地の上に崩くずれ落ちていた。太ふと股ももを、わずかに斬られている。その血で、脚あしを滑すべらせたらしい。即そく座ざに、江里口信常が小柄な家久の身体の上に馬乗りになって、首筋に刀を向けてくる。凄すさまじい膂りよ力りよくだった。非力な姫武将の家久には、抗あらがうことができない。激情家の江里口信常は、髪の両りよう端はしを細く結んだ家久の幼い顔を間近で見るや否いなや、感極きわまって号ごう泣きゆうした。しかし、修羅として敵将の首を搔かききり討ち取るための流れるような動きは、止まることがなかった。

「おお。なんと幼く、あどけない姫武将であることか……しかしながらこれが九州の定め！　中務どの、討ち取らせていただく！　御ご免めん！」

　家久は、最後の最後まで、生きることをあきらめなかった。（相良さぁ。もう、この髪をほどいてはもらえんようじゃ。申し訳、なか……）と心のうちで呟つぶやきながら、それでもなおけんめいに抗った。江里口信常の腕うでに手を絡からめ、押しとどめようとした。だが、止められない。圧倒的な力の差が、あった。首筋に、江里口信常の刀が迫せまる。

（……義弘ねえ。つい、相良さぁへの恋こいに心を奪うばわれた。やはりおいは、恋を捨てられぬまま、戦場で散ることになった。島津家に生まれついたおいは、幸せ者じゃったが、不祥の妹じゃった。歳久ねえとの約束を、守れなかった）

　力尽つきた家久が、目を閉じようとした時。

　至近距離から江里口信常の肩を撃ち抜いて、転てん倒とうさせていた者がいた。

　大友宗麟だった。

「……はあ、はあ、はあ……」

　全身を恐怖に震わせ、嗚お咽えつを堪こらえながら、宗麟は、敵を、撃った。

　死んだ弟の仇は、撃てなかった。

　撃っても、弟が生き返るわけではない。

　しかし。

　生きている家久を、守った。

　宗麟が種子島を手から落とし、そして、家久にその手をさしのべていた。

「私。私は。思わず」

　宗麟の手を握にぎりながら身体を起こした家久は、宗麟に礼を言おうとしたが、口から発していた言葉は、違ちがっていた。

「兵へ児こども！　その二人の修羅を殺すな！　殺すな！　成松信勝と江里口信常は、万ばん夫ぷ不ふ当とうの勇者ぞ！」

　銃弾を食らって倒れた成松信勝と江里口信常のもとへと殺さつ到とうし、八つ裂ざきにしようと駆けていた島津兵たちを咄とつ嗟さに制止する言葉だった。もう、家久と宗麟との間に、言葉は要いらなかった。宗麟は「二階崩れの変」でも、毛利との戦いでも、「今山の合戦」でも、大友家の弟を守れなかった。だが、高城で立花家の弟を救うために剣けんを取り、そして今、島津家の妹を、種子島を撃って、守った。宗麟は自分の心についに勝った、宇佐八幡の予言を乗り越えた、と家久は知った。

「兵児ども！　討ち取るべきはただ一人！　あれなる赤い輿に乗った龍造寺隆信を討て！」

　この時すでに、龍造寺隆信を乗せた輿が、家久と宗麟の目の前にまで迫っていた。

　島津軍の男たちが矢を射かけ、種子島を放ち、龍造寺隆信の巨体を輿ごと泥でい濘ねいの中へと沈しずめようとした。的は、巨大である。しかし、頑がん丈じような甲かつ冑ちゆうと有り余る体力とが、龍造寺隆信を沈めさせない。その上──。

「百武賢兼、見参！　これよりわが殿の盾たてとなり、島津家久どのと大友宗麟どののもとに殿を辿たどり着かせん！　九州の戦いくさは、こうでなくちゃなあ！」

　派手な黄金甲冑に身を包んだ百武賢兼が、朱しゆ槍そうを担かつぎ上げて徒歩で突とつ進しんしてきた。

　一発。二発。三発。次々と島津兵が放つ銃じゆう弾だんを浴びても、百武賢兼は倒れない。脚を負傷して駆かけられない島津家久をめがけて、突進してくる。

「死ねや、死ねや、殿のために！　そして、鍋島の姫ひめのために！」

　しかしすでに、四天王のうちの二人が倒された今、島津の誇る鉄砲隊と斬きり込み部隊とが、百武賢兼をいっせいに包囲し、輿に乗った龍造寺隆信をも包囲していた。家久が「その二人を殺すな」と成松・江里口に殺到した兵を止めたことが、最終的には、百武賢兼と龍造寺隆信の「持ち時間」をぎりぎりのところで尽きさせたのだ。

　家久まであと一歩のところで、龍造寺隆信と百武賢兼も、倒れた。

　ついに、沖田畷を行軍してきた龍造寺軍が、どっと、崩れた。

　しかし──黄金甲冑を血に染めた百武は「へっ。悪いな。俺ら龍造寺四天王は実は全員、囮でな」と苦く笑しようしながら泥濘の中に崩れ落ち、輿ごと引き倒されて槍やりで腹を突つかれた龍造寺隆信もまた「わはははは！　見事、四天王総出で島津家久どのの裏をかいてやったわ！　わしは殿の影かげ武者、円城寺信胤よ！　殿は今、浜手軍に加わり足軽姿で行軍し、相良姉弟きようだいが籠こもる森岳城を攻め落としておるわあっ！　われらが殿は、激情を抑おさえ、屈くつ辱じよくを飲み、血涙を流しながら敢えて自ら沖田畷へと向かう選せん択たくを捨てて『勝利』のためにわれら四天王をことごとく囮とした！　われら四天王が沖田畷に到達すれば、それは余よ自身が沖田畷に到達したのと、同じことだ、と──！　ついに龍造寺家が誇る大器が花開いたのじゃ！　まんまと釣つり出されたのは貴様ら島津のほうよ！　痛快、痛快！」と笑っていた。

「しかし相良良晴もたいした男だ。あの野や郎ろう、殿が討ち死にを覚悟し沖田畷を進めば大城戸を守る島津家久と大友宗麟が危機に陥おちいると気づき、自ら馬上で尻しりを叩たたいて再び殿を挑ちよう発はつしながら自ら森岳城へと逃にげ込み、殿を沖田畷から引き離はなしやがった。さすがは相良家の未来の子孫だ」

　黄金甲冑を真しん紅くに染めた百武賢兼が、泥濘の上に身体を沈ませながら、呟く。

「だが殿は、相良良晴に釣られたんじゃない。沖田畷をまっすぐに突き進んで姫への愛に殉じゆんじたいという激情を抑えきり、『自ら生き延びて勝利し、姫を迎えに行く』という唯ゆい一いつの正しい道を選択したんだ。森岳城を落とせば、たとえ新納武蔵の別働隊に沖田畷からの退路を断たれていようが、まだ浜手に一万の兵を残している龍造寺軍はそのまま島津の防衛線を突破できる。この戦は十中八九あんたらの負けだ、島津家久、大友宗麟」

　しまった！　森岳城には有馬軍のわずかな兵しかおらん。島津が誇る種子島も抜ばつ刀とう隊もおらん！　相良さぁに預けた、山田どんら百人だけでは足りん……！　と叫んだ家久が、海沿いの丘に立つ森岳城の方角を、見上げていた──火の手が、あがっている。

「相良さぁ!?」

　そんな。

「この戦に勝つために、おいは、相良さぁを、失った。そして、戦も……やはり、戦と恋との両立は……」

　沖田畷を敗走する龍造寺軍は捨てて、今すぐに森岳城へ！　と、大友宗麟が蒼そう白はくになった家久の手を握りしめ、そして𠮟しつ咤たしていた。

「まだ全軍で森岳城へ後ご詰づめに駆ければ間に合うわ！　山手でも沖田畷でも、龍造寺軍はすでに潰かい走そうしている。残るは浜はま手てだけ。次はあなたが彼を救うのよ。あきらめないで。九州に生まれた姫武将であっても、戦と恋を両立できる。あなたにならばできるわ。あなたは、宗麟のように惑まどったり逃げ隠かくれしたりしなかった。戦にも恋にも、すべてに全力でぶつかり続けてきた。一日たりとも修練を怠おこたらなかった。あなたにはすべてを摑つかむ力も資格もあるのよ。島津家久！」

　家久は、痛む脚を引きずりながら、馬に飛び乗っていた。馬に乗れない宗麟が、その背中に抱だきついている。

「申し訳なか。兵児ども、これが最後の一戦ぞ。まだ動ける者は、おいとともに森岳城へ！」

　この激戦を生き延びた島津軍の男たちが、疲労困こん憊ぱいしてその場に崩れ落ちていた薩摩隼はや人とたちが、「あと一戦でも二戦でも」「俺らは戦える」「姫を再び京の都へ」「送り届けるまでは」と猿叫をあげ、いっせいに立ち上がっていた。しかしその数は減っており、残り千ほどである。しかもみな、身体に傷を負っていた。浜手の龍造寺軍は一万。かつ、ほぼ無傷。無む謀ぼうな進軍だった。だが誰一人、絶望もしていなければ、怒いかりもしていない。相良良晴が家久にとってどれほどたいせつな人間なのか、彼らはみな知っている。

　出血が、酷ひどい。もはや立ち上がる体力を失った百武賢兼が、「……俺たちは死ぬために戦うことしか知らなかったが、島津の兵児どもは違うらしい。あるいはこの戦、殿の負けかもしれんな」と、青空を見上げながら呟いていた。島原の海も空も雲仙の山も、そして己おのれの運命に抗うために戦う姫武将たちも、言葉を失うほどに美しい、と百武賢兼は思った。




「森岳城の二の丸まで落とした！　本丸まではあと一歩だ！　龍造寺四天王よ！　うぬらの犠ぎ牲せい、決して忘れぬぞ！　釣り野伏、破れたり！　余の勝利だ！　余が、妹を……そして九州の覇は王おうの座を手に入れるのだ……！」

　浜手軍一万を率い、相良姉弟が逃げ込んだ森岳城を猛もう然ぜんと攻せめ立てていた龍造寺隆信は、「山手の鍋島隊、壊かい滅めつ」「背後に新納武蔵率いる島津別働隊、出現」「沖田畷へ特攻した龍造寺四天王、壊滅」と次々と舞まい込む敗戦の報告を聞きながらも、「直茂はこの程度では死なぬ。直茂には、葉隠忍群と、四天王随ずい一いちの策略家・木下昌直をつけてある。必ず生き延びている……！　森岳城を抜ぬき、島津の防衛線を突破すれば、余が最終勝利者となる！」と耐たえた。四天王率いる本隊を倒した島津家久率いる千の軍勢が、猛然と森岳城救きゆう援えんに向かってくる姿が、見えた。しかし森岳城は、難攻不落の要よう塞さいではない。島原湾に面した、小城にすぎなかった。籠もる兵士の数も少ない。家久は、山手と沖田畷の両道が勝負と見ていた。森岳城には、幼少の有馬晴信と軽装の有馬兵しかいないが、龍造寺方の浜手軍はいわば「三軍」であり、有馬兵でも十分に防ぎ止められるはずだった。隆信は本来、四天王とともに沖田畷へ突進していくはずだった。

　しかし、相良良晴が義陽とともに森岳城へ逃げ込んでいく姿を見た隆信は、「そうか。浜手側がもっとも防御が手て薄うすだ！　森岳城を抜けば、たとえ釣り野伏の形を決められようとも、なおも数に優まさるわが軍のほうが先に島津の防衛線を抜き、島津有馬連合軍の本隊を殲せん滅めつできる！」と気づき、相良良晴が敢あえて龍造寺軍の将兵を沖田畷と浜手の二手に分散させようとして尻を叩きはじめた猿さる芝しば居いを逆手にとって、急きゆう遽きよ自ら浜手軍を率いて攻め寄せたのだった。自ら沖田畷をまっすぐに歩みたいという想おもいを押し殺し、しかも四天王を沖田畷という死地に「囮」として捨てていくことに後ろ髪がみを引かれたが、四天王たちが「さすがは殿との！　家久の裏の裏をかく──」「よき戦術にございます」と隆信の背中を押した。

　馬上で「丸に十字」の旗印を掲かかげた家久が、「百ゆ合り十字」の旗を掲げる宗麟を乗せて、泣き出しそうな表情で森岳城の救援に向かってくる。だが、あの傷つき疲れ果てたわずか千の兵では、挟きよう撃げきにすらならない。家久も宗麟も、嬲なぶり殺しにされるために突っ込んでくるも同然だった。沖田畷での激戦時とは、立場が完全に逆転していた。見事に龍造寺軍の背後に出て退たい路ろを断たったはずの新納武蔵は、今、沖田畷から敗走する龍造寺軍の掃そう討とう作業にかかっている。いや、この敗走軍がむしろ「壁」となって新納武蔵軍の反転行軍を阻はばんでいるために、新納武蔵は森岳城には間に合わないのだ。

「相良良晴よ。余と四天王を分断したところで、龍造寺軍は崩くずれぬ、散らぬ、破れぬのだ！　この余が、四天王の忠義を心より信しん頼らいしたその瞬しゆん間かんより、わが軍は無敵となった！　貴様は未来人であり大器の持ち主ではあったが、いくさびとにはなりきれなかったようだな。幼き頃ころより戦場を生き抜いてきた修しゆ羅らとは違うわ、フハハハ！　糞くそ度ど胸きよう以外には、尻を叩くくらいしか能のない小こ僧ぞうが！　貴様の最愛の姉とともに、この島原の地に葬ほうむってくれる！　そして、余が妹を手に入れるのだ！」

　本丸の城門を、龍造寺隆信自らが槌つちをふるって一いち撃げきで破壊していた。

　ついに、視界に捉とらえた。

　相良良晴と相良義陽。

　そして、相良姉弟が背後に庇かばっている有馬晴信。

「ごめんな晴信ちゃん。受けるはずのない猛攻を、受けさせちまって。有馬軍の兵が、次々と倒されちまった……」

「良晴。有馬家はすでに、龍造寺家の圧あつ迫ぱくを受けて種子島や大筒を奪われていた。島津軍がその全兵力を沖田畷と山手に割り振ふったことが、裏目に出るとは」

「いえ。この戦、もとは有馬家の戦でした。相良家のお二人まで巻き込んでしまって、申し訳ありません」

　三人を守るように、山田有信率いる島津の決死隊百人が斬り込みをかけてくる。

　だが、不死身とも言える屈くつ強きような巨きよ体たいを誇ほこる龍造寺隆信には通じない。文字通りの、鋼はがねの肉体だった。種子島も、龍造寺隆信を殺すことはできない。弾だん丸がんを甲冑越ごしに数発食らった程度で倒れる龍造寺隆信ではなかった。その隆信に導かれて、龍造寺軍の修羅たちが続々と門から押し入ってくる。

「フハハ！　もはや逃げ場はないぞ、相良良晴！　貴様から死ぬか、それとも姉の死をその目で見届けるか!?　貴様が辿る道は二つにひとつだ。選べ小僧！」

　しかし──。

　絶体絶命の窮きゆう地ちに追い詰められていたはずの相良良晴は、義陽と有馬晴信を庇いながらも、笑っていた。

「違うな、龍造寺隆信！　この戦、俺たちの勝ちだ！　追い詰められているのは、お前だ」

「なんだと？　狂くるったか、小僧!?　もはや貴様らは孤こ立りつ無援なのだぞ、世よ迷まい言ごとを！」

「いいや、龍造寺隆信。島原半島の陸の果て、この浜手のさらに東にも、もうひとつ『道』があるんだぜ。肥前の王者だったお前としたことが、うかつだったな」

「……なにっ!?」

　相良良晴は狼ろう狽ばいして焼けになって笑っているのでも気が動転しているのでもない、と龍造寺隆信は気づいた。この堂々たる態度は、虚きよ勢せいではない。勝利を確信している英えい傑けつの笑えみだった。これまで、相良良晴を戦を知らぬ世界から来た軟なん弱じやくな未来人の小僧と侮あなどっていた。弓矢の腕うでは平へい凡ぼんたるものだし、戦歴を見ても、黒星が多い。強い武将とは思えない。だが、違うのだ。たしかに最初は惰弱な未来人の少年にすぎなかった。しかし今は違う。相良良晴こそは、戦国日ノ本の歴史に残る名だたる大おお戦いくさ──桶狭間の合戦、金かねヶが崎さきの退のき陣じん、天てん王のう寺じの合戦、木き津づ川がわ口ぐちの合戦、手取川の合戦のことごとくに命を捨てがまって参戦しながらも生き延び、さらにはこの修羅の国・九州に渡わたって来てなおも木崎原の合戦、響野原の合戦、高城の合戦を生き抜いてきた比類なき武将なのだと気づいて震ふるえ上がった。

　浜手の、さらに「東」には──。

「そう。浜手の東は──島原湾だ。お前は、家久と宗麟の首を盗とるために沖田畷に突進していりゃあよかったんだ。そうすれば、勝機はあったかもな。自分では計算づくで島津軍の裏をかいて浜手を進んだつもりだろうが、結局、お前は俺の尻しり叩たたきの挑発に乗せられていたんだ」

「ば、馬ば鹿かな!?　島津軍は、家久たちを運ぶために船を使い切った！　八代と島原を再び往復する時間などない！　八代の島津義弘は、甲斐宗運と対たい峙じするために動けぬ！　どこからも水軍など来ない！」

「それが、来るのさ」

　龍造寺隆信は、眼下に見た。

　麓ふもとに展開する浜手軍。龍造寺軍に残された最後の部隊が、海上に出現した船団から打ち込まれる大たい砲ほうの一いつ斉せい射撃を浴びて、大混乱に陥るさまを。

「あれは……海上補給を任せたはずの、平ひら戸どの松浦党!?　余に服従していながら、裏切ったのかっ!?」

「沖田畷どころか高城で合戦がはじまるよりもずっと以前に、すでに官兵衛が手を打っていたんだ──俺は『大返し』を開始する直前に官兵衛から、『龍造寺戦で困ったら、浜手へ逃げろ』と教えられていた。その言葉の意味を俺が五右衛門から知らされたのは、ついさっき、土ど壇たん場ばでのことだったけれどもな。鍋島直茂が操あやつる葉隠忍群に気け取どられぬよう、五右衛門は最後の最後まで、俺にも官兵衛の言葉の意味を教えられなかったわけさ」

「だが、あのような大砲を松浦党が持っているはずが……きゃつらが再び独立を企たくらめぬよう、松浦党が南なん蛮ばん貿易で手に入れた強力な火器は余がすべて取り上げたはずだ！　これほどの水軍を編制できるはずが……」

　違ちがう。松浦党だけではない。見知らぬ旗印が、混じっていた。松浦党は、あの者たちを「道案内」してきたのだ、と龍造寺隆信は気づいた。しかし、知らない旗印だった。

　四本の十じゆう字じ架かを、あたかも花びらのように美しく、そして派手にあしらった和わ洋よう折せつ衷ちゆうの異い形ぎようの家か紋もん、「花はな久く留る子す」。

　白地に黒い「円」を描えがき込んだだけの、驚おどろくほどに質素な、しかしやはり異形としか言いようのない「蛇じやの目め」。

　花久留子の旗印を掲かかげた船団が、森岳城を攻め上っていた龍造寺軍に、次々と大砲を放ってくる。その旗き艦かんの甲かん板ぱんに立っている姫ひめ武将は、

「ううううちがさささ相良さまにこっそり加勢を送るやなんて、毛利方にバレたら、ごっつい𠮟られますやん！　ほんまかいな、そうかいな！　宇う喜き多たさまの蝙こう蝠もりぶりにはもうついていけませんやん！」

　まことに耳みみ障ざわりな、上方言葉を用いていた。

「堺さかい弁はやめてくれ、いらっとする！　間違って良晴の兄貴を撃うつなよ小こ西にし弥や九く郎ろう！」

「虎とら之の助すけはんこそ小西家の操船技術を侮って上陸の機会を逸いつしたら、相良さまに怒おこられますやん！」

「虎はなぜだかお前とは気が合わないなっ！　お前は武士とは思えぬ、商人臭くさい！」

「そやかて商人ですもん！」

「相良妹軍団、加か藤とう虎とら之の助すけ！　小西船団を借りて島原へと推参！　兄貴をお守りしろ！」

　蛇目の旗印を掲げた船団がいっせいに浜辺へと寄せ、まだ幼いが背の高い姫武将を先頭に新手の兵たちが日本刀を抜き、槍やりを構え、鬨ときの声をあげて島原へと上陸してきた。数は三百程度と少ないが、西方の沖田畷側から迫せまる島津家久率いる後ご詰づめとは真逆の位置──東側の浜辺から、森岳城へと斬きり込んでくる。龍造寺軍は、挟きよう撃げきされた。しかも、絶え間なく海上から放たれる大砲の弾たまによって、混乱している。

　加藤虎之助を名乗る姫武将が片鎌かま槍やりを縦横に操りながら、炸さく裂れつする大砲の威い力りよくに浮うき足立っている龍造寺軍の兵たちを蹴け散ちらしていく姿を、隆信は本丸上から呆ぼう然ぜんと見ているしかなかった。猛然と突進してくる虎之助の槍を防ごうとすると、家久が率いる島津鉄砲隊に背後から撃たれる。島津軍の戦意は、異常だった。沖田畷で死兵と化した四天王を相手に文字通り死力を尽つくし、全員が疲ひ弊へいしきっているはずだった。それなのに、狂きようしたかのような猿えん叫きようを発しながら数に優る龍造寺軍へと猛然と襲おそいかかってくる。平地での戦いでは、剣けん術じゆつに長たけた薩摩隼はや人とが、肥前武士に一歩優っていた。妹の言う通りに山手で決戦に及およんでいれば、と隆信は悔くいた。

「だが、なぜだ？　なぜ、水軍が、この沖田畷の戦場に」

「龍造寺隆信。高城で合戦が発生すれば、お前が即そく座ざに北九州の制圧に動くことを官兵衛はすでに織おり込み済みだった。その上で、あいつはお前の暴政に圧殺されかけていた平戸の松浦党を調略し、上方から呼び寄せた水軍を『道案内』させたというわけさ。もっとも、織田家本隊にはもう一兵の援軍を割さく余よ裕ゆうもないし、相良軍団にはまともな水軍はなかった。だから、宇喜多直なお家いえ方に娘むすめの弥九郎を仕えさせつつ、自らは堺で織田家について貿易で稼かせいでいる商人の小西ジョウチン隆りゆう佐さをひそかに動かして、船団と堺の傭よう兵へいを借りた。官兵衛の読み通り、叛はん服ぷく常ない宇喜多直家はいまだに毛利家と織田家とを天てん秤びんにかけているから、小西船団の動きを黙もく認にんしたようだ。弥九郎は宇喜多家から勝手に出しゆつ奔ぽんしたということにしたんだろう。宇喜多家にでかい借りを、作っちまったが」

「馬鹿な。瀬戸内の海には、村むら上かみ水軍が……通れるはずが、ない」

「堺商人の縄なわ張ばりは、堺だけじゃない。越えち前ぜんの敦つる賀がにも港がある。敦賀から山さん陰いん側の海路を回って、平戸の松浦党と合流したんだ。そこから先の北九州の海は、松浦党の縄張りだからな。あっという間だぜ。松浦党の調略は、間に合うかどうかぎりぎりだったようだが」

「フフ。そうか。松浦党の心が余よを離はなれていたか。余があれほどに荒あれ狂えば、寝ね返がえりは当然、出るであろうな。妹婿むことその一族を殺すような男だ。松浦党も、たとえ余に人ひと質じちを差し出していても明日は我が身、と余を見限ったのであろう。余が、蒲池一族の謀ぼう殺さつと、黒田官兵衛が放った乱波の始末に、葉隠忍群のすべてを動員していた隙すきに、黒田官兵衛は松浦党を調略していたのか」

「ああ。もっとも、蒲池一族の謀殺劇は、官兵衛の予想外だったが……その余計な謀殺劇によって、松浦党がお前に服従していても命の保証はないと疑念を抱いだいたことが、松浦党の調略という官兵衛の駄だ目め押おしの一手を成功に導き、この合戦の最終的な勝敗を決めた。あいつは、天下一の軍師だ」

「そうか。そのことを乱波から告げられた貴様は咄とつ嗟さに、余を海沿いのこの浜はま手てへとおびき寄せたのか。中手の沖田畷までは、海上からの大砲は、届かぬ……だが、浜手の森岳城周辺にならば、ぎりぎりで届く。なるほどな」

「五右衛門にも、松浦党の調略が成功したかどうかはわからなかった。官兵衛が松浦党と連絡を取ったことを鍋島直茂と葉隠忍群に気取られれば、意味がない。五右衛門はすでに佐嘉城に潜せん入にゆうし、それ以後は鍋島直茂に監かん視しされていたしな。だから、官兵衛は松浦党の調略に五右衛門は用いなかった。五右衛門自身は調略の成せい否ひを知り得なかった。最後は、賭かけだ。俺が成否を判断した。俺は、官兵衛が成功したという結果に、賭けたのさ」

　晴信ちゃんと有馬家の守備兵たちには申し訳ない賭けだったが、と良晴が晴信の頭を撫なでながら苦く笑しようした。

「なぜ、成功したほうに、賭けた？」

「ただの勘かんだよ。牟志賀で官兵衛が『如じよ水すい』という自分の未来の名を、口走っていた。あの名は、軍師として完成した理想の武将の姿を表現する言葉だ。竹中半兵衛から黒田官兵衛へと受け継つがれた、乱世を平定する天下一軍師の完成形。『流れる水の如ごとく』──今日の戦いくさで、松浦党が官兵衛の調略に応じて『水』の上に、島原湾に現れれば、官兵衛は名実ともに天下一軍師となる。その時が、近づいている。そんな、予感がしたのさ。南蛮の兵器をお前に取り上げられて無力化されていた松浦党を動かすために、弥九郎と虎之助を招集したのはさすがに想定外だったが」

　九州の大友軍や島津軍から平戸の松浦党に武器を送ることはできなかった。必ず、鍋島直茂に察知されてしまう。ならば、刻限切れぎりぎりになるが、山陰から平戸へ武器を送るしかない──大友軍を率いて日向へ入ったその時点ですでに、官兵衛は松浦党調略による島原決戦への救きゆう援えんまでをも思い描いていたのだ。官兵衛自身ですら、成功を確約できなかった、壮大な策だった。

「……予感か。フフ。無理矢理に理り屈くつをこじつけるな。小こ僧ぞう、貴様ははじめから黒田官兵衛の成功を確信していたかのような表情だぞ。貴様が黒田官兵衛を少しでも疑っていれば、戦局は大きく変わっていたろうな。貴様が仲間に寄せる、その絶対の信しん頼らい。それこそが貴様の強さだ。余が、もう少しだけ早く、目を開いていればな。蒲池一族の謀殺命令に、妹も、四天王も、誰だれもが反対した。余が、家臣団と妹の諫かん言げんを、聞き入れていれば……」

「ああ。沖田畷の勝敗は、逆になっていたかもしれない。家久が『釣り野伏』で史実通りに勝利を収めたとしても、少なくとも、俺は死んでいただろう。もっとも、官兵衛はこの戦で家久がお前に勝つと確信していたからこそ、この策を用いたんだと思う。あいつは、たぶん、この戦に参戦すると言い張って危地に飛び込んでいくであろう、俺の命を守るために──そしてもうひとつ、松浦党の調略には重要な目的があった。この島原での合戦に勝利すると同時に、俺を本州の信奈のもとへ即そく座ざに船団で運ぶためだ」

「余に勝った先のことまで、すでに考えて……島津家久が余の軍勢を撃ち破ることを信じて、すでに、そこまで……島津家久。黒田官兵衛。有馬家と島津家のありえぬ連合を成立させ、大村純忠の寝返りを誘発した大友宗麟。そして、相良姉弟きようだい。見事だ。今日この戦をはじめるまでは妹以外の誰をも信じずに孤高を貫つらぬいてきた余の、及ぶところではなかった」

　ついに、北方から、新納武蔵の軍勢が殺さつ到とうしてきた。沖田畷から敗走する龍造寺兵たちには目もくれず、家久のもとへと駆かけつけてきたのだ。だが、海上からの援軍がなければ、松浦党の寝返りがなければ、新納武蔵は間に合わなかったはずだった。その松浦党もまた上陸し、森岳城の南方へと回り込みはじめていた。

　龍造寺隆信は、敗北を悟さとった。

　龍造寺家は、九州の覇は権けん争いから、完全に脱だつ落らくした。

　最後の龍造寺軍が、浜手軍が、壊かい乱らんしていく。

　島津家久軍が。加藤虎之助隊が。新納武蔵隊が。松浦党が。森岳城を、四方から逆包囲し終えていた。

　隆信はここに、本丸まで攻せめ上ってきたわずかな兵とともに、孤立無援となった。

　もはや、逃のがれることはできない。

　すべてが、終わった。

「いろいろな人の思いと行動がこの結果を呼び寄せたが……家久が『桶狭間の合戦』の再現を想定してこの沖田畷を戦場に選せん択たくした時点で、家久の戦略勝ちだったんだ。龍造寺隆信。もっとも、お前がもしも玉鶴の葬そう儀ぎを行わずに早々と伊佐早から進軍していれば、家久は沖田畷を戦場に選べなかった。龍造寺軍の南下が、あと数日、速ければ」

「ふん。そのことも含ふくめて、因果応報よ。余は、島津家久に、敗れるべくして敗れた。それだけのことだ」

　しかし……隆信にはまだひとつだけ、やらねばならないことが、あった。

　鍋島直茂を、自らの首と引き替かえにしてでも生きのびさせねばならない。

　隆信は相良良晴を睨にらみながら座り込み、腕うでを組み、そして告げた。

「余の負けだ、相良良晴。だがこの九州の覇王に、降こう伏ふくはない。余の首を盗れ。ただひとつ、条件がある……鍋島直茂を助命し、佐嘉城と龍造寺家の家か督とくを継がせることだ。拒きよ否ひするというのならば、余はこれより最後の戦いをはじめる。貴様らを一人でも多く、道連れにする。相良良晴、貴様は己おのれの死を恐おそれぬ勇者だが、相良義陽や有馬の小娘を巻き込みたくはなかろう。余も、妹を、巻き込みたくはない。わが妹は無事だ。木下昌直と葉隠忍群とが、必ず生きて脱出させている。たとえ妹が余とともに死ぬと泣き叫んでも、失神させてでも戦場から連れ出しているであろう。武勇には劣おとるが守りの策略に長たけている木下昌直は、この時のための『五人目の四天王』よ。余は最後にせめて、余という呪じゆ縛ばくから、妹を……彦法師丸を、解き放ってやりたいのだ」

　お前の首を盗るかどうかは、俺ではなく、大友宗麟が決めることだ、と相良良晴は答えていた。




「もっとも──宗麟自身から聞かなくても、宗麟の返事はわかっているけれども、な」




　なぜなら宗麟はもう、弟たちを弔とむらう戦いに、勝ったのだから──。

　義陽は目を細め、馬上で身体からだを寄せ合いながら本丸へと登ってくる島津家久と大友宗麟の姿を見つめながら、良晴の言葉にそう付け加えていた。

　北九州の女王と、南九州の覇者。大友宗麟と島津四姉妹しまいはいずれ、全九州の覇権を賭けて再び激げき突とつするのだろうか。それとも、九州決戦の開幕よりも早く織田信奈の天てん下か布ふ武ぶが成り、両家の決戦は回かい避ひされるのだろうか。義陽にも、未来から来た良晴にも、まだわからない。二人は、両家が手を携たずさえる未来を、望んでいた。望むだけでなく、手に入れてみせる、と目と目を通わせながら誓ちかい合っていた。




　　　　※




「堺弁はやめろっ、商人臭いっ！　せっかく良晴の兄者に一いち番ばん槍やりを見てもらうところだったのに、鳥肌が立ちっぱなしだった！」

「せやから、うちは堺商人ですやん。宇喜多の殿とのがいない隙すきに堺弁を使うてなにがいけませんのん？　そっちこそ、みゃーみゃー尾お張わり弁で喋しやべればよろしいやん」

「だから。虎はこれでも武士だ。みゃーとか、だがね～とか、虎は言わないっ！　……尾張の外では」

「尾張のうちでは言うとりますんやろ」

「その堺弁はやめろっ！」

「……あの二人、どうしてあんなに不仲なんだ。同じ相良妹軍団内でも市いち松まつと佐さ吉きちが不仲なのは知っているけれど、善よい子の虎之助が……人間、相あい性しようってあるのかなあ」

「ふむ。虎之助は武辺者で法ほつ華け宗しゆう門徒、小西弥九郎は商人の娘でキリシタン。相性以前に感性が異なるのではないか。虎之助には、相良軍団の姉として後で説教してやろう。だが弥九郎は扱あつかいが難しいな……織田方と宇喜多方に仕える二重間かん諜ちようではないか。堺商人とは恐ろしいものだ」

「弥九郎とは付き合いが長い、だいじょうぶさ。本州へ着いたら義陽姉さんには、商人や公家との交際役をお願いするぜ。相良軍団副将として。しかし、相良妹軍団をいきなり『姉』が統とう括かつしはじめたら、ねねが文句を言いそうだな……」

「年下とはいえ、お前が戦国時代に来て以来ずっと妹として侍ってきた先せん輩ぱい格を侮ぶ辱じよくしたりはしない、安心しろ」

「……ここだけの話、ねねはおねしょするから、添そい寝ねに要注意な」

　松浦党の船団に先導されながら、相良良晴一行を乗せた船は玄げん界かい灘なだを東へと突つき進んでいた。良晴は、甲かん板ぱんに立っている。ついに、本州への帰き還かんを果たそうとしている。信奈のもとを発たってから費やした日数は、二週間どころではない。予定が大幅に遅おくれていた。休んでいる暇いとまはない。今、海路を急ぐ良晴は加藤虎之助と小西弥九郎がずっと口げんかしている様子を、困ったように眺ながめていた。

　その良晴の隣となりでは、相良軍団の副将としてともに乗船した義陽が、「私もはじめて見るが、玄界灘は美しいな」と目を細め、こちらは海うな原ばらを眺めている。

　龍造寺隆信が沖田畷の合戦に大敗して囚とらわれた際、八代の山城に籠こもっていた徳千代は、甲斐宗運を相手に敢あえて一歩も動かず膠こう着ちやくを保ち続けていた島津義弘がついに守りきっていた。

　二転三転する九州の政局に混乱し逡しゆん巡じゆんする阿蘇惟これ将まさもこれを見て甲斐宗運に「嫡ちやく子しの首は盗とらぬ、今はひとまず戻もどれ」と一時撤退を命じ、そのために甲斐宗運も「是ぜ非ひもなし。島津義弘、よくぞ俺の挑ちよう発はつを耐たえ凌しのいだ。見事だ」と言い捨てて古麓城の包囲を解き、自領へと戻っていったという。

　北九州では、有馬家・大村家・大友家の北九州キリシタン同盟が復活した。南九州は島津が抑おさえているので、修しゆ羅らの国・九州に今、二大勢力による安定がほぼ実現しつつあった。龍造寺家はまだ滅めつ亡ぼうしたわけではないが、十倍の兵力を誇ほこりながら島津家久の前に壊かい滅めつ的な打だ撃げきを喫きつした沖田畷での大敗によって、著いちじるしく勢力を弱めたことは間ま違ちがいない。八代はしばし安あん泰たいなはずだった。

　今は、私が良晴と織田信奈を補ほ佐さする時だ、と義陽は思い定めている。

「あの海の彼方かなたに浮うかぶ島が、壱い岐き島だ。今は松浦党が治めている。松浦党も、南なん蛮ばん商船が平戸から長なが崎さきへ移ってしまうまでは、南蛮の兵器を大量に確保し、龍造寺軍に屈くつさぬ勢力だったのだがな。うまく再独立の機会を摑つかんだ。さすがは海かい賊ぞく大名、機を見るに敏びんな連中だ」

「……あれが壱岐島か。元げん寇こうで激しい激戦地となった島だな。しかし官兵衛もさ、島原湾に松浦党と弥九郎たちを呼んでいることくらいは、事前に教えてくれたって。いやまあ、『困ったら浜手へ逃にげろ』と遠回しには教えてくれていたが、詳しよう細さいを俺がもっと早く知っていれば、沖田畷であそこまで苦戦することも」

「九州全土に鍋島直茂による諜ちよう報ほう網もうが敷しかれていたのだから、仕方がないだろう。佐嘉城へ送り込んだ嚙かみ嚙みの乱波が窮きゆう地ちに追い込まれた経けい緯いを見た官兵衛はなによりも、葉隠忍群を操あやつる鍋島直茂の知略と、そして執念を最後まで警けい戒かいしていた。松浦党調略を気け取どられ、浜手側に鍋島直茂軍が陣じん取どっていれば、まずかったぞ」

　龍造寺家は、直情的なあの兄よりも、一見弱そうに見えるあの妹のほうが敵に回すと執しつ拗ようで恐おそろしい、と義陽は苦笑いを浮かべた。

　良晴が、「まったくそうだな。余計な恨うらみを買っちまった」と頭をかいた。

　その手には、壊乱した山手軍が山中で混乱する中、「お兄さまとともに逝いく」と錯さく乱らんして討うち死にしようとしていたところを、龍造寺四天王「五人目」の木下昌直に「姫ひめ、申し訳ありませぬ！　この木下、全力で姫の逃とう走そう経路を切り開いてご覧に入れまする！」と背後から声をかけられると同時に殴なぐられて失神させられ、強制的に沖田畷の戦場から引きはがされ、心ならずも佐嘉城へと帰還していた鍋島直茂からの書状が握にぎられていた。

　直茂が飼っている黒くろ猫ねこが口にくわえて届けてきた、良晴宛あての長い書状。

「お恨み状」と題していた。

　内容は、以下の通りである。




『相良良晴。未来知識を合戦に用いるだなんて、あなたほど悪あく辣らつで卑ひ劣れつな男は生まれてはじめてです。よくも私の愛するお兄さまに傷を負わせて捕とらえましたね。しかも、殺せと叫さけぶお兄さまの首を刎はねずに生かしたまま大友宗麟に引き渡わたし、捕ほ虜りよにするだなんて。お兄さまに、九州の覇は王おうにふさわしい英えい雄ゆう的な死を与あたえずに、生き恥はじをかかせるだなんて。あなたは九州の修羅をなんだと思っているの、相良良晴。私は生しよう涯がい、あなたを恨みます。恨んで恨んで恨み続けます。お兄さまに万一のことがあれば龍造寺家の家督も佐嘉城も、お兄さまから私が受け継つぐという約束を交かわしていました。つまりすでに、この私が龍造寺家の当主で佐嘉城の城主。たとえお兄さまの首を送りつけても受け取りを拒否します。佐嘉城を開城などしませんし、大友にも島津にもあなたにも降こう伏ふくなどしません。生きている限り、相良良晴、あなたに抵てい抗こうして天下布武の戦いを邪じや魔まし続けます。必ずや、あなたに復ふく讐しゆうを果たします──恨みます』




　これで、十分の一くらいである。文面にはさらに良晴への「恨み言」が延々と書かれているが、良晴は怖こわくてもうそれ以上読み進められなかった。

　龍造寺隆信も、龍造寺四天王（鍋島直茂を佐嘉城へ連れ帰った木下昌直は除のぞく）も、深手を負っていたが、大友宗麟は彼らを殺さなかった。

『家督をすでに鍋島直茂に譲ゆずっちゃったのなら、打ち首にしても、意味がないよね。かえって鍋島直茂の恨みを買うだけだしね。佐嘉城を攻せめる余よ裕ゆうは大友にも島津にもないから、生かしておいて、鍋島直茂の動きを封ふうじる人ひと質じちとして使うのがいいよね。とりあえず蒲池宗雪に詫わびて、そして、しばらく豊後で捕虜として過ごせばぁ。もしも乱世に倦うみ疲れてキリシタンになりたくなったなら、洗礼式を開いてあげる』

　すっとぼけたことを言いながら「くっ殺せ！」と吼ほえる隆信を助命し護送した宗麟が、ほんとうは隆信を自ら討ち果たして弟・大友親貞の仇かたきを討ちたいのだということは、宗麟の青ざめた横顔を眺めていた良晴には、よくわかった。

　しかし宗麟は、これで『弟殺しの輪りん廻ね』はおしまい、と目に涙なみだを浮かべながら微笑ほほえんでくれた。今まで兄のために心ならずも大勢の人間を殺さねばならなかった鍋島直茂に、新たな『兄殺しの輪廻』の呪のろいをかけることはしたくない、宗麟はそう言って『本州へ急いで戻って』と良晴の背中を押していた。

『宗麟と島津家は、すぐに九州騒そう乱らんの後始末にかからなくちゃ。国境線を画定したり、諸国人の帰属先を定めたり、佐嘉城に籠もる鍋島直茂との交こう渉しようにかかったり、場合によっては合戦に及およんだり、牟志賀建国のために取り壊こわした日向の神社仏閣を再建したり、ドミヌス会に長崎の返還を求めたりと、やることはまだたくさんある。でも、相良良晴くん？　シメオンに貸した立花宗茂たちだけで足りなければ──本州ではじまる天下布武の決戦に宗麟が必要なら、その時は必ず駆かけつけるから。また、会おうね』

　こんどは織田信奈の恋こい敵がたきになれるといいな、今の宗麟なら、その資格があるよね？　と笑ってみせた宗麟の表情に、良晴の心が、揺ゆれそうになった。危ない。牟志賀でこんな無む垢くな笑顔を見せられていたら、俺は惑まどって、そしてガスパールの策略に嵌はまっていたかもしれない。何度も死地を潜くぐり抜ぬけてきたはずなのに、生死の境界を幾いく度ども越こえて悟さとりの境地みてえなところに近づいていたと思っていたのに、まだまだ俺って男は煩ぼん悩のう塗まみれらしい、やっぱり藤とう吉きち郎ろうのおっさんと俺とは魂たましいの同士だったんだなぁ、俺をこの戦国日ノ本の世界に召しよう喚かんしたのはおっさんだったのかもしれないな、と良晴は思った。

　なにしろ、別れ際ぎわに、不意打ちのように宗麟が唇くちびるを寄せて来て、そして……彼女の唇は、甘かったな。いい香りがした。他の女の子とは違う、宗麟の香りだった。

「あいててて！」

　気づくと、ぐい、と義陽に頰ほおを引っ張られていた。

「良晴？　貴様。今、宗麟のでかい胸を思いだして鼻の下を伸ばしていたな？　触さわったのか。浮うわ気きをしたのか。そんなに未来人は女によ人にんのでかい胸が好きなのか。まったく、恥はずかしい弟だ」

「違うよ。俺が思いだしていたのは、宗麟とのせっぷ……いやいや。姉さん？　自分の胸が薄うすいからって、妄もう想そうで弟を𠮟るのはよくないぜ？」

「薄くはないっ！　宗麟の胸がおかしいだけだっ！」

「ひてて！　それ以上引っ張るな！」

「だいたい沖田畷の戦場で島津家久の髪かみを結んでやって、なにやら睦むつ言ごとのような約束を交かわしていたのは、なんだ！　しかも、あいつの髪をお前はまだ解いていないではないか！」

「あ、いや、だって。家久が、ツインテールが気に入った、まだ解かなくていいって言うから……」

「『解かなくていい』と『まだ解かなくていい』は、違うっ！　あれは、いずれ折を見て貴様を呼び出す口実だっ！　お前は恋愛経験が豊富なはずなのに、女心に鈍にぶいぞっ!?　家久がお前に『約束を守って髪を解け』と告げる時には、『着物も脱ぬがせろ』と言いだすに決まっている！」

「ま、まさか。家久はまだまだ幼いし？　いやまあ、たしかに家久はかわいいけれど。それに、ちっちゃいくせに意外に胸が大きいしな、うん」

「くっ。巨きよ乳にゆう好きの上に露ロ璃リ魂コンとは、もはやなんでもありではないか。この外げ道どうが！　酷ひどい弟を持ってしまったものだ、私は。未来人の男とは、こういうものなのだろうか。奥方一筋で渋しぶい宗運おじさまとは、あまりにも違う。私は、なんという不幸な姉なのだ……！」

　そうか？　義陽の文字通り命がけのシスコンぶり・ブラコンぶりのほうが、未来から来た俺には奇き異いに見えて、でも、そんな義陽のまっすぐさがすげえ眩まぶしい、と良晴は思った。

　あとは、官兵衛率いる大友軍が毛利軍の上じよう洛らくを止めてくれれば、光みつ秀ひでを窮地から救うことができるはずだ。しかし大友軍だけではまだ足りない。信奈は、上杉・武田を同時に相手にしている。俺自身が早く信奈のもとに帰参しなければ。俺は今までたいした武を持たなかったが、九州で鍛きたえられた──今の俺は、信奈を守る「槍やり」となれる──。

　が、官兵衛の「大返し」にはひとつ、難点があった。九州から丹たん波ばはあまりにも遠い。その上、毛利領の山陽道を通過せねばならないのだ。毛利軍は上洛戦にほとんどの兵力を動員して自領をほぼ空にしているとはいえ、果たして丹波の光秀救援に、官兵衛が間に合うかどうか。播はり磨ままで到とう達たつすれば、あとは一いつ気き呵か成せいだ。問題は、周防から播磨までの山陽道だった。

　あるいは俺自身がこのまま海路から丹波へ入らなければ間に合わないのではないか、と良晴は気づいた。

　とはいえ、むろん、信奈への救きゆう援えんも急がねばならない。

（十じゆう兵べ衛えちゃんと信奈。どちらも、救援を待っている。俺の身体からだはひとつ。二つの実を同時に拾うには……）

　どうすればいい、と良晴は腕うで組ぐみして考え込んだ。

「どうした？　一人で悩なやむな良晴。お姉ちゃんがいるではないか。だが、九州では鍋島直茂の執しつ拗ような抵抗も計算外だったが、難物のガスパールが残ってしまったな。あいつはいったいなにものなのだ。なにを企たくらんでいるのか、さっぱりわからん。ただ日ノ本の植民地化を狙ねらっているだけとも思えぬ。ほんとうに、あの男から無事に長崎を取り戻もどせるのか？」

「そういえば……義陽姉さん。ガスパールが途と中ちゆうから大人しかったのが逆に不気味だな。あれほど、俺をこの世界から退場させることにこだわっていたのに……高城の合戦で俺が命を拾い生き延びたあと、沖田畷の合戦ではなんの手も打ってこなかった。そんなに、高千穂で探している宝具とやらが重要だったのだろうか？」

「いや、その言葉も噓うそかもしれぬな。高千穂で奴やつが探していたものは、宝具ではなかったのかもしれぬぞ」

「じゃあ、なにを探していたんだ？」

「私にもわからぬ。宗麟の話を聞いても、とりとめのない感じで、あの南なん蛮ばん人の人物像が摑めぬ。顔がザビエルに瓜うり二ふたつだとかいうくらいで、なにものなのか、どうにも」

「信奈と宗麟が憧あこがれていたザビエルに、瓜二つ、か……まあ、世の中に自分と似た人間が三人はいるというしな。顔の皮一枚だけのことだ」

「宗麟が初対面の時に即そく座ざにガスパールを『ザビエルの再来』と信じたのも、その顔のためだったともいうがな。対話を重ねることで、どうやら中身は違う人間だと理解して、その分だけ冷静になれたらしいが」

「同じ南蛮人同士なんだし、似た者だっているだろう。この時代の日ノ本人には、見慣れぬ南蛮人の顔は見分けがつきにくいんじゃないかな」

「そうだな。お前と徳千代もよく似ている。ふふっ」

「徳千代と、俺が？　に、似てるかなぁ～!?」

「宗運おじさまと相良家とが再び手を結べる時が来ればいいのだが。鍋島直茂が龍造寺家を相続して抗こう戦せんを宣言し、佐嘉城と柳川城に籠こもっている限り、鍋島の襲しゆう撃げきを恐おそれる阿蘇家は大友にも島津にも容易にはつけぬ。阿蘇家を存続させるためにすべてを犠ぎ牲せいにしてきた宗運おじさまもまた、己おのれの運命と戦っている……まだ九州では、一波乱あるな。本州決戦と連動して、鍋島直茂は一発逆転を狙ねらって最後の賭かけに出てくるはずだ。その時、徳千代が無事ならばよいのだが」

「だいじょうぶだ。仮に九州で再び大乱が起こっても、島津家が必ず徳千代を守ってくれる。それに、甲斐宗運は徳千代を殺したりはしない」

「……おじさまも心配だ……阿蘇家に誅ちゆう殺さつされねばよいが……」

　良晴が思わず義陽の肩かたを抱だこうとした、その時。

　甲かん板ぱんを開いて飛びだしてきた小こ柄がらな姫武将が、二人の間に割って入っていた。

「んにゃ！　相良さぁ、自分の姉となにをやっちょる!?　やっぱり相良さぁはサルじゃ、サルの眷けん属ぞくじゃ。光源氏とは大違いじゃ！」

　その、ツインテールが愛らしい姫武将は──。

「いいいい、家久っ!?　お前、なんで、この船にっ？　九州戦線はどーしたっ!?」

「新納武蔵どんから、許可ば得た。戦場で相良さぁを補ほ佐さし、天てん下か布ふ武ぶを達成させた後に京の都をもういちど訪おとずれて、日ノ本の歴史に残る美しき姫ひめになられませ、と。大友宗麟は『そんなのありぃ？　大友家の家か督とくを誰だれかに譲って宗麟もついていきたーい！』と地じ団だん駄だを踏ふんで悔くやしがっちょったし、義弘ねえたちは後から知って猛もう反対するじゃろが、もう手て遅おくれぞ。あは」

「なっ、なんということをしてくれたのだ家久！　勝手にお前を連れ出したと思われたら、島津家と相良家が揉もめるではないか！　さりとて、今から九州へ引き返す時間もない！　徳千代が、あの小こ姑じゆうとめみたいな歳久にいじめられねばいいのだが……激情家の義弘も心配だ……あの女は、家久のことになるとまるで前が見えなくなる」

「んにゃ。九州には三人の姉がおる。龍造寺家は沖田畷で大幅にその勢力を削そがれた。鍋島直茂がしつっこく抵抗しているので九州戦線はまだ完全には収束しちょらんが、おいがおらずとも、しばらくはどうにかなる。むしろおいは、相良さぁが心配じゃ。沖田畷でも相良さぁは、性しよう懲こりもなく囮おとり役を務めた。本州での決戦で、こんどこそ討うち死にする。これは予感ではなか。島津家の軍法担当者、軍師としての予見ぞ──おいが相良さぁに加勢し、相良さぁの運命を、変える」

　俺が討ち死に？　と良晴は苦笑いしたが、家久の表情は真しん剣けんそのものだった。

「相良さぁの死期が迫せまっちょるように見える。天下布武の決戦で、相良さぁは織田信奈を守るために……天下布武の夢のために……討ち死にするかもしれん。この戦いくさば、それほどの激戦になる。おいは、相良さぁを死なせるのは嫌いやじゃ。だから、勝手についてきた」

　天下布武の夢、か。

　良晴は、ふとこれまでの自分の過去を、回想していた。

　戦場で木下藤吉郎に救われ、藤吉郎の代わりに織田家に仕官すると決めて以来の、目まぐるしい日々を。

　長いようで、短かった。

　しかしもう、十分に生きた。

　信奈と、両思いで結ばれた。

　妹のねねたちも、できた。

　相良家の先祖である義陽と徳千代にも、巡めぐり合えた。

　半兵衛の命を十年延長することも、できた。

　官兵衛を、その片足が腐くさって壊こわれてしまう前に地ち下か牢ろうから救いだすことも。

　残るは、「本ほん能のう寺じの変へん」の回かい避ひ──信奈と光秀の未来を、破滅の運命を変える。そのために、良晴はこの世界に、戦国の世に、来た。

　良晴が己の生涯を振ふり返って、なおやり残していることは、これだけだった。むろん、小こ早ばや川かわ隆たか景かげや上杉謙信たちとの出会い、複雑に絡からみ合った糸、さまざまな想おもいは残るが、良晴の生涯のすべては「本能寺の変」を回避するという一点に収束するべきであり、ずっとそのつもりだった。

　信奈がこの最後の包囲網に打ち勝って天下布武を達成すれば、きっと「本能寺の変」も回避できるだろう。

　そのためならば、たとえ天下布武のその瞬しゆん間かんを見る前に討ち死にしても、信奈に天下布武の達成を確定する決定的な勝利を与あたえられればもう悔くいはない……のかもしれない。

「相良さぁ！　その表情が、いかん！　悟りきった賢けん者じやみたいな顔は相良さぁには似合わん！　もっとこう、サルみたいな下品な顔で笑え！」

「そ、そっか？　悟りに近づいているのか、俺？　たぶん牟志賀で、宗麟に迫られた時に無理して耐たえ凌しのいだせいだな。あの夜は、われながらよくも我が慢まんできたものだ」

「んにゃ。そのせいじゃ。おいのぷにぷにの胸を触れば、生きる執しゆう着ちやくがわいてくっど」

　それは義陽姉さんが怖こわいので遠えん慮りよする、と良晴は家久に抱きつかれながら頭をかいた。

「……困ったな……義弘たちに無断で、家久を本州へ連れ出すわけには……いや、もう遅いか。どうする、義陽姉さん」

「どうもこうもない。家久はお前にぞっこんで、なにを言っても聞かぬ。船から降ろすには、簀す巻まきにして海に放ほうりだすしかない。まったく。お前がそのツインテールとかいう妙みような髪型なんぞを家久に教えるから……いよいよ懐なつかれてしまったではないか」

「ごめん。家久の童顔に、似合うかなあと思って」

「黙だまれ、この露璃魂が！」

　義陽は、「しかしこうして家久が来てしまったのも、なにかの運命なのやもしれぬ。九州の激戦を勝ち抜いて磨みがきあげられてきた家久の軍略が、強敵を迎むかえた織田軍には今こそ必要なのかもしれぬ。あるいは家久こそが、良晴を……『運命』から救ってくれるのかもしれぬ」と呟つぶやいていた。

　この時。

　物見台のてっぺんに足を挟はさんでぶら下がっていた五右衛門が、「ガスパールが乗り込んでいる南蛮船が、寄せて来ましたぞ」と声をあげた。

　南蛮船の甲板には、この事態に困こん惑わくしているフロイスが立っていた。

「フロイスちゃん!?　なんで海の上に？」

「ガスパールさまも、高千穂での捜そう索さくを終しゆう了りようし、これより京の都へと向かうとのことです。おそらくはシマヅさまから長崎を返せと迫られることを避さけて、九州を離はなれたのだと思われますが……本州に戻もどれば武家同士の決戦がはじまり、しばらくヨシハルさんと会う機会がなくなるということで、ヨシハルさんとの会見を望んでおられます」

　五右衛門が「ここは玄げん界かい灘なだの上でござる。大たい砲ほうを撃うって奴やつを船ごと沈しずめまちょう」と良晴にすかさず進言するが、「フロイスちゃんまで沈められるかよ。しょうがねえ。いずれ、直接対決しなきゃいけねえ相手だ。信奈のもとに辿たどり着かれる前に決着をつけられるのならば、それが最善手だ。あいつには俺を直接殺すことはできないらしいしな。暗殺される危険はないだろう」と良晴はガスパールとの会見を受けた。

　義陽が「奴の言葉に謀たばかられるな。未来人のお前は神仏の予言には耐たい性せいがあるようだが、奴は未来を予知する術者だ。もしも未来絡みで攻めてこられたら、その言霊の力は宇佐八幡神の予言どころではないぞ」と良晴の耳元でそっと警告してくれた。

「わかっている。だいじょうぶだ。言葉は、言葉にすぎない」

　義陽が「負けるなよ」と、良晴の手を力強く握にぎりしめてきた。

　この指は、言葉よりもずっとたしかなものだ、と良晴は思った。




　　　　※




「ついに私の前に到達したね。フロイスとの賭けは、私の負けだ。こうなった以上は敗北を認め、わが秘事を明かそう。きみの志のために共きよう闘とうするためにもね。私のこの『顔』は、聖遺い骸がいとなったザビエルと『そっくりそのまま同じ顔』なのだよ、相良良晴くん」

　南蛮船の船室で──観測術プレビシオンに用いる「プラトン立体」を机の上に置きながら、その男ガスパールは、相良良晴を待っていた。

　ついに、直接対面の時が訪おとずれていたのだ。

「生まれつき虚きよ弱じやくだったザビエルは寿じゆ命みようを延ばすために、錬れん金きん術の薬を服用していたという。彼の遺体が死後も朽くちずに生前の鮮せん度どを保ったままだったのは、奇き蹟せきではなく、錬金術薬による副作用だという。『顔』の皮一枚で、運命というものは変わるものだ。私が、インドのゴアに漂ひよう流りゆうした時──ザビエルと瓜二つの顔を持つドミヌス会の救世主が出現した。奇蹟だ。そう驚おどろき、私を支持してくれる者を多く獲かく得とくした。フロイスのように、私の顔にいかがわしさ、異い端たんの魔ま術じゆつの影かげを感じ取って、逆に警けい戒かいする者もいるがね──」

　豊後到とう着ちやくと同時に大友宗麟さまの側近になることができたのも、最初にこの「ザビエルの顔」で彼女に衝しよう撃げきを与えることができたからだよ。聡そう明めいな彼女にはすぐに、私がザビエル本人ではないと察知されてしまったが、別にそれでも構わなかったのだ。私の最終目的は「安土城炎えん上じよう」を阻そ止しすること。織田信奈の運命を変えること。そういう意味では、きみと私とは同じ目的のためにこの戦国のジパングを訪れ、同じ目的のために動いている。だが、われわれは敵同士だ。どちらか一方が、織田信奈の前から姿を消さねばならない。むろん、きみが。

　良晴は、ザビエルの顔を知らない。だから、ガスパールと対面しても、「ああ。南蛮人の……ヨーロッパ人の男だな。意外と若い」という感想をしか、抱いだけなかった。

「『顔』とともに、ザビエルの遺志を継ついだということか？　偶ぐう然ぜん、ザビエルと顔がそっくりだった、と？　そんな偶然があるのか？」

「あるのだろう。東洋風に言えば、それが私の天命なのかもしれない」

「お前はいったいなにものなんだ？　今お前が名乗っているガスパール・カブラルという名は改名したもので、もとはガスパール・コエリョと名乗る商人出身の男だった、とフロイスから教えてもらった。しかし実はお前はそもそも、そのガスパール・コエリョという人間ですらないのではないか、どこかですり替かわった別人なのではないか、とも。顔も名前も経歴もすべてが、他人から借りてきたもの、奪うばい取ったもので、実体がまるで見えないと。とりわけフロイスはお前の『顔』がザビエルとそっくりだということを、とても恐おそれている。魔術を用いて『顔』を奪ったのではないかと」

「魔術など用いてはいないさ。少なくとも、私自身の『記き憶おく』ではね」

「なぜ、異国の歴史を変えようとする。会ったこともない信奈になぜ、そこまでこだわる？　ザビエルの遺志は、信奈にキリスト教国家を作らせて、東洋の救世主プレステ・ジョアンに仕立て上げるなんてものじゃなかったはずだ！　ましてやオスマン帝国との戦争など、絶対にやらせるか！」

「それはフロイス自身の恐れ。ドミヌス会のコンキスタドール派がイスパニアやポルトガルの貴族どもや商人たちと結けつ託たくして、異国を植民地化し続けているという現状への罪悪感が、私という正体不明の人間に投とう影えいされているだけだ。もちろん、織田信奈が安土城炎上という運命を乗り越こえた結果、そういう未来が実現する可能性は高いがね。鎖さ国こくか、しからずんば、大航海時代に入門するか。ジパングが選せん択たくできる未来はとどのつまりこの二択しかないのだから。だが実のところ私は、キリシタンですらないし、神など信じていない。だが、織田信奈に十字軍を率いさせ、かつてアレクサンドロス大王が成し遂とげたように、東西文明の融ゆう合ごうを果たさせたいという確固とした意志だけは、ほんものだ──その結果、キリスト教が変質してカトリックとはまるで違ちがう性質のものになっても、構わぬ。問題は、織田家による征せい服ふく事業でも大帝国の建設でもなく、東西文明の融合そのものにある。混ぜてしまえば、そこに、『対立』はもうない。それこそが、このジパングをヨーロッパ人による植民地化の運命から脱だつ出しゆつさせる唯ゆい一いつの道だとは思わないか？」

　良晴には、わからないことだらけだった。

　この男は。この経歴不明の南蛮人は。いったい、どこから来て、どこへ向かっているのか。なにも、わからない。会って、ますます、わからなくなった。

「お前は未来を予測する観測術の使い手だと言ったな。そのプラトン立体を用いて。官兵衛に、あいつ自身の未来を見せた際にも、その石を使ったんだろう？　いったいなにものなんだ！」

「私は、ゴアに流れ着く以前の記憶をほぼすべて失ってしまっている。だから私の正体は、私にもわからない。ただひとつ、覚えていた言葉があった。それが……『ジパングのオダノブナ』だ」

「……『ジパングのオダノブナ』……!?」

「そう。私はかつて、記憶を失い、インドの海を漂ただよっていた。なぜ海で遭そう難なんしたのかも覚えていない。偶然、商人に拾われたのだ」

「なんだって？　記憶喪そう失しつ!?」

「私が、私を拾ってくれた商人……インドで貿易をしていたガスパール・コエリョと入れ替わったのは、その後のことだ。記憶を失った正体不明の男のままでは、ドミヌス会の幹部となりジパングへ向かうことはできない。だからガスパールの名を奪うことで、彼と成り代わった。私の失われた過去への手がかり、ジパングのオダノブナに出会うために」

　良晴には、ガスパールの正体が、いよいよわからなくなった。ガスパール自身が、己おのれの正体を知らないとは、想像したこともなかった。しかも、唯一の手がかりが「ジパングのオダノブナ」という言葉だったとは。

「それで……信奈にこだわり続けてきたのか」

「長い旅の過程で、私はきみよりもこの時代のジパングについて詳くわしくなった。織田信奈ときみの恋れん愛あいが、破は滅めつ的な結末を招くだろうと、私は推察した。きみを『天岩戸』から未来へ帰そうとしたのは、織田信奈に天あま照てらす大おお神みかみの奇蹟を再現させ、同時に二人の恋愛をすっぱりと天下の人々の前で終わらせることで、織田信奈を生きながらに神とし、天てん下か布ふ武ぶを一気に達成させるためだった。あの時点では、私にはきみを殺すという選せん択たく肢しもあったのだが、殺すよりもきみ自身の意志で未来へきみが帰ることが、織田信奈の運命を変えるためにもっとも効果的だと思っていたからね。しかし、きみは戻って来た。考え抜いた末に選択したはずの私の策は、裏目に出てしまった」

　しかも、きみは負傷し──毛利軍の船に拾い上げられた時に、記憶を喪失していた。

　私の新しい、そして恐ろしい疑念は、その時、生まれた。

「新しい、疑念!?」

「相良良晴くん。きみが記憶を失った時、私はある推論を閃ひらめいたのだよ。私自身がそうだが、記憶喪失とは脳の機能損傷だ。脳はわれわれが思っている以上に可か塑そ的な組織だから、多少損傷しても、別の部位が損傷した部位の機能を代用してくれることもある。しかし、それでも、損傷したことに変わりはない。だから、一説によると、いちど記憶を喪失した者は、記憶喪失が『癖くせ』になるという。腰よう痛つうや脚あしの肉にく離ばなれ、脱だつ臼きゆうなどが癖になるのと、同じにね」

「……ガスパール……お前は……お前が言おうとしていることは。まさか!?」

「相良良晴くん。人生にやり直しはなく、時間は巻き戻せない。この世界の理ことわりはそうなっているはずだが、二十一世紀からこの十六世紀の世界へと時空を遡さかのぼってやってきたきみは、その理を超こえた存在だ。どうやって『天岩戸』を開き、この時代に来られたのかは、わからないがね。しかし、来たことはたしかだ。天王寺で私が準備させた三種の神じん器ぎを用いて、二度目の『天岩戸開き』にも、きみは成功した」

　あの時は一かず益ますちゃんの血の力で……と良晴は反論しようとした。しかし、それでは一度目は、未来からこの時代へ来る時には、どうやって成功させたのだろう？　わからない。言葉に詰つまっているうちに、ガスパールは恐るべき言葉を解き放っていた。

「そこで、いちど時間を遡れた者ならば、『もういちど』遡ることも可能だと、私は推理した。もしも私の人生が、『二周目』だとしたらどうする？　記憶喪失に陥おちいった私がたったひとつ記憶していた『ジパングのオダノブナ』という言葉が──『一周目』の人生の最さい期ごに、刻み込まれた記憶であったとしたら？」

　まさか。

　ガスパールは、俺を謀ろうとしている。言こと霊だまだ。俺を混乱させようとしているだけだ。

　良晴とガスパールが、至近距きよ離りから、睨にらみ合う。

「……そうやって俺を疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥らせようとしているんだろう？　思わせぶりな台詞せりふは俺には通じないぜ。言うべきことがあるならば、はっきり言えよ、ガスパール」

「言ってしまえば我々はもう、後戻りができなくなる。それでも後こう悔かいはないのか、相良良晴くん」

「ない！　俺の目の前にどのような運命が待ち受けていたとしても──逃にげ隠かくれすることこそ、後悔になる！」

　良晴が、断言していた。

　ガスパールはついに、その言葉を、口にした。




「私は『二周目の相良良晴』だ。きみは、織田信奈の運命を変えることに『失敗』した。安土城は、炎上した。織田信奈はおそらく、天下布武を達成できずに、夢破れて死んだ。だが、きみは決して諦あきらめなかった──再び天岩戸を開いて時間を遡そ行こうし、『二周目』に挑ちよう戦せんしたのだ。しかしその際に心身に加わった衝撃のために、再び記憶を喪失してしまった。それでもきみの執念が、『ジパングのオダノブナ』という言葉だけを、忘れずに覚えていた。記憶は失えど、無意識のうちに織田信奈の救済という志をこんどこそ遂とげるために、万ばん難なんを排はいしてジパングへ渡わたってきた。それがつまり──私なのだ」




　良晴はすでに、ある程度、覚かく悟ごはしていた。ガスパールならばきっと、そう言うだろうと。だが、いざ実際に言われてみると、とても平静ではいられなかった。

「あ、新たな精神攻こう撃げきだろう、それは？　俺の思考を、お前はまた、お前自身に都合のいい方向に誘ゆう導どうしようとしているんだ。俺は、信じない。なぜならば──ガスパール。人生に『二周目』なんて、ない。人間の人生は、ただいちどきりだ。例外はない！」

「私は本気で言っているのだよ相良良晴くん。私は織田信奈を救うために、もう一度だけ機会を与あたえられた。しかし、どうやら武将『相良良晴』の生しよう涯がいは、既すでに戦国ジパングの歴史に深く刻まれてしまっていた。だから、私ときみとが、同時に存在してしまったのだ」

「お前のその言葉は、俺を追い込むための罠わなか、そうでなければ杞き憂ゆうだ。俺は、俺だ！　相良良晴だ！　俺の人生には、二周目など、ない！　たとえ二周目を選択できる権利を得たとしても、俺は、自分自身のこれまでの生き様を否定したりリセットするような真ま似ねは、絶対にしない。道どう三さんのおっさんや、松まつ永なが弾だん正じようや、大勢の散っていった人々から継ついだ遺志を、捨て去ったりできるものかよ！　人生は、ただいちどきりで、やり直しなどできない。だからこそ、価値があるんだ！　だからこそ、信奈を、心から愛することができる。お前は、この感情を、知らない！　天王寺で雑賀衆たちに包囲されて進しん退たい窮きわまった時の、俺と信奈が築いたあの一いつ瞬しゆんの記憶を、俺が忘れるはずがない！」

「毛利家へ流れた時に、きみは、忘れ去った」

「だが、取り戻もどした！　ガスパール！　お前がなぜ俺を直接殺さないのかが、やっとわかった。観測術が使えなくなるからというのは表向きの言い訳だ。ほんとうは、俺を直接殺せば自分が消しよう滅めつするのではないか、自分で自分を殺すというパラドクスに陥るのではないか、と疑って恐おそれているんだな？」

「観測術がきみに通じないというのは、噓うそではない。ほんとうなのだ。プラトン立体は、決してきみの姿を映し出してはくれないのだ。原因は、ふたつ考えられる。ひとつは、きみがプラトン立体が見ることのできる『本来の歴史』に存在しない未来人だから、という理り屈くつ──しかし、きみがいるこの世界こそが『本来の歴史』でありながら、私のプラトン立体ではきみが見えないという可能性もある。『占うらない師は自分の運命を占うことができない』という基本ルールが、観測術にもある。そうだ。私がきみならば、綺き麗れいに説明はつく」

「……ガスパール。ならばなぜ、九州で執しつ拗ように俺の存在を消そうとした？　とりわけ、宗麟と俺を二人きりにしたのはなぜだ。俺がもしも宗麟を抱だいて押し倒たおしていたら……」

「たしかに九州で、きみに試練を与えた。『先祖』である相良義陽と出会わせるという試練は潜くぐり抜ぬけるだろうと思っていた。互たがいに、男と女としてではなく、家族として惹ひかれ合うことになるだろうと予想はしていたよ。だが、あれほど女性として魅み力りよく的に育ちながら私によって恋愛を禁じられていて恋こいに餓うえ乾かわいていた大友宗麟は、絶対の切り札だった。きみが私でなければ、きみは牟志賀での一夜という試練を乗り越えられずに消えていたはずだ。きみだけが消えて、私だけがこの世界に残っていたはず。その時、私の疑ぎ惑わくは杞憂に終わるはずだった。しかしもしも、きみが私であれば──一いち途ずに恋人になってくれときみに懇こん願がんする大友宗麟を、きみは抱かずに、かつ、大友宗麟の傷ついた心を癒そうと奔ほん走そうする道を選ぶ。なぜならば──きみが私だったならば、きみは、織田信奈への一途な想おもいを守りきるはずだからだ。織田信奈を絶対に裏切らないからだ。きみがこうして九州から生せい還かんした時点で、私の疑惑は、確信に変わったのだ」

「つまりガスパール。お前もまた、信奈の運命を変えることに……自分のすべてを賭かけている、命を捧ささげているというわけか……」

「織田信奈の本来の『運命』は、なんらかの理由でジパングの歴史から抹まつ殺さつされるという結末だったのだろう。相良良晴くん、きみは彼女のその運命を書き換かえるために奔走した。が、主君である織田信奈と身分違いの恋に落ちた……その恋が、彼女を結局は破滅させる。織田信奈は天下の秩ちつ序じよを破は壊かいする魔ま王おうと恐おそれられ疑われ、『運命』に飲み込まれる。二周目の私が『宣教師』となり、織田信奈を英国のエリザベス女王のごとき『処女王』として育成しようと奔走してきた理由も、自分自身の顔を捨ててザビエルの顔を手に入れたことも、相良良晴の代わりに大友宗麟という同性の『伴はん侶りよ』を織田信奈のために育成しようとしてきたことも──私が二周目のきみならば、すべて説明がつく。織田信奈の生涯から『身分違いの恋愛』という過あやまった選択肢を排除することで、一周目の失敗を繰くり返すまい、と──織田信奈が抱いだいているきみへの恋愛感情に私が打ち勝つには、たしかに、ザビエルの顔が都合がいい。彼女が恋愛という感情を知る以前に、もっとも信しん頼らいしていた人間だから」

　織田信奈の運命を変えるためには、どうしても織田信奈が破滅する前にきみに消えてもらわねばならない、とガスパールは微笑ほほえんでいた。

「取り乱さないのだな、相良良晴くん。きみの精神力は私が想像していたよりも、はるかに強いようだ。修しゆ羅らの国・九州でさらに強くなった、と言うべきか。しばし、織田信奈の運命をきみに委ゆだねよう。残念ながら本州での武家同士の決戦に、南なん蛮ばんの宣教師が直接参加する機会はない……今は、きみが奔走するべき時だ。だが『安土城炎えん上じよう』の未来は、必ず私が阻そ止ししてみせる。私の正体がきみであろうとも。私自身が消え去るとしても」

「俺とともにこの世界から消滅する覚悟は、できているんだな」

「そうだ。きみは織田信奈の救済に、すでに失敗した。天岩戸を開いて織田信奈との恋を天下万民の前に晒さらした瞬間にね。必ずや、あの一事が彼女の破滅の原因となる。この私が、きみの意志を引き継ぎ、きみが為なすべきだったことを、為そう。私の目的は、織田信奈を生かすことだ。彼女さえ生きてくれれば、それでいい」

　だが今は、八はつ方ぽう塞ふさがりとなっている織田家の軍事的・政治的危機を救わねばならない。その任務は南蛮から来た異国人の宣教師には難しい。日ノ本人であり織田家の部将であるきみの尽じん力りよくが必要だ。だから、今はまだきみを生かしておこう──。




　　　　※




　ガスパールとの会見を終えて船に戻って来た良晴を待っていたものは──こちらの船に移ってきたフロイスと義陽との仲なか違たがい場面だった。家久は、船室で遊び盛ざかりの虎之助と弥九郎の相手をさせられているらしい。

「良晴、この南蛮娘むすめはお前のなんだ？　もしかして愛人なのか？　相良家に異国人の血を入れるななどと古ふる臭くさいことは言わぬが、この巨きよ乳にゆうはいくらなんでもやりすぎではないか！」

「ですからヨシヒさま。わたしはヨシハルさんの愛人ではありません～。わたしの胸が大きいのは、決してヨシハルさんを誘ゆう惑わくするためでは……ううう」

「噓うそをつけ！　私は姉として良晴の性せい癖へきを細かく調べているのだ！　露ロ璃リ魂コン疑惑もあるが、良晴がなによりも嵌はまりやすいものは──巨乳と金きん髪ぱつ。どうやらこの二つの要素は、未来人男子のたしなみらしいのだ。どちらも私にはないものだけに、許しがたい！」

「よよよヨシハルさんが『おっぱい星人』であることは否定できない事実ですが、わたしたちはそういう関係ではありません。誤解なんです～」

「貴様、良晴の子を孕はらんでこっそり産み落としたな！　そうでなければこれほど胸が不自然に大きくなるはずがない！」

「ちちち違ちがいます～！　ああ。わたしがもし赤ちゃんを産んだら……いったいこの胸はどうなってしまうのでしょうか……ううう……」

「良晴。この者はこう言っているが、ほんとうのところはどうなのだ？　このこと、下手をすれば相良家の跡あと取とり問題に発展する。申し開きをせよ」

　しかし良晴はまだ、ガスパールの言葉から受けた衝しよう撃げきから回復できていない。義陽の言葉に返事をする余よ裕ゆうが、なかった。

（ガスパールの正体に関するこの件を誰だれかに打ち明ければ、「宇佐八幡の予言」がそうであったように、ただの言葉が、「事実」へと変質していくかもしれない。その種の言こと霊だまの呪のろいを、俺は受けたらしい。宗麟が食らった「宇佐八幡の神託」よりも、さらに重い言霊かもしれない……宗麟の苦く悩のうがどれほどのものだったのか、やっと理解できた気がする）

　ガスパールはほんとうに、「二周目の俺」なのか。ならば俺は失敗するのか。信奈との禁じられた恋が、結局「本能寺の変」という運命を引き寄せてしまうのか。ならば俺は、この織田家包囲網もうを破って天てん下か布ふ武ぶを達成すると同時に、潔いさぎよく歴史から退場して信奈をガスパールに……二周目の俺に託すべきなのか。それとも──。

「どうした、良晴？　ガスパールに脅おどかされたのか？　顔色が悪いぞ」

「ヨシハルさん？　ずいぶんと悩なやんでおられるようですが、どうなされたのでしょうか？　ガスパールさまはやはり、ジパングをキリスト教国家と為なしてオスマン帝国との宗教戦争に利用しようと……？」

　左ひだり腕うでを義陽に、右腕をフロイスに摑つかまれて、やっと良晴は現実に戻もどることができた。

「宣教師！　良晴の腕に胸を押しつけるな！　貴様、やはり良晴の愛人なのだな！」

「ち、違います。わざとじゃないんです。腕を組むと、大きすぎる胸が……」

「それは、徳千代よりも胸が薄うすい私に対する宣戦布告なのだな？」

「……待ってください、ヨシヒさま。ヨシハルさんの具合が妙みようです。わたしの胸が肘ひじに当たっているのに、鼻の下を伸ばしません。おかわいそうに。ガスパールさまとの会見で、よほど恐ろしい思いを」

「なんだお前は。やはり良晴の愛人ではないか！」

　良晴、いったいなにがあった？　ガスパールはなにを語った？　と義陽に問われた。良晴は、フロイスと義陽の顔を交こう互ごに見つめながら、かろうじて語った──。

「ガスパールは、日ノ本を侵略してヨーロッパの植民地にしようと企たくらむコンキスタドール派の一員ではなかった……俺と同じに、戦国日ノ本の世界を放浪している孤独な男だった」

　そうなのですか？　それがほんとうでしたら、ジパングのために喜ぶべきことだと思いますが、とフロイスが瞳ひとみを輝かがやかせた。

「ああ。あいつがほんものの悪人ならば、大友宗麟を違う形で洗脳していたはずだ。たとえば、近衛のおっさんがやろうとしたように、色恋に絡からめてしまえば簡単に宗麟を操あやつり人形にできた」

「そ、それはそうですね。オオトモさまは、恋愛に憧あこがれておられました。強ごう引いんなコノエさまはダメダメでしたが、ガスパールさまがその気になれば虜とりこにできたかもしれません」

「だが、あいつは自分の信念に基もとづいて、敢えてそれをしなかった。ほんとうに宗麟を信奈の『伴侶』にするつもりで、宗麟をむしろ男から遠ざけてずっと守っていたんだ」

「たしかにガスパールさまは、ノブナさまを新世界のアレクサンドロスとして育成したい、東西世界の文化を融ゆう合ごうさせたいと言われていました。そして、アレクサンドロスにはヘファイスティオンが必要だとも、仰おつしやっていましたが──」

　待て。アレクサンドロスとヘファイスティオンとは誰だ？　南蛮人と未来人にとっては有名な人間なのかもしれぬが、私にはわからんぞ、と義陽が尋たずねていた。

　フロイスは、古代マケドニアの英雄アレクサンドロス大王について、簡単に語った。人類史上初の「世界帝てい国こく」を築いた戦士にして王。西のギリシャ世界と東のペルシア世界を統一して、分ぶん裂れつしていた人類の文明をひとつにした英えい雄ゆう。

「それまでは別々の世界だったギリシャ、小アジア、エジプト、ペルシア、中央アジア、そしてインドまでを征せい服ふくした伝説の大王です。若くしてあっけない死を遂とげ、その帝国は分裂して失われてしまいましたが、アレクサンドロスは世界征服の途と上じようで各地に都市を建国し、東西文化を融合させました。インド遠征の途上で兵たちが『これ以上は戦いたくない』と遠征を拒きよ否ひしていなければ……あるいはアレクサンドロスが短命でなければ、さらに東進してインドから唐国までを統一していたかもしれません」

「なるほど。ガスパールは、織田信奈を第二のアレクサンドロスにしようとしているわけか。しかし、ヘファイスティオンとは？」

「アレクサンドロスの忠実な家臣で、分身とも言えるお方だったそうです。一説によれば同性でありながら愛し合っていたとも……ヘファイスティオンが病びよう没ぼつしたことで、アレクサンドロスは精神の安定を失ったのだとも」

「それでは、大友宗麟と織田信奈をつがいにしようとしているのか、あの宣教師は？」

「つがいではありませんが、オオトモさまをノブナさまの『親友兼けん側近』にしようとされていたようです。ジパングのクイーンは英国のエリザベス女王のような『処女王』でなければならない、という信念をガスパールさまは抱いだかれているようです。ヨシハルさんを執しつ拗ように敵視するのも、ノブナさまと恋に落ちているからでしょう」

「たしかに織田信奈が天岩戸を開いて良晴との恋に落ちていると天下に宣言したことが、こたびの織田家包囲網が強力になった原因のひとつではあるが……良晴？　ガスパールとの対話の内容は、それだけか？　他になにか言われなかったか？　お姉ちゃんに隠かくし事は無用だぞ。私を頼たよってくれ」

　いずれすべて教える、義陽ねえさん。でも今は織田家包囲網との決戦に全力を注ぎたい。全力を注がねば、この危機は打開できない。だから少しだけ待ってくれ。それほど重大な秘密をあいつは語ったんだ──もっとも、その言葉は確定した「事実」ではなく、あくまでも奴やつ自身の「推測」なんだが、と良晴は答えていた。

「なんだ。確証のある言葉ではないのか。ならば、奴の言葉は噓うそかもしれぬではないか」

「はい。あのお方は、言葉で人の心を操る術すべに長たけたお方ですから」

「いずれにせよ織田家包囲網との決戦が終わるまでは、あいつは俺を消すつもりはない。今もしも相良軍団を率いる俺が倒たおれたら、織田家も信奈も滅ほろぼされてしまうからだ。それは間違いない」

　良晴。ならば今は尋ねまい。家久たちを呼んで、四方を敵に包囲されている織田軍をどう救きゆう援えんするかについての軍議に移ろう。ただ、あまり考えすぎるな。一人で悩むな、お前は一人ではない、と義陽が良晴の頰ほおをそっと撫なでていた。

「ありがとう、義陽姉さん。ただ……これだけはわかった。ガスパールは、現在をも未来をも生きられない孤こ独どくな男だ。自分自身が誰なのかを見失った時から、あの男は過去をしか生きられないんだ」

「そうか。あれはあれで、哀かなしい男なのだな……」

「……ご自分の過去や名前や顔まで捨てられたお方ですからね。なぜあのお方があれほどにノブナさまに固こ執しつされるのかわかりませんが、わたしは今までも、そしてこれからもヨシハルさんを応援しています。ノブナさまを処女王に祀まつり上げて孤独な『神』にしてしまうよりも、ノブナさまには人間の女の子として生きていただきたいのです。そして、時代のはるか先を生きているノブナさまには、未来から来たヨシハルさんが必要なんです」

「ありがとう。フロイスちゃん」

　良晴は、気づいた。そうだ。ほんとうに信奈にとって必要な者は、過去を生きるガスパールではなく、未来から来て「今現在」を生きている、俺だ。

　良晴は、理り屈くつではなく、そう確信していた。

　ガスパールの正体がほんとうに「二周目の俺」だとしても、俺は最後まで俺の信念を貫つらぬく。信奈の「運命」を変えるために、俺は来た。どこまでも突つっ走ぱしる。たとえその結末が、もう一人の自分との対決なのだとしても。

「現在、東国戦線ではノブナさまが、丹波ではアケチさまが窮きゆう地ちに陥おちいっています。わたしたちは、最初にどちらを救援するかを決めねばなりません」

「フロイスちゃん、義陽姉さん。俺はあくまでも落ちてくる実を全部取りする。後こう悔かいを残さぬように、全力で最後まで。十兵衛ちゃんと信奈を同時に救援する方法を見つけ出そう」

「お前らしいな。やっと元気が出てきたようだ。やはりフロイスのふくよかな胸がお前に生きる力を与あたえているのか？　お姉ちゃんは悔くやしいぞ。熊くま肉にくをもっと食べて胸を育てねば」

　義陽はずっと、青ざめていた良晴の頰を撫で続けてくれている。

　良晴は思った。俺は一人じゃない。俺の志、俺の夢は、俺一人のものじゃない。九州で俺は義陽姉さんという得がたい家族と出会うことができた。官兵衛は天下一軍師として開花し、家久も俺を追いかけてきてくれた。俺「たち」は信奈を待ち受ける「運命」に勝てる。たとえガスパールが「二周目の俺」であり、「未来の俺」なのだとしても──俺たちは、あいつに勝つ。信奈を、孤独な処女王などにはさせない。俺が俺を倒たおした結果、信奈の隣となりに最後に立つ男が俺でなくなったとしても──。

「──相良氏。どうやら、いよいよ最後の正念場が来たようでござるな」

　船室からいつの間にか帆柱のてっぺんに登っていた五右衛門が、良晴に声をかけてきた。

「五右衛門？　お前もしかして、ガスパールの船に忍しのんでいたな！　ガスパールの正体を、知っているのか？　あいつの言葉は、ほんとうなのか？」

「いや、それがしにもまだ確証はありませぬ。ただ……」

「ただ？」

「戦国時代に来て以来──相良氏は、まことに強くなられたでござる。拙せつ者しやもまた、二つのみをひろってみようときめたでごじゃるよ」

「二つの実？　それってもしかして、生き別れとなっているという……」

「うにゅう。今は織田家が複数の戦線で危地に陥っているゆえ、拙者個人の件についてのしょうさいは、いじゅれまた」

「……そうか。無理に喋しやべれと言ってもお前がそう言うのなら、今は喋らないんだろうな。死ぬなよ、五右衛門」

「うにゅ。承知つかまつった」

『今』を生きるために捨てた『過去』。会えば戦わねばならぬ故ゆえ、これまで避さけておりました。しかし拙者とて、『過去』と『今』をともに生きられるはじゅ。そのことをさがらうぢが拙者に教えてくれたのでござるよと五右衛門は内心で述じゆつ懐かいしながら、微笑ほほえんでいた。







　　　巻ノ四　相良さがら良よし晴はるの帰き還かん







　三み河かわ、設楽したらが原はらの合戦場。

「左近。徳とく川がわ家との同盟は破は棄き。撤てつ退たいするわ」

　戻もどって来た信のぶ奈なのこの言葉に、滝たき川がわ一かず益ますは驚おどろき、茶器を手から落としていた。




　ここで少しだけ時間を戻す。実は信奈が家いえ康やすの陣じんに到とう着ちやくするよりも早く、家康の忠実な忍しのびである服部はつとり半はん蔵ぞうと、親衛隊長の本ほん多だ忠ただ勝かつの二人が、抜ぬけ駆がけの奇き襲しゆうを敢かん行こうした家康と本多正まさ信のぶを詰きつ問もんしていた。

　忠勝は「松まつ平だいら家の犬」を自称し槍やり働きに専念しているため、このような軍議でも口数が少ない。半蔵が忠勝の言葉を代弁し、家康と正信に「これは、いったいなにごとでござる」と問いただしたのだ。

「姫ひめ。われらは連合軍。織お田だ方に無断で開戦するとは、これは織田家への裏切りにも等しい暴挙ですぞ」

　松平元もと康やす改め徳川家康は、「すべては弥や八はち郎ろうさんの策なんですよ」とだけ答えた。弥八郎とは、本多正信の渾あだ名なである。家康と弥八郎は、三河本ほん猫びよう寺じ一いつ揆き以来、長らく「たぬき派」「猫派」という信しん仰こう上の対立によって離はなれ離ばなれとなっていたが、幼なじみなのだ。

「本多正信！　うぬの入れ知ぢ恵えか。長年にわたる織田家と松平家の同盟関係を破は綻たんさせるつもりか。姫は今まで、戦国の世にも希け有うな律りち儀ぎを最大の売りものとしてきたというのに。申し開きせよ！」

「はぁい。服部半蔵どの。もはや忍びの出る幕ではありません。この本多正信が家康さまの軍師となったからには、徳川家を生まれ変わらせます……当家はすでに松平家ではなく、徳川家です。松平家は内ない紛ふんによって先代も先々代も家臣に暗殺されたという悲劇の家。酒さか井い忠ただ次つぐら三河以来の郎ろう党とうどもは、家康さまを侮あなどっております。しょせんは三河の国こく人じん体質から抜ぬけきれぬ古くさい者ども。織田信奈が絶対的な権力を握にぎり、独裁体制を敷しいて、氏うじ素す性じようにかかわらず有能な家臣を取り立てみるみる数百万石にまで領土を拡大した織田家との決定的な差を見てください。われらが姫はかねてより、徳川と改名し、松平宗家として三河遠江の絶対的な主君に君臨しようとしておりました。それをあなたたちが邪じや魔まだてしていたのです。とりわけ半蔵。あなたは、三河万まん歳ざいで稼かせぎましょうなどと……姫は漫まん才ざい師しではありませんし、織田家の家臣でもありません。織田と徳川とは、対等な同盟者だということをお忘れか」

　本猫寺一揆を戦ってきた本多正信は、武勇こそないが、幾いく多たの実戦で経験を積んでいた。それも、織田信奈率いる精強な天下人軍団を敵に回しての戦いが主だった。三河を飛びだして諸国を放ほう浪ろうしたことが、むしろ軍師として正信を大きく成長させていた。なによりも──流る浪ろうの一時期、あの松まつ永なが弾だん正じよう久ひさ秀ひでのもとに仕官した経験が、正信を変えた。忠義と突とつ撃げきあるのみの三河侍ざむらいに限界を感じ、「軍師」として生きる道を選せん択たくしたのだ。

「松平家は、今いま川がわと織田との合戦の際に、織田に賭かけた。そして成功した。にもかかわらず本多正信。うぬは三河を飛びだして一揆などを」

「『徳川家』です半蔵どの。同盟の結果、織田家だけが拡大しました。これは、桶おけ狭はざ間までの賭けに勝ったというあなたの油断のため。織田信奈は、徳川家に武たけ田だ信しん玄げんという最強の敵をぶつけ、その隙すきに自分は畿き内ないを切り取っていった。その間、徳川が手に入れた領土は、遠江のみ。気がつけば両家には圧あつ倒とう的な差がつき、もはや徳川は織田の家臣同然の扱あつかい」

「たしかにそれはそうだ。しかしながら、姫は律儀という得がたい評判を得た！」

「この本多正信が帰参したからには、武辺者の集団にすぎなかった徳川家のやり方を根底から改めます。姫を『徳川家康』と改名させ、松平家とは別格の絶対的な主君へと格上げしたのも、その一いつ環かん──そうそう。改名にはもうひとつ理由が。関白近この衛え前さき久ひささまいわく、清せい和わ源げん氏じ・世せ良ら田だ家の流れを汲くむと自称する松平家には、三河守かみになる資格がない。三河守は藤ふじ原わら氏でなければならない。しかしながら、同じ世良田家系でも藤原氏に繫つながる徳川家ならば三河守を名乗れるということで、姫がやまと御ご所しよより正式に三河守に叙じよ任にんされるためにはどうしても『徳川』に改名せねばならぬのです」

「ではなぜ、勝手に開戦した。織田信奈は武田の最強騎き馬ば隊たいに対して、なにやら策を立てていた模様。だが、まだその準備が終わっていない！　今、武田騎馬隊が全軍で突進してきたら、織田軍も徳川軍も揃そろって壊かい滅めつするではないか！」

「まもなく織田信奈が血相を変えてこの本ほん陣じんに飛び込んできます。その時にわかります……こたびの戦いくさで再び『賭け』をやるのです、服部半蔵どの。桶狭間で賭けに勝ったからといって、そこで満足していては徳川家は結局、織田信奈の一家臣にされてしまう。この設楽原こそが、好機。目の前に展開する武田軍を利用し、姫の律儀の評判を穢けがすことなく、織田家との同盟関係から離り脱だつするんです」

「離脱して、いかがする!?」

「はぁい。日ひ和より見みですよ。勝つほうに、乗るんです」

「馬鹿な。それは、かかる決戦の場において最悪の手だ。姫が築き上げてきた律儀の評判がそれこそ地に落ちる」

「そうさせぬよう、この本多正信が策を巡めぐらせ、織田信奈を誘ゆう導どうするわけです」

　頰ほお当てで素す顔がおを隠かくしたままの本多忠勝が、この時、正信の隣となりに悠ゆう然ぜんと腰こしを下ろしている徳川家康をちらりと見て、そして、呟つぶやいた。

「……これほど追い詰つめられていながら、爪を嚙かんでいない。この姫は……偽にせ者ものだ」

　半蔵が、思わず、

「そうか！」

　と膝ひざを叩たたいた。

「本多正信！　この者はうぬが連れてきた、世良田二じ郎ろう三さぶ郎ろうとか申す姫の影かげ武者だな！」

「はぁい。さすがは平へい八はち郎ろう。よくぞ見抜きました。一月は誤ご魔ま化かせるかと思っていたのですが」

「忍びである俺ですら見抜けぬほどに、瓜うり二ふたつだ。姫と幼なじみの織田信奈ですら、見抜けぬだろう。犬の如ごとく姫に侍はべり仕えてきた忠勝のみが、見破ることができたのだ。ほんものの姫を、いずこに隠した!?　よもやこのどさくさ紛まぎれに主家を乗っ取るつもりならば、貴様らを斬きる！」

「……まさか。姫は、この正信の無二の親友。事態が収まるまで、しばらく大人しくしておいてもらうだけです。『この期ごに及およんで織田家との同盟を解消するくらいならば、吉きち姉さまとともに戦ってここで死ぬる死ぬる』と騒さわぎたてましたので」

「さては貴様。姫を説得できず、いずこかへと押し込めたのだな！」

「すべては姫のため。いずれにせよ設楽原で織田信奈の『開戦準備』とやらを待ってから開戦すれば、織田軍がたとえ勝てたとしましても、その時には畿内の情勢のほうが手て遅おくれとなっておりますゆえ」

「畿内？」

「織田と武田がここで膠こう着ちやくしつつ死し闘とうを繰くり広げている隙に、毛利が西から畿内へ進軍します。小こ早ばや川かわ隆たか景かげは西国きっての知ち謀ぼうの持ち主。おそらくは、京を迂う回かいして一気に安あ土づちを窺うかがいましょう。故ゆえに、設楽原より早々に撤退させたほうが、織田信奈さまにとっても、長い目で見れば得策なのです」

　正信は、忠勝いわく「腸の腐ったような奴」。要は謀略を練ることが生きがいといえる腹黒い策士だが、この世で正信が友と慕したっているただ一人の人間、つまり家康にだけは危害を加えることはないはずだった。三河で本猫寺一揆に参戦した際も、家康と直接戦おうとはしなかった。姫はご無事だ、と半蔵はうなずいた。

「しかしそなた。東国にいながらにして、毛利の動きをなぜそこまで摑つかめる？　伊い賀が者や甲こう賀が者を雇やとっているわけでもあるまいに」

「……傀儡くぐつ……」

「傀儡？」

「はぁい。生命を持たず、『気』を発しない傀儡こそ、最高の間かん諜ちよう。惜おしむらくは大地の『気』が涸かれ、あまり長い時間は稼か働どうできぬことですが」

「幻げん術じゆつ遣つかいなのか、うぬは!?」

「はぁい。大和やまとの弾正どののもとで、少々」

「……俺のような忍びは、情報を盗ぬすみ、主命を果たすことに命は懸かけても、かかる大戦略を描えがくことはできぬ。三河侍はみな、武辺者……うぬはこの松平家、いや、徳川家に欠けていた存在だな、たしかに」

　半蔵は、苦く渋じゆうの決断をした。

「準備不十分な今開戦すれば、われらは武田騎馬隊に敗れる。あの三み方かたヶが原はらと同じ結末に……徳川家と姫の命を守るためには、今はうぬの策に乗るしかあるまい……だがうぬに従うのではない。姫の居場所がわかれば、必ず奪うばい返し、貴様と偽者を誅ちゆうする」

「伊賀甲賀の忍びをどれほど用いても、即そく座ざに姫を見つけるのは無理な話ですよ。数ヶ月はかかるでしょう……さて、織田信奈がこちらへ向かっているようです。半蔵、平八。いったん席を下がるように。姫の正体が影武者だと知っている者が同席すれば、織田信奈に気け取どられますからね」

「くっ。狸たぬきめ！　貴様は必ず成敗してやる。伊賀甲賀の名にかけて、必ず姫は見つけ出す。その時、平八郎忠勝の蜻蛉とんぼ斬ぎりから逃のがれられると思うな」

「はぁい。ご随ずい意いに。心ならずも一揆に加わって姫に楯たて突ついたそれがしですもの。徳川家を……姫を天下人とするためならば、のちのち斬られようともいっこうに構いません」

「……天下人!?」

「そうですよ。織田と武田、上うえ杉すぎ、毛もう利りを一堂に会させて、そして徹底的に嚙み合わせてことごとくを消しよう耗もうさせ、倒たおさせていきます。そして最後に生き残る者は、天下分け目の決戦の大波をうまく渡わたりきった家康さま。一揆衆に参加しあちこちを放浪しながら、ずっと考えていた策です。むろん、姫は織田信奈の妹分を自じ任にんしておりますので、了りよう承しようしてくださいません。一揆戦のさなかに世良田二郎三郎に出会っていなければ、実行はあきらめておりましたが。これも、天運」

　しかし、似ている。あまりにも似ている。この俺の目をもってしても見分けがつかぬとは。織田信奈でさえも気づけまい、と半蔵は唸うなった。

「……世良田二郎三郎。うぬは、いったいなにものなのだ。他人のそら似なのであろうが、それにしても……」

「ふふふ。『世良田二郎三郎』とは、いかにも徳川家の一族であるかのように聞こえますが、これは弥八郎さんがつけてくれた名前。この『家康』はもともと、どこの誰だれとも知れぬ、ささら者ですよ。この乱世で食いつめて、本猫寺一揆に加わっておりました」

「はぁい。この者は、それがしの謀略を為なすために、天が徳川家に与あたえてくださった影武者。それがしは一揆を指揮するために諸国を放浪しながら、あの相良良晴が隠し通している『未来』の結末に辿たどり着いたのです。未来知識を駆く使しして織田信奈の天下盗とりを強力に補ほ佐さする相良良晴。織田信奈と大おお友とも宗そう麟りんによる親キリシタン派ジパング政権の樹立を画策する南なん蛮ばん宣教師ガスパール。さらには……おっと、これはまだ言えませんね。ともあれ、諸国に散らばる、未来に関するいろいろな情報を総合した結果、それがしはひとつの結論を導き出しました。織田信奈は、近々滅ほろぶのです。天下は、最終的には徳川家のものに──未来は確定しておりませんから十割とは言いませんが、九割方、間ま違ちがいありません。しかし織田信奈を姉と慕っている姫自身には、天下を盗るおつもりがない。頑がん固こにも、一割の可能性しかない、異なる未来を姫は選ぼうとなされている。ならばしばらくの間、それがしと影武者・二郎三郎とで徳川家を動かし、姫に天下を。そう決めたのです」

「……天下が……徳川家のものに、だと？　信じられん!?　あの、三河万歳と米の売り買いに終始している、姫のものに？」

「はぁい。未来人の相良良晴と南蛮宣教師のガスパールがなぜ、織田信奈のためにこれほど奔ほん走そうするか？　それは、彼らが未来への流れを強ごう引いんに変へん更こうしなければ織田信奈は天下を盗れないからです。彼らは、未来を知っているんですよ半蔵。相良良晴は、姫の徳川家康への改名に難色を示していた、とも聞き及んでおります。それはおそらく──『徳川家康』こそが、彼が知っている未来における天下人だからです。姫に改名されてしまえば、未来がいよいよ定められた方向へと突つき進んでしまうからです。そうとしか考えられません」

「いや、それだけでは証しよう拠こにならぬ。うぬは占うらない師ではない。冷れい酷こくなれど知謀に長たけた軍師だ。まだ伏ふせている、決定的な証拠となる情報があるのだな。教えろ！」

「あのですねえ。切り札には、使いどころというものがあるんです。そもそもうかつに外部に漏もらしたら、効力がなくなっちゃうじゃないですか。まだ言えませんよ」

　本多忠勝が「奸婦め」と本多正信を睨にらみつけるが、正信はどこ吹く風とばかりに笑っている。二人はほんものの主君を発見し奪だつ回かいするまで、正信に逆らうことができないのだ。

　徳川家康が「うふふ。吉姉さまの説得はお任せしますよ、弥八郎さん」と腹黒い笑えみを浮うかべていた──。

　──ここまでは、信奈が知る由よしもない徳川家内部での秘密会談の内容であった。




　そしてここから先が、信奈が一益に語った「同盟破棄」に至る経けい緯いである。

　設楽原での対武田騎馬隊戦術を覆くつがえされて追い詰つめられた織田信奈が徳川家康の陣に飛び込んできたのは、半蔵と忠勝が「今は従うしかあるまい。だが姫に危害を加えれば」「即座に殺す」と言い残して陣から去った直後だった。

「竹たけ千ち代よ！　別働隊をすぐに引き返させなさい！」

　家康と本多正信はこの時、家康が改名したこと、そして武田信玄率いる織田包囲網もうの黒幕が「影の軍師」こと信玄の父・武田信のぶ虎とらであることを信奈に明かしたのだった。

　そして──武田との全面激げき突とつを回かい避ひしたいならば、設楽原から急いで撤てつ退たいすればよかろう、と信奈に戦場からの即時撤退を持ちかけたのだった。

　信奈の視界が衝しよう撃げきで真っ暗になっていったのは、この時である。

（……良晴……お願い……早く、来て……十じゆう兵べ衛えを……わたしを……助けて……！）

　家康は、呆ぼう然ぜんとしている信奈の前で、淡たん々たんと述べた。

「徳川家はこれまで、織田家を武田家の脅きよう威いから守るための『堤つつみ』として、『壁かべ』として、いいように利用されてきましたよね、吉お姉さま。われらは三方ヶ原で奮戦玉ぎよく砕さいした時点で、もう織田家への恩義は返したと思うんですよね～。そうよねえ、弥八郎？」

「はぁい」

「吉お姉さま。この家康には悪あく癖へきがありまして、追い詰められると、死ぬる死ぬると叫さけびながら目の前の大敵に特とつ攻こうしてしまうんですよ～。気が弱いからでしょうね～。桶狭間でも義よし元もとさまが敗れたと聞いて慌あわててしまってすっかりそうなりましたし、三方ヶ原でも武田信玄が目の前を通っていくのを見て激高して突とつ撃げきしちゃいました。今回もそうなんですよ～。吉お姉さまはまだだまだ早いと仰おおせでしたが、もう耐たえきれなくなっちゃって、つい酒井忠次に特攻を命じちゃったんです」

　もう乱世は嫌いやだあ死ぬる死ぬる！　と叫びながら唱える「厭おん離り穢え土ど欣求ごんぐ浄じよう土ど」の八文字が、わが徳川家の座右の銘めいですから、と家康は信奈に申し開きを続ける。信奈は（竹千代はそんなに弱くない。いちどは錯さく乱らんするけれど、その後は見事に立ち直る精神力の持ち主のはずなのに。今までだって、死ぬる死ぬると騒さわぎながら、そのたびに精神力を振ふり絞しぼって勇ゆう敢かんに戦い、生き延びてきたはず）といぶかしんだ。だが、すでに、賽さいは投げられたのだ。酒井忠次隊が武田軍の背後を落とせば、武田騎馬隊はまだ防備を整えていない織田・徳川方の陣じんへ向かって突進してくる。そうなればもう、破は滅めつは見えている。また、もしも酒井忠次隊が全滅すれば、織田・徳川軍の士気は壊かい滅めつ的に低下し、支えきれなくなる。いずれにしても、設楽原に対武田騎馬隊用の「防衛陣」を建築して騎馬隊を三千丁の種たね子が島しまで倒すという信奈の大戦略は、完全に破は綻たんした。

　信奈は眩暈めまいを覚えながら、それでもかろうじて、堪たえた。

　並の姫ひめ武将ならば、幼なじみがこの土ど壇たん場ばで事実上裏切ったという衝撃に打ちひしがれて、立ち上がれなくなっていたはずだった。

　が、信奈は、超ちよう人じん的な闘とう争そう心しんと勇気を奮い起こして、己おのれの心を支えた。

「……デアルカ。つまり、敗戦が確定したこの戦場から撤退するならば、織田家のほうから、同盟解消を申し出ろと、そう言うわけね。竹千代。そして、本多正信。徳川家はあくまでも武田と戦うと言い張り実際に兵を出したが、わたしが武田との対決を回避するために同盟相手の徳川家を捨ててまで退いたと、そういう形式に持っていきたいわけね」

「そういうことです、吉お姉さま。さすれば」

「それでこそ両家はとりあえずの滅びを免まぬがれ、そして、姫の律りち儀ぎ者という評判も、守られますゆえ」

　家康と本多正信が、同時にうなずく。

　本多正信は徳川家に帰参して間もないはずなのに、息が合いすぎていると信奈は疑った。

　が、家康が影かげ武者であるとは、思えない。仮に本人に生き写しの影武者であるとしても、本人が消えている以上は、目の前の家康こそがほんものなのである。服部半蔵も、本多忠勝も、酒井忠次も、この家康を主君と認めて仕え続けているのだから。

「……織田軍が撤退すれば、即座に……武田信玄に降伏するつもりなのね」

「はぁい。織田軍に見放された以上、なおも武田と戦い続ける義理は姫にも徳川家にもございませんからね、信奈さま。ですが、条件次し第だいでは武田方からのちのちに再び織田方へ寝ね返がえるということも……つまり、すべては八や百お長ちよう。ここで袂たもとを分かつという芝しば居いを打つ、ということです」

「どういう条件かしら、正信？」

「いずれ機を見て織田方に帰参し武田を甲か斐い信濃しなのへ押し込めることができれば、今は北ほう条じよう家がその大部分を支配している関かん八はつ州しゆうの地を、徳川にいただきたい。武蔵は湿しつ原げんばかりで未み開かい拓たくですが、わが姫と徳川家臣団ならば、開拓できましょう」

「東国に、天下人に並ぶ大勢力を築くつもり？　欲深ね、本多正信」

「日ひノ本もとの東は徳川が受け持ち、西は織田が受け持つ。同盟当初の約定通りとなるだけですよ」

　本多正信がこの強欲な提案を持ち出した最大の理由は、信奈に「この徳川家康は偽にせ者もので、自分を滅ぼそうとしている」という正信と家康が抱いだく真の野望を悟さとられないことにあった。信奈は、知ち恵えが回る。「もはや織田と徳川はこれまで」とあっさり手切れしてしまえば、物証はなくとも家康が偽者なのではないかと気づくかもしれない。また、なにがなんでも織田と手切れしたい理由が家康側にあると察知し、いずれは謀ぼう略りやくの真相に辿り着く。しかし、正信が「当家は武田と織田の間で二ふた股またをかけたいのだ、武家の故郷とも言える関東が欲ほしいのだ」と強ごう欲よくさを見せ、しかし日ノ本すべてを統すべる「天下人」の座までは狙ねらっていないという中ちゆう途と半はん端ぱな野望を剝むき出しにすれば、「家康はともかく、策士の正信ならばいかにも考えそうなこと。織田と武田。天下人の座がどちらに転んでも、徳川家は生き延びられる」と納なつ得とくさせられる。未来人の良晴がこの場にいれば、正信の真の狙いが「天下」であることを察知できただろうが、その良晴はまだ本州への帰き還かんを果たしていない。

「……デアルカ。わたしが断れば、織田も松平も共とも倒だおれね。了りよう解かいしたわ」

「徳川です、信奈さま」

「それでは、ここでいったん織田と徳川の同盟を破は棄き。織田軍が撤退を終えたらすぐに、武田に降くだりなさい。織田軍は尾張を経由して美み濃のまで撤退する。武田と織田の決戦は、再び美濃で行われることになるわ。蝮まむしと山本勘助が決着をつけられなかった、美濃でね……」

「はぁい。美濃こそは天下の臍へそ。そうなりましょう。おそらく武田信玄は、われら徳川軍を先せん鋒ぽうとして東海道を進ませて尾張を奪取させ、尾張から美濃へと進みましょう。なに、清きよ洲す城と清洲の町は焼き払はらいません。武田信玄もまた、せっかく繁はん栄えいしている町を焼くことをなによりも嫌きらう武将。ご安心を」

「……せいぜい、時間を稼かせいでもらいたいわね。本多正信、あんたが軍師役についた徳川家は、もはや当てにはならないけれどもね。あんたは竹千代のもとを離り脱だつして、長らく本猫寺一いつ揆きに参加していたのよね。弾正のもとに仕官していたこともあったようだけれど、その弾正も織田家に謀む反ほんして滅ほろびた……もしやあんたは、織田家に恨うらみがあるの？」

「いえいえ。三河を離はなれて諸国を流る浪ろうしながらも、わが主あるじへの忠誠心は、高まるばかりでしたよ。徳川家がむざむざ滅びるような事態は、それがしがいる限り、起こり得ません。どうしても天下を盗とりたいのでしたら、われら徳川家を頼たよることです、信奈さま」

「二股をかけるような味方は、信用ならないわね。期待は、していないわ。あんたは、徳川家さえ最後に生き残れれば、あとはどうなっても構わないと思っているのでしょう？　美濃で合戦となった時に織田方に寝返るという言葉を信じたわけじゃない。たとえ信玄が勝っても、あんたは関八州を恩賞に望むのでしょう。でも……」

「織田方が勝つと見定めた時には、必ず寝返りましょう。負けると思えば、われらは武田方のままです。そういうことですね、ふ、ふ、ふ」

「……本多正信。犬のように主君に忠義を貫つらぬく三河侍ざむらいの中から、あんたみたいな策士が生まれてきたことが不思議だわ。あんたがもしも一揆に参加せず三河から抜ぬけていなければ、織田家はここまで来られなかったでしょうね」

「さあ、どうでしょうか」

　これまでです信奈さま。こちらの酒井忠次隊もただちに撤兵させましょう、と正信がほくそ笑えみ、家康が「吉お姉さま。味方として再びお会いできることを祈いのっていますよ」と信奈に餞せん別べつの「八丁みそ」を手て渡わたしていた。




　織田家と徳川家の同盟関係は、ここに解消された。

　上杉・毛利が背後より迫せまり来る中、織田軍はこれ以上の対武田戦の継続を断念。設楽原より撤退し、東海道を駆かけて尾張まで後退することとなった。

　自陣に戻もどって来た信奈から衝しよう撃げきの通達を聞かされた滝川一益は、

「どういうことなのじゃ、のぶなちゃん!?　同盟破棄までの経けい緯いを聴きかされても、なにがなんだかさっぱりわからぬ。ケンカでもしたのかの？」

　と慌てたが、信奈は、

「竹千代も、そろそろわたしから独り立ちしたくなったのでしょう。あの子にはずいぶんと長い間、武田信玄を相手に辛つらい壁かべ役を務めさせてきたから……」

　と哀かなしげに微笑ほほえむばかりだった──。

「そんな馬ば鹿かなことはあるまい。少なくとも、姫はのぶなちゃんがいる限り、いつまでも独り立ちなどせぬぞ！」

「それはそれで考えものよ、左近。その理り屈くつだと、わたしが死んじゃったら、左近の武将としての人生もそこで終わっちゃうじゃないの」

「それでよいのじゃ！　姉妹しまいが仲良くして、なにがいけないのじゃ!?　あの狸たぬき娘むすめめ、なぜ日ひ和よった!?　きっと、本多正信とかいう帰り新参のエセ軍師のせいじゃ！　同じ本多でも、忠義の士・平八郎忠勝とは大おお違ちがい……！」

　まだ納なつ得とくいかない一益は、

「姫が『他た心しん通つう』を使って本多正信の真の企たくらみを吐はかせてやるのじゃ！　この日和見の八百長芝居は、まともな約束ではないはずじゃ！　ぜーったいに、のぶなちゃんを騙だましておる！　家康と名乗りだした狸もきっと、催さい眠みんの術かなにかで正信に操あやつられておるのじゃ！」

　と主張した。

　だがもう、そのようなことをしている時間は、織田軍には残されていなかった。それにこの時、策士・本多正信は自分の謀略を暴あばく力を持つ一益を決して徳川の本陣へと近づけるまいと、平八郎忠勝と半蔵を本陣の左右に立たせて、忍しのびの侵入を警けい戒かいしていた。すでに織田家と徳川家は、手切れした。一益が侵しん入にゆうを謀はかれば、斬きられる。

「左近！　ただちに、すべてを壊こわして立ち去るのよ！　武田信玄はもちろん、徳川方にも、わたしたち織田軍が設楽原でなにを準備していたのか、真相を悟らせてはならないわ！」

　徳川はこのあと、武田方につくのだ。その武田への従属が、八百長芝居になるのか、ほんとうの従属になるのかは、信奈の「対武田戦」の戦術を悟られるか否いなかにかかっている。陣の構築を手伝った家康は信奈の「戦術」の半ばほどまでは知っているはずだが、日和見をするつもりならば、まだ武田方には伝えないはずだった。それに、家康にも信奈の戦術の全ぜん貌ぼうを知られてはいない。準備をはじめていた砦とりでの設備を跡あと形かたもなく徹てつ底てい的に壊すことに、信奈は執しつ拗ようにこだわった。

「尾張まではこの際、一時的に徳川の手に渡してもやむを得ない。徳川は信玄に忠節を試ためされる。尾張を奪だつ取しゆすれば、信玄は徳川を決戦の場に用いるはず。それでも蝮から受け継ついだ岐ぎ阜ふ城だけは、守り抜ぬかなければ。美濃こそが、日ノ本の臍。天てん下か布ふ武ぶのために、決して失ってはならない城。でも……」

　一益は「徳川が奇き襲しゆうしてくるのでは」と慌てていたが、信奈は「それはないわ」と悠ゆう然ぜんとしていた。合戦中に織田から手切れされたからといって、即そく座ざに織田の陣を襲おそっては、家康の律儀が疑われる。ここは黙だまって「戦場から逃にげだした」織田軍を撤てつ退たいさせてこそ、家康の「律儀の人」という評判は守られるのだ。

（本多正信は陰いん謀ぼうを重ねながらも、家康の「人徳」を守ることに妙みようにこだわっている。それは、叡えい山ざん、やまと御ご所しよの近衛、本猫寺といった古い権けん威いに立ち向かい続けてきたこのわたしが、どうしても得られなかったものだわ。ならば、土壇場での織田家への再びの寝返りなど、ないのかもしれない）

　なぜ袂を分かったのか、家康……いや、竹千代にもういちど問いかけたかった。物心ついた時から、一いつ緒しよだった。妙な仲だったが、不思議に気が合った。松平家から今川家へと人ひと質じちに送られるはずだった幼い竹千代を、こども攫さらいが攫ってきて、織田方へと売りつけたのだ。その竹千代を「たぬき」と名付けて、吉こと信奈は、尾張中を連れ歩いた──。犬とたぬきと吉の三人組だった。竹千代はやがて、今川が捕とらえた織田方の人質と交こう換かんとなって、結局は今川のもとへと去ったが、あのような形で三人組が唐とう突とつに二人に減ったことが、幼かった頃ころの吉を荒あれさせる一因となった気がする。竹千代は織田家の敵になった、と母から伝えられた時のあの胸の痛みを、信奈は再び思いだしていた。ともに桶狭間で今川のくびきから脱し、もう二度と敵にはならないはずだった。なぜ、唐突にこんなことになってしまったのか。やはり、武田信玄の壁かべ役として利用されていた、と憤いきどおられたのだろうか。涙なみだを堪こらえながら、信奈は、

「退たい却きやく準備を。左近」

　と、一益に命じていた。

「しかし、のぶなちゃん。仮にも織田信奈たる者が武田信玄軍を前に慌あわてて撤退すれば、織田家は上杉に続いて武田にも敗れた、と天下の面目を失い、士気も落ちるのじゃ。四方を敵に包囲された今、この敗走は織田軍にとって致ち命めい的な黒星になるのじゃ」

　一益が撤退を渋しぶった。信奈も「本多正信の思う壺つぼということね……」と声を潜ひそめていた。

　この窮きゆう地ちを救う策は、ひとつ。織田軍の部将を一人、「切り捨てる」ことしかない。

　信奈にも家康にも無断で設楽原の戦場から名のある部将が退却し、織田軍の防衛線が崩ほう壊かいした。そのためにやむを得ず信奈自身も撤退せざるを得なくなり、その詫わびとして徳川家と綺き麗れいに手切れすることになった──そういう「筋書き」を演じるしかなかった。

　むろん、その「勝手に逃げだした」役を受けた部将は、織田家から追放、あるいは処断されることになる。

　金かねヶが崎さきで良晴に死の殿しんがりを任せた時以上に、厳しく、そして非情の決断だった。信奈は、誰だれにこの役目を与あたえるか、即座には決断できない。見かねた一益が「言い出しっぺの姫ひめが」と言いかけたが、一益が倒たおれれば決戦兵器となる鉄てつ砲ぽう隊の指揮官がいなくなるのだ。

「のほほ。それがしが、目の前に迫せまる武田騎馬隊に怯おびえて、すたこらと逃げだしましょう。それがし、先代より織田家にお仕えしながらさしたる武功もなく茶ちや道どう楽らくに興じている無む駄だ飯めし食らいの『退のき佐さ久く間ま』でございますれば、誰も疑いますまい。人には、それぞれ己おのれの領分を活いかせる場というものがあります。それがしにとって、今がその時」

　織田家が誇ほこる華はなやかな姫武将たちに隠かくれるかのように、日頃はいるのかいないのかよくわからない影かげの薄うすい男武将、佐久間信のぶ盛もりだった──。

「……右う衛え門もん!?　この役目を受けるということは、一族揃そろって織田家から追放されて高こう野や山さんへ登るか、あるいは切腹する以外に道はなくなるのよ？　武士にとってこれほどの不ふ名めい誉よはないわ！　右衛門は父上の代から織田家に忠実に仕えてきてくれた老臣でしょう？　勘かん十じゆう郎ろうが謀反を起こしてほとんどの家臣がわたしを見限った時も、右衛門は黙ってわたしに従ってくれたというのに」

「の、ほ、ほ。姫より『右衛門』と呼ばれるのも、何年ぶりですかな。それがしを激しく𠮟しつ責せきする折せつ檻かん状をお書きくださるように、姫。相良良晴どのの浮うわ気きを見つけて罵ば倒とうしている時の気分で、『武田騎き馬ば隊たいに怯えて勝手に逃げだすとは、前ぜん代だい未み聞もんの卑ひ怯きよう者ものだわ！　おかげでわたしは天下の面目を失った！　あんたの卑怯未練は、唐から天てん竺じく、高こう麗らい、南なん蛮ばん諸国にまで永遠に鳴り響ひびくわよ！』と言いたい放題好き放題に罵ののしっていただければ、世間を騙だまし通せましょう。もしも織田家が生き延びられますれば、それがしの子を茶ちや坊ぼう主ずとしてでも織田家に再び召し抱かかえていただければ、それで満足でございます」

「でも。そんなことをすれば織田家が勝っても負けても未み来らい永えい劫ごう、右衛門の汚お名めいが人々に伝わるのよ。それでも……」

　先代の織田信のぶ秀ひでと信奈の守もり役・平ひら手て久ひさ秀ひでが没ぼつした後、桶狭間の合戦では佐久間大だい学がく、浅あざ井い朝あさ倉くらとの死し闘とうでは森もり可よし成なり、武田との岐阜決戦では義父の斎さい藤とう道どう三さんと、織田家に仕えてきた男武者たちの多くがすでに信奈を守るために散っている。佐久間信盛は、織田家譜ふ代だいの男武将として生き残った最後の大物だった。

　その信盛を、信奈は罵倒して高野山へと追放しなければならなくなった──。

「姫、ご決断を。それがしにとってはこのお役目、金ヶ崎での殿役以上の光栄であり、そして分不相応な大功でございます。これぞ武将冥みよう利りというもの。の、ほ、ほ」

　一益が、信奈の袖そでをそっと引いていた。これ以上迷っている時間はもう信奈にはなく、そして、他に選せん択たく肢しはないのだ。

「……デ、アルカ。佐久間右衛門。あなたに、高野山への、追放を、命じる──」

　承うけたまわり、と佐久間信盛が頭を下げていた。

「姫。必ずや、天下を。相良良晴どのは、必ず戻って参ります」




　　　　※




　吉きつ川かわ元もと春はるから「但たじ馬ま入りの先せん鋒ぽう」を申しつけられた山やま名な豊とよ国くに率いる因幡いなば軍は、但馬の有あり子こ山やま城を目指していた。有子山城は山名祐すけ豊とよが築いた新たな城で、出いず石し川を天然の堀ほりとした山城である。

　吉川元春と山名豊国の立てた行軍ルートは、鳥とつ取とり城から日本海沿いに山さん陰いん道をまっすぐに東へ進み、円まる山やま川に突つき当たったところで南下して豊とよ岡おか盆ぼん地ちへ入り、山陰道からいったん逸それて有子山城で山名祐豊と合流。そこから再び山陰道に戻って北丹たん波ばの福ふく知ち山を経由し、赤あか井い直なお正まさが守る黒くろ井い城に後ご詰づめするというものだった。

　但馬・丹波に不案内な吉川元春軍の将兵にとってはひたすら山越ごえが続く険路だが、山名豊国軍にとっては慣れた道である。向かうところ敵もなく、織田方について徹底抗こう戦せんを唱え行軍を阻そ止ししようとする国人も現れない。

　だが、山さん岳がく地帯でのゲリラ活動を得意とする山やま中なか鹿しか之の助すけ率いる三十名の決死隊は、姫ひめ路じから但馬への険しい山道をまるで忍びのような出で鱈たら目めな速度で北上した。姫路を流れる市いち川かわ沿いに山を進み、さらに生いく野のから竹たけ田だを越えて和わ田だ山で山陰道へと到とう達たつするルートである。決死隊は、山名豊国軍が山名祐豊と合流するまでに追いついて、どうにか進軍を妨ぼう害がいしたい。両山名が揃ってしまえば、そこからの進軍はあっという間だろうから、その直前で豊国軍を足止めする他はなかった。軽装で駆かけ、次々と馬を乗り潰つぶし、最後は徒歩となった。

　そして──円山川と出石川が合流する城きの崎さき荘こと豊岡で、ついに鹿之助は山名豊国軍を捕ほ捉そくした。

　が、豊岡は但馬国の山中にありながら、広々とした盆地である。山名豊国はここで山陰道をひとたび逸れて有子山城へ山名祐豊を迎むかえに行かねばならない。そのため、豊岡でいったん軍を止めて休息を取ることにしたのだった。兵ひよう糧ろうの調達も兼かねているらしい。

　丘きゆう陵りように隠かくれて眼下の軍勢を眺ながめながら、鹿之助は「しまった」と頭を抱えていた。

「山中で山名軍を足止めするつもりが、わずかに間に合わず、豊岡に入られてしまった！　ほとんど山ばかりの但馬で唯ゆい一いつと言ってもいい盆地に、よりによって一足違いで入られてしまうとは！　ここでわれらが突進しても、多勢に無勢、瞬しゆん殺さつされに行くようなものだ。ああ、七難八苦！」

「でも御大将、吉川元春軍はまだ到着していないようよ。吉川と山名祐豊に合流されてはもうおしまい。戦うなら、山名豊国軍が孤こ立りつしている今しかないわ！」

「だが孤立と言っても、兵力差は……少なく見積もっても、百倍はある……いや、もっとかも」

「たとえ全ぜん滅めつしようとも突とつ撃げきあるのみ！」

「ほんのわずかな時間でも、山名の足止めにはなりましょう。無駄死にになるやもしれませんが、真実は藪やぶの中。突っ込んでみなければわかりません」

「……不眠不休で駆けてきたのに、あと少しのところで結局死地に飛び込んでしまうとは、私らしい。天よ。七難八苦はもういい。今だけは、この一戦だけはどうか、織田家と相良の殿とののために、私に最後までついてきてくれた十勇士たちのために。我に幸運を。勝たせてくださいとまでは言いません。奇襲作戦の成功を与えてください……！」

　己を鍛きたえるために七難八苦を祈いのり続けてきた鹿之助が、仲間たちのためにほとんど生しよう涯がいではじめて神に「幸運」を祈ったこの時。

　にわかに、天気が急変した。

　豪ごう雨うが、降り注いできた。

「御大将！　夕立だわ！」

「奇き跡せきが起きたでござる！」

「まるで桶狭間ですな、この嵐あらしに乗じて突撃ですな！」

　鹿之助は、決断した。

　そうだ。山名軍は晴れわたった河か川せん敷しきで食事を取っている。

　奇襲だ！

　わずかな手勢と知られる前に暴れて暴れて暴れ続けて、敵てき陣じんに混乱を起こさせるしかない！

　問題は、嵐が止やまぬうちに引き上げられるかどうか、だが……。

　雨が降り続ければ、山中への撤退は可能だ。

　もしも乱戦中に雨が止み、視界が再び晴れれば、こちらの人数と位置を悟さとられ、圧あつ倒とう的多数を誇ほこる敵軍に包囲されて逃にげ場はなくなる。

　いちどきりの突撃で玉ぎよく砕さいしてしまえば、足止めの効果も、ほとんどないままに全滅ということになってしまう……。

　だが。

　ここまで来れば、もう、運だ。運しかない。

　鹿之助は、全軍──わずか三十名だが──に下知していた。

「迷っていてはこの機を逸いつする！　尼あま子こ十勇士、突撃！　一暴れして、敵陣を混乱させたら引き上げる！　だがもしもすぐに雨が止んだら……その時はもはや逃げ場はない。全員、豊岡の土となると覚かく悟ごせよ！　命を捨てて、明あけ智ち光みつ秀ひでどのをお助けする！」

　自ら槍やりを構えて、先陣を切る。

　尼子十勇士が、わっと斜しや面めんを駆け下りて、豪雨の中を奔はしった──。

　突然の雨で戸と惑まどっていた山名軍は、すわ、織田方の大軍が得意の奇襲に打って出たかと、混乱した。

　山名豊国は、あちらへ寝ね返がえりこちらへ靡なびき、立場を二転三転させてきた将である。山名軍の将兵の戦意は高くない。とりわけ、半農の足あし軽がるたちにとっては、いつ何時主君の豊国がまた旗色を変えるかもしれぬと信用できず、しかも豊国に二度までも土ど壇たん場ばで裏切られた哀あわれな山中鹿之助がいよいよ食いつめて「尼子家以外に仕えず」という節を曲げ織田方に雇やとわれたと噂うわさになっていたこともあって、みな鹿之助に同情し、行軍が滞とどこおっているところだった。

　そこに、

「山中鹿之助、見参！　かつてともに戦った因幡衆には恨うらみはないが……明智どのを死なせるわけにはいかないのだ。許してくれ。御ご免めん！」

　三日月鹿角の兜かぶとを被かぶった鹿之助が十勇士たちを引き連れて嵐の中にいきなり姿を現し、攻せめかかってきた。

　鹿之助の武勇は、山陰に鳴り響ひびいている。

　毛利家の圧倒的な軍備と知略の前に常にあと少しのところで敗れてはいたが、槍を取らせれば一いつ騎き当とう千せんの猛もう将しようであることは疑いない。鹿之助は、一騎打ちで敗れたことがないのだ。

　しかも、いったいどれほどの兵を率いて奇き襲しゆうをかけてきたのか、見当もつかなかった。

　山名軍は、大混乱に陥おちいった。

　みんな十倍の大音量で名乗りをあげろ！　十倍いるように見せかけろ！　と鹿之助が命令する前に、十勇士たちは鹿之助の武勇にあやかってつけた珍ちん妙みようなどうぶつ名を叫さけんで山名勢へと斬きりかかっていた。

「ほわたあ！　破は骨こつ障しよう子じ之の介すけ！」

「ぐるぐる！　阿あ波わ鳴なる戸と之の介すけ！」

「こーん！　穴あな内うち狐こ狸り之の介すけ！」

「ちゅうちゅう！　小お倉ぐら鼠ねずみ之の介すけ！」

「ぶもおお！　大おお谷たに古こ猪い之の介すけ！」

　どうぶつ名ではない珍名を名乗る者もいたが、ともかく、彼女たちは鹿之助同様、死を恐おそれぬ勇者たちだった。死よりも、怯きよう懦だと不名誉を恐れた。尼子家再興という夢を捨てず、この乱世に義を貫つらぬこうと戦い続ける鹿之助に憧あこがれ、敗残の鹿之助が山賊に身をやつすところまで落ちぶれても、彼女と最後まで生死をともにすると誓ちかった姫ひめ武将たちだった。

　みんな……もう少しかっこいい通り名はなかったのか、と鹿之助は内心（十勇士たるもの、後世にこんな珍名軍団として名を残していいのだろうか）と戸惑いつつも、（いや、いいんだ。互たがいを珍名で呼び合っていたからこそ、われらは、どれほど悲ひ惨さんな境きよう遇ぐうでも笑え顔がおを絶やさなかった。武勇一辺倒ではなく、おかしみがあった。ならばこそ、今までともに戦ってこられたのだ）と思った。

　山中鹿之助どの、尼子十勇士を率いて雨中を正面より奇襲！

　不意をつかれて全軍が混乱する中、総大将・山名豊国は、この報告を聞いて戦せん慄りつし、そして「まさか」と苦く悩のうした。

　鹿之助は、山陰と山陽を隔へだてる山々の向こうの播はり磨まにいたはずではなかったのか。

　山越えを果たしてまで、明智軍の窮きゆう地ちを救うために突進してきたのか。

　鹿之助と十勇士は今織田家に仕えているとはいえ、それは鹿之助たちが落ちぶれて食いつめたためであって、織田家への忠誠心などはないはずだ、と豊国は思っていた。あくまでも尼子家再興のために織田家の力を借りているのだと。山越えの無む謀ぼうな奇襲など、考えたこともなかった。だが、どうやら違ちがうらしい。

「殿！　いかがいたしますか!?」

「鹿之助どのたちの戦意は異様ですぞ！」

「どうやら、かなりの大軍を率いている模様！」

　山名豊国の心は今、攻めるも恐きよう怖ふ、退くも恐怖、という極限状態にあった。

「い、い、いかがもなにも、戦うしかない！　逃げ場はないぞ。背後には吉川元春軍が迫せまってきている、鹿之助どのを恐れて引き返せばわたしが吉川元春に『この卑ひ怯きよう者ものめ』と斬られる……！　押し通るしかない！」

「しかし、鹿之助どのを討うてますか!?」

「いちどならず二度も、殿は大恩ある鹿之助どのを裏切られた！」

「因幡国主の座を追われた殿が鳥取城主に復帰できたのはすべて鹿之助どののおかげ。そのお方を……」

「や、や、やむを得ない……！　わたしは鹿之助どのと戦いたくはなかった。だが、向こうから飛び込んできて戦いくさを仕し掛かけてきたのだ！」

　叫びながら、豊国は（みたび鹿之助どのを裏切り、その首を盗とることができるのか、わたしのような臆おく病びよう者ものに）と自分自身に怯おびえた。が、戦って倒たおさねば、吉川元春が自分を許すまい。もともと吉川元春は、正義感が強く裏切り者を嫌きらう、剛ごう直ちよくで清せい廉れんな姫武将だ。奸かん悪あく無限と呼ばれる宇う喜き多た直なお家いえも、同じ山陽に割かつ拠きよする小早川隆景についたからこそ命を永らえたのであって、山陰の吉川元春につこうとしたならば「卑劣者め。許せぬ！」と斬られていたはずだ。しかも、肝きもが据すわっている確信犯としての「悪人」である宇喜多より、ただ臆病ゆえに裏切りを繰くり返している「弱者」にすぎない自分のほうがより吉川元春に嫌われている、と豊国は確信していた。嫌われているというよりも、わたしのように信念も志も持たぬ者は、一国を統すべる戦国大名として大勢の家臣領民の命を握にぎる立場に立つ資格がないのではないか、と……。

　鹿之助を倒すことで、心の底から毛利方についたという覚悟を吉川元春に見せねば、処断されるやもしれない。

　怯えながら豊国は「鹿之助どのを討ち取れ。殺せ」と口走っていた。

　殺せば、吉川元春は長年の仇きゆう敵てきでありある意味において友でもあった鹿之助の首を前に涙なみだを流しながらも、自分の武功と覚悟を讃たたえるだろう。

　だが、そのようなことをして、いいのか。

　そこまでしてでもなお、鳥取城主でいたいのか。

　いったいなんのために。

　自分は臆病ではないと示すために、乱世の戦国大名として生きる覚悟を示すために。

　だが、鹿之助をみたび裏切り命まで奪うばった自分を、許せるのか。

　山名豊国には、どうすればいいのか、もう、わからなかった。

（頼たのむ。引き上げてくれ。命のやりとりになる前に、山中へ姿を消してくれ！　そなたも、ここであえなく討ち死にしては無む駄だ死にになるとわかっているだろう……襲撃を繰り返し、われらの行軍を遅おくらせるのが目的なのだろう。ならば、今は引き上げてくれ。この激しい雨の中なら、そなたを取り逃がしてもなんとか言いつくろえる。頼む）

　その豊国の期待は、だが、かなわなかった。

　雨中の奇襲に成功した鹿之助は、退たい却きやくを命じる機会をうかがっていた。

　だが、血気盛んな十勇士たちは山名軍の混乱を見て、「うおおおお！」と猪ちよ突とつ猛もう進しんした。

　敵陣深くまで鹿之助たちが入り込んでしまったその時。

　いきなり、豪雨が、止んでいた。

　噓うそのように空が晴れわたり、そして鹿之助たちは圧倒的な数を誇る敵軍に包囲される形となっていた。

「おっ、御大将！　たいへんよ！　冗じよう談だんのように晴れてしまったわ！」

「ついにわれら、生死の狭はざ間まを越こえてしまったようでござる！」

「な、なんだって？　そんな馬ば鹿かな!?　通り雨だったのか……!?」

「いわゆる『狐きつねの嫁よめ入り』だったのかもしれないわね！」

「無駄死にするな、撤てつ退たいだ、撤退しろ！　いや、ダメだ！　完全に包囲されている！」

　山名軍の将兵たちは、鹿之助が率いる兵が実はごくわずかにすぎないことを、知った。

　そして、主君の豊国は「戦え、鹿之助を討て」と全軍に命じている。

「いいのか？」

「し、し、鹿之助さまを……」

「われらが討って、ほんとうに、いいのだろうか」

「だが、主命だ」

「た、た、た、戦うしかない」

　しばしの沈ちん黙もくののち──。

　いっせいに、山名軍の足軽たちが構えた槍が、放った矢が、十勇士たちを襲おそった。

　天は最後まで私に七難八苦を与あたえ続けた、それはいい、だが三十人の仲間を巻き添ぞえにしてしまったことが悔くやまれる、と鹿之助は思った。

「十勇士はここに散れども、御大将だけは死なせん！　御大将が生きておられれば、われらの身体は死すとも、まだ戦える！」

「われらが盾たてとなって道を開きます。御大将、お逃げください！　この究極の七難八苦から再起してこそ御大将！」

「鹿之助の御大将さえ生き延びられれば、尼子十勇士は不ふ滅めつ！　われらは、御大将がおられる限りいくらでも現れる！」

　十勇士たちが全員で血路を開き、鹿之助を落ち延びさせようと、一丸となって山名軍包囲網もうの一点突とつ破ぱを試みた──。

　彼女たちにかける、別れの言葉はなかった。

　説得を試みることも、なかった。

　私は諸君とともにここで死ぬ、とも、言えなかった。

　言っては、ならなかった。

　尼子十勇士は、一心同体。

　もはや、言葉のやりとりは、不要だった。

　鹿之助は、「さらば」と振ふり絞しぼるように一言だけを言い残して、屈くつ辱じよくと哀かなしみに耐たえながら、駆かけようとした──。

　だが、先ほどまでの豪ごう雨うによって、足あし下もとの土が、泥でい濘ねいとなっていた。

　天はまるで、鹿之助たちを全滅させるために、ただ一いつ瞬しゆんの通り雨を降らせたかのようだった。

（そうか。天が我を滅ほろぼすための、豪雨だったのだ。上こう月づき城で運命に抗あらがって生き延びた我らを、滅ぼすために……）

　鹿之助がそう思った時にはもう、手遅れとなっていた。

　必死で追いすがる山名兵たちに足をすくわれ、ついに、鹿之助は泥どろの中に頭から突つっ伏ぷしていた。

　十勇士たちも、ことごとくが捕とらえられた。

　泥に埋うもれながら、鹿之助はそれでもなお立ち上がろうともがいた。恥はじも外聞も武士としての見み栄えもなにもかもを捨ててでも、かつての仲間だった山名豊国軍の将兵たちの前でこれほど無様に生き恥をさらしてでも、逃にげようとした。

「私は、まだ死ねない！　ここで死ねば、殿とのがどれほど悲しまれるか！　私を生かそうとした十勇士たちもみな、無駄死にになってしまう！　どれほどの恥ち辱じよくを味わおうとも、後世に味方を置き捨てて卑怯未練に逃げ延びようとした武将という汚お名めいを残してでも、最後の最後まであきらめたくない！　生きたい。生きたい。生きたい……！」

　山中鹿之助が伝説として伝わらなくてもいい、生きてほしい、と相良良晴に懇こん願がんされたあの夜のことを不意に思いだした。鹿之助の目に、涙が溢あふれていた。同時に、毛利に捕らえられて厠かわやを潜もぐり城を脱だつ出しゆつした時のあの恥辱を、鹿之助の全身を汚よごす黒い泥が、否いや応おうなしに思いださせていた──山中鹿之助の生涯とはとどのつまり──どこまでも空回りし続け、恥辱に耐え続け、結局はたいせつな仲間を死なせるための無駄な負け戦に費やされたのかと思うと、涙が止まらなくなった。

　せめて最後に、殿にお会いしたかった、お許しください、と鹿之助は声をあげて泣いた。

　次々と、鹿之助を仕留めるべく長槍やりが迫ってくる。

　鹿之助も十勇士たちも、もはや、これ以上生きるために抗おうにも、手立てがなかった。

「や、山中鹿之助さま、しゅ、主命により」

「お、お、お命頂ちよう戴だいいたします！」

「わ、われら足軽衆は山名の殿様のご命令には逆らえませぬ」

「せめて、一突きで。御ご免めん！」

　汗あせだくになりながら叫さけび声をあげた一人の足軽が伸ばした一本の槍が、鹿之助の胸を、突いていた。

　だが──。

　鹿之助の胸は、槍先に貫かれはしなかった。

　槍は、鹿之助が（殿……！）と無意識のうちに胸の中に抱かかえこんでいた、相良良晴の千せん成なりひょうたんに、突き立っていた。

　失敗した！

　ひょうたんを刺さし貫いた足軽が、震ふるえながら再び鹿之助を刺そうと槍をひょうたんから抜ぬいて引き戻もどした。しかし、無言で自分を守ってくれた千成ひょうたんを抱だきしめて涙を流している鹿之助の姿を見ているうちに、全身から力が抜けていった。足軽は、手にしていた槍を落としていた。

「も、もう、無理じゃ。あ、足軽のおらに、お、おなごは、殺せん……もう、突けん……！」

　鹿之助たちを突き殺すはずの足軽たちもまた、いっせいに、その手を止めていた。

「泥に塗まみれても、鹿之助さまは、お美しい……」

「たった三十人っぽっちで、お味方を救うために、山を越こえてこられたのだ」

「死ぬと、わかっていながら」

「こんないい人を……こんなお方を殺すだなんて」

「できるわけがない！」

「冗談じゃねえ！」

「何度も山名の殿様のために戦ってくださった鹿之助さまは、殺せん！」

「山名の殿様に言え！　おらたちには、できん！　おらたちも、ともに殺せ！」

「どうしてもこのお方を殺すならば、殿様自身が槍を取って、自分の手で殺せ！」

「そうだ！　もう我が慢まんならん！　鳥取城惜おしさに鹿之助さまをみたび討つというのなら……自分でやれ！」

「なんのための戦だ！　大義も志もない！　己おのれが生き延びたいがためだけの戦だ！」

　口々に叫びながら、長槍を足下へと投げ捨てていた。

　そうだ！　われら因幡衆、三度も鹿之助さまを裏切れるか！　と、足軽たちがいっせいに雄お叫たけびをあげていた。

　雨があがり、鹿之助率いる奇き襲しゆう部隊が実はわずか三十人の決死隊だったことを知った山名軍の足軽たちは、「寄ってたかって、嬲なぶり殺しにはできん」「恩人じゃ」「義人じゃ」「恩を返すべき時じゃ」と、総大将であり因幡国主である山名豊国の本ほん陣じんのほうをめがけて、槍を構え直して殺さつ到とうしてきた。

「これ以上の、鹿之助さまへの非ひ道どうな仕打ち、もはや耐えられぬ！」

「そもそも鳥取城は……」

「鹿之助さまが盗とった城じゃ！　それを流る浪ろうの豊国さまに、鹿之助さまが筋を通して譲ゆずられたのじゃ！」

「二度ならず三度までもその恩義に叛そむき……しかも、鹿之助さまを殺せとは！」

「豊国さまには、もはや、我慢ならぬ！」

　もう、部将たちにも家老たちにも、彼らを止められなかった。

　交戦中に──いや、戦闘が終結すると同時に、山名軍内で鹿之助に同情し心を揺ゆさぶられた足軽たちによる一いつ揆き・反乱が起きたのである。

　いくら下げ克こく上じようの戦国の世とはいえ、足軽たちが国主に反旗を翻ひるがえすなど、滅めつ多たにあることではない。

　だが、それは、起きた。

　彼らはそれほどに、鹿之助に恩義を感じていた。それ以上に、ついにまったく恩に報むくいぬままに鹿之助をここで殺すことを、自分たちの意志で拒きよ否ひしていた。

「未来から来た相良良晴どのは」

「氏うじ素す性じようもない草ぞう履り取りの身から、己おのれの才覚と意志だけで、織田家を支える部将として出世し、天下人の恋こい人びととなった」

「毛利とてそうじゃ！　初代元もと就なり公がその知ち謀ぼうで成り上がったのじゃ」

「豊国さまが山名家に生まれたからというだけで、われら足軽衆が因幡に生まれたからというだけで、われらがここまで恥知らずな主君に従わねばならぬ道理はない！」

「われらは鹿之助さまをこそ、因幡のまことの主あるじと仰あおぐ！」

「それが、われら因幡衆の意志じゃ！」

　青ざめて声も出ない豊国の左右に侍はべる家老たちも、また、ついに豊国を見限った。

「殿。恐おそれながら……もはやみな、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れ申した」

「われら家老衆も、立場は違ちがえど、感じていることは足軽どもと同じでござる」

「鹿之助どのへの裏切りの数々を含ふくめ、殿のこれまでの所行、あまりにもあまりな日ひ和より見みぶり。せめて吉川元春に対して己の意志を押し通す覚かく悟ごを見せておられれば。元春怖こわさに鹿之助どのを殺してしまおうとは。もはや、足軽どもを止められませぬ」

　山名豊国は、この時、もう因幡衆の誰も自分を支持してはくれないことを、悟さとった。誰だれもが、力尽つきて泥でい中ちゆうに伏している山中鹿之助を救いたいがために、主に反旗を翻すと決意していた。もともと、彼らはみな、鹿之助の武勇と清せい廉れんな義の心に憧あこがれ、豊国が無力だったゆえに混乱していた因幡を平定してくれたことに、そして裏切った豊国を許してくれたことにずっと感謝していたのだ。その恩を返すには今しかない、そしてこれが最後の機会だ、と彼らは思い詰つめたのだ。相良良晴というあの未来から来た男が足軽どもの意識を根底から変えてしまったのだ、もはや山名という家名だけで国の主として収まっていられる時代は終わっていたのだ、と豊国はようやく理解していた。

　鹿之助は山名家の恩人ゆえに捕らえても殺すな、と一言言っていれば、こうはならなかった。その勇気すらわたしにはなかった、と豊国は悔いた。

「……わたしを……追放するのか。それとも、殺すのか」

　足軽たちが「殺せ」と叫び、家老たちが「それでは『主殺し』。因幡をさらに乱すことに……鹿之助どのの名も穢けがれます。殿を、軍より追放いたします」と足軽たちを制止しながら豊国に訴うつたえていた。激高していた足軽たちも、鹿之助が豊国を殺したことになっては彼女の義を汚けがすことになると気づき、いっせいに鎮しずまっていた。

「一人で、いずこなりとも落ち延びられますよう。吉川元春のもとへ落ちるもよし、織田家へ落ちるもよし。もはや殿はご自由です。最後は、殿のお心のままに、選びなさいませ」

　わ、わたしは……き、吉川のもとへ逃げ帰ったら斬きられる、だが織田がわたしを許すはずもない……もうわたしにはどこにも行き場がないと、絶望した豊国が行き先を選びかねて馬から転げ落ち、頭を抱かかえて震えていると。

「どこへも行く必要はありません。豊国どの。因幡鳥取城の主は、豊国どのですから」

　足軽衆たちに抱き起こされていた山中鹿之助が、その豊国にゆっくりと歩み寄って、手を取っていた。

「鹿之助どの……そなたは……まだ、わたしを許そうというのか!?　いくらなんでも、それでは……お人好よしを通り越こして……馬ば鹿かではないか！」

「後世、馬ば鹿か之の介すけと呼ばれるかもしれませんが、私らしくていい通り名です。今、窮きゆう地ちに追い詰められたあなたを救える者は、私しかいないようです。私は豊国どのが毛利に寝ね返がえったことを、恨うらんではおりません」

　この人は本気で言っているのだと山名豊国は、鹿之助の言葉を、はじめて心の底から信じることができた。

　もう、鳥取城など手放してしまってもよい、山名家が大名でなくなってもよい、わたしは己の弱さを鹿之助どのにみたび許されたのだ、こんどこそ、決して迷うまい、と心に誓ちかっていた。

「……わ、わたしは、今こそ鹿之助どのの恩義に応こたえたい。有子山城へ単身入り、わが伯お父じ上うえ・山名祐豊を、山中どのへお味方せよと説得してくる。山名家が統べる因幡と但馬の二国の軍勢を、織田方へ。鹿之助どののお味方へ。さすれば、丹波に孤こ立りつする明智光秀どのをお救いできる可能性が生まれます。ここにいる者のうち、伯父上を確実に説得できる者は甥おいのわたしだけだ。そもそも織田家との手切れを渋しぶる伯父上を強ごう引いんに毛利方へ寝返らせたのは、わたしなのだから……頼たのむ」

　足軽衆たちが「冗じよう談だんじゃない」「また逃にげる気だ」「有子山城へ入られたら、そのまま籠ろう城じようされる」「われらを山名祐豊軍と吉川元春軍とで挟きよう撃げきさせるつもりかもしれん」と口々に騒さわいだが、鹿之助は、

「豊国どの。もういちど、あなたを信じます。たとえ裏切られても──もう私は、決して絶望しません。これほど多くの人々に、義を、見せていただきましたから」

　と、照れながら困ったように笑っていた。鹿之助はこれまで七難八苦の戦いを続けてきた。これほど大勢の人々からこれほどの好意を示されて、どう振ふる舞まっていいのか、どう礼を言っていいのか、わからないらしい。夢ゆめ前さき川の畔ほとりで相良良晴と二人きりで互たがいの意志をぶつけ合い和解した時には大泣きに泣いたが、将として大勢の兵士たちの前にいる今は、そういうわけにもいかない。

　山名豊国は、鹿之助のそんな眩まぶしい笑え顔がおを正視できず、思わず伏し拝んでいた。ついに泣いた。哀かなしみの涙なみだではなく、乱世に翻ほん弄ろうされ続けた因幡山名家当主としての苦く悩のうから解放された涙だった。もう、恐きよう怖ふはない。あるいはこの戦国乱世でキリシタンの神に救いを求める人々とは、こういう気持ちで神に祈いのり救いを求めているのだろうか、と思った。

「道どう理り之の助すけがいれば、もっともなお言葉でござる、と言っているところね」

　寺てら本もと生せい死し之の介すけがうなずき、井い筒づつ女おんな之の介すけが「そろそろ影かげ武者策が小早川にバレている頃ころだろうけれど大だい丈じよう夫ぶかしら」と首を傾かしげた。

　山名豊国が「吉川元春の武と小早川隆景の知は、ずば抜けております。丹波に追い詰められた明智どのと、鹿之助どの不在の姫路城は、今なお窮地。伯父上説得の件、一刻を争います。御免」と再び馬に乗り、そして有子山城へ向かってただ一いつ騎きで駆かけだしていた。

「ほんとうによかったのですか御大将？」

　と藪やぶ中なか荊いばら之の介すけが問うた。

「これでよい。天がはじめて、われらに微笑ほほえんでくださったのだ。七難八苦の前に敗れ続けてきた尼子十勇士の戦いは、無意味ではなかった……これもみな、相良良晴どのという殿とのと出会えたおかげだ。殿の千成ひょうたんが、われらを救ってくださったのだ。上月城で散らなくて、ほんとうに、よかった……」

　鹿之助と尼子十勇士を救うことができたことに狂きよう喜きしている因幡の足軽衆たちに担かつぎ上げられながら、鹿之助は「みなの衆……お礼の言いようがない。ほんとうに、ありがとう。しかし、毛利との決戦はこれからだ。毛利両りよう川せんは知勇兼けん備び、私がこれまで何度挑いどんでもどうしても勝てなかった戦国最強の姉妹しまいだ。厳しい戦いになるだろう。戦死する者も出る。わたしと十勇士を救ってくれたことで、みなから十分すぎる恩を受けた。この大おお戦いくさに参加するもしないも、みなの自由だ。尼子家を再興するためだけならば、やらずともよい戦いくさだし、日ノ本はじまって以来の激戦となろう。参戦してくれれば嬉うれしいが、故郷に戻もどってくれてもよい──」と表情を引き締しめていた。

　ほとんどの者が、「われらは鹿之助さまとともに」「天下を変えましょう」と参戦を唱えていた。

　しかし、光秀はこの山名寝ね返がえりにより、極限の危地に追い詰められることになった。







　　　　※




　吉川元春軍が円山川沿いに山陰道を南進して豊岡へと迫せまっていた時、急報がもたらされた。使者は、山名豊国軍に目め付つけとして参加し、命からがら脱走してきた毛利家の家臣たちである。彼らは、行軍中だった足軽たちが蜂ほう起きして鹿之助を担ぎ上げ山名豊国もまた鹿之助方についたため、居場所がなくなった。幸いにも義将である鹿之助が彼らを解放したため、山陰道を逆走して吉川元春率いる毛利山陰方面軍の本隊へと合流したのだった。

「なんじゃと？　山中鹿之助が!?」

　本陣でこの急報を知った吉川元春は、山名軍の足軽たちが鹿之助を討うつことに逆らい蜂起したことと、山名豊国がまたしても翻ほん心しんして鹿之助についたことには驚おどろかなかった。むしろ、七難八苦を耐たえ抜ぬきながらついに将兵の「心」を味方につけて勝った。敵ながら日ノ本史上に語り継つがれるべき義将じゃ、と敵味方の垣かき根ねを越こえて鹿之助を手放しで褒ほめたくなった。

　だがまさか鹿之助が姫路城を抜けて山陰へと奇き襲しゆうをかけてくるとは。

「姫ひめ。すでに因幡但馬の両山名は、ともに鹿之助側についております。甥っ子の山名豊国が命を賭として、但馬国主の山名祐豊を単身で説得。山名祐豊はもともと織田を裏切ることを躊躇ためらい、豊国に乞こわれて毛利方に寝返っていた男。豊国がまたしても心変わりを起こしたことに当初は呆あきれて激げき怒どしていたようですが、豊国が『この首と引き替えてでも鹿之助どのにお味方願いたい』と毅き然ぜんと迫ったため、織田に再び恭きよう順じゆんすると決めたようです」

「あの風かざ見み鶏どりの山名豊国が……人はいきなり変わるものじゃな。鹿之助め。武将としての知謀は足りぬが、あの女には人の心を動かす力がある。相良良晴に似ちょる。鹿之助は、よき主君に巡めぐり合った。山陰の麒き麟りん児じという呼び名にふさわしい奇き跡せきのような勝ちを収めよった」

　あと一歩で丹波だというのに、またしても山中鹿之助が毛利の邪じや魔まをする、と歯ぎしりしたい思いもあった。だが吉川元春は悔くやしさ以上に、鹿之助がついに、愚ぐ直ちよくなまでに信じ続け裏切られ続けた山名豊国を心服せしめたことに、「天あつ晴ぱれじゃ」と叫さけびたかった。しかも、豊国をまたしても愚直にも許して信じた結果、豊国軍のみならず但馬の山名祐豊までもが鹿之助の側についたのだ。

　敵将を調略して寝返らせるという戦は無数にあるが、敵の足軽たちを心服せしめて蜂起させ、大将がその足軽たちに同意して敵方にまわるなどという戦は、元春は聞いたことがない。鹿之助の愚おろかとも言える義戦と敗北の日々は、とうとう報むくわれたのだ。

　だが、毛利は今、上じよう洛らく作戦の途と上じようにある。

　宿命の敵・山中鹿之助と、戦わねばならない。

　次こそが自分と鹿之助とが雌し雄ゆうを決する最後の決戦になる、と元春は思った。

　それが大毛利家の山陰方面をおやっさんより任された自分の運命じゃ、と。

　もはや、次に鹿之助を捕とらえた際には助命できぬ、いちど毛利に降参していながら脱だつ走そうした鹿之助は、姫武将といえども斬るしかない。

　出雲いずもを攻こう略りやくして尼子家を降こう伏ふくさせた際に、尼子家を事実上取り潰つぶさず、尼子の当主を引き続き月がつ山さん富と田だ城の城主としたまま毛利家内でも特別な外と様ざま大名格として遇ぐうしていれば、山中鹿之助と毛利家との間で延々と続く死し闘とうはなかったはずだった。が、言ってもはじまらない。尼子攻ぜめの途と中ちゆうで嫡ちやく男なんの毛利隆たか元もとを失った老将・毛利元就は、尼子と博はか多ただけは死ぬ前に絶対に片付ける、と打だ倒とう尼子および博多の奪だつ取しゆに最後の情熱を燃やしていたのだ。

「山中鹿之助を総大将とした因幡但馬の両山名軍は、有子山城にて合流。豊岡へは戻らず、福知山へと連なる山道を強行軍してわれらより先に福知山へ抜け、明智軍を救きゆう援えんしようと動きはじめております」

「なにがなんでも、われら吉川軍より先に丹波入りしようというわけじゃな」

「有子山城の守備兵は少なくなるでしょう。奪うばいますか」

「それこそ鹿之助の思う壺つぼじゃ。あのような山城ひとつ奪うために行軍が遅おくれ、先に丹波入りされてしまう。山名祐豊が道案内役を務めておるのならば、今から鹿之助率いる山名軍を追いかけても……」

「勝手知ったる山名兵と違ちがい、吉川兵は但馬の地理には疎うとい。もはや、追いつくのは難しいでしょう」

「騎き馬ば隊たいのみで豊岡から山陰道を駆けに駆ければ、あるいは」

「その場合、おそらくは街道のどこかで遭そう遇ぐう戦となりましょう。鹿之助は、勝とうが負けようが、吉川軍を足止めできます。それだけ、時間を稼かせげます」

「鹿之助は、玉ぎよく砕さいするまで戦うじゃろうな。あれは、なにがなんでも明智光秀を守る覚かく悟ごじゃ。毛利憎にくしという私し怨えんで戦っているのでもなければ、尼子再興のためだけに傭よう兵へいとして戦っているのでもない。あやつはもう、立派な織田家の家臣じゃ。忠臣じゃ。あやつは生しよう涯がいではじめて、己おのれの力を発揮できる場所を見み出いだしたのじゃ。相良良晴が織田家に帰参してしまったことが、こうなってみると、まことに惜おしい──明智光秀さえ木き津づ川がわ口ぐちに現れていなければ、今頃は──」

　相良良晴が毛利家におった時は、楽しかったのう、と元春は目を伏せていた。兄の死後、いつも沈ちん鬱うつな表情で張り詰めていた妹が、別人のように活いき活いきと笑い怒おこり泣くようになった。隆景は、生まれ変わった。将軍さまも、子供に好かれる良晴にえらく懐なついておった。奸かん悪あく無限の宇喜多直家までが、娘むすめが良晴に懐いちょるからと、毛利家の郎ろう党とうのような顔をして、いそいそと厳いつく島しま神社や村むら上かみ水軍に出入りしておった……。

　歴史が、少しでも異なっていれば……たとえば相良良晴が毛利家にはじめから仕官していれば。兄者が生きておる間に良晴が現れておれば。今頃は鹿之助も、毛利家の仲間として……。兄者も、生きておったかもしれぬ。

　いや。人生は「太たい平へい記き」の私し家か版ではない。たらればを考えても仕方のないことじゃ、と元春は思わず苦笑いしていた。

　しかし生前、おやっさんは「毛利は天下を望むべからず」と仰おつしやった。

　毛利は、織田とともに歩むべきではないのだろうか。

　さすれば、相良良晴と妹はもう、戦わなくとも済む。

「……いかん。感傷に耽ふけっておっては、敗れる。隆景のためにも、この戦、勝たねばならんというのに。自分としたことが」

　いずれにしてももはや、因幡但馬の両山名に道案内をさせつつ、神速で吉川軍が山陰道より京の都を突つくという毛利の戦略は崩くずれている。

　いかがするべきか。こういう時こそ西国一の知ち恵え者である妹の意見を聞きたいが、遠く離はなれておる、と元春が頭を悩なやませていると──。

　えっほえっほと掛かけ声をあげながら屈くつ強きような野郎どもが担いでいる籠かごが、本ほん陣じんへと乗り付けていた。

　籠から降りてきた者は──播磨で姫路城攻略にかかっている小早川隆景が、元春のもとへ送り込んできた使者だった。

「鬼おに吉川さま、ご機き嫌げんはいかが？　大毛利家を舌した先さき三寸で動かす外交尼に僧そう、暗あん黒こく寺じ恵え瓊けい、推参」

　戦国にも特異な姫武将、いや、姫尼僧とでも言うべき「外交尼僧」。

　若き能弁家、暗黒寺恵瓊。

　もともとは、毛利元就に滅ほろぼされた名門、安あ芸き武たけ田だ家の忘れ形見。家が滅めつ亡ぼうしたので地元の「安国寺」で出家して尼僧になった恵瓊だったが、その後上洛して、「暗黒寺」という密教系の寺で修しゆ行ぎようを積んだ。幼い頃ころから元武田家の名族として京の都で過ごしていたので、御ご所しよの公く家げや商人たちにも顔が利きく。安芸武田家は、なにしろあの甲斐武田家の分家なのだ。光秀が織田家においてそうであるのと同じに、高貴な血をひく恵瓊は毛利家における「畿内担当外交官」なのである。

　毛利が中国の覇者で留とどまるならば恵瓊はずっと閑かん職しよくについていただろうが、本気で上洛するとなれば、恵瓊の都での人脈が欠かせないのだった。

　隆景は「来るものは拒こばまず、敵に優やさしく身内に厳しく」という主義で、あの裏切り御ご免めん奸悪無限の鬼き畜ちく・宇喜多直家の帰順をあっさり許してしまったり、恵瓊のようないかにも毛利家に恨うらみを持っていそうな怪あやしげな小娘を外交僧に用いたりと、まっすぐな性格の元春には理解しがたい人事をやらかすのだった。が、思えば、相良良晴の採用もそうだった。

「恵瓊、なにをしに来た!?　今は山中鹿之助のおかげで毛利の上洛作戦が破は綻たんしちょる一大事じゃ」

「実はこの恵瓊も、こうなることを予知していたのです」

「噓うそをつけい。しごうするぞ」

「いえいえ、ほんとうですよ。そうそう。吉川さまお手製のお好み焼きが食べたいですね」

「勝手に焼け。隆景は、なんと？」

「鹿之助が姫路から消えた。吉川軍の丹波入りはおそらく鹿之助に阻はばまれる。吉川軍は鹿之助が通った山道を逆に但馬から播磨へと南下して、小早川軍に合流すべし──」

　鹿之助が姫路から消えた時点で、両山名の織田方への寝ね返がえりを妹はすでに読んでおったのか、と元春は驚おどろいた。そうでなければ、「両山名寝返り」の報告とほぼ同時に、播磨にいたはずの恵瓊が自分のもとに辿たどり着いているはずがない。

「隆景さまは天下の智ち者しや、先を読む天才ですから。もっとも、義ぎ理り堅がたくて真ま面じ目めな分、融ゆう通ずう無む碍げなこの恵瓊にはかないませんけどね。ククク」

「なんぞ言ったか？」

「いいえなにも。吉川さま？　はい、これが隆景さまからの書状です。即そく座ざに播磨へ向かってください、フフフ」

　元春は恵瓊を睨にらみながら、書状を開いた。文中では隆景が、淡たん々たんと山陰道からの上洛が困難になるであろうことを説いていた。

『山中鹿之助が姉者の行軍を遅おくらせるべく決死隊を率いて山陰へ向かった。一見無む謀ぼうな突とつ撃げきだが、山名豊国と因幡勢は、おそらく鹿之助を討てまい。討つな、必ず生かして捕らえよと姉者が豊国に命令せねば、豊国は鹿之助を殺すに忍しのびないと感情を爆発させた家臣団と足軽衆に蜂起されて、鹿之助方に回ることになる。そうなれば、山名祐豊も甥おいの豊国と足並みを揃える。鹿之助は、本来ならばすでに播磨騒そう乱らんの折に毛利に敗れて死んでいるはずだったろうが、おそらくは良晴が彼女の運命を変えた。山名豊国に裏切られ続けてもなお許し続けた鹿之助の愚直さは、良晴が彼女を生かしたことによって、この大一番で報むくわれることになるだろう──』

　さすがは隆景じゃ、と元春は感かん嘆たんした。隆景も、あとわずかで上洛できるというところで計画の破綻を予測し、しかもその遠因が相良良晴だということで複雑な思いであったろうに、文面にいっさいの「私心」がない。

「吉川さま？　隆景さまはすぐに自ら身をひいて犠ぎ牲せいになりたがる人なので、武ぶ闘とう派のあなたがしっかりしないと。吉川さまが姫路への合流を拒こばめば、隆景さまは、毛利家を滅ぼしてはならないと安全策を採って安芸に戻もどってしまうかも」

「わかっちょる。ここは押しの一手。今さら引き返すなど、やってはならん。隆景の恋こいのためにも……空き城になっている鳥取城には、一族の吉川経つね家いえを入れて守らせる。自分は丹波入りを中止し、これより姫路へ急行する！　ただ」

「ただ？」

「……九州へ向かった相良良晴と黒くろ田だ官かん兵べ衛えが気がかりじゃ。あの良晴に限って、失敗するとは思えん。そろそろ、大友軍が毛利の背後を突くのではないか？　そうなれば、安芸は手て薄うすじゃ。まずい」

「ああ。それならもう。黒田官兵衛は大友軍を率いて周防すおうへと上陸して、今頃は山陽道をまっしぐらに駆かけていますよ。書状にそのことを書いていないのは、敵方の手に書状が渡わたるとまずいからですよ。ですからこの恵瓊がこうして直接使者として派は遣けんされたわけです」

「なんじゃと!?　それでは……毛利軍のほうが今、官兵衛と鹿之助に挟きよう撃げきされる形に!?　隆景は、どうするつもりじゃ？」

「むろん、吉川さまとおおむね同じお考え。双ふた子ごですもの」

「自分は、安芸を置き捨てて、このまま姫路を一気に落とし、播磨、摂せつ津つ、そして京の都へと進軍すべきと考えとるけえね。天下も良晴もすべて手に入れる。妹の尻しりを叩たたいてでも！　じゃが、隆景は安芸をどうするつもりじゃ。官兵衛は、山陽道の毛利領を空き巣狙ねらいで攻こう略りやくしていくのではないのか。そうなれば隆景の帰る場所が失われてしまうけえ」

「隆景さまいわく、黒田官兵衛は九州・中国で割かつ拠きよし自ら天下をうかがうことは決してない。安芸など放置して、ひたすらに山陽道を駆けて畿内へ大友の援兵を連れて舞まい戻り、明智光秀と織田信奈のもとへと合流して天下分け目の決戦を行う覚かく悟ご、と」

「天下分け目の決戦──東西から集まった毛利、織田、上杉、武田、松平が一堂に会する大戦さをはじめるというのじゃな。戦国大名が割拠し隣りん国ごく同士で戦い合う乱世が続けば、天下統一にはまだ何年もかかり、それまでに無数の死者が出る。問答無用のただいちどの決戦で天下人を決する舞ぶ台たいを用意し、覇は者しやを決めることで、この乱世はいつまでも続くという人々の『意識』を根こそぎ変えてしまうのだ、と……」

「そうです。隆景さまご自身が、はじめからそうするおつもりなのです。織田信奈と隆景さまは、同じ夢を見ておられます。戦乱の日ノ本をひとつに束ねる決戦を行い、勝つことで、天下の人心に戦国時代の終しゆう焉えんが来たことを見せてみせる、と。いずれが勝つかは、隆景さまにも織田信奈にも、そして黒田官兵衛にも、まだ見えておりませんが」

「東国最強の上杉謙けん信しんと武田信玄がほんとうに歩調を合わせられれば、弱兵揃ぞろいの織田はとても勝てん。どれほど南なん蛮ばんの兵器を持っていようとも。が、いずれにせよ鍵かぎを握にぎるは、毛利じゃ」

　この恵瓊は「さりとてはの者、相良良晴が勝つ」と予知しております、と暗黒寺恵瓊が自信ありげに微笑ほほえんでいた。

「相良良晴が？　それでは、毛利が敗れて織田が勝つ、ということではないか!?」

「そうさせぬために、この恵瓊は頑がん張ばらせていただきます、ク、ク、ク」

「なんじゃ!?」

「とにかく姫路へとお急ぎください、吉川さま。猛もう将しよう・鹿之助不在の姫路城でしたら、毛利両りよう川せんが勢ぞろいすればたやすく落とせます。姫路城を落とせば、腰こしが痛い尻が痛いと岡おか山やまでさぼっている宇喜多直家も、兵をあげてひとまずは毛利の尖せん兵ぺいとして暴れるしかなくなりますよ。ひとまずは、ですが」

　恵瓊だの宇喜多だの、隆景が毛利家に引き入れた者には信用ならん奴やつが多すぎる、と吉川元春は思った。が、毛利家のためにどこまでも公正無私な隆景だからこそ、これらの劇薬のような異能者たちを使いこなせるのだ、とも。あるいは、常に控ひかえめで自分を犠ぎ牲せいにしてしまう隆景には「押し通す」という意志の強さ、我がの強さがないだけに、恵瓊や宇喜多といったアクの強い者を敢あえて用いることで自分の弱点を補っているかもしれない。相良良晴もまた、奇き矯きような恵瓊や叛はん服ぷく常ない宇喜多とは違って底そこ抜ぬけの善人だったが、ともかく意志力が強かった。

「そ、そうじゃ！　足あし利かがこども将軍さまは？　三代目輝てる元もとさまは？　土地や城は逃にげぬ。決戦に勝てば、安芸はたとえ失っても取り戻せる。じゃが、あの二人を官兵衛に奪うばわれてはならんけえ」

「お二人ともすでに、隆景さまの陣に。さすがは隆景さま。官兵衛の『九州大おお返がえし』を先読みしておられましたゆえ、抜かりはありません──官兵衛の姫路への到とう着ちやくは、官兵衛自身の目算よりも数日遅れます。隆景さまが、あらかじめ山陽道のあちこちを破は壊かいさせていますから。毛利が、一足先に姫路をいただきます」

　さすれば畿内への突入は思いのままじゃ。しかし、われらにももう時間はない。明智光秀が丹波で足止めされているうちに姫路を抜かねば！　急がねば！　と元春は思わず立ち上がっていた。

「さすがじゃな隆景。わかった、鹿之助との決着は織田信奈との決戦の場で果たす！　丹波入りは中断！　鹿之助と両山名には、丹波へと行軍させておくに任せる！　われらは姫路城を落とし、山陽道から上じよう洛らくするけぇね！」

　吉川元春と小早川隆景。

　山陰と山陽に分かれていた毛利両川がここに揃そろって、山陽道を進軍することとなった。




　　　　※




　長なが篠しの──武田信玄の本陣では、斥せつ候こうと連絡役を務める「百足むかで衆」が慌あわただしく信玄のもとに出入りして、織田・松平（この時点ではまだ「徳川」と改名したことが伝わっていない）連合軍の異様な動きを逐ちく一いち報告し続けていた。

　酒井忠次軍の「中入り」はすでに察知していた。しかし、新たな動きが、起きた。

　それは、信玄も武田四天王も、まるで予期していない事態だった。

　織田信奈軍が、設楽原の陣地を破壊し、戦場からの撤てつ退たい準備を開始していたのだった。

　丘の上の本陣に陣取る信玄の目からも、はっきりとわかる動きだった。

「まさか。『中入り』はどうなった？　織田信奈ともあろう者が、なぜここで退く？　上杉謙信が越前を突破し、近江おうみへとなだれ込んだのか。それとも毛利が京の都へ迫せまっているのか？　中入りの策は失敗に終わる、勝ち目を失った、と悟さとって、慌てて逃げるのか？」

　しかも奇き妙みようなことに、北側の茶ちや臼うす山方面に布陣していた織田信奈軍だけが撤退をはじめ、南側の弾だん正じよう山やま方面に陣取っている松平元康軍は動きを見せない。

　なにが起きた？　といぶかしがる信玄のもとへ、百足衆が駆け込んできた。

「織田信奈と松平信康は、設楽原で武田と決戦に及およぶかどうかで対立。きっかけは、織田軍の佐久間信盛が無断で戦場から離り脱だつしたことと、松平方が酒井忠次隊を無断で『中入り』に投入したことのようです。織田方は、決戦を美濃へと引き延ばし武田軍を自国内まで引きずり込むべく、撤退を主張。三方ヶ原での仇かたきを討うちたい松平方は、撤退すれば遠江はもちろん三河も武田に飲み込まれてしまい当家は滅亡すると危機感を持っており、決戦を主張。つまり織田信奈はかつての岐阜での合戦の折と同様、『本土決戦』のために松平家を捨て石に。松平元康は、こんどは武田は自分を捨ておいて上洛したりはしない、必ずや後こう顧この憂うれいを断たつために尾張へ入る前に松平を滅ほろぼしにかかると主張するも、容いれられず──ついに、織田信奈は松平家との同盟を破は棄きして撤退」

　そうか。織田と松平の間で奇き跡せきのように続いてきた同盟がついに崩ほう壊かいしたか、と信玄は思わず声をあげていた。

「……はい。松平元康は、徳川家康と名を改め、武田家に降こう伏ふくしたい、と」

「徳川、とは？」

「関白・近衛前久さまより三河守の叙じよ任にんを受けるためには、松平姓せいでは都合が悪いのだと。つまり、三河一国の安あん堵どが、武田家への降伏のための条件ということです、御お屋や形かたさま。遠江については、居城の浜はま松まつ城以外はすべて武田家に明け渡したい、とのこと」

「根回しがいいな……しかし、家康とはなんだ？」

「『元康』のうち『康』は、松平家当主が代々用いる一字。しかし『元』は、かつての主君・今川義元より拝領した一字。織田・今川政権からの手切れを決意したということでしょう」

「この信玄に服従すると決めたのであれば、『信康』とでも名乗ればいいものを」

「さすがに遠えん慮りよしたのでしょう。それに織田信奈もまた『信』の一字を名乗っております」

　そうだったな、と信玄はうなずいていた。

　が、信玄はこの松平元康改め徳川家康の突とつ然ぜんの降伏を、いぶかしんでいた。

「織田信奈と徳川家康は、幼なじみだったはず。だからこそ、この裏切り御ご免めんの戦国の世で、織田・松平同盟は奇跡のように守られ続けてきたのだ。わが武田家などは、信しん州しゆう諏す訪わ家との同盟を破棄してこれを滅ぼし、甲こう越えつ相そうの三国同盟を破棄して今川を攻め、北条とも戦った。松平……もう、徳川だが……は、かつて三方ヶ原で武田軍に殲せん滅めつされていながら、なお律りち儀ぎさを見せ織田を裏切らずに忠犬のように武田軍の尻尾しつぽに嚙かみついてきた。その徳川が、この土ど壇たん場ばで織田信奈と決けつ裂れつするものだろうか？　手切れしたならば、なぜ織田信奈の陣じんを奇き襲しゆうせぬ」

「……決裂こそすれ、裏切りによる奇襲は、はばかられたのでしょう。織田と戦うことになるとしても、堂々の合戦で相あい対たいさねばならないのでは。今、織田の陣を襲おそえば、徳川は末代まで不義理を働いた裏切り者と罵ののしられ、諸国の信用を失います」

「唐とう突とつな佐久間信盛の無断離脱の件が、どうも引っかかるな。もしも罠わなならば、うかつに織田軍を追ったところを、いきなり降伏したばかりの松平軍に襲いかかられるという最悪の事態も考え得る。あたしの独断で決議してはならない事態だ。四天王を招集せよ」

　上杉謙信であれば、徳川家康の降伏をいっさい疑うことなく、即座に受け入れただろう。その結果、越軍が策に落ちて大敗したとしても、謙信は自分が敗れたとは思わない。徳川が「義」を汚けがしたのだ、と思うだけだ。

　だが武田信玄は、そのような姫ひめ武将ではなかった。自らも策さく謀ぼう家であり、それ故ゆえに織田と徳川の策謀を疑った。四方を敵に包囲されて追い詰つめられた織田信奈ならば、徳川を文字通り埋まい伏ふくの毒として武田方に打ち捨てて、「騙だまし討うち」をやりかねない。勝利のためならばなりふり構わずにあらゆる奇策を考えだして実行する織田信奈の知謀を、信玄は高く評価し、警けい戒かいしていた。

　馬ば場ば信のぶ春はる。

　山やま県がた昌まさ景かげ。

　内ない藤とう昌まさ豊とよ。

　高こう坂さか弾だん正じよう。

　武田四天王が慌てて信玄の本陣を訪おとずれ、そして、話し合いがはじまった。

「話がうますぎます。なにやら悪い予感がいたします。武田家の命運そのものが、大きく傾かたむきはじめているかのような……逃げましょう！」

　常に「逃げましょう」と説くのがもはや仕事になっている高坂弾正が、撤退を主張した。

「……虎こ穴けつに入らずんば虎児を得ず。ここで考えすぎれば、大魚を逸いつする……追撃あるのみ……御屋形さまはこのまま本陣に留とどまり、徳川軍を見張ってくだされば結構……われら四天王が、織田軍を背後から襲う」

　信玄の「手て堅がたさ」についに焦じれてはじめて軍議の席で信玄に激高した馬場信春が、再度、突撃を主張する。改名した時から、この上洛戦で討ち死にする覚悟を、すでに馬場は固めている。これまで合戦場で手傷ひとつ負わず、「不死身の馬場美濃」と呼ばれてきた無敵の姫武将だが、武田上洛という悲願を果たすためには四天王のうち誰だれかが倒たおれねばならない、このままではお優やさしい御屋形さまは四天王の誰をも失いたくないがためにむざむざ天下を取りこぼす、と信じているらしかった。

「賭かけなければ天下は手に入らないわ。けれども、その時が今かどうかは、誰にもわからない。徳川の降伏を受け入れれば、少なくとも、遠江、三河、そしておそらく尾張までは盗とれる。東の抑おさえ・徳川軍を失った織田信奈は、これが策であれほんとうの敗走であれ、岐阜城まで逃げに逃げるでしょうから。武田軍は、東海道をほぼ手中にできるわ」

　四天王最強の姫武将・山県昌景は、徳川が埋伏の毒であれ、東海道筋を奪ってしまえば戦略的に圧あつ倒とう的に有利に立てる、という現実論を唱えた。前回の上洛戦の際には、瀕ひん死しの松平家を放置して岐阜へと進軍した。そのため、背後の松平家に蜂ほう起きされ、危あやうく退路を断たれそうになった。その松平＝徳川が、たとえ芝しば居いであれ二ふた股またであれ武田の傘さん下かに収まれば、前回とはまったく異なる状じよう況きようが実現する。

　かつてあの太たい原げん雪せつ斎さいが描えがいた、今川義元軍の上洛進路──駿する河が・遠江・三河・尾張へと連なる東海道制せい覇はを、信玄は達成できることになる。

「人は城、人は石いし垣がき、人は堀ほり。叢そう中ちゆうに転がり込んできた徳川家康をいかにして寝ね返がえらせず、武田軍の駒こまとして使い切れるかにかかっています、御屋形さま。御屋形さまの、大将としてのご器量と経験を、賭けるべき時です」

　武田典てん厩きゆう信のぶ繁しげの戦死後、武田の副将格を務めている内藤昌豊が、信玄を促うながした。

「ただし徳川の本心以外にも、問題はある。武田軍は、たとえ東海道筋を席せつ巻けんできたとしても、そのまま尾張で留まることはできぬ。武田・上杉・毛利の三家は、足利幕府の実権を賭けて織田という名の獲え物ものを追いかけさせられている猟りよう犬けんのような立場にある。上杉謙信が先に都に入れば、謙信の勝ちとなる。毛利が入れば、毛利が。むろん、このような事態でなければ、織田軍の設楽原からの撤退などありえなかった話ではあるが。奥おう州しゆうの覇者・伊だ達て政まさ宗むねが火事場泥どろ棒ぼう的に再び東国へ侵しん攻こうしてくることも、織おり込み済みだ。北条と真さな田だがいつまで伊達を阻そ止しできるかはわからぬが、東国が混乱させられることは必至だ。尾張まで盗とると決めれば、一いつ気き呵か成せいに美濃、近江、そして都まで進まねば意味がなくなる。つまり短期決戦だ。慎しん重ちようさゆえに勝ちを収めてきた、われら武田の苦手とするところだ」

　一発勝負の短期決戦でもっとも強い武将は、上杉謙信だ。悔くやしいがあたしがどれほど挑いどんでも、正面から互たがいの軍を率いて野戦で激突すれば謙信には勝てない、「時間」をかけた「謀略」なくして謙信は倒せぬ、だがそれ故に謙信と武田とが一対一で戦えば勝てずとも決して負けぬ。だが、あの織田信奈が着々と準備しつつある決戦の場に出ていけば、どうなるかわからぬ。なぜならば織田信奈もまたあたしと同様に知謀を用い、そして──織田信奈はあたしにはない「創造力」を持っている、鉄甲船で村上水軍を粉ふん砕さいするような奇策をやってのける姫武将だ、と信玄は四天王たちの顔を見つめながら本心を伝えていた。

「日ノ本史上、一いち撃げき決戦における強さは、上杉謙信が最強。謙信に匹敵する野戦能力を持つ武将は、遠い昔の源みなもとの義よし経つね以外にはいない。にもかかわらず、窮きゆう地ちに追い込まれている織田信奈は、その一撃決戦に持ち込んで自軍の絶望的な不利を逆転しようとしている。撤退のきっかけとなった佐久間信盛の戦線離り脱だつはおそらく芝居であり、撤退の口実にすぎない。むろん織田信奈は武田と上杉の進軍速度をおそらく調整し、各個撃破を狙ねらっている。上杉と武田に挟きよう撃げきされれば、いかに織田信奈といえど、絶対に持ちこたえられないからだ」

　ではいかがなさいますか、御屋形さま、と四天王が信玄の決断を待ちながらいっせいに唱えていた。

「勘助が生きていれば、織田信奈の宿星を占うらなえただろうが……その勘助はもういない。あたし自身が決断しなければならない。謙信は義将。少なくとも、織田信奈を破り都から駆逐するまではあたしと歩調を合わせ、ともに同盟軍として戦ってくれると信じるか……あるいは、あの者の癖くせで四し面めん楚そ歌かとなって追い詰められた織田信奈を滅ほろぼすに忍しのびなくなり、またしても土ど壇たん場ばであたしに楯たて突つくか……いずれが織田信奈を倒したとしても、最後には上杉と武田とで、川かわ中なか島じまでつけられなかった決着をつけることになるのかもしれない」

　ならば上杉謙信に、先に織田軍を倒させればいかがでしょうか、と内藤昌豊が提案した。

「二虎強食です。西からも毛利の大軍が迫せまっている今、織田方に長期籠ろう城じようする余よ裕ゆうはもうありません。短期決戦ならば野戦最強の謙信が勝つでしょうが、相手は天下人。越軍も大損害を受けるでしょう。川中島の合戦の時以上に。その時を狙って、御屋形さまが、越軍に攻せめかかれば」

　謙信が織田軍と決戦してこれに勝ち、近江の安土城を奪うばう隙に、こちらは尾張から美濃へ入って空き城同然となった岐阜城を奪えば、地理的には形勢は互ご角かく。しかも越軍は大損害を得ているのに対し、武田軍はほぼ無傷。が、信玄は肯うなずかなかった。

「……それでは、謙信が先に上じよう洛らくしてしまう。武田が先に上洛するには、謙信よりも早く近江を抜ぬけるしかない。しかも、第三勢力の毛利がいる。やはり、戦わずして漁夫の利を得るやり方は、無理だ。戦って、血を流しながら勝つしか、ないのだ」

　御屋形さまは、謙信の「義」に引きずられておられる、謙信の「義」を踏ふみにじってまで火事場泥棒を働きたくはないのだと馬場信春が呟つぶやいたが、その信春の声はどこか嬉うれしげであった。

「いずれにせよ尾張までは盗らねば、謙信と毛利の動きをどれほど警戒しても話にならぬ」

　徳川の降伏を受け入れ、東海道を進撃して尾張まで進む、と信玄は決断していた。

「「「「御ぎよ意い」」」」

　四天王が、いっせいに賛同した。

「家康との面通しは、後だ。ただちに織田信奈軍を追撃せよ、尾張へ入られる前に捕ほ捉そくし殲滅せよ。織田方に駆け込むというのならばそれもよし。あくまでも武田の猟犬になるというのなら、全軍討ち死にをも覚かく悟ごしてもらう」

　信玄は、徳川家康陣営に厳しい要求を突きつける使者を送った。

（なぜだろう。ついにあの厄やつ介かいな三河侍ざむらいたちを武田に降伏せしめたというのに、今の徳川家はこれまでの突撃一辺倒の松平家よりもはるかに危険な気がする……あたしは、慎重すぎる性格だ。考えすぎでなければいいが。勘助が生きていれば、どうしただろうか）

　信玄はこの時不意に、胸のうちからなにかがこみ上げてくる感覚に、襲おそわれていた。

　身体からだの芯しんが、熱くなった。

　そして──。

「こほ、こほ」

　小さな咳せきを、していた。




　　　　※




　光秀の母・お牧まきの方かたが波は多た野の方の人ひと質じちとなっている丹波篠ささ山やまにも、ただちにこの「因幡但馬の両山名、織田方へ寝返り」という情報が早馬によって伝わっていた。

　八や上かみ城に籠城し、吉川軍の後ご詰づめを待ち続けていた波多野秀ひで治はると波多野一族は、大おお騒さわぎとなった。

「吉川元春は、来ない！」

「黒井城の赤井直正どのも、病やまい篤あつく、もはや立ち上がれぬご様子」

「もはや迷っている暇いとまはない。どうする？」

「明智光秀どのに降こう伏ふくするか？」

「いや、おのおの方。近江の浅井長なが政まさ、伊い丹たみ有あり岡おか城の荒あら木き村むら重しげ、大和の松永弾正。これまで、織田信奈と和し、あるいはひとたび降くだっていながら叛そむいた者はことごとく滅ぼされてきた。われら波多野家はすでにいちど叛いた。光秀どのも、生母を奪い揺ゆさぶりをかけている波多野家のやり口を恨うらんでいよう」

　窮した波多野秀治は、「やむを得ん」と非情の策を決断していた。

「鹿之助が丹波に到とう着ちやくする前に明智光秀どのが毛利方につけば、その明智軍をもって京の都を急襲できる。さすれば、まだ形勢を逆転できる。光秀どのの生母を八上城の山頂にお連れし、磔はりつけにする、と大々的に言いふらすのだ。教養人で情の深い光秀どのは、劉りゆう邦ほうの如ごとく『親を殺すならば勝手に殺せ、その煮に汁じるを飲んでやる』などとは噓うそでも言えぬ。織田信奈ならば、天てん下か布ふ武ぶの大義のために血の涙なみだを流しながらわれらの要求を突つっぱね、生母を見殺しにしてでも八上城を攻め滅ぼすという気き概がいを見せるであろうが、あの二人の人物としての資質の違ちがいはそこにある。光秀どのは必ずや、われらに味方することになろう」

「しかしもしも、光秀どのがあくまでも織田家への忠義を貫つらぬいて母親を見捨てれば？」

「こちらとしても、人質を殺さねばならぬ」

「後詰めなき八上城は、落城する」

「波多野一族は、激げき怒どした織田信奈に根切りにされるやもしれぬ」

「いずれにせよ敗れれば当家は滅ほろぶ。黒井城との挟撃策が望めぬ今、奇き襲しゆうも不可能。賭けだ。光秀どのの、心を攻めるしかない」




　山さん麓ろくに布ふ陣じんして八上城を包囲していた明智光秀は、山頂にお牧の方が連れ去られ、十じゆう字じ架かへ磔にされた姿を遠眼鏡で目撃しながら、かつてないほどに惑わく乱らんしていた。

　お牧の方は、波多野家のみならず、毛利と光秀との交こう渉しようにおける絶対的な「駒」であり、交戦中にこのように磔にして殺すなど論外であった。波多野秀治は、破れかぶれになっているとしか思えなかった。それほどに、吉川元春軍が丹波入りを断念して播磨へ向かったという一報の衝しよう撃げきが大きかったのだろう。

　光秀は、最大の弱点を突かれた。

「万ばん事じ休きゆうす、です……！」

　何度も忍びは放ったが、お牧の方を奪だつ回かいすることはできなかった。光秀は信奈同様に、これまで忍びをあまり用いなかった。それが災わざわいした。光秀が放った忍びは、あの小こ柄がらな石いし川かわ一かず宗むねが率いる丹波忍びに、ことごとく返り討うちにされたらしい。

　お牧の方を死なせてしまえば、生き真ま面じ目めな光秀がどうなってしまうか、わからない。副官の斎藤利とし三ぞうが、

「この上は、偽いつわりの和わ睦ぼくを。ご母堂を死なせるわけには参りません。毛利方につくと称しようして時間を稼かせぎ、どうにかしてご母堂を返へん還かんさせましょう。信奈さまも許してくださいます」

　と見かねて勧すすめたが、光秀は「それもできませんです」と決して首を縦に振ふらない。

「母上を奪還し、信奈さまへの忠義をも貫かねばならないです。相良先せん輩ぱいならばこういう時、必ずそう考えます」

「お言葉はわかりますが、しかし……毛利の後詰めが来ないと知った波多野家は絶望して追い詰められております。尋じん常じようの話し合いが通用する状態ではありません」

　お牧の方処しよ刑けいまであと一いつ刻こく、と波多野家からの通達が舞まい込んできた。

　もはや光秀には、一夜の逡しゆん巡じゆんすら与あたえられない。

　その一夜のうちに、織田方の援えん軍ぐんがわずかでも先行して丹波に入ることを、波多野秀治は恐おそれていた。丹波随ずい一いちの猛もう将しよう・赤井直正が事実上再起不能となっている黒井城はおそらく、待ち続けてきた吉川元春が来ないとわかり、代わりに織田方の兵が現れれば、慌あわてて開城する。黒井城を奪われる前に明智光秀を寝返らせる以外に、波多野家が生き延びる方法はないのだった。

　二枚舌外交ができぬ性格の光秀に、選べる道は──。

　断固として寝返りを拒きよ否ひし、難なん攻こう不ふ落らくの八上城を攻めるか。

　お牧の方を救うために、波多野家と和睦し、毛利方に回るか。

　二つにひとつであった。

「いずれにしても、鹿之助どのが到着するより早く……いえ、鹿之助どの率いる援軍が波多野秀治の視界に入ると同時に、母上は処刑されてしまうです。織田方の援軍が西から来たということは、波多野家はもはやこの丹波篠山に孤こ立りつした、ということですから」

　主要な忍びはもう残っていなかったが、光秀を見かねた明智家の侍たちが決死隊を結成し、次々と「幸いにも」「夜です」「誰か一人くらいは山頂へ辿たどり着けるやもしれません」と慣れない黒装しよう束ぞくに着き替がえて八上城へと奔はしる準備をはじめていた。

「みんな、すまないです……万にひとつも、生還できない任務ですのに」

「言葉は不要」

「われわれはみな」

「明智さまのためならば」

「いかなる時でも、死ねまする」

「どのようなお下知にも、従いまする」

「姫ほどの素す晴ばらしき主君は、この世に二人とおりませぬ」

「必ずや、ご母堂を……」

「御ご免めん！」

　しかし、あの石川一宗という腕うで利ききの丹波忍びが、むざむざお牧の方を奪還させるとは光秀には思えなかった。

　残り時間、半はん刻こくを切った。

　斎藤利三は、なおも明智光秀がその精神力によって耐たえていることに驚きよう嘆たんしていた。丹波戦線で孤立して以来の光秀は、苦境に次ぐ苦境の連続だった。生母を磔にされるという今夜の時点で、光秀の苦境はその最後の段階に入っている。もしも自分ならば、もはや到底正気ではいられなくなる、それほどの限界状じよう況きようだ。

「……相良先輩ならば、どちらの実も拾おうと最後まであがくです……ならば、この十兵衛も……」

　利三は、光秀の精神を保たせているものが、相良良晴の存在なのだと、知った。

　ご母堂が殺されれば、しかし、その光秀の心も砕くだけ散るだろう、と利三は半刻後に訪おとずれる決定的な破は滅めつの瞬しゆん間かんを恐れた。




　石川一宗に担かつがれて松の木の下に運ばれ、十字架へ磔られていたお牧の方は、眠ねむり薬を飲まされて熟じゆく睡すいさせられていた。

　驚おどろくほどに気き丈じような女性である。磔られていようとも、「迷わず織田家への忠節を貫き八上城を落としなさい」と光秀へ向けて叫さけぶに違いなかった。声は通らねど、遠眼鏡越ごしにその言葉が光秀に伝わることを、石川一宗は警けい戒かいしたのだ。たとえ猿さるぐつわを嚙かませても、光秀へ己おのれの意志を伝えるだろう。また、生きているお牧の方の身体からだを槍やりで貫き苦しめて殺すことを石川一宗は躊躇ためらってもいた。寝ねていてくれれば、安らかに旅立てる。

　明智軍が放った最後の決死隊が夜や陰いんに紛まぎれて山頂のこの松の木を目指していっせいに侵しん入にゆうしてくることは、むろん想定済みである。

「もう、忍しのびと言える者はあらかた始末したでごじゃる。今、山をにょぼってくるれんちゅうは、武士ども」

　結界を張った丹波忍びたちが、明智決死隊を一人、また一人と、倒たおしていく。白昼での戦いならばともかく、闇やみに紛れた山中での戦いでは、八上城の地形を知り尽つくした丹波忍びが圧倒的に有利。土地勘かんのない明智侍が、この山の結界を破れるはずがなかった。武士の主要な得え物ものは、槍と刀。せいぜいが弓や種子島である。夜の闇に守られた木の上からの手しゆ裏り剣けん攻こう撃げきには、暗い山中では視界が利かぬ彼らはなすすべもない。

「ふふふ。武士どもといえど、夜の山に分け入れば、素人しろうと同然」

　赤い瞳ひとみをぎらつかせながら「処刑まで半刻を切ったでござる」と呟つぶやく石川一宗の背後で──。

　磔となっていたお牧の方が、目覚めていた。

　薬がまだ効いていてもうろうとなっているが、必死で、光秀に言葉を伝えようとしていた。

「……十兵衛……惑ってはなりません。お味方はすぐそこまで……必ずやあなたを救いに……この母のことは忘れなさい。母ごときのために主家を裏切れば、土と岐き源氏の再興など、無意味に……十兵衛……！」

　凄すさまじい精神力でござる、と石川一宗は呆あきれ驚いた。

「まさに武家の母、お見事。しかしながら、もはや時間切れ。結界を突とつ破ぱできたものはいなかったようでござるな」

「……忍びのお方……そなたは、まだ幼いようですね」

「忍びに年ねん齢れいはござらぬ。闇に生きて闇に死ぬ、それが生まれながらの忍びであるそれがしのちゅくめい」

「……ご両親は……」

　一流の忍びは、己の過去などを語るものではない。石川一宗は幼くして丹波石川流のただ一人の宗家となった時から「一宗」を名乗るようになった。これまで、どのような仕事をもやり遂とげてきた。だが、どうにもお牧の方を前にすると、自分が忍びであることを忘れてしまいそうになる。どこか、亡なき母に似ている。容姿はまるで異なるが、母性というものを結けつ晶しよう化させたかのような女によ人にんだった。明智光秀ほどの姫ひめ武将を女手ひとつで育はぐくんできただけの人物だった。

　それに、お牧の方は、まもなく死ぬのだ。

　ならば、余人に過去を明かしたことには、ならぬ──。

　一宗は思わず、過去を、語っていた。

「母は任務に失敗し、ちんだでござる。父は、任務に失敗した母を見捨てた大おお頭がしらと対立し、姉を連れて丹波から抜ぬけ申した。忍びにも、家族はござる。それがしは大頭の人質だったゆえ、丹波に留とどめられまちた」

「……その、大頭は？」

「松永弾正と丹波侍の戦いの折、弾正が操あやつる傀かい儡らいに敗れて、すでに死に申した。今の丹波忍びの大頭は、それがしでござる」

「お父上のもとには、行かぬのですか」

「わが姉を連れて行きながら、それがしを置き捨てた父のことは、もう忘れたでござる。もはや、生きてはおりまちゅまい。ご母堂。明智光秀どにょに惜おしまれ嘆なげかれながら死ぬご母堂は、まだしも幸福でござろう」

　私を殺しても波多野家の運命はもう定さだまっております、殺せばかえって遺い恨こんを作りお家滅亡の憂うき目に……それでも殺しますか、とお牧の方は石川一宗に問うた。

　一宗は、

「主命ゆえ」

　とだけ答えた。

「……請うけた仕事を遂すい行こうできぬ丹波忍びに、生きる資格はないでござる。それがしは大頭といえど、実力で他の忍びを黙だまらせている立場にすぎにゅ。叛そむけば、こんどはそれがしが抜け忍にんとなって狩かられる運命に。それがし、父のような負け犬になるのは御免でござる」

「わかりました。あなたが生きてきた世界は、武家よりもある意味、厳しい世界なのですね。もう、申しますまい」

　時間が来たでござる、と一宗はクナイを手にしていた。

「ご母堂。申し訳ござらぬが、お命、頂ちよう戴だいいたす」

「……やりなさい。十兵衛に、かかる結末はそなたの罪でも織田信奈さまの責任でもなく、この母の甘さゆえ。最後まで主に忠節を誓ちかうように。よくぞ寝返らずに踏ふみとどまったと母が褒ほめていたと……お伝えください」

「……御意」

　石川一宗が、クナイの刃でお牧の方の喉のどを搔かききろうとした、その時──。

「させぬでござるよ！」

　ぶもおおおおおお！

　林の中から、猪いのししの群れが突進してきた。

　その猪どもの中に、黒装束の忍びが一人、混じっている。

「にゅっ!?　乱らん心しん法ほう獣じゆう遁とんの術!?」

　ちゅどっ。

　煙えん幕まく弾だんが、炸さく裂れつした。

　一発。二発。三発。

　その煙幕弾が発する白煙の独特の香かおりに、石川一宗は、覚えがあった。

「……この火薬の調合法は……」

　ほんの一瞬、石川一宗は、任務を忘れた。鼻が、勝手に反応していた。この香りは、自分を置いて姉とともに丹波から抜けていった父親の匂においだった。

「にん。蜂はち須す賀か流忍び、蜂須賀五ご右衛え門もん、参上。背後を、取ったでござる」

　石川一宗は煙の中を、跳躍した。しかし、後ろを併へい走そうしてくる忍びが、いた。

　顔は見えない。しかしその声は、石川一宗と同じ、舌足らずな嚙み声──。

　まさか。

　そんなはずがない。

　石川一宗は思わず、叫んでいた。

「まさか、姉者なのか!?　姉者は父上とともに丹波から落ちて、行ゆく方えをくらましたはず!?」

　五右衛門が、答える。

「……そなた、長なが松まつでござるな」

「長松などという幼名は捨てた、拙者は石川一宗だ！　貴様こそ、蜂須賀五右衛門にゃどという名でにゃかろう！　貴様は、丹波流石川家の……」

「左様、拙者はそなたの姉でござる。顔を隠かくしても、嚙み癖ぐせはごまかちぇぬでごじゃるな」

　蜂須賀五右衛門と石川一宗。ともに、丹波忍びの一家・石川家に生まれた姉妹しまいであり、代々石川家に伝わる「紅あか瞳め」を持つ異い形ぎようの忍びだった。

「今は拙者、相良氏にお仕えする忍びにござる。父上は蜂須賀村でお亡くなりに」

「つまり姉者は亡き父上の跡あとを継つぎ、蜂須賀流などというありもしない忍びの流派をも継けい承しようしたというのか!?　丹波からの追忍をかわすために、名も流派もすべて書き換かえたか！」

「左様でござる。追忍に追われ続ける抜け忍は厳しいもの。父上も拙者も、完全に過去をすてさらざるをえなかったのでごじゃる」

「その丹波に、なぜ戻もどって来た！　殺されに舞まい戻ったか！」

　五右衛門はわずかに返答を躊躇した。丹波に入れば、生き別れとなっている妹と殺し合う運命が待っている、と予感していた。丹波に残されていた妹が忍びの世界から抜けられるとは思えず、まだ命を落としていないとすれば波多野家に雇やとわれているであろうことは容易に想像できたからである。長松こと石川一宗は、五右衛門とその父が丹波から抜けた時、大頭の人ひと質じちとなっていたために抜けられなかった。当然、父親と姉を恨うらんでいるだろう。立場的にも、丹波を抜けた姉が敵である織田方の忍びとして自分の仕事を妨ぼう害がいすれば、手心を加えられるはずがない──そしてその予感は、当たった。本来ならば、良晴に「自分が死んだら妹を召し抱かかえてくだされ」と頼たのみたかった。が、この重大局面で良晴を惑まどわせてはならない。ただ一人で、妹と対たい峙じする、と五右衛門は決意して乗り込んできたのだ。

「……明智氏救きゆう援えんという抜き差しならぬ任務ゆえに。その任務の途と上じようでこうして生き別れの妹とさいかいちゅるとは、ひにくなもにょでござるな」

「ならば、もはや妹でも姉でもない。敵と、味方だ。遠えん慮りよなく、殺す！」

「長松も、ずいぶんと立派な名前を名乗っているでござるな。そうたやすく、このはちちゅかぎょえもんは、殺せにゅでござるよ」

　すでに相良船団の一部は丹たん後ごの宮みや津つ湊みなとに到とう着ちやくしていた。「天あまの橋はし立だて」で有名な港町である。五右衛門は宮津から丹波めがけて進軍する相良軍から忍びの脚あしを用いて先行し、八上城へと急行してきた。光秀に「まもなく相良軍が来るでござる」と連絡を取るためだったが、お牧の方の処しよ刑けい開始を知り、光秀の本ほん陣じんへ入るよりも早く八上城へと侵しん入にゆうしたのだ。

「フン。血ち生なま臭ぐさい。手負いか、姉者」

「九州は修しゆ羅らの国。佐さ嘉がの葉は隠がくれ忍にん群ぐんよりも、忍び殺しの甲斐宗そう運うんに手こずったでござる」

「元祖本家の石川流を舐なめてもらっては困る、姉者」

　白い煙けむりに包まれたお牧の方にはもう、二人の小さな忍びがどこを奔はしっているのか、まったくわからなかった。

　両者は今、山中へと飛び込み、木の枝から枝へと恐おそるべき速度で駆かけている。

　石川一宗は、一刻も早く背後を奪うばった五右衛門を振ふり切らねば、斬きられる。

　だが、お牧の方から遠く離はなれることもできない。

　山中に潜ひそんでいるはずの仲間が五右衛門を討うちに来ないことに気づいたのだ。

「うにゅう。結界を張っていた丹波忍びどもは……」

「……みな、春花の術で眠っていてもらっているでござるよ。篠山はかつて、せっしゃの庭でごじゃった」

「この石川一宗よりも腕うでをあげたと言いたいのか、姉者！」

「関東から九州まで。丹波の外へ出なかったそなたよりも、場数は踏ふんだでごじゃる」

「父上を独どく占せんして、拙者を見捨て丹波から抜けた姉者が……許せぬ！」

「父上はそなたを奪だつ還かんしようとしたが、そなたは大頭の館やかたに囚とらわれており、奪還できなかったのでござる。やむをえなかったでごじゃる」

「黙れ！」

　石川一宗が、背後を飛ぶ五右衛門めがけて、指先から目に見えない鉄製の弾だん丸がんをはじきだしていた。「兜かぶと割わり」の術である。

「うにゅう！　姉妹再会の場面だというのに、容よう赦しやないでござるな！」

　五右衛門が頭上の木の枝に右手を添そえて、身体からだをくの字に曲げ、かろうじて兜割の弾たまを避よけた。この時にはもう、石川一宗の身体は反転して五右衛門の正面を向いている。一宗の背を奪っていた五右衛門の有利は、完全に崩くずれた。

　丹波忍びでも一、二を争う実力者になっていたとは、さすがでござる──と五右衛門は感かん嘆たんした。

　が、妹の忍びとしての成長を祝しているような余よ裕ゆうは、ない。

　むしろ、それほど一宗が忍しのびとして凄せい惨さんな日々を送ってきた、ということでもあるのだ。

「抜け忍の娘むすめがどれほどの苦難を味わったか、蜂須賀の里などでぬくぬくと父上とともにくらちていたきちゃまには、わかりゃぬ！」

　体術、忍術は、ほぼ互ご角かく。しかし相良良晴とともに長く過ごしているうちに忍びとしての冷血さを半ば忘れかけ、一宗に対して姉妹の情を残していた五右衛門に対し、石川一宗はより「忍び」として過ごす日々が長かった。とはいえ、お牧の方に己おのれの過去を語ってしまった時から、一宗は揺ゆれていた。そこに、生き別れの姉が現れた──お牧の方と語り合っていなければ、姉妹再会という予期せぬ出来事に情を動かすことなく、五右衛門を一いち撃げきで殺せたかもしれなかった。

「わが仕事の邪じや魔まをする者は、姉であろうと殺す！　しくじれば大頭の地位も丹波での居場所も失う！」

「その時は、相良氏のもとへ来ればよいでござる。日ノ本は、広いでござるよ。そのひにょもとのちょとには、ちゃらにひろいせかいが──」

「黙れ！　わが里は丹波のみ。蜂須賀党になど、入らぬ！　なぜ抜けた！　母上の恨みを晴らすというなら、大頭を殺すべきだった！」

「復ふく讐しゆうなど。父上には、もっと大きな夢が……話せばわかるでござる！」

「娘を放置して逃にげておいて、なにが夢だ！」

「戦国の世では忍びはしょせん、いつまでも世から隠れ住む忍び。抜け忍は、生しよう涯がい追われつづけるちゃだめ」

「わかりきったことを！」

「故ゆえに父上は、まずは川かわ賊ぞくの頭となり、天下人の器うつわと見込んだ相棒と手を組み、かげのせかいから、おもてのせかいへとびたとうと……しのびのいえにうまれた、われらしまいのうんめいをかえるために、こきょうのたんばも、おのれのかこも、すてたのでごじゃる」

「拙者は置き捨てられた！　姉者のため、の間ま違ちがいであろう！」

「……抜け忍にんである拙者が丹波入りすれば、そなたと戦うことに」

「抜け忍が現れれば討うつ！　当然のことだ！」

「申し訳なかったでござる。いちど甲賀でのしのびのしゅうかいに、へんそうしてかおをだしたのでござるが、そなたはいなかったのでござる」

「甲賀忍びづれが仕切る集会などに、誇ほこり高き丹波忍びは顔を出さぬ！　言い訳無用！」

「かかる戦い、われらの父上も母上も望んではおらぬ。拙者と来るでござる、長松！」

　一宗に背後を奪われてはならぬと宙を二転三転しながら飛び交かう五右衛門の目の前に、着火された大玉が、放ほうり投げられていた。

　この匂いは、煙幕弾にあらず。

　焙ほう烙ろく弾──！

　ドンッ！

　炸さく裂れつした。

　木の幹を背に爆風を避さけながら、五右衛門は（丹波に置き去りにしてしまった長松には、ずいぶんと苦労をかけたでござる。恨まれているでござるな。しかし今は長松と和解するために長話をする時間はないでごじゃる）とほぞを嚙かんだ。

　ともあれ、石川一宗をお牧の方から切り離す作戦は、成功したと言っていい。

　一宗は、容易には松の木の下に磔はりつけられているお牧の方のもとへは戻れない。なぜならば、まだ五右衛門の死を確かく認にんできていないからである。焙烙弾の一発ごときで、殺せたとも思っていないはずだ。一宗が森から抜けてお牧の方のもとへ奔れば、その瞬しゆん間かんに、森に隠れたままの五右衛門が一宗を背後から仕し留とめにかかる。

　それがわかっているので、一宗はなお、お牧の方のもとに戻ることができない──。

　……。

　……。

　……。

　互たがいに完全に気配を消したままで、森の中での睨にらみ合いが、続いた。

　位置を気け取どられぬため、呼吸も脈拍も最低限まで落とす。




（姉者め、手て強ごわい。異国より海を渡わたって来た風魔や、異形の力を誇る信州真田のような化け物じみた忍びどもと戦って生き延びてきただけのことはある……しかも、勝手知ったる丹波篠山の山中では、強い。姉者が出てくるとは、ぬかった）

　結界はすでに五右衛門によって破られている。お牧の方を見張らねば、奪回される。藪やぶの中に仰向けに転がり屍し体たいの如ごとく気配を殺している石川一宗は、ほとんど呼吸を止めたまま、森の中から十字架上のお牧の方を遠目に眺ながめていた。

　青ざめた波多野兵たちが、槍やりを構えてお牧の方のもとへと駆けつけていた。

「大変じゃ。相良良晴が軍団を率いて明智軍の救援に来た！」

「かくなる上は、この八上城でわれら、枕を揃えて討ち死にするまで！」

「波多野一族は最後まで堂々と戦って滅ほろぶ！　われら足軽衆も、巻き添ぞえじゃ！」

「申し訳ないが、刻限が過ぎている。明智どののご母堂を処刑いたす！」

「殿とのから処しよ刑けい中止の下知が来ない以上、予定通り処刑するしかないのじゃ。許されよ」

　姉者に続いて、相良良晴が乗り込んできたか。これで波多野家は窮きゆうした。一宗は、お牧の方の運命はここに極きわまった、と目を閉じていた。

「ご母堂、お命をいただきまする。ただいま、八上城は混乱を極めております。処刑中止の下知を出す余裕が、もはや今の殿にはないのでしょうが……」

「城中混乱のために下知が届かないのやもしれませぬが、これも主命にて、御ご免めん！」

　ダメだ。もう助かるまい。姉者があのお牧の方を救出していくことを、自分は少しばかり期待していたのかもしれない。

　かつて任務に失敗した母上を大おお頭がしらに見放された姉者と拙者とが、こうしてともに息を潜ひそめて、明智光秀のご母堂を見殺しにせねばならぬとは……一宗は、丹波忍びの大頭という身分を得るために数々の非情な忍び仕事をこなしてきた自分のこれまでの生き様はなんだったのか、なんのために強くなったのか、と無力感に打ちひしがれていた。

　母を殺された明智光秀の生涯もまた、怨おん念ねんと後こう悔かいによって狂くるっていくのだ、自分がそうなったように、とも。

（……忍びも哀かなしいが、武家も哀しいでござる。戦国の世はまさに、恨うらみと後悔の輪りん廻ねでござるな……波多野家の滅びが決まった今、ご母堂の処刑など、無益でござるのに）

　かくなる上は、丹波から抜ぬけることになるが、拙者がご母堂を救い出す他はないでござる。が、拙者が飛び出せば、拙者の心変わりを知るよしもない姉者は拙者を仕留めにかかる……結局は、生き残ることができる忍びは姉と妹のうち、どちらか一人。それが忍びに生まれた者の定さだめ。ようやく再会できたというのに最後まですれ違い続けた姉妹しまいでござったな、と一宗は唇を嚙みしめ、心の臓ぞうを再び動かそうと自らの身体に気合いを入れた。

　しかしこの時一宗は、自分が姉に裏をかかれていたことに、気づいた。

　お牧の方を刺さし殺そうとした侍さむらいたちが、口々に騒さわぎはじめたからだった。

「ち、違う！」

「偽にせ者ものだ！」

「お牧の方ではない。こやつ……明智方の……男ではないかああ！」

「いつだ。いつ、すり替かわった!?」

「それがしは明智の姫さまにお仕えする足軽よ、女装は生まれてはじめて！　今いま頃ごろ気づいてももう遅おそい、わはははは！　さあ、わが首を盗とれ！」

「ししし、しまったあ！　逃にげられた！」

「だ、だが、不幸中の幸い。これでよかったのかもしれん」

「明智どののご母堂を殺したりすれば、八上城に籠こもるわれら全員、織田方に殺し尽つくされていたところじゃ」

「そ、そうとも。ともあれ、殿の御ご前ぜんにこやつをひったてよ！」

　そうか。煙えん幕まく弾だんの連発は、このすり替えのために。自分が森の中で姉者と暗あん闘とうしている隙に──姉者、さすがでござるな、と一宗は目を細めていた。

（しかし……これで拙せつ者しやは、丹波に居場所を失ったでござるな……大頭の座を狙ねらっている者は数知れず。抜け忍の娘である拙者には、もとから敵が多い。しかも、わが姉が敵方につき、お牧の方を盗ぬすみ去った。拙者は、丹波忍びの大頭の地位を失った）

　こうなった上はとにかく、生きて丹波を抜けるしかなし、と悟さとった一宗は赤い瞳ひとみをぎらぎらと輝かがやかせながら、ゆっくりと心の臓を再び動かしはじめて起き上がっていた。

（ただし、それがしにも丹波忍びとして、石川流継けい承しよう者しやとしての誇りがある。姉者にこのまま降くだるつもりはないでござる。次こそは……姉者に勝つ）




「お牧の方さまの奪還に成功！」

「奇き跡せきが起きたかのようじゃ！」

「九州より帰還した蜂須賀五右衛門どのが、やってくれましたぞ姫ひめ！」

「海路より、相良軍が上陸！」

「丹後の宮津に上陸した相良軍は少数ながらまっすぐに、われらが姫を救きゆう援えんするべく丹波へと向かってくださいました。しかも、山中鹿之助どの率いる山名軍もまた、一路丹波へと急行しており、その勢いは留とどまるところを知らず！」

「丹波に蓋ふたをしていた黒川城は、相良どのの『千成ひょうたん』を見て瞬時に開城・降こう伏ふくいたしました」

「ご覧ください、姫。この篠山に、ついに相良軍が到とう着ちやくいたしました。黄金のひょうたんの馬印ですぞ！」

「波多野秀治は、相良どのが三み木き城包囲戦で別所家の将兵たちの命を救った寛かん大だいなお方であると知っております。お牧の方さまと入れ替わった偽者の足軽を処刑することをあきらめ──」

「八上城を開城し、織田方に降伏すると、自らこの本ほん陣じんへやって参りました」

　光秀本陣は、沸わき立っていた。

　姫路城の主力部隊は動かせない。死を覚かく悟ごして光秀に残された時間を稼かせぐべくわずかな三十名の決死隊を率いて山陰へ突とつ入にゆうした山中鹿之助が、毛利方の先せん鋒ぽうとなっていた山名豊国軍の将兵たちの心を動かし、豊国もまた伯お父じの山名祐豊を説得、因幡・但馬の両山名軍が織田方に寝ね返がえった。

　丹波入りをあきらめた吉川元春は、鹿之助不在となった山陽戦線へと転進。

　これだけでも明智軍にとっては奇跡だったが、幸運と不運とは表ひよう裏り一いつ体たいである。お牧の方を人ひと質じちに取りながら丹波篠山の八上城に籠もる波多野秀治は、吉川軍の山陽転進を知って進しん退たい窮きわまり、お牧の方を磔とし、光秀を無理矢理に寝返らせようと最後のあがきを見せていたのだ。

　が、そのお牧の方を、光秀救援のために丹後より駆けに駆けていた相良良晴軍の忍び・蜂須賀五右衛門が間かん一いつ髪ぱつで救出した──。

　そして相良軍本隊もまた、ついに黒川城を下して篠山へと進軍してきた。良晴の目印ともいえる「千成ひょうたん」を掲かかげながら。

「母上……！　よくぞ、ご無事で。信じられません。もはや生きてお会いすることはないと、この光秀、覚悟しておりました……！」

「よく耐たえました、十兵衛。もしもあなたがこの土ど壇たん場ばで織田家を裏切っていたら、私は娘むすめの育て方を誤ったと、悔くいても悔いきれないところでした」

「……母上……ですが……辛つらかったです。もしも母上が槍で串くし刺ざしにされる姿を見てしまったら、この十兵衛、もはや正気を保てなくなっていたでしょう。歴史に残る大だい虐ぎやく殺さつを、八上城で決行していたかもしれないです。褒ほめられる資格は」

「いいえ。心の中では、誰だれもが怒いかりに囚とらわれ、凄せい惨さんな復ふく讐しゆうを考えるものです、十兵衛。ですが、あなたは耐えた。この逆境に、最後まで耐え続けました。もし母が死んでいても、あなたは見事に耐えたでしょう。天てん下か布ふ武ぶという大願のために」

「……いえ。母上。もしも母上を失えば、十兵衛は己おのれの心を制せい御ぎよできなくなってしまうと、よくわかりました……相良先せん輩ぱいが救いに来てくれなければ、あるいは」

「あなたは、他人に甘すぎ、自分に厳しすぎるのです、十兵衛。胸を張りなさい。あなたこそは、明智家の、そして土岐源氏の誇ほこりですよ。波多野どのにはどうか、寛大なご処置を。波多野どのは、わが替え玉となった足軽の命を、無む駄だに奪うばいませんでした」

「はいっ！」

　光秀に生せい還かんしたお牧の方を引き合わせた斎藤利三が、二人のもとに膝ひざをついて、頭こうべを垂れていた。

「ご母堂も姫も耐えておられたというのに、副官である自分はずっと心が揺らいでおりました。何度も、いったん毛利へ寝返ったふりをしてご母堂を救う機会をうかがうよう、姫に謀む反ほんを勧すすめておりました……ご母堂。申し訳ありません！」

「よいのです利三。十兵衛は任務や大義のために、常に自分を押し殺してしまう性格です。利三がいてくれて、そして人間の娘としての十兵衛の代言者となってくれていることで、十兵衛はずいぶんと救われているのですよ」

「……有り難がたき幸せです」

「しかし利三。私を救ってくださったあの忍びは、いずこへ？　礼を尽くさねば」

「五右衛門どのは、休む暇いとまもなく丹波の山中を駆かけてゆかれました」

「そうですか……ですが……あのお二人、体格といい喋しやべり方といい、闇やみの中に輝く赤い瞳といい、とてもよく似ておられましたが、まさか……」

　お牧の方が言う「あのお二人」が誰であるのか、相良良晴に間一髪で救われて母と再会できた光秀はそのことについて考えている余よ裕ゆうはなかった。ずっと丹波で孤こ立りつしてきた。母を失う寸前まで行った。限界状況から夢のような形で救われた光秀は今、それどころではなくなっていた。

「相良どのが軍団を率いて八上城へ迫せまっていると知った時、抵てい抗こうを諦あきらめて明智どののご母堂を解放しようとしましたが、城内が大混乱していたために下知が伝わらず、ご母堂を処しよ刑けいしてしまうところでした」と切腹を覚悟して白装しよう束ぞくで現れた波多野秀治の手を取り、「われらはともに運を拾ったです、相良先輩に生しよう涯がい感謝するです！」と秀治の助命を決定していた。

「波多野家の誰も殺しはしません。波多野秀治どのは隠いん居きよ。嫡ちやく子しに波多野家を継つがせ、山さん岳がく要よう塞さいの八上城から平地の城へと移い封ふう。波多野家の所領は安あん堵どいたします。このたびの戦いくさが終わった後に、信奈さまに正式な処置を決定していただきますが、丹波一国はこれより十兵衛が国主を務めます！　降こう伏ふくした丹波兵のうち、参戦を志願する兵はこれより明智軍に組み込みます！」

　丹波一国切り取り放題。これは、信奈が光秀に認にん可かした既き成せい事実である。

　波多野家との和わ睦ぼくは本来信奈の了りよう承しようを得ねばならない事じ項こうだが、その信奈が東国戦線に立っている以上、毛利の上じよう洛らくを食い止めることを最大の使命とする光秀はまず波多野家との和睦を独断で決定していた。

　ここで過か酷こくな処置を決めれば、丹波に残存するいくつかの国人衆が蜂ほう起きし、その掃そう討とうに時間をかけねばならない。むろん、そのような余裕は光秀にはない。丹波兵を、すみやかに対毛利戦に投入しなければならないのである。丹波の国人衆を可能な限り明智家の家臣として取り立て、これまで無数の国人衆が割かつ拠きよしていた丹波をひとつの「国」として結束させる、それが光秀のもともとの構想だった。それ故ゆえに、光秀は丹波の国人衆に対して「甘さ」を見せ、苦戦してきたわけだが、ついに光秀が勝った。

「もしも母上が命を落としていれば、信奈さまは決して波多野家の降伏を許しませんでしたが、母上が生還したとなれば問題はありません。この十兵衛が、必ずや波多野家を守ります」

　すでに相良軍と山中鹿之助率いる山名軍に降伏した黒川城の赤井家についても、光秀は同様の仮処置を決定した。

　波多野秀治は、光秀の母・お牧の方を殺そうとしたのだ。相良軍団が現れた以上は殺しても無駄だと悟った土壇場で処刑を中止しようとしたが、その下知は伝わらなかった。八上城の将兵を皆みな殺ごろしにされるとまではいかずとも、波多野家の存続を許され、自らの命が救われるとまでは思っていなかった波多野秀治は「かたじけない」と落らく涙るいしながら光秀に何度も礼を述べた。

「ですから。礼なら、母上を救ってくださった相良先輩に言うです。母上がもしも命を奪うばわれていたら、この十兵衛は逆上し、八上城を容よう赦しやなく焼き尽くして将兵ことごとくを殺し尽くしていたかもしれません」

「……たしかに、黒川城が即そく座ざに開城したのも、われらが降伏を決めたのも、相良良晴どのの三木城での寛大な処置を知っていたからこそ。三木城を包囲して兵ひよう糧ろう攻ぜめをしておきながら、相良どのは三木城から飢うえて出てきた兵たちに粥かゆを振ふる舞まっておられたという。相良どのが毛利家に囚われて三木城包囲陣を留守にしている間は、後を継いだ山中鹿之助どのや竹たけ中なか半はん兵べ衛えどのたちが、相良どののご指示を守り続けたと……相良どのこそは、将に将たる器うつわを持つ御ご仁じん」

　ですが、明智どのもまた、将に将たるお方、と波多野秀治はうなずいていた。

「近江坂さか本もとおよび丹波亀かめ山やま城での善政の数々、すでに領民に知れ渡わたっております。その上、明智どののご母堂を殺そうとしたわれら波多野家への寛大なご処置。丹波の国人衆はこぞって、明智どのの家臣になりたい、と志願することでしょう」

　光秀自身は意識していなかったが、事実、丹波の北に位置する丹後の国人衆もこの時、九州から船団で押し寄せて来た相良軍団の上陸を見て次々と織田方に帰順している。長らく丹波攻めに苦戦していた光秀自身が自ら領有していた地域は、近江の坂本城と、丹波の亀山城のみであったが、織田信奈は、光秀に「丹波切り取り放題」のお墨すみ付つきとともに実質的な「近きん畿き管領」たる要職を与あたえていた。松永弾正の帰順以来すでに織田方の領国となっている大和も、そして新たに帰順しつつある丹後も、さらには京の都を含めた山やま城しろのほとんども、「明智光秀軍団」の管かん轄かつ下に入ることになる。かつて城攻めの達人だった猛もう将しよう・荒木村重があらかた征せい服ふくした摂津も、その村重が謀反騒動を起こして失しつ踪そうしたために、未整備状態とはいえ現時点では実質的に光秀の管轄下にあるといっていい。なにしろ、織田家当主の信奈が東国へ出で払はらっていて、畿き内ないにいないのだ。

　つまり、光秀の直轄地となった丹波と坂本を併あわせただけでもおよそ六十万石となるが、実は「近畿管領」たる明智光秀の支配地域はこの時点で、百五十万石に迫せまるものとなっていた──あの武田信玄や上杉謙信をも上回る、大大名である。

　その上、やまと御ご所しよを擁ようする京の都を、さらには京の二に条じよう城に鎮ちん座ざする「今川将軍」の今川義元を、光秀自身が守っているのである。

　が、光秀自身は、その事実に気づいていない。

「ああ。相良先輩と合流して、いよいよ毛利との最終決戦ですぅ！　先輩……お会いしたかったです……！　きっと九州で日焼けして、またまた逞たくましくなられているですね。今いま頃ごろのこのこ篠山へ向かってきている山中馬鹿之助が邪じや魔まですが、ただちに播磨へと取って返して毛利両りよう川せんをやっつけるです！　今の十兵衛ならば、敵はおりません！　先輩とならば、なんだってできるです。天下布武の実現まで、あと少し……」

　いつ果てるともなく続いた丹波戦線の苦しみから、ついに光秀は解放された。そして、この闇から自分を救いだしてくれた者が、他ならぬ相良良晴だったことに、光秀は言葉では形容できない幸福を感じていた──。

（ふふふ。お礼と称しようして先輩にちょっとくらい接せつ吻ぷんしても信奈さまにバレなければ問題ないです。いえ、いっそお子を授さずかっても、一人くらいでしたら！　相良先輩……）

　天下にその名を轟とどろかせている相良家の馬印「千成ひょうたん」を掲かかげた相良軍が光秀の本陣へと合流し、そして相良軍を率いる大将が馬に乗って光秀の前へと駆けてきた。

　だが。

「うげっ？　先輩じゃないです！　おおおお前は、だだだ誰ですかっ!?」

　光秀を救援するために丹後から駆けてきた相良軍団の大将は、相良良晴ではなかった。

「私は相良義よし陽ひ。先代の肥ひ後ご相良家当主で、新たに相良軍団の副将となった者である。そして──何を隠かくそう、可愛かわいい良晴の『姉』だ。良晴は、わが相良家の未来の子孫なのでな」

　光秀は思わず、高貴でかしこい姫武将には似つかわしくない素すっ頓とん狂きような声をあげていた。

「さっ……相良……ヨシヒぃぃぃ!?　先輩の、姉上ですとっ!?」

「本名はサガラヨシハルなのだが、弟と同姓同名ではややこしいので、ヨシヒと改名した。お前が、明智光秀こと惟これ任とう日向ひゆうがの守かみだな。その頭のきんかんで、すぐにわかったぞ」

　なんですかこいつはああああ!?

　見たことも聴きいたこともない女が出てきやがったです!?

　先輩はどこへ行ってしまったんですかあ!?

　幸福の絶頂から叩たたき落とされた光秀が絶望のあまり貧ひん血けつを起こしそうになり、ぐらりと倒たおれかけたことは言うまでもない。

「待つです！　姉ってなんですかあっ!?　相良先輩の姉って!?　なぜ未来から来た先輩の姉が、唐とう突とつに九州くんだりから沸わいて出てくるですか!?」

「私は正確に言えば良晴のご先祖だが、ややこしいので『姉』で通すことにした。これから先、相良軍団の外交はこの高貴な私が一手に引き受ける。惟任どのも、内々のことは私を通すように。うちの弟は恋こいに合戦にと忙いそがしいのでな」

「ちょっと待ちやがれ、です！　先輩の家族役は、この十兵衛の担当です！　そもそも毎度毎度信奈さまがあーだこーだと邪魔してきますが、本来は十兵衛こそが先輩の正式な婚こん約やく者しやなのですぅ！　十兵衛は寛かん大だいな女ですから信奈さまと先輩の浮うわ気きは公認してやってもいいですが、丹波一国を統一した今、先輩と十兵衛の祝しゆう言げんを邪魔できる道理はないはずなのです！」

　なにを言っているのだこやつは、と言いたげに相良義陽が目を細めた。

　美び麗れいで高貴な姫ひめ武将であった。華きや奢しやな身体からだ、色白の肌はだ、貴族の姫のような整った顔立ち。

　光秀は焦あせった。

　ぐぎぎ。この女、高貴でかしこい十兵衛と、なにやら似ているです。

　その上、先輩のご先祖さまだとは!?

　このままでは──先輩の母親代わりという十兵衛の立ち位置を、この肥後から来た女に盗とられてしまうです!?

「惟任どの？　良晴は祝言など挙げている時ではないし、私は認めぬぞ」

「うるせえです！　新参者のお前が口出しする問題じゃないのですう！」

「いーや。良晴の内々のことについては、姉である私を必ず通してもらう。ただでさえ弟は、隙すきを見ては姫武将の心を摑つかんで『もてもてはぁれむ』とやらを作ろうとする性しよう分ぶん。九州でも、島しま津づ家いえ久ひさだの島津義よし弘ひろだの大友宗麟だの立たち花ばな宗むね茂しげだのを相手に、次から次へと浮気を繰くり返す。しかも今や、良晴は藤原氏相良家の末まつ裔えいと判明して、近衛前久さまの猶ゆう子しとなり関白となる下準備が整った立場。今後は、私が良晴の女関係を整備する」

「ギャー!?　一人か二人くらいは九州で現地妻を作るんじゃないかとは疑っていましたが……あの野や郎ろう！　最悪の展開ですううううう!?」

　先せん輩ぱいはどこですか！　さっさと出しやがれです！　さては九州での浮気の数々を十兵衛に咎とがめられることを恐おそれて、隠れているですね！　と光秀が義陽に迫ったが、義陽の返事は光秀が想定していないものだった。

「良晴は途と中ちゆうで船団を割って、主君にして恋人の織田信奈どのの救きゆう援えんへと向かった。良晴は惟任どのと信奈どのを同時に救援せねばならなかったが、良晴の身体はひとつしかない。船上で私と話し合って、相良軍団を二手に割り、丹波救援軍を副将の私が、信奈どのへの加勢を主将の良晴が務めることとなったのだ。良晴は『丹波戦線のほうが危機的だ』と丹波へ行きたがっていたが、仮にも武家ならば主筋の救援を優先するべきだと私が押し切ったのだ。織田家当主の織田信奈どのと、その片かた腕うでたる明智光秀どの。二人の姫武将を同時に確実に救援するには、他に選せん択たく肢しはなかった」

　義陽は、良晴と信奈が恋仲であることは「天岩戸開き」以来よく知っているし、光秀が良晴の婚こん約やく者しやだと言い張っていることも聞いている。だが、光秀と良晴と信奈との複雑な三角関係の微び妙みようさは、実際に織田家に仕えてみないと容易には理解できないものだった。

　義陽の言葉を聞いた時──。

（その通りです。織田家の主君は信奈さま。先輩が主君である信奈さまの救援へ向かい、ご自分の分身と信しん頼らいを寄せる姉上に丹波救援軍の指揮を任されたことは、戦国武家の理にかなっている最善の選択です。実際に、義陽どのがもしも来られなければ、母上は処しよ刑けいされていたです。十兵衛は先輩に救われ、そして東国で窮きゆう地ちに陥おちいっている信奈さまも先輩に救われるでしょう。これでよかったのです。他に選択肢はなかったのです……ですが）

　光秀の心の中に、一点の黒い染しみのような小さな「疵きず」が生まれていた。

　その「疵」を、いつもの自分のように戯おどけることで振り払はらってしまおうと──。

　ばぎゅーん。

　光秀は抜ぬき打ちで得意の単たん筒づつを発射していた。義陽の身体を狙ねらってはおらず、さらに義陽のお供としてついてきていた犬いん童どうが「ばうっ」と熊くま手でで弾だん丸がんを薙なぎ払ってしまったので、義陽に当たることはなかった。光秀の心はこの銃じゆう声せいとともにからくも「疵」から逃のがれていた。が、義陽は「理知的な姫武将だと聞いていたが、意外と無茶をする!?」と驚おどろいた。

「こら。無礼者め、いきなり発はつ砲ぽうする奴やつがあるか！　そなた、躾しつけが足りていないようだな」

「躾でしたら母上から教わっているですう！　十兵衛にとっては、単筒は挨あい拶さつ代がわりなのですぅ。姉と称して先輩を横取りすれば、義陽どのは単筒の的になるですよ！」

「……はあ。惟任どの、ご母堂を人ひと質じちに取られても耐え切ったそなたの織田家への忠義心は素す晴ばらしいが、惟任姓せいは御所に献金して無理矢理奪うばったインチキなものだろうし、明智家という家は聞いたことがない。うちの良晴は由ゆい緒しよ正しい相良家の末裔にして、次の関白となる男。お前のような出自不明でしかも粗そ暴ぼうな姫武将に、良晴はやれんな」

「なんですと？　さっそく姑しゆうとめのようなその発言、イラッとくるですう！　明智家は、高貴な土岐源氏の一族なのですぅ！　九州の田舎者にはわからないだけですう！」

「いいや、わが相良家は二十代以上も続くほんものの藤原氏だ。関白近衛さまもお認めである。九州では、本州のような無茶苦茶な下げ克こく上じようというものが少なかったので、大友、島津、相良、阿あ蘇そといった室むろ町まち以来の名族が脈々と続いているが、本州には自称源氏や自称藤原氏が多すぎる。明智家などという耳慣れぬ家の娘むすめは、うちの良晴には釣つり合わんな」

　織田家とやまと御ご所しよとの付き合いは、以後、この私が担当してやろう、惟任どのは毛利との合戦に注力するがよい、と義陽が涼すずしい顔で言いだしたので、光秀は逆上した。

「……あああああ！　やっぱり我が慢まんならないです！　相良義陽いいいいい！　おめーという女は、どこまでもこの十兵衛にとって邪魔っけになる女のようですね！　十兵衛の織田家での居場所を片かたっ端ぱしから奪い取る存在のようですね！」

「なにを怒おこっている。惟任どのも、惟任どののご母堂も、間かん一いつ髪ぱつで助けてやったではないか。山中鹿之助も急いでこの篠山へ向かっているが、私と忍しのびの蜂須賀五右衛門が来ていなければ間に合わなかったのだぞ？　生涯、私に感謝するがいい。そして、クマーと三度鳴け」

「誰だれが感謝するか、ですうううう！　うわああああ、先輩との祝言があああああ！　いったいなんのために十兵衛は丹波を平定したですかあああ！」

　高貴な姫を自称するわりには五う月る蠅さいし、どうにも町人臭くさい娘だ、と義陽が光秀の怒ど声せいに耐たえきれぬとばかりに耳を塞ふさいだ。

「うるせー！　十兵衛は浪ろう人にん暮らしが長かったので、ちょっとばかりすれただけですう！　いいから早く相良先輩との祝言を挙げさせろです！」

「いや、良晴にはこの合戦が終わった後、織田信奈どのとの祝言を挙げさせる。そのための関白叙じよ任にん工作も私の仕事だ。うちの弟はどうにも信奈どのに惚ほれているようなのでな。もっとも、信奈どのが私の眼鏡にかなわなければ、その時は考え直させるが。甘えん坊の良晴にもっとも似合っている嫁よめは、このお姉ちゃんしかいないのだから。ふふふ」

「利三！　十兵衛の人生設計が音を立てて崩くずれていくです！　この女を今すぐ始末して八上城の裏山に埋うめるですううう！　信奈さまに会わせる前なら、まだ、間に合うです！」

「お、おやめください姫！　八上城こそ開城しましたが、まだ毛利軍との戦いは続いているのです！　よりによって相良軍の副将を暗殺など、なりませぬ！」

　斎藤利三は真っ青になって、「がるる」と吼ほえる光秀と「いったいなんなのだ、このきんかん女は？　なぜ私が恨うらまれねばならぬのだ？　本州の姫武将はよくわからん」と顔をしかめる義陽との間に割って入らなければならなかった。

「あーん。相良先輩、酷ひどいですうううう！　十兵衛のもとに駆かけつけてくれなかったばかりか、よくもこんなうざい女を代理によこしましたですね！　恨みますですよ！」

　丹波篠山の空に、光秀の恨み節が炸さく裂れつした──。







　　　　※




　問題の男──備び前ぜん美作みまさか五十万石を領有する宇喜多直家は、この時、岡おか山やま城で寝ね込こんでいた。播磨騒そう乱らんの際に落馬して痛めた腰こしが、いまいちよくならない。

「ああ～。オレさまの黄金の腰があ～。相良良晴の野郎、忌いま々いましい！　とはいえ、天下が織田に転ぶか毛利に転ぶかまったく先が読めない以上、弥や九く郎ろうを九州へ送って相良の野郎に恩を売り二重の意味で二ふた股またをかけておくというオレさまの策さく謀ぼうは、さすがにたいしたもんだ。うひ。うひひひ」

　相良良晴が織田信奈を救きゆう援えんし、天下を制すれば弥九郎の大おお手て柄がら。弥九郎を送って良晴を助けた宇喜多家は万ばん々ばん歳ざい。

　小早川隆景が織田信奈を撃げき破はすれば、弥九郎を介かいして相良良晴を説得し毛利方に帰参させ、宇喜多家は隆景に感謝されて万々歳。

「どっちに転んでも、宇喜多家は安あん泰たいだ！　寝ながらにしてこれだけの大勝負をはれるオレさまは、やはり毛利元就に匹敵する智ち者しやだぜ。問題は、毛利方に弥九郎の件がバレて疑われた時、どう言い訳するか、だが……勝手に出しゆつ奔ぽんしやがった、で押し通せるかどうか」

　かわいい秀ひで家いえが元服して備前美作の国主を継つぐまでは、まだ首を落とされるわけにはいかねえ、さて次の一手をどうするか……と直家が床の上にあぐらをかいて目を光らせていると──。

　二通の書状を、小こ姓しようが、持ってきた。

　一通は、小早川隆景からのものだった。

　すわ二股がバレたか？　と直家は一いつ瞬しゆん焦ったが、書状には弥九郎の件は一言も触ふれられていなかった。だがしかし。

『山中鹿之助が姫路城から決死隊を率いて山陰入りし、山名豊国と山名祐豊を織田方につけ、山陰道を塞いでしまった。このため、戦略を大おお幅はばに変へん更こうし、姉者と私とがともに山陽道を進み、姫路城を抜いて摂津へと攻め込むこととした。宇喜多直家よ、すぐに全軍を率いて大毛利に合流するように。鹿之助不在の姫路城など紙の城のようなものだが、言い訳をこねて一日でも出しゆつ立たつを遅おくらせれば、毛利家への謀む反ほんと見なす』

　あまりにも弥九郎の件に触れなさすぎである。言外に「弥九郎のことは見て見ぬふりをしてやる。ただし見み逃のがしてほしくば、今すぐに出兵しろ」と隆景が冷たい視線で自分を睨にらんでいることに、鋭えい敏びんな直家は気づいていた。バレているのだ。すべてを知っていながら、いや、知っているからこそ、隆景は敢あえて直家を上じよう洛らく軍の先せん鋒ぽう隊として用いようとしているのだ。拒きよ否ひすれば毛利を敵に回す。冷ひや汗あせがどっと流れた。

（やべえぜ。どうする。隆景の言いなりになって東へ向かうか、むしろ西へ軍を進めて手て薄うすになっている安芸を乗っ取るか）

　今いま頃ごろは九州から黒田官兵衛が安芸を奪い取るべく山陽道を突つき進んでいるはずだ。ならば俺さまが官兵衛より先に安芸を奪い取って、「毛利家のために官兵衛を足止めしているのです」と隆景に言い訳すれば……いやいや、あいつらはどっちもオレさまに匹敵する智者だ。余計な欲をかけば、両方を敵に回すという落ちが目に見えている。秀家を巻き込まないためには、弥九郎にだけ働かせてこうして岡山城で寝込んでいるのがいちばん安全だったんだよ。だが、もうその手は通じない。どうする。上洛軍に参戦するか？　だが毛利が敗れれば？　秀家はどうなる？

「安芸を空き巣泥どろ棒ぼうだ、なんちゃって、と笑って済ませられるかどうか」

　直家は、二通目の手紙に目を通した。

　黒田官兵衛からの書状だった。

『むふー！　宇喜多直家、シメオンはすでに安芸を通過したぞ！　お前は今頃、安芸を空き巣泥棒だ、なんちゃって、などと笑っているだろうが、そうはいかない。お前の選択肢は次の通りだ。毛利のためにシメオンを備前美作で足止めする。シメオンに降くだって、ともに山陽道を進み、毛利軍を討うつ。忠義者づらをして、今から慌あわてて毛利のもとへ奔はしる。この三つだ。どのみち、知らぬふりはできぬぞ。岡山城に籠こもってシメオンを素す通どおりさせ、毛利と嚙かみ合わせるという手は、選ばせぬ。その手を選べば、小早川隆景であれシメオンであれ、必ずや勝ち残った方が、戦後お前を取り潰つぶす！　さあさあ、好きな道を選べ！』

　うおっ？　速ええええ!?　隆景が山陽道のあちこちを壊こわしていったはずなのに、なんてこった！　土木工事を得意とする「川かわ並なみ衆しゆう」の働きか、と直家はいよいよ焦った。しかも、官兵衛は毛利領の空き巣狙ねらいをやらずに、このまま脇わき目めも振ふらずまっしぐらに畿き内ないへ向かうつもりらしい。俺が知っている官兵衛とは違ちがう、あいつのことだからてっきり空き巣泥棒をはじめるとばかり、と直家は舌打ちした。

「岡山城に籠もって、官兵衛を素通りさせるわけには……いかねえな、やはり。くそっ。織田方と毛利方に挟はさまれた微妙な立ち位置の戦国大名ってのは、哀かなしい立場だぜ！　秀家が生まれていなけりゃあよう、備前美作なんぞ別にどーでもよかったんだがよ……」

　もはや、傍ぼう観かんは許されない。

　小早川隆景も。

　黒田官兵衛も。

　裏切りと暗殺と謀略を繰くり返してのらりくらりと乱世をやり過ごしてきた宇喜多直家に、「決断」を迫せまっていた。

　好きなほうに味方しろ。自分の意志で決めろ。ただし、「傍観」だけは、やらせない、と。

　宇喜多軍は直家の「暗殺すれば合戦しないでいい」という主義のために実戦経験こそ少ないが、本気で戦えば精強で知られている。直家は謀略家であると同時に、采さい配はい能力においても実のところは群を抜いている。「明みよう善ぜん寺じの合戦」では、わずか五千の兵で三み村むら軍二万の軍勢を壊かい滅めつさせるという輝かがやかしい武功をあげている。ただ、直家は宇喜多家が滅ほろびるか否いなかの博ばく打ちを打とうとしないために、滅多に本気を出さないだけなのである。「歩」のふりをしているが、その実力は「金」なのである。ただ、己おのれを「金」の武将たらんと決断させる「志」が直家自身にないだけだ。それ故ゆえに、小早川隆景は宇喜多直家を粛しゆく清せいしなかった。猛もう毒どくであるが、最後の最後に「戦局をすべてひっくり返すほどの力を秘ひめた有能な駒こま」として直家を用いることができる、と信じていたのだろう。

　そして奇き妙みようなことに──黒田官兵衛もまた、直家を傍観者としてこのまま岡山城に留とどめるよりも、毛利軍に加勢させたいらしい。

　官兵衛は、直家が小こ西にし弥九郎を自軍に送り込んでいることをむろん知っている。というよりも、官兵衛と直家の間で、秘ひ密みつ裏りに「二股」の策を練ったのだ。その上で「シメオンに加勢するか」と言われても、乗るわけにはいかない。それでは織田・毛利の間で二股をかけてどちらが勝っても秀家をなにがなんでも生き延びさせるという直家の唯ゆい一いつの望みが、断たたれてしまう。つまり、「二股」状態を維い持じするためにはもはや、毛利に加勢するしかない。

（いつまでもオレさまに岡山城に籠もられていると、畿内で決戦している間に背後でなにをやられるか、薄気味悪い。オレさまに毛利領を切り取りまくらせるくらいならば、いっそ戦場に引きずり出したほうがあいつにとっては与くみしやすい、ということか？　あるいは……これがいわゆる、天てん下か布ふ武ぶの決戦ってやつなのか。隆景も官兵衛も、つまるところ、国くに盗とりではなく、「乱世の終しゆう焉えん」というくだらねえ志のために戦っている。オレさまを、そのくだらねえ志と志をぶつける決戦へ、なにがなんでも巻き込むつもりか……）

　宇喜多直家は「秀家。父とともに来い。播磨へと出しゆつ陣じんする」と、嫡ちやく子し・宇喜多秀家を招いて、肩かたの上に乗せていた──。

「お父さま。腰はだいじょうぶなのですか？」

「心配するな。まあちょっと痛むが、半ばは仮け病びようだ。出陣できねえわけじゃない。このまま傍観を決め込んでいると、宇喜多家はどちらが勝っても取り潰しだ。黒田官兵衛軍が岡山城の前に現れる前に、毛利方に加勢する。秀家……お前に必ず備前美作五十万石を、継がせる。それが、宇喜多家の仇かたきだった主家・浦上家への復ふく讐しゆうを果たし終えたオレさまに残された、唯一の野望よ」

「それでは、この戦いくさ。毛利が、勝つのですか」

「さあな。毛利、大友、織田、松平、武田、上杉が入り乱れている。こいつは規き模ぼがでかすぎる戦だ。オレさまにもまだ勝敗の行ゆく方えはわからん。もしも織田が勝てば、弥九郎がお前を守ってくれる。オレさま自身は、しゃくに障さわるが毛利を勝たせる方向で動く。心配するな。オレは、奸かん悪あく無限の将・宇喜多直家よ。戦国三大悪人のうち、ただ一人生き延びている男だぜ。お前に必ず、宇喜多家とそしてオレがぶんどった領国を、継がせてやる」

　秀家は国など欲ほしくはありません。ただ、お父さまの心に、平安がもたらされるならばそれで、と秀家が哀しげにうつむいた。

　宇喜多直家は、オレさまの心に平安が訪おとずれる時ってのは、そいつは秀家、お前に備前美作を無事に継がせることができたその時だ、と笑った。

　直家の実の弟ですら、直家に暗殺されることを恐おそれて、兄の前ではいつも鎖くさり帷子かたびらを着込んでいる。

　しかし、秀家の前でだけは、直家は、別人のように優やさしい。

　救いを求めてキリシタンになんぞなる必要はねえ。オレの「救い」ならば、オレの肩の上に、すでにある、と直家は思った。

　秀家のためならば、オレは……。




「行くぜ。宇喜多家の命運を賭かける時が、来たようだ」




　　　　※




　東国戦線で織田信奈が設楽原から撤てつ退たいし徳川家康が武田方に降った一方、西国戦線、そして織田家の本ほん拠きよ地ちである畿内でも、事態はいっせいに風雲急を告げていた。

　吉川元春率いる毛利山陰軍が姫路に到とう着ちやくするよりも早く、小早川隆景は単独で姫路城を強きよう襲しゆうし、これを陥かん落らくさせていた。もしも岡山城から出陣してきた宇喜多直家が背後で突とつ如じよ裏切れば、小早川軍は崩ほう壊かいしていた。が、隆景は構わずに姫路城を攻せめて、そしてあっけなく奪うばい取ってしまった。

　毛利方が総攻めにかかった場合、山中鹿之助に代わって姫路城を守備していた黒田職もと隆たかと尤もつとも道理之助らが戦力を温存するために東の三木城へと撤退すると決めていたことを、すでに隆景は読んでいたのだ。

　山陰戦線から駆かけてきた吉川元春が、外交尼に僧そうの恵瓊を連れて隆景の陣へと合流し、

「隆景。これで山中鹿之助は帰るべき本城を失った。姫路城から退たい却きやくした兵士たちは、三木城に籠もって守るのでいっぱいいっぱいじゃろう。いよいよ京の都へ上洛するか」

　と、双ふた子ごの妹に「上洛戦」の遂すい行こうを訴うつたえた。

　しかし隆景は、

「われらが今、京の都に入れば、毛利は袋ふくろの鼠ねずみとなる。あそこは軍事的には紙の城に等しい土地で、守るに難かたく攻めるにたやすい。都には、丹波から行軍中の明智光秀と山中鹿之助を入れてやれ姉者。それで、あの生き真ま面じ目めな明智光秀率いる明智軍はしばし、都を毛利から守らねばならぬという使命ゆえに進退できない死に体の軍となる」

　と、笑って答えた。

「じゃが、東国戦線が動いておる今、この姫路で兵を止めるわけにはいかんぞ、隆景。都を捨ておいて、毛利軍はどこへ向かう？」

「摂津の、大おお坂さか」

「大坂!?　本猫寺の本山があった町か!?」

「さらなる南なん蛮ばん貿易を望む織田信奈は、いずれ安土城から大坂へと本城を移転するつもりだった。そのため、四方を川と中なか州すに守られた難なん攻こう不ふ落らくの『水城』、大坂本猫寺の大伽が藍らんはいまだ手つかずのまま残っている。守りは手薄だ。しかも、大坂湾の制海権を制した九く鬼き水軍は志し摩まへ戻もどっており、東海道を進む武田軍を海上より補ほ佐さする武田水軍・北条水軍と対たい峙じしている。旧相良軍が三木城に籠もり、明智光秀と山中鹿之助が都を固めている数日の隙すきをついて毛利は大坂へと入り、水陸より淀よど川がわの物流を押さえ、本猫寺跡あとを仮に『大坂城』と名付けて、進むも退くも自在の最前線基地──毛利上洛軍の大本営と為なす。将軍さまにも、三代目毛利輝元さまにも、大坂城へと入っていただく」

　摂津にも織田方の将兵はおるが──と吉川元春が首を捻ひねったが、隆景は、

「摂津には少し以前まで、荒木村重という猛将がいたが、その村重はすでに織田への謀む反ほんを疑われて蓄ちく電でんしている。今の摂津には国主と呼べるほどの部将はおらず、指揮系統は混乱している。しかも、摂津でもっとも兵を持っている池いけ田だ恒つね興おきは退くことを知らない猪いのしし武者。姉者に、突進していただく」

　と元春の手を握にぎりしめていた。

　摂津の織田家諸将がひとつの「軍」を形勢し、丹波・三木と連携する前に、吉川元春の剛ごう勇ゆうによって立ちふさがる敵のことごとくを各個撃げき破はし、姫路から大坂城への血路を切り開いてほしい、と隆景は言っているのだ。

　そのために自分を山陽戦線へ呼んだのじゃな、と元春は膝ひざを打った。

　中国地方最強・「剛勇の将」吉川元春の武が、天下に轟とどろく時が、来た。

　京の都を餌に明智軍をしばし足止めし、その間かん隙げきを縫ぬって大坂城を奪えば、毛利は摂津の中央部に聳そびえる難攻不落の要よう塞さいに寄って立てる。以後、この決戦の主導権は、完全に毛利の手に握られることになる。

「隆景、懸念がひとつ。自分が長ちよう駆くして摂津へ攻め込めば、岡山城の宇喜多直家が、われらを追って山陽道を進む黒田官兵衛に調略されて後方の隆景に襲おそいかからぬか、それだけが心配じゃけえ。こたびは山中鹿之助だけではなく、黒田官兵衛もまた、化けた。九州戦線で、大化けしおった。その上、直家は小西弥九郎を織田方へ奔らせとる。これは寝ね返がえりの伏ふく線せんじゃ」

「宇喜多直家は『まだ』寝返らない。たとえ寝返るとしても、宇喜多家五十万石と宇喜多秀家という跡取りをもっとも高値で売り抜ぬけられるその最高の瞬しゆん間かんに寝返ることを考える男だ。つまり、宇喜多家が最高値をつける時とは、織田信奈と毛利とが直接対陣して決戦に及およぶその時だ。ぎりぎりまでは、信用できる」

「その『ぎりぎり』までを、宇喜多直家寝返りという恐きよう怖ふに耐たえながら見定められるか、隆景」

「耐えられる。耐えてみせる。毛利は天下を望むべからず、という父上のご遺ゆい言ごんにひとたび叛そむいたからには──」

「隆景。死ぬな」

　隆景はこの決戦で天下を手の中に摑つかむつもりじゃ、と元春は武者震ぶるいしていた。あの、兄者を失った時には廃はい人じん寸前にまでなったひ弱い妹が、とうとうここまで強く大きくなったかと思うと、感無量だった。

「わかった。隆景。おんしの知謀と勇気を信じる。自分は、隆景を、わが妹を信じてただ突撃あるのみじゃ。吉川家を踏ふみ台にして、毛利に天下を」

「吉川家を踏み台にはしない、姉者。毛利両りよう川せん、われら姉妹しまいは二人で一人だ」

　毛利両川姉妹の背後に烏からすのようにうずくまっていた暗黒寺恵瓊が、無言でうなずいていた。恵瓊にとって毛利家は、自らの家・安芸武田家を滅ぼした仇であるはずだった。だがもう、そのような恨うらみは、恵瓊にはない。毛利元就はもういないのだ。元就も、二代目隆元も。無数に分ぶん裂れつした国人・守護大名・戦国大名らの果てしない内乱のうちに、安芸の守護としての力を失った安芸武田家はいずれは滅びるべき運命だった。それが戦国の定さだめである。真に恨むべきは戦乱の世そのものであり、この戦乱の世を終わらせるためならば、毛利家を仇などと憎にくむような私心は捨て去らねばならず、事実、恵瓊はそれを暗黒寺での修しゆ行ぎようによって捨て去っていた。とりわけ、公正無私の智ち将しよう・小早川隆景が毛利家の仇の子である自分を信しん頼らいして重用してくれてきたことに、感謝の念を超こえたなにかを抱いだいていた。

　そしてこの時、毛利家きっての切れ者である恵瓊の胸きよう中ちゆうにもまた、大毛利に最終的な勝利をもたらすためのひとつの策が秘められている。恵瓊は、隆景には自分の智は遠く及ばないと知っている。だが、公正無視の人である隆景にはできないことを、毛利家にとっては外と様ざまにすぎない自分ならばできる、ということもまた、知っていた。その策は、しかし、まだ毛利両川へ明かすべき時ではなかった──。




　　　　※




　伊い勢せ、そして伊賀甲賀でも、反織田方の烽火のろしが、あがっていた。

　まずは伊勢の旧国主・北きた畠ばたけ家が、蜂ほう起きした。いや、正確に言えば、北畠家は反乱軍に乗っ取られた。

　信奈とともに設楽原から撤てつ退たいしていた滝川一益は、これで伊勢へは戻れなくなった。

　とはいえ北畠家にはもう、織田家と戦おうという意欲を持つ武将は残っていなかった。彼らは、いつ織田方に暗殺されるかのみを恐おそれてひたすらに恭きよう順じゆんの日々を過ごしていた。しかし信奈は、彼らの予想に反して北畠家を粛しゆく清せいしなかった。もしも信奈が自分に反乱した弟・信のぶ澄すみを暗殺していれば、後日反乱されることを警けい戒かいして、北畠家をも粛清していたはずだった。が、信澄を許した信奈は、信澄との和解以来「ひとたび降こう伏ふくした者は殺さず」と決めており、北畠家一族をも生かし続けていた──それが仇になった。

　北畠家は、織田家と反織田連合軍との戦いをひたすら息を詰つめて傍ぼう観かんするつもりだった。

　しかしそこに、北畠家がかつて軍師として雇やとっていた男が、伊勢・山城・近江・大和の浪ろう人にんたちを引き連れて舞い戻ってきたのだった。

　かつて近衛前久の背後に居い座すわり、反織田家包囲網もうを「影の軍師」として構築し続け、織田軍と戦い続けてきた男が、ついに表舞ぶ台たいへと姿を現したのである。

　その猛もう虎この出現に、北畠家の面々は、色を失っていた。

　かつて駿河の今川家から追い出されるように遁とん走そうし、伊勢へと流れてきた元浪人である。伊勢で軍師として兵を率いてよく働いたが、北畠家を乗っ取ろうと画策したため、都へ体ていよく追い払はらったはずの飢うえた虎とらだった。

　その虎が、「武田信玄、東海道制せい覇は」という「朗報」を耳にするや否いなや、仮面をかなぐり捨てて、ついに素す顔がおと本名を人前で公おおやけに明かしたのだった。

「無む人にん斎さいこと武田信虎である！　勝かつ千ち代よよ……いや、晴はる信のぶよ。ついにやりおった！　ついに、武田の悲願であった上じよう洛らくへの道を──東海道を奪うばった！　川中島などに拘こう泥でいして、ぐずぐずしおってからに──北畠家よ。かつて伊勢でうぬらのために戦った時の恩賞、今こそ支払ってもらおう！　織田信奈め。伊勢を奪っておきながら旧国主の北畠家を生かしたままにしておくとは、どこまでも甘い娘むすめじゃ！」

　もはや、単身ではなかった。狼おおかみの群れであった。一軍を率いている。信虎が、近衛前久と津つ田だ宗そう及ぎゆうより横領した軍資金を用いて雇った歴戦の猛も者さたち。反織田方の一いつ揆きを戦って生き延びてきた旧国人衆の残党が、「我こそは武田信玄の実父、武田信虎である。武田家の旗を都に掲かかげるべき時が来たのじゃ！」と名乗りをあげた信虎のもとに結集していた。

　しかも。

「北畠家の者どもよ、伊勢はわしに委ゆだねよ。わが娘・晴信が上洛し、足利幕府の再興がなれば、北畠家には北伊勢半国を返してやろうぞ。伊賀甲賀にて六ろつ角かく承しよう禎ていもまた、伊賀の里を織田家による侵しん略りやくから守ろうと立ち上がった忍しのびの者どもを集めて挙兵した！　伊賀の忍びどもは『山の民』。武家による全日ノ本の一元支配を目もく論ろむ織田信奈には決してまつろわぬ。が、長年にわたり真田の者を武家と分け隔へだてなく扱あつかってきた晴信とならば共存できる、とな。天下は、武田晴信のものとなる！　己おのれの野望のために父親を駿河へ追放し、その駿河をも攻め滅ほろぼし、駿河攻めに反対した弟を切腹に追い込み、半身たる妹を川中島で己の影かげ武者として死地へ投げ込み、戦死せしめた非情の娘が──わが娘・晴信の野望が、織田信奈に勝利する時がついに来たのよ！　否いなとは言わせん！　逆らえば、北畠家の一族郎ろう党とうも旧北畠家の領民どもも、ことごとく斬きる！」

　晴信こと信玄が天下盗とりに王手をかけた今、もはや信虎には織田信奈による捕ほ縛ばくを逃のがれるために影の軍師として正体を偽いつわり、畿内に潜せん伏ぷくしている必要はなくなった。もう、影の軍師として東国の北条氏うじ康やすとともに歴史の背後で策動する時は、終わっていた。

　ついに、武たけ田だ菱びしの旗を掲げ、将として軍を率いた。

「近衛前久も甘い。しょせん公く家げは公家よ。姫ひ巫み女この替かえなど、いくらでもおる。姫巫女を犠ぎ牲せいにしてでもわしを糾きゆう弾だんし、織田信奈の手の者に引ひっ捕とらえさせ、さっさと殺させておくべきであった。天下人たるべき資格を持つものは、今の日ノ本にただ一人。己の手を家族の血と涙なみだとで染め続け、ついに上洛への道を切り開いたわが娘・晴信じゃ！」

　北畠家の面々は、信虎が自分を甲斐から追放した娘の信玄を恨んでいるとばかり思っていた。信虎の武ぶ威いをこそ恐れても、信虎は信玄とは無関係に、一旗揚げたがっているのだと、その程度の野心しか抱けぬ老おいた浪人にすぎないのだと侮あなどっていた。だが、それは違ちがっていた──信虎はずっと、信玄の上洛を成功させるためだけに、京の都で近衛前久を抱だき込み、堺さかいでは津田宗及を抱き込み、近江の六角承禎を顎あごで使い、さらには関東の北条氏康とまで手を結んで、織田家包囲網という名の「信玄上洛道」を構築するために何度敗れても立ち上がり、暗あん躍やくし続けててきたのだ。

　これほどの暴君が、自分を追放した娘のために己の顔も名もすべて捨てて影の者として誰だれにも姿を見せぬように闇やみの中で一人戦ってきたとは。

　信虎の暴ぼう狂きようぶりを知っているだけに、北畠家家の誰もが、にわかには信じられなかった。ともかく北畠家は、一族誅ちゆう殺さつを恐れて信虎に全権を譲ゆずり渡わたした。

　北畠家の当主・北畠具教は老いたりとはいえ塚つか原はら卜ぼく伝でんより奥おう義ぎ「一ひとつの太た刀ち」を伝でん授じゆされた剣けん豪ごうだったが、剣の道を究きわめていたがゆえに、「剣技ではわがほうが上手なれど、『気』が違いすぎる。すでに戦国大名の座から引退した自分に、今の信虎を斬ることはできぬ」と見切ることができた。戦えば敗れ、そして北畠家はこの老虎によって滅亡させられる。屈くつ服ぷくせざるを得なかった。

「晴信よ。伊勢はそなたの父が抑えた。織田家の命いのち綱づなは……畿内と尾張とを繫つなぐ東海道の要かなめは、ここに寸断された。ぐずぐずするな。迷うな。勇気を奮ふるい起こすのじゃ。今すぐに尾張へと侵しん攻こうし、織田軍と決戦して天下の臍へそを──岐阜城を手に入れよ！　上杉謙信が越軍を率いて南下してくる前に！　それで、うぬの天下ぞ！」

　次郎も太郎もそれを望んでおる、と信虎は北畠館の屋根の上で武田菱の旗を振ふりながら、東海道を進む信玄へ届けとばかりに、吼ほえ続けた。老いてなお荒あらぶる、虎の咆ほう哮こうだった。




　　　　※




　敗報に次ぐ敗報、敗走に次ぐ敗走。

　明智光秀と山中鹿之助が丹波への吉川軍侵入を阻そ止しし、山城へ取って返して京の都で防備を固めている隙すきを突ついて、小早川隆景は姫路城をついに陥かん落らくさせて播磨を奪だつ取しゆ。摂津を守ろうとした信奈の乳姉妹・池田恒興は、山陰から山陽へと転進してきた吉川元春軍によって完全に撃げき破はされた──。

　伊勢では北畠家を乗っ取り、ついに影の軍師の覆ふく面めんをかなぐり捨てた武田信虎が蜂起。

　伊賀甲賀では、その信虎に呼応して、かつての近江観かん音のん寺じ城主・六角承禎が伊賀甲賀の忍び衆の多くを味方につけて織田家に反乱。

　徳川家康を降伏させた武田信玄は、容よう赦しやなく東海道を進撃し、三河・遠江を完全に武田領に組み込むと、怒ど濤とうの勢いで尾張へとなだれ込んだ。先せん鋒ぽうは、徳川軍であった。

　家康は、熱あつ田たを占せん拠きよした時点で服部半蔵を通じて「武田騎き馬ば隊たいがすぐそこまで迫っております。熱田を過ぎれば、尾張はもはや見渡す限りの平地で、武田騎馬隊の進撃を食い止められませぬ。わが姫は先鋒を申しつけられたものの、むろん織田家との血で血を洗う決戦を望んではおりませぬ。清洲城を捨て、岐阜城まで逃にげなされよ」と、宿将・佐久間信盛を高野山へ追放するという犠ぎ牲せいを払ってかろうじて清洲城に滑すべり込んでいた信奈へ向けて即そく座ざに勧告した。

　家康と本多正信にしてみれば、織田と決戦するにしても、なるべく徳川軍を温存し、武田と織田を嚙かみ合わせたいのだ。そのためには、先鋒隊を命じられた徳川軍だけが尾張に入った時点での開戦は、避さけたかった。また、ほんの先日まで同盟していた相手である織田家を嬉き々きとして攻せめることは、家康の「律りち儀ぎ」の評判を落とす。ここで織田信奈に情を示すことで、家康の世評を下げることを回かい避ひしようとしていた。信奈はなお徳川の「帰り忠」に期待しているかもしれない。乗るはずだった。謙信と毛利に先を越こされたくない信玄としては、この家康の逡しゆん巡じゆんを、責められまい。「尾張を一刻も早く無血で盗りたかった」と申し開きすれば、認めざるを得ない。

　信奈は、領国の伊勢への帰り道を武田信虎に塞ふさがれた滝川一益と、そして三千丁の鉄てつ砲ぽうという決戦兵器を伴って、美濃・岐阜城まで退たい却きやくした。織田軍にとって、金ヶ崎での総撤退戦、天てん王のう寺じ・木津川口での陸海壊かい滅めつに次ぐ、大敗北だった。救いは、信奈率いる本隊と三千丁の鉄砲が無傷のままということだった。

　徳川家康が織田軍と武田軍を嚙み合わせようとしていると知りつつ、信奈は家康の誘さそいに乗った。尾張の広大な平野では、対武田騎馬隊の防ぼう御ぎよ策は用いることができない。ともあれ、岐阜城へと入った。

　この時、岐阜城は、わずかな手勢のみを連れた津つ田だ信澄が守っていた。

「竹中半兵衛どのより、岐阜城にて姉上をお迎えせよと命じられ、北陸戦線より抜ぬけて参りました。さすがは軍師どの」

　信澄はすでに、信奈の戦略を読んでいた。いや、信澄がというよりも、北陸で柴しば田た勝かつ家いえたちとともに上杉謙信軍と対たい峙じしている半兵衛が読んでいた、と言ったほうが正しい。信澄は、半兵衛が断だん腸ちようの思いで口にした命令を、受けた。

「デアルカ。勘十郎。半兵衛は……どう言っていたの？」

「はい。尾張・清洲城では武田の騎馬隊は防げない。可能であれば木津川と長なが良ら川がわを天然の堀ほりとして用いることのできる岐阜城で武田との決戦に及およぶべしと。しかしながら、もしも岐阜城で決戦がはじまるよりも先に大坂を毛利に奪われれば、その時は織田本隊は岐阜城の西に位置する大おお垣がき城へと退き、大垣近辺を決戦の地に用いるべし、と──」

「大垣であれば、武田軍に対しては木津川、長良川、揖い斐び川がわの三本の川を防壁として用いることができる。そして、近江の安土城にも近い──毛利軍がもし都を無視して一気に安土城へと攻め寄せてきても、京の明智軍と連動してどうにか対応できる。たとえ東西より挟きよう撃げきを受けるという最悪の事態を迎むかえても、近江と美濃の国境──伊い吹ぶき山の麓ふもとに開けた関せきヶが原はらで、一撃決戦の野戦に持ち込めば、かろうじて織田にも勝機が。おおむね、そういうところね」

　関ヶ原──地理的には近江の東とう端たんと言えるが、国としては西美濃に属するという、文字通りの東国と西国の分ぶん岐き点てん。岐阜より伸のびる東山道、北陸街かい道どう、伊勢街道が交こう叉さする、日ノ本の「中心」。その地勢的な性格ゆえに、古代日ノ本の歴史を変えた「壬じん申しんの乱」の舞ぶ台たいとなった因いん縁ねんの地。そして、軍師・竹中半兵衛の生まれ故郷、菩ぼ提だい山の北の麓でもある。

「……あそこならば、設楽原でやろうとしたように、武田騎馬隊と戦える。けれども勘十郎、あなたは」

　半兵衛どのは勝家たちとともに、北陸で越軍を足止めし、断固として近江への侵しん入にゆうを阻はばむ所存。そのための策を立てているようです。武田と上杉が戦場に揃そろえば、もはや織田方がいかなる武勇、いかなる知ち謀ぼう、いかなる策略、いかなる人の和をもってしても、打ち破ることは不可能、と半兵衛どのは仰おつしやいました──と、岐阜城の山頂に信奈が安土城天主建築の練習として建てた試作品ともいえる「天守」を登りながら、信澄が笑った。

「姉上。稲いな葉ば山の山頂から見下ろす岐阜の町、尾張の平野、関ヶ原方面に聳そびえる山々。まことに雄ゆう大だいな眺ながめです。蝮まむしの道三どのが終生こだわり続け、そして姉上に天下盗とりの野望とともに託たくされた王城の地……宣教師フロイスたちも目を見開いて驚おどろいた、日ノ本を代表する王都。武田軍が岐阜の町を焼き払はらわないことを願っています。信玄は、これほどの美しい町を見れば、焼こうとはしないでしょう。とはいえ、この岐阜城は焼け落ちるでしょうけれども。狩野かのう永えい徳とくや長は谷せ川がわ等とう伯はくが魂たましいを込こめて描えがいた作品の数々は、みな、運び去ってくださるように。焼いてしまうには、あまりにも惜おしい」

　すでに、討うち死にを覚かく悟ごしている者の、笑え顔がおだった。

「姉上。ぼくの生しよう涯がいは尾張で、姉上に謀む反ほんを起こしたところで、本来は終わっているはずでした。もしもサルくんが未来から来ていなければ……こうして姉上と稲葉山の山頂から町を見下ろしながら語らうこともなかった」

「……勘十郎」

「半兵衛どのは、仰った。ここがぼくの、津田信澄の切所であると。最後の一兵となっても、少しでも長く岐阜城を守り抜けと。丹波から都へ入った明智軍、山陽道を突つき進む黒田官兵衛軍、そして、海路より姉上のもとへ帰き還かんを急いでいるサルくん──相良良晴くんが決戦に間に合うかどうかは、大垣城の『出城』として武田徳川の猛もう攻こうを食い止める役目を負った岐阜城がどれだけ保もつかによって、決まると。ぼくには難しい軍略はわかりませんが、これだけはわかります。この戦いくさは、天下の行ゆく方えを定める、最後の決戦です。壮そう絶ぜつな戦いがはじまってしまう前に……姉上とサルくんを、再会させたい」

　ぼくが個人として為すべきことはすべて為し終えました。お市いちと出会い、茶ちや々ちやたち三人の子が生まれました。できますれば姉上。織田家が勝利を収めた暁あかつきには、お市と三人の子をどうかよろしくお願いします、と信澄は信奈の手を取って、そして、言った。

「ぼくの最後の望みです。姉上。この決戦に勝とうが、負けようが、必ず……サルくんと再会して、そして祝しゆう言げんをあげてください。決戦がはじまる前に。そのために、ぼくは一日でも長く、一刻でも長く、武田軍の攻こう撃げきをこの岐阜城で防ぎ止めます」

　信奈はもう、信澄になにを言えばいいのか、わからなかった。

　涙なみだだけが、溢あふれてきて、言葉にならない。

　信澄を止めても無む駄だであるということだけは、理解できた。

「ぼくは、武田軍の猛もう将しよう・勇将たちに比べれば、カトンボのような弱い武将ですが……弱者には弱者なりの戦い方というものがあります。それに……今もなお岐阜城に留とどまっているであろう道三どのの魂たましいが、きっと、姉上とサルくんを再会させてくれます。あと、少しです。顔をあげて、そして、大垣へ駆かけてください。姉上」

　お市と茶々たちを置いていくつもりなの勘十郎、と信奈はかろうじて言葉を発した。いや、言葉にはなっていなかったかもしれない。しかしその言葉は、信澄に伝わった。

　姉弟きようだいに残されたわずかな時間、信澄は合戦とは無関係なことを、語った。

　はじめて信奈に、ういろうで餌え付づけされた日のこと。

　狸たぬき耳みみを被かぶっている眼鏡娘を熱田の森で発見した時、たぬき汁じるだ！　と騒さわぎだした信奈の狸狩がりに、犬いぬ千ち代よとともに駆り出されたこと。

　父・信秀が宣教師や南なん蛮ばん商人を津島湊みなとへ連れてきて、信奈に引き合わせた時のこと。

　信秀の葬そう儀ぎ場に、信奈がうつけ姿で大暴れして、母・土田御前が激げき怒どした日のこと。

　稲生いのうの合戦で、信澄に挙兵を命じられた勝家が信奈に敗れ、そして信奈が信澄を誅殺しようとしたあの日のこと。

　桶狭間の合戦の折に女装して今川軍の足止め役を務めた際、とても言えないようなたいへんな目にあったこと──どんな目にあったのかだけは、信澄は苦く笑しようするだけで語らなかったが、「おかげで、姉上に謀む反ほんしたというぼくの罪はすべて帳消しになりました」とだけ、付け加えた。

　織田家に独身の姫がおらず、信奈がいたずら心を出したため、女装させられて浅井長政のもとに嫁とつがされた時の戦せん々せん恐きよう々きようたる思い。

　その折、竹中半兵衛がすでに見抜いていたように、長政が実は姫武将だと知り、そして、恋こいに落ちたこと。

　信奈に「黄金の髑どく髏ろ」の芝しば居いまで打ってもらって長政を助命されたばかりか、お市と改名した長政との間に茶々・初はつ・江ごうの三つ子を授さずかったこと。

「命を救われたあの日から。素す晴ばらしい人生でした、姉上。姉上の弟として生まれてきたことを、感謝しています。サルくんが現れていなければ、きっとぼくは……なにも見えないうちに、なにもわからないうちに、生涯を終えてしまっていたでしょう。サルくんにもそうお伝えください」

　信奈は、信澄の頰ほおにそっと接せつ吻ぷんすると、

「必ずまた会いましょう。勘十郎。わたしの、たった一人の弟……」

　そう、信澄の耳元で囁ささやいていた。

「かしこまりました。次に再会した時には、安土城におられる母上と、ぜひ仲直りのお茶会を。ぼくが、ういろうを用意して仲ちゆう介かいいたします」

　約束よ、と信奈はかろうじてその一言を振ふり絞しぼっていた。

　刻限が来て──。

　津田勘十郎信澄は、泣くことも取り乱すこともなく、設楽原で打ちひしがれ心身の限界にまで追い詰つめられていた姉を笑顔でもてなし、励はげまし、そして爽さわやかに別れを告げた。

　自分ほど、姉に愛された弟は日ノ本史上にもいない、と信澄は最後に締しめくくった。

　信奈は、夜の闇やみに紛まぎれて岐阜城を発たち、西のかた大垣城へと進軍した──。

　そこにまもなく、信奈が待つ者が来る、と信じて。




　が、信奈はまるでその強運を手から落としてしまったかのようだった。

　事態が一刻を争う中、信奈は滝川一益と主力軍を「明朝、視界が晴れてから出立するように」と岐阜城に止めて、自らはわずかな手勢を率いて夜間強行を敢かん行こうしていた。金ヶ崎の退のき口の時と同様に、行軍に時間がかかる主力軍から総大将の信奈自身が敢あえて離り脱だつすることで、誰だれよりも早く駆けて大垣城へ入り、武田徳川軍の「一手先」を奪うばうと決めたのだ。金ヶ崎の危機を、信奈はこの捨て身の強行軍によって乗り切ったのだ。

　だが、いざ信奈がわずか十数騎の小こ姓しようのみを連れて森の間道を駆けて行くと──大垣城の「堀」となる揖斐川が、予想以上に増水していた。

　出立した時、岐阜城は晴れていたのだ。どうやら揖斐川の上流で、局地的な通り雨があったらしい。

「……もしも今、夜や襲しゆうをかけられたら……全ぜん滅めつだわ」

　馬上で信奈は唇くちびるを嚙んだ。歴戦の信奈の「勘かん」が、囁いた。

　森のあちこちから、「隅すみ立たて四つ目」の六角文の旗印が、いっせいに躍おどり出ていた。元近江観音寺城主、六角承禎が率いる、反織田軍である。そのほとんどが、いわゆる武士ではない。伊賀・甲賀の忍しのびの者たちが主体だった。夜間伏ふく兵へいと奇き襲しゆうを得意技わざとして、伊賀甲賀の地を戦国大名たちから守り抜ぬいてきた「山の民たみ」たちだった。

　観音寺城を捨てて以来、武田信虎の指揮のもとで織田家包囲網もうの将として各地を転々としていた六角承禎は、ついに織田信奈を捉とらえた。

　六角家は佐々木源氏の名門にして、長らく足利幕府を支えてきた中世日ノ本を代表する一大勢力だった。足利将軍が京を追われた際にはなんどもこれを庇ひ護ごしてきた。だが、男装の姫ひめ武将・浅井長政に敗れ、続いて織田信奈に居城・観音寺城から追われたことで、六角承禎は伊賀・甲賀周辺を長らく流る浪ろうするという不ふ遇ぐうをかこっていた。

　もともと六角承禎は、激しさを増す一方だった合戦の日々と斜しや陽ようの運命から逃のがれられぬ重圧で心身を病やみ、名門六角家の威い信しんを恐おそれない下げ克こく上じようの象しよう徴ちよう的な存在である姫武将たちに恐きよう怖ふし、その反動で無む垢くな幼い少女に異様な興味を抱いだき、歪ゆがんだ救いを求めるようになっていた。かつて観音寺城主だった時代には、男装していた浅井長政や蒲生がもう氏うじ郷さとを手に掛かけようとしたこともあった。家臣の幼い娘むすめに手を出そうとする承禎の悪あく癖へきこそが、六角家が傾かたむいた大きな原因になっていたのである。

　六角家を滅ほろぼした二人の姫武将の片割れである浅井長政が「死んだ」今、姫武将たちの頂点に立ち、自らを浪人の境遇へと貶おとしめた織田信奈への承禎の憎にくしみは、尋じん常じようではない。

「天王寺の合戦では、わが矢を雑さい賀か孫まご市いちの神かみ業わざではじき飛ばされ、相良良晴に邪じや魔まをされたが、もうこれで終わりじゃ。織田信奈よ。夜の闇の中であろうとも、わが弓矢はうぬの姿を逃さぬ──お命をいただく。しかし、一いち撃げきでは殺さぬ──」

　退たい路ろを断たたれ、目の前の揖斐川は増水していて渡と河かできない。

　手勢は十数名の小姓たちのみ。

　小姓たちと、忍びの者たちとの斬きり合いがはじまる中。

　是ぜ非ひに及およばず、と信奈は呟つぶやき、揖斐川へと馬を乗り入れた。

「わたしは、最後まで諦あきらめない！　わたしに天下布武を成し遂げる天運があるのならば、この馬は揖斐川を渡わたりきるはずよ！」

　しかし、日へ置き流りゆう弓きゆう術じゆつの達人・六角承禎が放った矢が、信奈を乗せていた馬の額を貫つらぬき、横転させていた。

　設楽原以来、ほとんど不眠不休で強行軍を続けて疲ひ弊へいしきっていた信奈の身体からだは、激流の中に落ちた。

「織田信奈！　相良良晴とはまだ祝言を挙げておらぬのう。うぬを清らかな生き娘むすめのまま死なせはせぬ！　六角家を滅ぼしたうぬは、天てん下か布ふ武ぶの志に短い生涯を捧ささげた聖女としてではなく、愛欲に溺おぼれ日ノ本の文化を焼き尽つくした第六天てん魔ま王おうとして死んでいくべきじゃ！」

　六角承禎が馬から飛び降り、激流を流されつつあった信奈の腕うでを摑つかみ取って、そして押し倒たおしていた。老人のものとは思えぬ怪かい力りきだった。

「姉あね川がわの合戦」の陣じん中ちゆうで朝倉義景に襲おそわれた時のことを、信奈は思いだしていた。

　朝倉義景はしかし、少なくとも信奈を愛していた。その愛の形が、歪んでいただけだ。六角承禎は違う。戦国乱世で自分を脅おびやかしてきた敵将への憎しみを、陵りよう辱じよくというもっとも醜みにくく恥はずべき形で、ぶつけようとしているだけだった。織田家の跡あと取とりとして生まれてきた信奈にとって、「憎ぞう悪お」として男の欲望をぶつけられる経験は、今までいちどもなかった。悪夢だった。もはや逃にげることはできない。信奈は承禎の腕から逃れようと抗あらがいながら、（わたしの夢が。天下布武の志が。こんな形で。こんな結末で終わるなんて。良晴……！）と悔くやし涙なみだを流した。

「恥はじ知らずな！　殺すのならば、天王寺での合戦の時のように、一撃で殺そうとするべきでしょう！　戦場で姫武将を辱はずかしめるだなんて、武士のやることではないわ！」

「天王寺でうぬを殺せなかった時から、儂わしはもはや武士ではなくなった！　乱世に病み疲つかれて貴様への復ふく讐しゆうのためだけに恥を捨て人の道を捨てて生き延びてきた素す浪ろう人にんよ！　が、今の儂は無垢な処女には手を掛けられぬ。よって、殺す前にうぬの貞てい操そうを奪うばう！」

「たとえ、わたしの身体を汚けがしても……わたしの魂までは汚せないわ！　わたしは、天下布武の志を蝮まむしから継ついで以来、いつどのような形で死ぬことになろうとも後こう悔かいしないと覚かく悟ごしてきた！　絶対に、屈くつ服ぷくしない！」

　周囲は一面の闇やみ。われらは隠おん密みつの忍び。岐阜城から救きゆう援えんは来ぬ。まだ時間はいくらでもある。朝が明けるまでに、うぬの身体と精神を陵辱し壊こわし尽くしてくれるわ──と承禎が狂きよう気きじみた叫さけび声をあげて信奈の唇を奪おうとしたその時。




「戦場にて姫武将を襲うなど、士道不覚悟──！　武辺と色欲とをはき違えた六角承禎、おんしにはもはや戦国日ノ本の武士として生きる資格は、なか！」




　ドンッ！

　六角承禎の鎧よろいに、種たね子が島しまの一撃が、命中していた。

　承禎の身体がその衝しよう撃げきで吹き飛ばされて、信奈は間かん一いつ髪ぱつ、辱めを受けることを免まぬがれていた。

「……誰!?　女の子？　薩さつ摩ま弁……!?」

　この時。

　川の水が、退ひいた。

　揖斐川の対岸から、いっせいに渡って来た。

「千成ひょうたん」の馬印を掲かかげた、相良軍が。

「島津中なか務つかさ大たい輔ふ家久、再上じよう洛らく！　相良さぁ、ぎりぎりで間に合ったど！　水が退いた、今ならば川を渡れる！　一気に蹴け散ちらすど！」

　撃うち終えた種子島を放ほうり投げた島津家久が抜ばつ刀とうして揖斐川へと突とつ入にゆうすると同時に。

「信奈さまの救援に、ぎりぎりだけれども間に合った！　六角承禎のおかしな性癖がこの幸運を招いたのよ。災わざわい転じて天下大吉だわ。島津に後おくれを取るな！　相良妹軍団、出撃よ！　妹武将といえば、近江生まれの石いし田だ佐さ吉きち！」

「……あうう。大谷紀之介、口だけ達者でひ弱い佐吉ちゃんの盾たてとして、参戦。信奈さまを汚そうとした六角承禎、人じん面めん獣じゆう心しんなり。三年と言わず三日のうちに、祟たたりを為なさん」

「九州遠えん征せいより帰き還かんせし加か藤とう虎とら之の助すけ、参る！　どうして佐吉が仕切っているんだ、まったく。今宵こよいの戦場に虎はいないが、獣けものを狩る！」

「にょほほ～！　お待たせ、福ふく島しま市いち松まつ！　今宵の日本号はひと味違うっすよ～！　しっかし承禎は信奈さまの首をさっさと盗とらずになにやってたんすか、姉あね御ご？　馬ば鹿かっすね？」

「い、市松は知らなくていい！　とにかく奴やつは獣だ！　市松、狩れっ！」

「合がつ点てん承しよう知ち！　姉御と市松の連撃から逃げおおせられる者は、いねえっすよ！」

　ねねが長なが浜はま城で育成してきた「相良妹軍団」の姫武将たちが、信奈と小こ姓しようたちを救援すべく、島津家久に続いてどっと押し寄せて来た。

　妹軍団の背後からは、長浜城から長ちよう駆く駆かけつけてきた相良軍の将兵たちが、続々と前進してくる。

　胴どうを撃たれた承禎は「……おのれ……またしても、姫武将たちが……どこまでも……儂は織田信奈には勝てぬのか……」とうわごとを呟きながら、伊賀甲賀の忍びたちに担かつぎ上げられて溺でき死しを免れている。が、忍びたちは突然揖斐川の水位が落ちたために、相良軍団の突然の接近を許していた。

「相良軍団だと!?」

「いかん、思ったよりも大人数だ！」

「十中十、織田信奈を討うち取っていたはずであったが」

「承禎め、錯さく乱らんして大魚を逸いつしたか。愚おろかな真ま似ねを！」

「なぜだ。なぜいきなり川の水が退いたのだ」

「織田信奈には、やはり、天の加護があるとしか思えぬ」

「この一いつ騎き当とう千せんの姫武将どもに正面から挑いどんでは多勢に無勢。者ども、川を跳とべ！　あれに見える相良軍団の総大将を討ち取れ！」

「応！　奴は戦いくさなき未来から来た、武辺なきひよっこ！」

「われら伊賀甲賀忍びが束になって襲いかかれば、容た易やすく討ち取れる！」

「頭上よりいっせいに手しゆ裏り剣けんを放つのだ！」

　兄上危ない！　と交戦状態に入っていた石田佐吉が叫ぶ。

　しかし、千成ひょうたんの馬印を掲げ、馬上で指揮を執とっていた相良軍団の総大将は、

「残念だな。服部半蔵の手裏剣術からも逃げ切った俺に、手裏剣は当たらねえぜ！」

　と声をあげると、飛んできた手裏剣をことごとくを馬上でひらり、ひらりと身を躱かわして器用に避よけきると同時に、槍やりを構えていた。

「ぬっ？　さすがは名うての逃げ上手。だが──」

「逃げるだけでは、忍びの波状攻こう撃げきは躱しきれぬ！」

「者ども、忍者刀を抜いて四方より押し囲み、一気に討ち取れ！」

「所しよ詮せんは逃げるだけが特技の未来人よ！　圧あつ倒とう的な武術には抗えぬわ！」

　忍びたちがいっせいに着地し、馬上の総大将めがけて東西南北から真剣を構えて突進した。

　しかし、忍びたちは知らなかった──相良軍団の総大将の武力と胆たん力りよくとが、修しゆ羅らの国・九州で大きく成長していたことを。そして、信奈を目の前で汚されそうになった彼が珍めずらしく激げき怒どして、自ら槍を振ふるうことをいっさい躊ちゆう躇ちよしていないことを。

「九州の戦場を生き延びてきた俺はもうただの『球避けのヨシ』じゃない。村上水軍で身体を鍛きたえ抜いた。槍だって使えるんだぜ。俺は人と斬り合うのは好きじゃないが、信奈を襲った連中だけは容よう赦しやしねえ。馬上の有利を知れ！」

　キンッ！

　ガンッ！

「相手の攻撃の軌き道どうを先読みして避けることができるということは、その気になれば相手の軌道の死角を突ついててめえらを斬ることもできるってことだぜ！」

　総大将の少年は、四方から伸びてくる忍者刀を、馬上から振りかざした槍の穂ほ先さきで、片かたっ端ぱしから払はらいのけていた。型破れで軌道がいっさい読めない、邪じや道どうの槍捌さばきだった。しかも忍びたちの刀の軌道をすべて先読みして、先手を打ってくる。

「おおっ!?」

「この、邪道の槍捌きは!?　噂うわさに聞く、九州の邪剣使い・甲斐宗運のような……」

「いや、この天てん衣い無む縫ほうぶりはまるで、龍りゆう造ぞう寺じ四天王の一角・百ひやく武たけ賢とも兼かね！」

　どちらも正解だがどちらも不正解だ、と少年が馬上で叫んでいた。

「俺の流りゆう儀ぎは、九州の戦場の中で身体で覚えた無手勝流だ！　誰だれからも型も理屈も教わってねえ！　言ってみれば『相良流槍そう術じゆつ』だぜ！」

　全身が痺しびれるような大声だった。

　忍しのびたちは、気を吞のまれた。

「しまった。こやつの顔つきをみよ。こやつ、以前とはまるで別人！」

「もう『球避け』だけの小こ僧ぞうではない！」

「今や、ひとかどの武将だ！　まるで修羅！」

「出で鱈たら目めにもほどがある槍だが、誰のいかなる流儀にも属さぬゆえに、初見殺し！」

「しかも、問答無用の殺気に溢あふれている……」

　当たり前だ。てめえらは、信奈を──俺の女を襲いやがった。正確に言えば六角承禎がだが、止めなかったてめえらも許しはしねえ、と少年が怒ど気きを発して馬を進め、忍びたち目がめて突進してきた。

「くそっ！　六角承禎が戦場で織田信奈を襲うという愚ぐ行こうを犯おかしたために」

「このままでは我らは相良軍団に殲せん滅めつされる！」

「六角承禎を連れて、この場から逃げだす！」

「散！」

　忍びたちの気配が、遠のいていく。

　川岸までかろうじて這はい上がった信奈は（……助かったのね……わたし……来て、くれたのね……強く、なったのね……）と呟つぶやきながら、我流の槍術を繰くり出して自分を救出してくれた総大将の姿を、見上げていた。

　天あつ晴ぱれだ家久！　よくやった相良妹軍団！　しかし闇の中で敵を深追いするな！　信奈と小姓たちの確保を優先しろ！　と、聞き覚えのある懐なつかしい少年の声が響ひびいてきた。いや、もう少年の声ではない。戦国日ノ本の戦場を駆け巡めぐり生きぬいてきた、男の声だった。

　その声が、信奈のもとへ、近づいてくる。

　信奈は。

　そっと、抱だきかかえられていた。

　胸むな板いたが厚くなった、と信奈は思った。

　目を、開いた。

　もう、恐きよう怖ふはない。

　どこか間が抜ぬけたような、美男子とはとても言えない、懐かしい顔。でも、黒く日焼けして、別人のように逞たくましくなっていた。




「待たせたな、信奈。織田家家臣、相良筑ちく前ぜんの守かみ良晴、主命を果たして九州より帰還したぜ」




　必ず来てくれると信じていた。だから、立ち向かえた。最後まで承禎に抗あらがうことができた。九州からの帰還が遅おくれに遅れた罰ばつとして、頰を平手打ちにすることにした。しかし、その手に力が入らない。信奈の白い指が、そっと良晴の頰を撫なでていた。

「……遅いじゃない、バカ。刻限の二週間はとっくに過ぎているわよ。おかげで竹千代は武田方に降こう伏ふくしてしまったし、右衛門を高野山へ追放するという芝しば居いまでしなければならなくなっちゃったわ。武田徳川には尾張を、毛利両りよう川せんには大坂城を盗とられてしまったのよ。織田家が置かれた戦せん況きようは絶望的だわ。良晴が、ぐずぐずしているからよ」

「ごめんな。九州は、想像以上に厳しい修羅の国だった。だが、俺たちは九州で多くのものを得た。大友宗麟は主力軍のほとんどを官兵衛に預けて本州決戦に貸してくれた。官兵衛は、高たか城の合戦で天才軍師として花開いた。もうすぐ、立花宗茂たちを率いて畿内に現れる。家久も、俺についてきてくれた。反撃の時だ、信奈」

「立花宗茂？」

「初陣で武神・島津義弘と一騎打ちに及およんだ、修羅の完成型、西国無む双そうの姫武将だ。そしてお前を間一髪で救った家久は、島津家の軍法戦術を担当する天才軍略家に成長した。種子島部隊の扱あつかいはおそらく今の地球上で最強だ。お前が準備した三千丁の鉄砲がまだ活いきているならば、武田騎馬隊との決戦、必ず勝てる。元康の離り反はんにも、きっとなにか事情がある。あいつは決してお前を裏切ったりはしない。だから、元気を出せ！」

「……強くなったのね、ほんとうに。わたしばかり酷ひどい目にあって泣いちゃって、ちょっぴり悔くやしいわね」

「俺だってお前に送り込まれた先の九州で何度も捕とらわれたり死にかけたさ、お相子だよ」

「あらそう。でも、なかなか姿を見せないから、丹波の十兵衛のもとへ先に向かったとばかり思っていたわ」

「悪かった。長浜城に立ち寄って兵を集めねばならなかったので、ぎりぎりになっちまった。十兵衛ちゃんのほうも、心配ない。俺の『分身』となってくれた人が今いま頃ごろ、五右衛門とともに十兵衛ちゃんを救きゆう援えんしてくれているはずだ。信奈と十兵衛ちゃん。二つの実を、同時に拾えたぜ──そうさ。俺とお前の『生』に『二周目』など、必要ない」

「二周目？　分身って、誰のこと？　弟でも、見つけたの？」

「いや、姉だ。相良家のご先祖さま、相良義陽姉さんだ」

「ええ？　妹軍団に続いて、こんどは『姉』？　またしてもはぁれむ要員を増やす口実を見つけたのね。九州でどれだけ現地妻を獲かく得とくしてきたのか、白状しないと切腹よ！　大友宗麟ってフロイスよりおっぱい大きいんでしょう？　その宗麟の兵をごっそり借り受けてきたということは、ぜーったいに、宗麟と浮うわ気きしたに違ちがいな……むぐっ」

　良晴は弁明する代わりに、信奈の唇くちびるに自分の唇を押しつけていた。

　信奈は、（接せつ吻ぷんで誤ご魔ま化かすつもりね。やっぱりサルだわ。ちょっとは成長したかと思ったのに、スケベなところは相変わらずだわ。良晴って、ほんとうに女好きのサルよ）と心の中で毒どく舌ぜつを吐はきながら、そっと良晴の背中に腕うでを回していた──。

「姉御！　お兄ちゃんと信奈さまは、なにやってんすか！　もしやお兄ちゃん、信奈さまを襲おそってるんすか!?　まさか下げ克こく上じようっすか？」

「ち、違う、市松！　見ちゃいけない！　長い旅路の果てに、兄貴は信奈さまとやっと再会できたんだ。そっとしておいてあげるんだっ！」

「……兄上ったら、まだ戦せん闘とうは終わっていないのに、はしたないんだから。妹軍団を見事に采さい配はいしたこの佐吉にも、ご褒ほう美びの接吻を与あたえるべきだわ。そうは思わない、紀き之の介すけ？」

「ううう。今の二人の邪じや魔まをしたら、相良妹軍団は信奈さまの勘かん気きを買って追放されちゃうよう、佐吉ちゃん」

　良晴と信奈を守るように二人のすぐ隣となりに立っていた島津家久が、陽気に笑った。

「相良さぁは姫武将に好かれる。九州で恋こい人びとばたくさん作ったが、相良さぁの正妻はどうやら織田信奈、おんし一人のようじゃ。英えい雄ゆうば色を好む。天下人ならば妬やくな、妬くな」

　家久はすでに、良晴の命を守るために己おのれの命を捨てがまる決意を、固めている。

「黒田官兵衛もまもなく畿内への『大おお返がえし』を終える頃合いじゃ、いよいよ反撃の烽火のろしばあげる時ぞ。おいの見込みでは、決戦場は東国と西国の文字通りの『境目』にあたる要所・関ヶ原じゃ。これより戦国日ノ本の歴史を定める、一大決戦ぞ」




　　　　※




　幼き奥州の覇は者しや・伊達政宗こと梵ぼん天てん丸まるは、北奥州と南奥州の支配を確固たるものとするために、米よね沢ざわから海に近い仙せん台だいへと本城を移転し、仙台の城下町建設に力を入れていた。

　その梵天丸のもとに、織田家から外交の使者が到とう着ちやくしていた。

「はじめまして奥州の覇者さん。信奈お義ね姉えさまの義妹いもうと、蒲生氏郷ことレオンよ」

「生意気な小こ娘むすめなのだククク。粗そ茶ちやをどうぞ、にゃのだ」

「……ぷはっ!?　なによこれ、にっが～い！　毒が入っているじゃない！　あなたねえ、仮にも織田家の使者への茶に一服盛りだなんて、なに考えてるのよ!?」

「ちょっとした冗じよう談だんだ。我はお茶目さんでな」

「ちょっとした冗談で毒殺されたくないわね！」

「キリシタンは我の敵なのでな、ククク。ちょっとだけ身体からだが痺しびれて世界が桃とう源げん郷きようのように輝かがやいて見えるだけのキノコ毒だ、問題ない」

「問題おおありよ！　あとその胸にぶら下げた逆さ十じゆう字じ架か、やめてちょうだい！」

「なぜだ？　十字架は逆さまにしてこそかっこいいのではないか。おお、アンチクライスト！　知ち恵えのある者はよく我の十字架を見るがよい。そこには獣けものの数字が。六、六、六」

「やめなさいってば！　あなた、もしかして奥州に友達いないでしょう？」

「うぐっ？　そ、そんなことはにゃいっ！　それで鯰なまず頭のキリシタン娘よ、用件はにゃんだ？」

　私はお茶会にいそしんで棘とげのある性格をかなり矯きよう正せいできたけれど、この小娘だけはどうしても耐たえられないわ。アンチ・クライストだし！　なんだか生しよう涯がい最大の宿敵と邂かい逅こうしてしまったような、そんな悪い予感がするわ、と氏郷は頭痛に耐えながら、本題を切りだしていた。

「織田軍と反織田家連合軍との中央での合戦、いよいよ佳か境きように入ったわ。梵天丸。あなたには今いちど織田方についてもらって、東国で兵を率いて暴れてほしいの」

　そう。蒲生氏郷は信奈から「伊達家を再び動かすように」と重大任務を任され、奥州に出向していたのだ。

「武田信玄と上杉謙信がともに主力を率いて本国から出で払はらっている今こそ、伊達家にとっても絶好の機会よ。再度の関東出兵と、北条征せい伐ばつをお願いするわ。まず関東平定のために欠かせない要所である上野こうずけは盗とれるはず。織田家が畿内で武田・上杉らと戦っている間、関東八州は伊達の切り取り次し第だいよ」

　九州の大友家には相良良晴、島津家には近衛前久を送ると同時に、信奈はへそ曲がりな奥州の覇者・梵天丸を味方に引き込むための大役として蒲生氏郷を抜ばつ擢てきしたのだった。

「ククク。武田信玄と上杉謙信が組んで上じよう洛らく軍を興おこし、関東の守りを北条氏康が請うけ負っている反織田家連合はいわば東軍。対する織田信奈方は、主な味方はキリシタン繫つながりの大友宗麟くらいか。言ってみれば、西軍だにゃ。翻ひるがえってわが奥州は、さて、東国だが──」

「待ちなさいよ～！　奥州を制覇したあなたの次の目標は関東だったはず。武田・上杉が留守になっている今こそ、関東遠征の絶好の機会でしょう!?」

「またしても最上の狐きつねに邪魔をされたらかなわんのでな」

「このレオン氏郷が織田家から出張した与よ力りきとして全面協力するわ！　だから関東出兵を」

「どうしようかにゃ～。鯰娘を関東に連れて行ったら、地じ震しんが起きそうだにゃ」

「失礼ねえ。あづっちーは琵び琶わ湖この主あるじなのよ、地震を抑おさえてくれているのよ！」

　すみませんこちらは安全なお茶です！　と慌あわてて氏郷に茶を点たてた片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうが、梵天丸に「中央の情勢は凄すさまじいことになっているようです。どうしますか姫ひめ？　この戦いくさ、伊達家の命運を賭かける戦いになりましょう。小十郎たちは、姫のご決断のままに動きます」と決断を促うながす。

　まあ。ずいぶんとかわいらしい美少年のお小姓さんだこと……と、男子に興味なしと豪ごう語ごしているはずの氏郷は思わず顔を赤らめていた。

　梵天丸はしかし、すでにこの時が来ることを予測し待ち望んでいたらしい。

「我の言うことを聞いてくれるか、なまたん」

「誰だれがなまたんよ！　私の兜かぶとは、琵琶湖の主・あづっちーなのよ！」

「織田信奈からの『お墨すみ付つき』をよこすならば、立ち上がってやってもいいぞククク」

「関東切り取り放題のお墨付きね。いいわよ。徳川が武田方につき、滝川さまが美濃へ退たい却きやくされた以上、お義姉さまとしても現状ではあなたに東国を託たくすしかないもの」

「いや違うぞ、鯰頭。我が求めるものは、『関東』ではなく『日ノ本いずこの国であろうとも』この梵天丸の切り取り放題だという織田家からのお墨付きにゃのだ！」

「ちょっと？　どういうこと、それ？」

「まだ秘密だ。承知せぬのなら、我は仙台で味み噌そ造りに励はげむとする。ククク」

　氏郷は（梵天丸。幼いけれども、義姉さま並みに知恵の回る姫武将だわ。しかも底知れない野望を秘ひめている。いったいなにを企たくらんでいるのかしら）といぶかしみつつも、

「承知したわ！　ただし、このレオン氏郷も奥州軍に参戦するわよ」

　とうなずくと、梵天丸の手を握にぎりしめていた。

「うむ。よかろう。これで同盟成立にゃのだ！　小十郎、成しげ実さねたちを招集せよ！　ただちに第二次関東出兵をはじめるにょだ！」

「わわわ。アンチクライストの姫とキリシタンの姫。相あい性しようはだいじょうぶでしょうか？」

　梵天丸の真意が読めない以上、これは大きな賭けとなる決断だった。だがしかし、今はこのアンチクライスト少女に、織田家の命運を託すしかないのだ。




　　　　※




　ついに、奥州の覇者・「邪じや気き眼がん竜りゆう」伊達政宗が「我は織田方につくにょだ」と関東の獅し子し・北条氏康に宣戦を布告し、天下の覇者を定める決戦はここに日ノ本全土を巻き込んだ壮大な規模へと膨ふくれあがった。

「東軍」の諸将は──越えち後ごの龍りゆう・上杉謙信。尾張までを飲み込んだ甲斐の虎・武田信玄。突とつ如じよとして武田方につき虎こ視し眈たん々たんと「漁夫の利」を狙ねらう徳川家康と本多正信主従。伊勢の武田信虎。伊賀甲賀の六角承禎。西国からの参戦ではあるが、姫路城を抜ぬき、足利将軍を奉じて大坂城へと入城した毛利両りよう川せん。そして、「問題の男」、奸かん悪あく無限の宇喜多直家。

「西軍」は本国の尾張を失しつ陥かんしてなお最大の国力を保つ天下人・織田信奈を盟主に、柴田勝家・丹に羽わ長なが秀ひで・前まえ田だ犬いぬ千ち代よ率いる織田家北陸軍。明智光秀率いる織田家畿内軍。相良良晴率いる相良軍団。岐阜城で決死の籠ろう城じようをはじめた津田信澄。さらには良晴とともに再上洛した島津家久と、黒田官兵衛に率いられ畿内へと猛もう進しん撃げきを続ける大友軍・立花宗茂。

　四国の長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかも、西軍に参加するべく船団を率いて土と佐さを出しゆつ立たつしていた。

　九州でも、反織田を唱え龍造寺家の家督を継ついだ鍋なべ島しま直なお茂しげと甲斐宗運を擁ようする阿蘇家が「東軍」となり、織田方と同盟を結んで主力を官兵衛に提供しながら同時に領土を守らねばならなくなった大友宗麟と、末まつ妹まいの家久を本州へ送り込む形になった島津家が「西軍」となって、戦国九州における最後の決戦をはじめようとしている。

　その九州から帰き還かんしたガスパールは、京の都に建てられた南なん蛮ばん寺に戻もどり、日ノ本の地図を眺ながめながら「プラトン立体が告げてくれている。東国と九州でも凄すさまじい激戦となるが、天下の趨すう勢せいを決する中央主力部隊同士の決戦場は関ヶ原になるだろう。相良良晴と織田信奈がこの決戦に勝てるかどうかは、私にはわからない。相良良晴の未来を、私の観測術プレビシオンは読めないのだから。南蛮人である私は、この関ヶ原の決戦に兵を率いて参加することはできない。勝敗は、相良良晴次第だ。しかし」と呟つぶやいていた。

「『運命』は必ず、収束するべきところへと収束する。最後に織田信奈を世界へと導く者は、私だ──二つの実をともに拾うことはできないという厳然たる事実を『一周目の人生』で学んだ私こそが、織田信奈に天てん下か布ふ武ぶを達成させ、船団を率いて世界へ飛び出すという夢を果たさせる。安土城炎上の運命を、必ず回かい避ひさせる」

　相良良晴。私がきみを、そして私自身を消し去るのは、織田信奈に「運命」が訪おとずれたその時だ。

　きみと織田信奈が祝しゆう言げんを挙げる日は、永遠に、来ない。

　ガスパールは、都の南蛮寺に温存していた「切り札」を、招集していた──。


































　　　あとがき




　春日です。このたびは熊くま本もと地じ震しんで被ひ災さいした方々にお見み舞まい申し上げます。この一年にわたって「信奈」では九州を舞ぶ台たいとしてきました。相良姉妹が愛する港町・八代。甲か斐い宗運が守り続けた阿あ蘇そ。宗麟のふるさと豊後。虎とら之の助すけが城を築くはずの熊くま本もと。それらの、作中で「夢の世界」として描えがいてきた町とその町に暮らす人々が災害に巻き込まれたことに、言葉もありません。被ひ害がいに遭あわれた九州の皆みな様さまが一日でも早く平へい穏おんな生活に戻もどられますよう、祈いのりながら原げん稿こうを書いています。

　さて、この十五巻は、良よし晴はるの九州遠えん征せい編の完結編となる「沖おき田た畷なわての合戦」編、明あけ智ち光みつ秀ひでの丹たん波ばでの苦く闘とう編、信のぶ奈な・家いえ康やす・信しん玄げんの「設楽したらが原はら崩くずれ」編の三つのエピソードが同時進行するという目まぐるしい構成です。九州と本州での同時展開は変則的なのですが、九州編が盛り上がりすぎて十四巻に「沖田畷」が入らなくなったためです。前巻では持もち越こしとなった大おお友とも宗そう麟りんと島しま津づ家いえ久ひさのドラマ、そして龍りゆう造ぞう寺じ兄妹きようだいのドラマに決着が付きます（家久は引き続き、んにゃんにゃですが）。

　一方、戦場の最前線で良晴の帰き還かんを待ち続ける光秀と信奈の二人にも、久々の出番……げふんげふん、大きな運命の転機が訪れます。

　というわけで今回みやま先生に描かいて頂いた表紙のキャラクターは、信奈と光秀です。光秀は過去に何度も表紙キャラ候補になっていたはずなのですが、実は今回が表紙初登場のようで、「な、なんと不ふ憫びんな……本能寺ゲージが溜たまるはず……」と少し泣きました。信奈もメインヒロインなのに、短編集の「安あ土づち日につ記き」を除けば十巻以来の表紙登場ということで、各国のご当地姫ひめ武将を巡めぐる全国版展開がずいぶん長く続いたんだなあと思いました。良晴ハーレムが捗はかどるはずです。ですがその良晴にも、この巻では当人が予想もしていなかったであろう厳しい試練が。しかし、九州を戦い抜ぬいて成長ゲージを限界突とつ破ぱして振ふり切った良晴のことですから、きっと鋼鉄のメンタルで乗のり越えてくれることでしょう。

　なお、九州編が今巻に延長戦突とつ入にゆうしたため、長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかさんの出番が次巻に延のびてしまいました。もう土と佐さからは出港しているんですが。四国の皆みなさん、すみません！

　木き崎ざき原ばる、響ひびき野の原はら、高たか城じよう、沖田畷と九州ではこれまでになかった熱く激しい合戦が続きましたが、十六巻からはじまる合戦は「織お田だ信奈の野望」の総決算となるオールスターキャストとなります。信奈と光秀の運命、良晴の運命、そして武たけ田だ信玄と武田家の運命、上うえ杉すぎ謙けん信しんと武田信玄の決着、元もと就なりの遺言に背いた毛もう利り両りよう川せんの行ゆく方え、さらには奥おう州しゆうのアレ──「織田信奈の野望」の世界を生きてきたあらゆるキャラクターの運命と物語が、この日ひノ本もと史上最大の一戦に集約されるはずです。願わくば最後まで書ききる体力を……。

　ちなみに宣伝ですが、織田信奈公式ツイッター https://twitter.com/nobuna_official でＳＳを掲けい載さい中ちゆうです。現在、主に毎週「信奈たちが、大河ドラマ『真さな田だ丸まる』を観たら……」をお題にＳＳを更こう新しんしていますのでよろしくお願いします。
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●かすがみかげ



盛り上がりすぎまして予定より九州編が長くなりましたが、この15巻でいよいよ九州から本州へと本筋が戻ります。というわけで「全国版」11巻以後で初めてカバーにメインヒロインの信奈が登場。そしてもう一人、意外にもシリーズ初登場の明智光秀です。本編のほうも、設楽原、丹波、沖田畷の特濃三本立て同時展開です！
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